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			プロローグ

			


			　俺の名は佐サ藤トウ太タ郎ロウ、地元の建設会社で働く三十歳だ。

			　ようやっと現場監督として独り立ち出来るようになり、今は鉄骨三階建ての事務所を建設している。

			（やっぱ、形が見えて来るといいよなあ）

			　俺はプレハブから外を見やり、一人頷く。

			　外壁の取り付け作業が終わり足場がバラされた建物は、一見、完成したようにも見えた。

			（中は、まだまだこれからだけどな）

			　内部は今、内壁下地や配線配管作業の真っ最中。これからが本番とも言える。

			　そして昼休み。

			　飯を食うため職人達がゾロゾロと出て来る。それと入れ違うように、俺は三階へと向かう。

			　工事写真を撮影するためだ。

			　人がいると、どうしても撮影の邪魔になる。それを避けるため、昼時を狙って撮影を行っていた。

			（……よし）

			　デジカメの画面で、ちゃんと撮れている事を確認する。そして工事黒板を片手に、次の撮影ポイントへと歩き出す。

			　床に敷いてある一畳ほどのベニヤ板。何の疑問も感じず足を乗せた時、それは起きた。

			「なっ！」

			　思わず声が出る。

			　ベニヤ板は俺の体重を支える気配をまったく見せず、紙のようにしなり、あっさりと割れた。

			　そして俺の体は、ベニヤ板に隠されていた開口部を通り抜け、板の破片と共に階下へと落下して行く。

			　ゾッとする浮遊感を感じながら、思い出す。ここには、ダクト用の開口部があった事を。

			　ダクト用のため、二階にある開口部も同じ位置。つまり俺の体は、二階の床では止まらない。止まるとすれば一階だ。

			　ちなみに二階の開口部は、周囲を柵で囲ってある。

			（ベニヤはベニヤでも薄ベニヤかよ！　開口養生に薄ベニヤって、トラップじゃねえか！）

			　心の中で叫ぶ。

			　そして数瞬後、俺の体はくぐもった音を立てながら、一階床に激しく衝突した。

			


			（……ん？）

			　気がつくと、俺は暗い空間に浮かんでいた。

			　遠くに大きな光の塊が見え、そちらへとフワフワと漂うように引き寄せられて行く。

			（ああ、俺は死んだんだな）

			　転落した事を思い出し、悟る。そして心の中に、日焼けした初老の男の顔が浮かんだ。

			（社長、すみません。夏期安全推進月間の最終日に、事故起こしてしまって）

			　しかも死亡事故だ。

			　社長に盆休みはないだろう。いや、うちの会社規模だと、全員休みなしで事故処理をしなければならないかも知れない。

			　皆に対する申し訳なさ、自分が死んだ事への悔しさ、自分の間抜けさに対する憤りが次々と湧き上がる。

			（ちくしょう、アイツのせいだ）

			　そして薄ベニヤを敷いたと思おぼしき中年親父の顔を、激しい怒りとともに思い出す。

			　中途半端な仕事で、評判の悪い設備屋だ。

			　今日ダクト周りでは、あいつらが作業をしていた。

			　おそらく昼休みになって場を離れる時、開口部をほったらかしにしたままではまずい、とさすがに思ったのだろう。

			　しかし適当な材料を近くで見つけられず、その辺にあった薄ベニヤを敷いたに違いない。

			　遠くまで取りに行くのは面倒だ。

			　どうせ昼休みの間だけ。

			　見た目さえ塞がっていればいい。

			　その程度の考えだ。

			（あんな薄ベニヤ敷くくらいなら、開けっ放しの方がまだマシだ）

			　見た目でわかる。俺も開口部が開いたままだったなら、転落する事はなかったろう。

			（まあ、開けっ放しを見つけたら、即激怒したがな）

			　そんな事をつらつら考えていると、突然、後方から声が聞こえる。

			　声と言っても音ではない。直接心に響く。

			『依頼を受けないか？』

			　慌てて振り返ると、少し離れたところに本が浮かんでいた。

			　でかい。長辺が四メートルくらいある、辞書のような分厚い本だ。しかも本の表紙中央には、これまた大きな、石で出来た人間の顔がついている。

			　そしてその目は、俺の方を真っ直ぐに見つめていた。

			『……依頼を、受けないか？』

			　驚きのあまり反応出来ないでいる俺を見て、石像はもう一度、ゆっくりと繰り返す。

			「依頼……ですか？」

			　何とか気を落ち着かせ、口を開く。

			　おそらく死後の世界なのだ。こんな化け物みたいなのが存在していても、おかしくはない。

			　俺の言葉遣いが丁寧なのも当然。こんなやばそうな相手に、初対面でタメ口かますような蛮勇は持ち合わせていない。

			　石像は、そうだと頷き、言葉を続ける。

			『私の指定した世界に赴き、そこで生きて貰う。これが依頼だ』

			　その言葉に、俺は必死に頭を回転させる。

			　だが、どうにも意味がわからない。

			「すみません、ちょっと状況がよくわからなくて。よければ説明をお願いしたいのですが」

			『勿論だ。落ち着いて話を聞いて貰えるのは、こちらとしても助かる』

			　その言葉で気がつく。

			　死後の世界のようなところで、化け物みたいな石像に声を掛けられたら、パニックに陥っても不思議ではない。

			　だが俺は、そこまで混乱せずにいる。

			（これは……、工事現場で年上の怖いおっさんとばかり仕事をしていたせいで、知らず肝が据わって来ていたのだろうか？）

			　おそらくそうだろう。ちょっとだけ自分に感心した。

			『まず、お前は死んだ。これはわかるな？』

			　石像は説明を始める。

			　俺は頷く。

			『そして通常ならば、お前の魂は一ヶ所に集められ、新たな魂として還元される』

			　あそこだ、とでも言うように石像の目が一点を指す。俺がさっき見た大きな光の塊だ。

			『だがその前にある世界に赴いて、そこで残りの人生を送って貰いたいのだ』

			「何のためにですか？」

			『その理由を説明するつもりはない』

			　それを聞いて俺は呆れる。この説明で依頼を受ける者はいないだろう。

			「それでは受けられませんね」

			　そう答えた俺への反応は、意外なものだった。

			『そうか残念だ。では、さらばだ』

			　あっさり引いたのだ。

			　そして俺の後方、おそらくまた新たに死者が現れるであろう方向へと動き出す。

			　その行動に、俺の方が焦る。

			　今の俺には、現在の状況に対する情報がまるでない。依頼を受ける受けないは別にしても、この石像から何かを引き出しておきたいのだ。

			　他に話が聞けそうな存在など、見回しても何もない。

			「ちょっ、ちょっと待って下さい！」

			『受けるのか？』

			「受けませんけど」

			『ならば、時間の無駄だ』

			　心の中に冷や汗をかく。

			　この石像は、俺にまったく執着していない。断られれば次、そんな感じだ。この交渉は対等な立場ではない。相手の方が遥かに上の立場である事を、思い知らされた。

			（くそっ！　まるで学生時代に受けた、人気バイトの面接みたいじゃねえか）

			　あっさり落とされた苦い思い出が、よみがえる。

			　そこで別の事に気がついた。例の大きな光の塊が、だんだんと近づいて来ているのだ。いや、こちらが引き寄せられているとも言える。

			　魂の還元、とか言っていたはず。あそこに到達した場合、問答無用で還元されてしまうのかも知れない。

			　もしそうなら、俺に残された時間はそれほど多くはないだろう。

			「いえ！　やっぱり受ける……にやぶさかでないので、もう少し説明をお願いします！」

			　ふむ、と石像は頷く。

			『説明……いや、聞きたい事をお前の方から質問するがいい』

			　何のために、以外の質問だな。時間を無駄には出来ない。

			「あなたは、どういった存在なのですか？」

			『そなたの理解の中で言えば、神に近い。創造神ではない。星の数ほどいる神の一ひと柱はしらだ』

			「お名前は？　何とお呼びすればいいのでしょう？」

			『好きに呼べばいい』

			　答える気がない事を理解した。

			「では、魂の還元とは？」

			『新たな命として、各地に送られる』

			「その時、意識や記憶は残るのでしょうか？」

			『残らない』

			　なるほど、いわゆる実質的な死だ。

			「あなたの依頼に従って、別な世界に赴いた場合は？」

			『意識、記憶、姿形、そのままだ』

			「そこで私は、何をすればいいのでしょう？」

			『自身が望む通りに生きて貰いたい』

			（これだ。この意味がわからない。俺が自由に生きる事で、この石像に何かメリットがあるのだろうか？）

			　次の質問を何にするか、懸命に頭を働かせる。

			　少し眩しさを感じたので顔を向けると、光の塊が目の前にあった。

			「すみません。質問を続ける前に引っ張って貰えませんでしょうか？　光の塊へかなり近づいてしまったので」

			　石像は横に顔を振るように、本全体を左右に動かす。

			『それは出来ない。魂が還元場へ向かう力に、我は抗えない』

			（本当かよ？　交渉を有利に進めたくて、拒否ってんじゃないだろうな？）

			『嘘ではない。そなたの時間はあまり無いのだ』

			　顔に出ていたか、もしくは心を読まれたようだ。

			　しかし時間が無くとも、踏み切るにはまだ情報が足りていない。

			「好きに生きろとの事ですが、その世界で、私は好きに生きられる状況にあるのでしょうか？」

			　重要な事である。

			　貧苦にまみれ、病に冒され、重税にあえぐだけの人生であるなら、還元された方がマシだ。

			『我が力の一片を貸与する。その世界において最上位の魔法だ』

			（よっし、チート来たーっ！）

			　俺は内心で拳を握りしめる。

			　チートが貰えるなら話は別だ。人生に未練はまだまだある。

			　問題点は後一つ。石像を信じていいのか、という事だけだ。

			　死んだ俺に、チート付き異世界転移を提供してくれるという。しかしその事での向こうのメリットを教えて貰えてない。

			　信じて行ってみたら、魂が燃料にされるとか、苦しみの感情発生器に加工されるとか、酷い目にあう可能性だってある。

			　……だが、受けなければ還元される。魂はともかく、佐藤太郎個人としては消滅だ。

			　疑い始めれば、魂の還元について偽りを言っている事もありえる。

			　実はあの光の中に入ると、病院のベッドの上で意識を取り戻すとか、天国的な何かに行けるとか。

			（いや、還元の事は間違いあるまい）

			　勘としか言えないが、そう思う。

			　あの光はやばい、消滅してしまう。そんな感じがビンビンにするのだ。

			　それに石像の態度もある。

			　あの淡白な態度には、騙そうという雰囲気が微塵も感じられない。

			　個人の感性かも知れないが、俺の場合、仮に善意でも相手があまりに必死だと警戒してしまうのだ。

			　断っても断っても無料アップグレードを勧めて来て、無視していると勝手に強制アップグレードされてしまう。

			　文句を言うと、拒否をクリックしなければ承諾した事になりますとか。もう、生理的にアップグレードを拒否してしまった。

			　脱線した思考を元に戻す。

			　依頼を受けなければ、還元され消滅する。

			　受ければ、異世界転移チートが出来るかも知れない。

			（どうせ、石像の言葉の真偽を確かめられるような能力も時間も、俺には無い）

			　なら、ここは賭けてもいいだろう。

			「最後に一つ。依頼を受けた場合、報酬はあるのですか？」

			『一つの生を中途で終えた者が、その人格、記憶を残したまま他より図抜けた力を与えられ、生を再開出来る。これを報酬と受け取るか否かは、そなた次第だ』

			　その言葉に納得する。確かに充分な報酬だ。

			「受けます！　依頼、お受け致します！」

			　俺の返答に、石像は頷き目を閉じた。

			　直後に石像の本体、本の部分の裏表紙が開き（石像のある方が表紙と仮定して）、パラパラとページがめくられて行く。

			　そしてピタリと止まり、一枚のページがスッと本を離れ、俺の目の前に静かに飛んで来た。

			　パタパタと折り畳まれ、装丁された一冊の本になる。

			『受け取れ、我が力だ。詳細はその中に記されている』

			　俺は本へ手を伸ばし、押しいただく。

			　表紙をめくってチラッと目を通すと、治癒魔法とポーション作製が出来るような事が見て取れた。

			「あのー、こういった場合、いただける魔法がどんなものか選べないのでしょうか？」

			　恐る恐るたずねる。

			『やるのではない、貸与だ』

			　そこの違いは重要らしい。

			『その力はお前の命を維持し、また金銭を得るのに大いに役立つ。健康で金があれば、自由に生きる事が出来るのではないか？』

			　一切飾りなしのストレートな物言いだ。

			　人によりいろんな意見はあると思うが、俺個人としては異論は無い。

			『では、問題なかろう』

			　実は、圧倒的な攻撃魔法を見せつけ人々を平伏させ、驕り高ぶったり出来るのを、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ期待していた。

			　勿論そんな事、口には出せない。

			　そんなこんなしている間に、いよいよ魂の還元場、大きな光の球が間近になって来た。

			　近づくとその巨大さがよくわかる。

			　直径百メートルくらいあるんじゃないだろうか。

			　実際の球までの距離は、まだ二百メートルくらいはあるのだろう。

			　だが、大きいのと光っているのとで、球の方向は巨大な光の壁にしか見えない。

			　あまりの眩しさに、体の向きを変えた。

			　光の球に背を向けた状態で、石像と最後の言葉を交わす。

			「ありがとうございました。では、行って参ります」

			　石像は、ゆっくり頷く。

			『好きに生きよ』

			　別世界へ移送される最後の瞬間まで、俺は石像を注視していた。しかし、「嵌はめてやったぜ」、「引っ掛かってやんの」みたいな態度は欠かけ片らも見られない。

			　ただ淡々としていた。

			　俺はホッとし、再度確信する。騙すつもりはないと。

			　そして、俺の視界は暗転した。

		

	
		
			第一章　始まり

			


			「……着いたか。一瞬だな」

			　気がつくと俺は、雑草の生い茂る中に座っていた。

			　立ち上がると、雑草の高さは膝ぐらい。

			　あちらこちらには、一抱え以上ある石の塊が顔を出している。

			　自然のものではない、石材だ。

			　ただいずれも古く、表面は風化している。

			　昔々に建てられた石造りの建物が崩れ、そのまま放置されたのだろう。

			　周囲を見回してみると、ここは小さな丘の上である事がわかった。　

			　草原と森、それにやや遠くに町らしきもの、街道らしきものが見える。

			　まったく馴染みのない風景だ。

			　町らしきものは周囲に城壁を備えており、中世ヨーロッパのような風情である。

			　音は、そよ風に揺らされる草と木々の葉の立てるもののみ、車の走行音など一切聞こえない。

			「まずは、貰った魔法の確認だな。さっきは時間がなくて、詳しく見られなかったからな」

			　俺は自分の声が出るのを確認するように、独り言ごちる。問題はないようだ。

			　貰ったはずの本は手元にない。だが、焦る気持ちはまったく湧かなかった。

			　なぜなら自分の頭の中に、その存在を感じていたからである。

			　頭の中で、本を開いて読むイメージをすると……読めた。

			


			　我は、当本を貸与された者に、下記の力を貸し与える。

			　当本は、貸与された者の命が失われた時点で、力と共に返却される。

			　貸与する力

			　　根源魔法アカシック・マジックのうち、以下の物

			　　怪我治療（Ｓ～Ｆ）

			　　病気治療（Ｓ～Ｆ）

			　　状態異常回復（Ｓ～Ｆ）

			　　怪我治療薬作製（Ｓ～Ｆ）

			　　病気治療薬作製（Ｓ～Ｆ）

			　　状態異常回復薬作製（Ｓ～Ｆ）

			　※一　根源魔法アカシック・マジックとは、過程を得ずに結果だけを現出するものである。

			　　　　呪文の詠唱、魔法陣の作成、素材の準備、天体の相関位置等、通常発動に要する一切の外的	要因が不要である。

			　※二　一日に使用可能な回数は、すべての計で以下の通り。

			　　　　なお、使用可能回数に必要なのはあくまで日をまたぐ事であり、睡眠時間は関係しない。

			　　Ｓ　　一

			　　Ａ　　三

			　　Ｂ　　六

			　　Ｃ　　十

			　　Ｄ　　十五

			　　Ｅ　　二十一

			　　Ｆ　　二十八

			　なお、貸与された者には支度として以下を与える。これについて返却の必要はない。

			　人族の一般的な公用語の能力（Ｄ）

			　一般的な旅人装備一式

			　金貨九枚

			　銀貨十枚

			以上

			


			（……あの石像、意外に親切だな）

			　それが、読んだ後の印象だった。

			　まず、魔法の確認から始める事にする。

			　Ｓ～Ｆというのは、おそらくランクの事だろう。

			　回数から言って、Ｓが一番上、Ｆが一番下。

			　この世界の標準がわからないが、おそらくとんでもない力だという事は推測出来る。

			　なにせ神が自分で、『世界最上位の魔法』と言っていたのだ。

			　病気の治療Ｓの魔法を使えば、不治の病だろうとも治せるはず。

			　怪我の治療Ｓなら、死んでさえなければ、体真っ二つからでも回復させられるかも知れない。

			　それに各種薬、ポーションが作れるという事は、余った使用回数でポーションを作製しストックしておけるという事だ。そうすれば、いざという時大量に使用出来る。

			　売って金にしてもいい。

			　それに親切というか気が利いているというか、言語はともかく装備と現金を準備してくれているとは、ありがたい。

			　いかにチート能力を持っていても、金も何も無しからでは大変だ。

			　仮に転移者が、食べ物、飲み物、現金無しの状態で到着したとする。

			　いかに強大な力があっても、当座の命がつなげない。

			　何とか人里にたどり着いたとしても、金は無い。

			　そして腹は減っている。人里に食べ物がある。そして転移者は強い力を持っている。

			（……不幸な未来しか、想像出来ないな）

			　そこまで考えた時、気がついた。

			　あの石像が、俺以外にも同じような依頼をしていただろう事に。

			　幾度かの不幸な事件を経て、この初期装備になったのではないかと思えたのだ。

			　そう考えると、勧誘の時から手慣れてる感は、確かにあった。

			　俺は一人納得する。

			（しかし、人族の一般的な公用語の能力Ｄか）

			　人族と明記してあるという事は、人以外で言語能力のある奴がいるという事だ。ここが別世界であるという事を、改めて感じる。

			（言語能力のＤって、喋れるがＦ、読めるがＥ、書けるがＤって事か？）

			　もしそうなら俺に与えられたのは、読み書きが出来る最低限という事だ。

			　考えつつ、脳内の本のページをめくる。

			（む？）

			　次のページは白紙だった。さらにめくるが、やはり何も書かれていない。文字が書いてあるのは、最初のページだけだ。

			（無駄に厚く、ページ数もある。しかしこれに何の意味が？）

			　首を傾げる。

			　しかしこれ以上詮索しようもないので、装備品の確認に移った。

			　布製のバックパック。

			　中には水筒と、ショートブレッドみたいな食べ物がいくつか入った袋が一つ。

			　試験管にコルクの栓をしたような形状のガラス瓶が二本。中には薄赤い色の液体が入っている。

			　旅人装備一式という事だから、おそらくこれは怪我か病気の治療薬なのだろう。

			　身に着けているものは、

			　フードつきの厚手のマント。

			　布製の上下の服、それに下着と靴下。

			　革の手袋に同じくブーツ。

			　腰ベルトに短剣が一振り、貨幣の入った革製ポーチもついている。

			　残念ながら、身分証みたいなものはない。

			（町へ入る時求められたりするのが定番だよな。ここまで気を使っているから、あると思ったのだが）

			　逆に言えば、なくても何とかなるという事だろう。

			　装備品の確認後は、魔法を試す事にした。

			　実際どんな感じなのか、把握しておきたい。

			「鑑定！」

			　近くの草を睨みながら、鑑定をイメージしつつ叫ぶ。

			　……何も起きなかった。

			「ステータス・オープン！」

			　自分の胸に手を当てながら叫ぶ。

			　……今度も、何も起きなかった。

			　鑑定やステータスを見る能力は、残念ながらないらしい。

			　改めて怪我治療薬作製Ｆをイメージし、魔法を発動させようとした。

			　すると、自分の中で何かカチリと、引き金を引いたような感触が走る。

			　同時に目の前に、ガラスの瓶が一本出現した。試験管にコルクの栓をしたような形状で、中は薄赤い液体で満たされている。

			　驚きつつも、草の上に落ちる前に右手でキャッチする。

			　容器ごと出現とは予想外だ。

			　想像していたのは、薬液だけがバシャッと出て来る、水の入った瓶に手をかざさないと魔法そのものが発動しない、などである。

			　まさかポーション瓶ごととは。驚いたが、嬉しい驚きでもある。

			　これなら瓶を準備しなくてもポーションを作れる。

			（説明書きにあった素材不要とは、容器の事まで及ぶのか）

			　俺は感心する。こういった点も、石像が慣れている事を実感させた。

			　町へ向かうにあたり思うところがあったので、怪我治療薬Ｆをさらに二本、病気治療薬Ｆと状態異常回復薬Ｆを三本ずつ、さらにこの三種のＥを一本ずつ作製する。

			　病気治療薬Ｆは薄青い色、状態異常回復薬は薄緑色をしていた。

			　Ｅはそれぞれ、若干色が濃くなった感じである。

			「収納！」

			　叫んでみたが、やはり目の前の物品はそのまま。

			　まったく収納されない。

			　バックパックの中にある、食料の入った袋をいじってみる。

			　実はアイテムボックスではないかと期待したのだが、普通の布袋のようだった。

			　誠に残念ながら、そういう能力や道具は持っていないようである。

			　作製したポーションを、割れないように注意しながらバックパックに入れる。

			　背負って少し歩く。背中でカチャカチャ音がするが、割れはしないようだ。

			　今後の要工夫と言う事で、今はこれで我慢しよう。

			（ではでは、出発しますか）

			　立ち上がり背を伸ばし、遠くを見つめる。

			　目標はやや遠くに見える町らしきもの。

			　ファンタジー世界で、野宿して生き残れる自信はまるでない。日の落ちる前、いや手続きとか宿探しとかも考えると、もっと早めに着きたいところだ。

			　丘から道なき道を歩き、街道に出てから町へと向かう。

			　町が近づくにつれ、街道を歩く人も増えて行く。商人や羊飼い、それに冒険者っぽいのとかだ。

			　周囲の会話に耳を澄ませながら歩いていた結果、この町の名前はランドバーンという事が判明する。

			　この地方の中核都市らしい。

			　都市の周囲は、高さが十メートルはあろうかという、高い城壁に囲まれている。

			　その城壁の見掛けは荒っぽくゴツゴツし、まるでロックフィルダムのようだ。

			　真っ直ぐの城壁が折れ曲がる場所ごとに、これまた無骨な四角い塔が建っている。

			（すげえ迫力だ）

			　しばし立ち止まって、眺めてしまう。

			　正門と思しきところには、縦横五メートルくらいの扉があり、今は大きく開け放たれていた。

			　そしてその前には、入場を待つ人と荷馬車の列、それを捌いてく門番達の姿がある。

			（あそこだな）

			　俺は、その列の最後尾に並ぶ。

			（そんなに時間は掛からないかも知れない）

			　列は長いが、進むのも速い。

			　この分では、それほど待たずに自分の番が来るだろう。待ってる間、俺は失礼にならない程度に、興味を持って周囲を観察した。

			　そんな感じでチラリ、チラリと視線を飛ばしていると、自分の番となり、門番に呼ばれる。

			「名前と職業、ここに来た目的、それに身分を証明出来るものを」

			　簡易的な鎧を着た男が、事務的に告げる。

			　俺は、少し悩む。

			（名前、本名でいいだろうか）

			　いや、町の名前からして西洋風ファンタジー世界だ。佐サ藤トウ太タ郎ロウでは浮くだろう。

			　それに、他に転移者がいないとも限らない。聞く人が聞けば一発で日本人だとわかる。ここは別の名前にしておこう。

			「タウロと申します。職業は薬くす師しの真似事をしております。町には薬を売りに来ました。身分証は持っておりません」

			　俺の言葉に、門番は眉をひそめる。

			「薬師なのに、身分証がないのか？」

			「……ええ、薬師といっても自己流の真似事でして」

			「薬を売りに来たと言ったが、商人ギルドに入ってなければ商売出来ない事ぐらい、わかっているだろう？」

			　知らなかった。

			　誤魔化す事も考えたが、やめる。俺は今までの経験から、自分が嘘をつき続けられるほど、頭が良くない事を知っていた。

			「その……、申し訳ありません。知りませんでした」

			　しょんぼりと、肩を下げる。

			　門番は片眉を上げ、胡散臭そうに俺をジロジロ見る。

			「お前本当に薬師か？　売りに来たっていう薬、見せてみろ」

			　返事をし、俺はバックパックから怪我治療薬Ｆや病気治療薬Ｆ、状態異常回復薬Ｆなど計十二本を取り出して、門番の前にある木の机に並べた。

			　全部俺が作ったものであり、旅人装備一式に入ったものは出してない。

			　並べられた薬を見て門番は、ホゥと小さく声を上げる。

			「……珍しいな、病気治療薬と状態異常回復薬があるのか。しかもＥまで」

			　ぶつぶつと独り言を言っている。

			　怪我治療薬の方にはあまり関心がないようだ。

			　独り言の内容から考えると、病気治療薬と状態異常回復薬は、怪我治療薬より希少価値があるらしい。作っておいて良かった。

			「薬師というのは認めよう。しかし、ギルド員にならずに、今までどうやって商売してきたんだ？」

			「あっ、あの、……物々交換とか、です。はい」

			　苦し紛れの言い訳しか出て来ない。

			　だが、この言い訳が結構効いたようだ。

			　門番は「ったく、どこの田舎者だ」と小さく呟くと、言葉を続ける。

			「町には入っていい。身分証がないから入場税は銀貨五枚だ。あと町に入ったらすぐに商人ギルドへ行って登録しろ」

			　ホッとした俺の様子を見て、門番は声を大きくした。

			「無登録で商いをしたら重罪だからな。ここはお前の田舎とは違うって事を、頭に叩き込んでおけ！」

			　さっきの言い訳、どうやら信じてくれたようだ。俺は胸を撫でおろす。

			　銀貨五枚を払い、ペコペコと頭を下げながら薬を回収し、門をくぐる。

			　町へ入ったら、すぐに商人ギルドへと向かおう。

			（しかし、商人ギルドってどこにあるんだ？）

			　キョロキョロと見回していると、教えてくれる人がいた。

			　先ほどの門番とのやり取りを、同じく列に並んで見ていたらしい。

			「頑張れよ」

			　最後にそう声を掛けてくれた。優しい言葉が心に染みる。

			　教わった通りに進んで行くと、すぐにわかった。

			　商人ギルドの建物は町中央にある広場に面して建ち、商人風の人々が多く出入りしている。

			　建物内に足を踏み入れると、そこは広いホールになっており、大勢の人で込み合っていた。

			　俺は入ってすぐのところの、案内役らしい若い兄さんへ近づく。

			「ギルド員として登録したいのですが」

			「それなら、あそこ。一番右のカウンターですね」

			　若い兄さんは右手で指し示しつつ、愛想良く応えてくれた。

			　さすが商人ギルド。笑顔で挨拶、笑顔で受け答え、商売の基本が出来ている。

			　俺も笑顔で礼を述べ、カウンターへ向かう。カウンターの人も、穏やかなビジネススマイルだ。

			「登録料は金貨三枚になります」

			　笑顔で告げられる。

			　さらに来月からギルド費として、毎月金貨三枚納めないといけないそうだ。

			　商人にもランクがあるそうで、ランクはＳからＦまでの七段階。

			　Ｆが一番下。俺は勿論、Ｆランクだ。

			　このランクはその商人の「信用」なのだそうで、真面目に商売を続けていくと徐々に上がり、信用を失うような事をしたり財政状態が悪くなったりすると、下げられるらしい。

			　大商いをするには、高いランクが資格として必要。

			　またその他にも、ランクが高ければ低利で大きな金額を借りられたり、各種審査が通りやすくなったり、いろいろと商売に有利な事があるようだ。

			　その代わり、ギルド費も格段に高くなるらしいが。

			「お願いします」

			　俺は書類に必要事項を記入し、金貨三枚を払う。

			　身分証（商人ギルドのギルドカードと言うらしい）が出来るまで少し時間が掛かるそうなので、ポーションの売却について相談をしてみた。

			「買取も行っております。ご希望でしたら、あちらの査定コーナーへどうぞ」

			　そう言ってカウンターの一番端を指し示す。

			　俺は礼を述べつつ査定コーナーへと向かった。

			（ここか）

			　査定コーナーに座るのは、言葉は丁寧だが目に愛想のないおっさんである。

			「ポーションの買取をお願いしたいのですが」

			　そう口にしつつ俺は、先ほど門番に見せたポーションを机の上に全部出す。

			　愛想のないおっさんは、一本一本手にとって確認し始めた。

			「こちらがポーション一本当たりの買取価格になります」

			　確認を終え、出して来たのがノート大の木の板。

			　こちらに向けて、机の上にトンと置く。

			　ポーションの名前とランクが書かれており、値段の部分は数字が入れ替えられるようになっている。

			（……へえ）

			　ポーションは、俺の作れる治療・回復系以外にもいろいろあるようだ。

			　火だとか毒だとか明らかに攻撃系のものや、避妊薬なんかもある。

			「怪我治療薬Ｆが銀貨一枚、Ｅが銀貨五枚。病気治療薬Ｆが銀貨三枚、Ｅが金貨一枚銀貨五枚。状態異常回復薬Ｆが銀貨二枚、Ｅが金貨一枚」

			　おっさんが説明してくれるが、怪我治療薬Ｆの欄は「〇・一」となっている。

			　ふむ、 金貨一枚＝銀貨十枚のレートなのだろう。

			　おそらく銅貨もあるはずだ。

			「わかりました。その価格でお願いします」

			　相場もわからないのに、ここでゴネるつもりはない。

			　商売のテクニックとして、最初の数字には交渉の余地を持たせている可能性もあるが、まあいいだろう。

			　ありがとうございます、と愛想のないおっさんは一礼して、早速計算に入る。

			「では、合計で金貨四枚、銀貨八枚になります。それにこちら、ギルドカードも出来上がりましたので、どうぞお受け取り下さい」

			　お金と一緒に、ギルドカードも渡された。

			　お礼を言いつつ、宿についてたずねる。

			「もしよろしければ、宿泊先を紹介していただきたいのですが」

			　商人ギルドの一員になった俺としては、ここで聞くのが一番いいと思ったのだ。

			　愛想のないおっさんは頭の中を探すように少し時間を取り、数軒の宿をメモに書く。

			「ありがとうございます」

			　俺は再度お礼を言って、一番上に書かれた宿屋へ向かうべく商人ギルドを後にする。

			（結構わかり易い）

			　顔に似合わず、絵心があるようだ。簡単な位置図に描かれた建物などの目印が、特徴を捉えていて誤解なく見つけられる。

			　そして歩く事しばし。

			　見えたのは木造二階建ての、さして大きくない建物。通りに面した部分が食堂になっており、宿と兼ねて営業していると思われた。

			（ここで間違いないな）

			　扉を押し開け、中へと入る。

			　何人かが遅い昼食を取っていた。

			「いらっしゃーい。食事ですかお泊まりですか？」

			　恰幅のいいおばちゃんが、声を掛けて来る。

			「宿泊をお願い出来ますか？　商人ギルドから、こちらがいいと紹介されまして」

			　商人ギルドの名前も出しておく。当然だ。

			　空いているというので値段を聞くと、一泊一人部屋だと、朝晩の食事付きで銀貨四枚との事。

			　前金制との事なので、その場で払う。

			　早速案内された部屋を見ると、新しくも立派でもないが、それなりに清潔だ。

			（寝る場所は確保した。次は町に出てみるか）

			　そう考え、荷物らしい荷物のない俺は、そのままの格好で宿を出る。

			　夕食までに、町で情報収集をしておきたかった。

			（思ったほど遠くないな）

			　商人ギルドのあった広場まで戻る。商人ギルドから宿屋に向かった時より、ずいぶん近く感じられた。

			　俺はそこを中心に、あちこちの店屋を覗き歩く。

			（ポーションを取り扱っている店はないだろうか）

			　あるなら、ぜひ売値を確認してみたい。

			　そんな思いを胸にぶらぶら歩いていると、それらしき店を見つけた。

			　ぶらりと入り、店内を見回す。ポーションの他に、漢方薬の材料みたいなもの、空のポーション瓶、化学実験の道具みたいなのが並んでいた。

			　おそらくポーション作製の材料や道具なのだろう。

			（ほほう）

			　ポーションの陳列されている棚を覗く。

			　怪我治療薬Ｆがあったので値段を確認。……銀貨二枚だ。

			　病気治療薬Ｆが銀貨六枚、状態異常回復薬Ｆが銀貨四枚。

			（店頭にはＦクラスのポーションしかない。Ｅ以上は珍しいのだろうか）

			　たずねてみると白髪交じりの主人らしきおっさんいわく、怪我治療薬Ｅは在庫があるが、他は薬師から取り寄せないとないらしい。

			　一応、値段を確認すると、在庫している怪我治療薬Ｅは金貨一枚、他は取り寄せ後に値段を決めるとの事だった。

			（商人ギルドの買取価格。この店の売値のキッチリ半額だ）

			　俺の判断基準で行けば、悪くない。

			　買取なんて三分の一、四分の一くらいのものだと考えていたのだ。

			　もしかしたらポーションの場合、ビール券のように売値に近い買取価格という事もありえる。物知らぬ様子の俺だ。ギルドで買い叩かれてもおかしくはない。

			（仮にそうだったとしても、当座は構わない）

			　俺の場合、原価がゼロだ。売値の半額なら充分である。

			　価格を把握し納得した俺は、申し訳ないが何も買わずに店を出る。

			　通りに沿って少しばかり歩くと、今度は店先にバックパックやポーチを並べている店を発見した。

			（アイテムボックスはあるのかな）

			　興味に背を押され、入口をくぐる。

			　軽く店内を見回した後、店の主人らしきおっさんに、アイテムボックスみたいなのはないか聞いた。

			「……ある事はあるのですが」

			　おっさんは難しげな顔だ。

			（あるのか！）

			　ファンタジーにアイテムボックスは必須の装備だ。

			　俺は興奮を押し隠しつつ、詳しくたずねる。

			　だがおっさんはあまりいい顔をせず、はっきりとは教えてくれない。

			　わかったのはとても高価で、この店では扱ってない事だけだ。

			（買い物しないと、これ以上は無理かな）

			　一いち見げんの冷やかし客では限界と考え、ポーション用の鞄が欲しい旨を伝える。

			　話の断片からでもわかる、今の俺にアイテムボックスの購入は無理だ。とりあえずポーションを大量に収納して運べる鞄を購入しておこう。

			　バックパックの中で裸の瓶をカチャカチャさせているのは、いかにもまずい。

			「ポーション運搬用のがありますが、これなんかどうでしょう？」

			　革製の箱で、中には厚手の布でたくさんの仕切りがしてある。百本は入りそうだ。肩掛け用のベルトと、箱に鍵も付いている。

			　俺が冷やかしから客に変身したので、おっさんの愛想も格段にいい。

			　他にも大きさ違いがあるらしく、倍ぐらいでかいのを奥から持って来ようとしたので止めた。あまりに重くなるのは避けたい。

			　初めに見た方の値段を聞くと、なんと金貨四枚。

			（……高いな）

			　銀貨にして四十枚。予想よりかなり高い。

			「これはですね、中の仕切りにジャイアントモールの毛皮を使ってるんですよ。だから、ちょっとやそっとの衝撃じゃ瓶は割れません。万一割れても、内張りにスケルレスリザードの皮を使っているから外に染み出したりはしないし、当然、雨にも強いです」

			　俺が断るでもなく商品を前に悩んでいるのを見て、おっさんが営業トークをして来る。

			　俺にはジャイアントモールが何なのかわからないが、おそらくでっかいモグラかなんかなのだろう。

			　確かに毛皮は柔らかそうだ。

			　スケルレスリザードの皮は防水性がいいに違いない。

			「それにこの鍵。機械式じゃなくて魔法式ですよ。個人認証ですので、登録した者にしか開けられません」

			（魔法！）

			　おっさんの言葉に含まれた一語が、俺の心を震わす。そしてマジックアイテムへの所有欲が、もくもくと湧き上がる。

			　結局魔法の鍵が決定打となって、購入する事を決めた。

			　交渉して銀貨五枚ほど値引かせるのに成功すると、金貨を取り出す。

			「あの、現金でお支払いになるのですか？」

			　驚いている。むしろちょっと引き気味だ。

			「……そのつもりですけど」

			　首を傾げながら、どうかしたのか聞く。

			　すると、金貨四枚近い支払いを現金で行うのが珍しいらしい。

			　それにこちらも驚いた。

			　ではこの中世的な世界で、どうやって決済しているというのだろうか。

			「お客さん。このような品をお求めという事は、商人ギルドか冒険者ギルドに所属しているのでしょう？」

			「ええ、商人ギルドに」

			　入ってまだ数時間ではあるが、俺はＦランク商人だ。

			「ギルドカードで決済するんですよ」

			「えっ？」

			　おっさんの話によると、商人ギルドでも冒険者ギルドでも、登録すると口座が作られ、お金を預けられるのだそうだ。

			　それでギルドカード取扱店でギルドカードを提示すると、その場で口座から支払いが行われるとの事。

			　逆に売った場合も、望めば口座に入金出来る。

			（デビットカードじゃないか。異世界すげえ）

			　俺は感心した。魔法が存在するだけに、見た目通りの中世的な世界ではないようだ。

			　おっさんは説明を続ける。

			　お店としても手元に大金を置かなくて済む上、誰が買ってくれたか、誰が売りに来たのかが明確にわかる。そのため、売った後のクレーム対応とかでも助かるらしい。

			（もっと詳しく聞いておくんだった）

			　商人ギルドをあっさり出て来た事に、少し後悔する。同時に、商人ギルドは不親切だと心の中で軽く八つ当たりした。

			「では、鍵の登録をしましょうか」

			　ギルドカードの話に区切りをつけ、おっさんが言う。

			　俺にも否はない。

			「じゃあ、鍵の部分が光ってる間に触れて下さいね」

			　おっさんが何やら呪文を唱えると、鍵の部分が光り出した。

			　ちなみに鍵穴はない。

			（これが、マジックアイテム）

			　俺は自分の鼓動の音を聞きながら、そこに触れる。瞬間、冬場ドアノブに触った時のような小さな電撃が走った。

			「……はい、完了です」

			　俺はおっさんから勧められ、試してみる。

			（なるほど）

			　確かに鍵を掛けられる。

			　鍵に触れて、『施錠』と念じると、コトリと鍵が掛かる感触があった。

			　開錠も簡単。同じように『開錠』と念じるだけだ。

			「凄いものですね。あー、だけどこれ、俺が死んだら誰も開けられないんじゃないですか？」

			　感動しつつ、おっさんに問う。

			　だがそれへの返答は、胸の高鳴りをぶち壊すものだった。

			「いえ、鍵以外の部分を壊して開けられますから」

			　身も蓋もない話である。しかし、妙に納得出来た。

			　確かにこれは『魔法の鍵』のついたポーション鞄であって、『魔法の鞄』ではない。

			　おそらくそういう事なのだろう。

			　俺は話題を変え、別の気になった点についてたずねる。

			「ところで登録の時、呪文を唱えていましたけど、魔術師なのですか？」

			　その質問に、おっさんは苦笑しながら答えた。

			「残念ながら違います。鍵を作ったのが魔術師で、使用者登録時はこの呪文を唱えるようにって、決まっているんですよ。この呪文は誰でも唱えられます」

			　その言葉に、あれ？　と思う。

			「じゃあ、俺でも大丈夫なんですか？」

			「ええ、大丈夫ですが……」

			　何やら言いづらそうにしているので、気にせずどうぞ、と先を促す。

			「お客さんはあんまり慣れてないようだったので、こちらでした方が安全かなと。登録に失敗すると鍵ごと交換しないといけなくなるので」

			　説明しながらチラリと俺を見やる。

			　気を悪くしていないか心配したのだろう。

			（なるほど。そういう理由だったか）

			　俺に魔法に関するプライドはないので、そのような心配は無用である。

			（返品だとか返金だとか、それに追加料金だとか、面倒な事になるのだろうな）

			　気を悪くする様子も見せず頷く俺へ、一服どうぞ、とお茶が出された。

			（ほうじ茶に似ている）

			　香ばしい湯気を吸い込みつつ、味わう。控え目な風味が悪くなかった。

			「ところで、アイテムボックスについてお聞きしたいのですが」

			　ちょうど話を変えるいいタイミングだったので、もっとも知りたかった事を口にする。

			　先ほどとは違い、おっさんは詳しく話してくれた。

			「あれはねえ、一般には流通してないんですよ」

			　おっさんいわく、取り扱ってるのは、商人ギルドと冒険者ギルドだけらしい。

			　便利かつ数が少ないため、ギルドでも上位ランカーにしか売らないそうだ。

			「他に入手方法はないんですか？」

			　おっさんは腕を組んで、うーんと唸る。

			「新品は、国、貴族、ギルドが結託して職人から買い上げていますから、まず流通していませんねえ。新品でなければ、個人的に譲って貰うしか手はないと思います」

			　どうしても欲しければ、ランクを上げた上で大金を準備する。

			　そうでなければ、さらに大金を積んで個人的に譲らせる。

			　どちらにせよ難しそうだ。

			（まあ俺にとっては、あったら便利、という程度だ。どうしても必要という訳ではない）

			　すっぱい葡ぶ萄どうの故事が頭をよぎるが、あえて無視する。

			「どうもごちそうさまでした」

			　お茶のお礼を述べ、店先まで見送られつつ店を出る。

			　軽くて嵩かさ張ばるポーション鞄を揺らしながら、さらに町をぶらつく。

			（後はこの世界の情報だな。地図や、世界情勢がわかるようなものはないだろうか）

			　自分がどんな世界にいるのか、少しでも知っておきたい。そんな思いが募る。

			（よく見るとこの辺り、商店街っぽいな）

			　宿から東に向かい、広場を通り抜けてさらに東へ。ポーションの店や鞄屋のあるこの付近は、他にも物を売っている店が多い。

			（じゃあきっと、本屋のような所もあるはずだ）

			　そう考えうろうろすると、それらしき店が目に入った。

			　カランカラン。

			　扉を開けると上部に取り付けられた鐘が鳴る。

			　店の奥の爺ちゃんがこちらを一瞥するが、声は掛けて来ない。わずかにした身じろぎは、目礼のつもりだろうか。

			　中は本棚が所狭しと立ち並び、本屋や図書館特有の臭いをさせていた。

			　一冊を抜き取りしげしげと眺める。紙製の本。元の世界ほどの紙質ではないが、充分に立派な紙である。

			（いくらだろう）

			　引っ繰り返して裏を見たり、裏表紙をめくって中を覗くが、値段らしきものは記されていない。どこに書かれているのか聞こうと爺ちゃんの方を見て、気づく。

			（貸本屋か）

			　爺ちゃんのいるカウンターの背中の壁に、一冊当たりの貸し出し額が貼り出されていた。売るとはどこにも書かれていない。

			　貸本屋に馴染みはないが、郷に入れば郷に従えだ。

			　ちょうど読みたい本も見つけたため、借りる事にする。

			（表題から見て、駆け出し向けだろう）

			　しかも監修が商人ギルド。これなら内容に間違いはあるまい。

			　同シリーズで冒険者ギルド監修のもあったので、それも手の上に重ねる。そして貸し出しを受けるべく、カウンターへと向かった。

			（これは便利だ）

			　ギルドカードの事である。

			　身分証明書とメンバーズカード、それにデビットカードが一緒になったようなものだ。

			　そのためギルドカードを提示するだけで、支払いまで一気に完了。面倒な手続きは何もない。

			（本の他に、文房具もあるのか）

			　こちらはさすがに貸すのではなく、販売しているようだ。せっかくなので、それらも買い漁る。

			　ちなみに本の借り賃は一冊二泊三日で銅貨二枚。ノート一冊銅貨一枚、万年筆みたいなペンが銅貨五枚。ちなみに予想通り、銅貨十枚で銀貨一枚だった。

			　少々荷物を増やして本屋を出る。

			（次は衣料品だ）

			　すぐ近くに見つけたそれらしい店に突撃し、下着類を二着ずつ購入。

			　Ｔシャツとトランクスみたいなもの、それに靴下だ。価格はそれぞれ銀貨一枚前後である。

			（こんなところだな）

			　最低限必要そうな物は買った。

			（腹も減って来たし、一旦宿に戻るか）

			　そう思い、店を後にする。

			　せっかくなので南に大きく迂回しながら、来た道とは違う道を選んで西へ向かう事にした。

			　広場と正門を結ぶ大きめの通りを横断し、さらに進む。するとそこには大人の雰囲気のするエリアが広がっていた。

			（……ほう）

			　飲み屋が建ち並び、娼館っぽいのが数軒ある。

			　まだ夕方早い時間なのに、すでに営業しているようだ。

			　飲み屋街を通り抜けながら、キョロキョロしないようにしつつ周囲を観察。

			（こういうところは、異世界でも変わらないな）

			　馴染みの雰囲気に、思わず口元が緩む。ちなみに馴染みとは、飲み屋街ではなく娼館の方だ。

			（いいぞ、実にいい）

			　唐突であるが、俺は素人童貞である。

			　女性と付き合った事などない。

			　だが、この手の風俗には、それなりに金と時間を費やして来た。

			　金と時間が確保出来るのなら、異世界であろうと、いや異世界なればこそ試さない訳には行かない。

			（決めた）

			　燃え上がる使命感が、俺を突き動かす。

			（今夜は宿でポーションを作り、明日はギルドに売りに行く。継続して買って貰えそうなら、娼館でお祝いだ）

			　行動指針は定まった。同時に楽しみも出来て、気持ちが高揚して来る。

			　娼館の前を通り過ぎながら、足運びも軽く宿へと向かう。

			「ただいまー」

			　あっという間に到着した。

			　娼館に近い宿など、非常に好立地だ。紹介してくれた愛想のないおっさんに、感謝しなくてはなるまい。

			　宿のおばちゃんに明日も泊まる事を告げ、金を払う。

			「ギルドカードでの支払いは出来るのですか」

			　たずねると、当たり前との事。

			　田舎者を見るような視線を一瞬感じるが、気づかぬ振りをして現金を出す。

			　口座にまだ金が入っていないのだ。明日はギルドで入金しようと心に決める。

			（後はポーション作製だ）

			　部屋への階段を上がる。腹は減っているが、飯の時間はまだらしい。

			（何種類か作ってみるか）

			　部屋に入った後、腕組みし考える。

			　怪我・病気・状態異常のＦ・Ｅを五本ずつ、Ｄ・Ｃは各一本だ。

			　どのランクまで需要があるのか、どこまでがこの町で出して大丈夫なのかがわからない。

			（明日ギルドで、職員の反応を見ながら確かめよう）

			　そう考え、一人頷いた。

			　貸与された魔法を用いてのポーション作製は、一瞬。しかも瓶入りという素敵仕様。

			　目の前に出現した数本のポーションを、まじまじと眺める。

			（Ｄは各種とも、Ｅより色が濃くなるんだな）

			　鑑定のない俺に、目で見てわかるというのはありがたい。

			（しかしかなり濃いな。飲んだら口の中に、色がべったりつきそうなくらいだ）

			　続いてＣランクを作製する。

			（……光ってる）

			　ＣはＦ並みに色が薄くなったが、その代わりに淡く発光していた。

			（どれ）

			　ベッドの布団の中に持ち込み、暗い中で観察する。赤、緑、青に穏やかに光るポーションは、なかなかに綺麗なものだった。

			（腹が減ったな）

			　空腹感を覚えたので、食堂へ行く事にする。

			　作製したポーションはすべて専用鞄に入れ、厳重に鍵をする。魔法の鍵の使い心地は、まだちょっと慣れない。

			　ポーション鞄をベッドの下に突っ込み廊下へ出る。当然部屋にもしっかり施錠。

			　階段を降り食堂へ足を踏み入れるが、客は誰もいなかった。

			（ちょっと早かったか）

			　そう思いつつも、注文して大丈夫かたずねる。幸い問題ないとの返事だったので、早速夕食をお願いした。

			　それほど待つ事なく供されたのは、パンにサラダ、スープに茹でたソーセージというシンプルなもの。

			　空腹に背を押されるようにフォークを取り、食べ始める。

			（……うまい）

			　豪華さがないのであまり期待していなかったのだが、普通にいい味である。

			　西洋、中世とくればメシマズが定番だったので、いい方に驚いた。

			「うまいね、これ」

			　奥でこっちを見ていた宿の親父が、ニカッと笑う。少しドヤ顔だ。この宿は食事に自信があるのだろう。

			（暇そうだな）

			　他に客がいないせいか、親父は手持ち無沙汰の様子に見えた。

			（試しに聞いてみるか）

			　俺は親父を呼び、手に銅貨を数枚握らす。

			　目的は情報収集。昼間目にした大人の街について。とくに娼館の事を詳しく知りたい。

			　その事を伝えると親父は下ネタを話す時の男特有の、ちょっと下品で楽しそうな笑みを浮かべた。

			「この町にゃ娼館が三軒ある。一番手前にある『シーゴッド』って店は、旅行者向けだ。店は立派、女の質も悪くないが、値段が高い」

			　早速俺は小さなノートを取り出しメモを取る。

			「その奥は『シュリンプフィールド』。シーゴッドより安く、女も若いのが多い。だが技術は低いぞ。素人同然だ」

			　頷きつつ要点を記して行く。

			「一番奥の『ロウクワット』は地元向けだ。安いが女の年齢は高め、だがうまい奴が多いな。もっとも当たり外れは大きいぞ、ババアで愛想がなくて下手糞って事もなくはない」

			　親父の言葉に、俺は眉根を寄せる。想像しただけで力が抜けそうだ。

			　それにしてもさすが中核都市、結構店がある。

			「金額は、大体だがシーゴッドで銀貨九枚、シュリンプフィールドが六枚、ロウクワットが三枚だ」

			　真剣に聞いて貰えるのが嬉しいのか、親父の口は滑らかだ。

			　だが俺は、金額のところで引っ掛かる。

			（ん？　銀貨？）

			　親父の話では女の子一人が銀貨三枚から九枚だ。それに対し宿が、一泊食事つきで銀貨四枚。

			　元の世界の感覚からすると、女の子がかなり安い。

			　俺は念のため確認する。

			「銀貨ですよね？　金貨じゃなく」

			「当たり前だ、金貨だったら誰も行かねえよ」

			　何言ってんだ、こいつ？　みたいな目である。

			（そうなのか）

			　俺の高い安いの物差しの基準は、ここの宿代しかないからよくわからない。

			「さっき言った金額は店に払う分だからな。その他に、プレイ後に女の子にチップを払う必要がある。サービスにもよるが、銅貨三枚から六枚くらいが相場だな」

			　これは重要だ。忘れないよう、しっかり書き留める。

			　そこまで言い終えた親父は、満面に下品で素敵な笑みを浮かべ俺に聞く。

			「で、なんだ？　これから行くのか？」

			「いやー、話を聞いてますます行きたくなったんですけど、ちょっと今日は無理ですね。明日の準備とかあるんで」

			　親父は少しばかり残念そうだ。

			　その時ちょうど、ゾロゾロと客が入って来た。親父の顔からだらしない笑みが消える。それを見て俺は、部屋に戻る事にした。

			「じゃあ明日行ったら、どうだったか感想を聞かせてくれよ」

			　親父は、厨房に戻りつつウインクと共にそう口にする。

			「了解です。ありがとうございました」

			　いろいろと貴重な情報をくれた親父に礼を言い、階段を登り部屋へと向かう。

			「これはますます楽しみになって来た」

			　心が躍り始めるが、今日は異世界初日。まずやるべき事をやっておかなくてはなるまい。

			　部屋に入ると早速本を手に取り、目を通す。

			　借りてきた本、冒険者と商人の初心者向けの本だ。何はともあれ、これだけは読んでおかなくてはならない。

			（なるほどねえ）

			　冒険者の本には、ギルドの行ってる業務や、初心者の心得、それに一般的な魔物の事などが書かれていた。

			　当然、ギルドカードや口座の事も記載されている。商人ギルドの方も、おおよそ似たような内容だ。

			　とても全部は読み切れないが、大体の事は把握した……気がする。

			　俺は本を置くと、ベッドの上に仰向けに引っ繰り返る。そして今日の事を思い返した。

			（職場で転落死するわ異世界に転移するわで、本当に大変な一日だった）

			　横になったせいで、落ちて行くような睡魔が迫って来る。

			（駄目だな。まだ寝られない）

			　しかし俺には、寝る前にもう一つやっておかなければならない事がある。Ｓランクの魔法を使う事だ。

			　一日一回しか使えないから、残すのはもったいない。

			（よし、病気治療だ）

			　使う種類はすぐに決まる。

			　病にかかっている自覚はないが、気がついてないだけという事もありえる。

			　異世界だけに、どんな風土病があるのかわからないのだ。

			　という事で、魔法を使用。

			　自分の胸に手を当て、念じる。

			（病気治療Ｓ）

			　俺の中のどこかでカチリと引き金が引かれたような、そんな感覚が走る。

			　そして一瞬、体が強く光ったような気もした。

			　自分の体を見回すが、変化はないような気がする。

			　だがこれで、かかっていたかも知れない病気はすべて治癒されたはずだ。

			（これは凄い事だよな）

			　魔法は素晴らしい、まさに神の力。元の世界ではありえない。

			　ついでに怪我治療Ａと状態異常回復Ａも掛けておく。

			　残りＡ一つは、保険として残しておこう。

			（寝るか）

			　ベッドに潜り込む。その直後、今日まだ風呂に入ってない事に気がつく。

			　そもそもこの世界の風呂事情も調べてなかったし、宿の風呂、あるいはシャワーがどうなっているのかも、聞いてなかった。

			（明日、明日にしよう）

			　時間も時間な上、急速に睡魔が覆いかぶさって来る。もう今日は風呂に入らず済ます事にした。

			


			　朝、爽やかに起床し、下着を着替えて食堂へ向かう。

			　テーブルの上に並んだ朝食は、パンとカリカリに焼かれたベーコン、それにサラダとコーヒーというメニューも味も元いた世界と遜色ないもの。

			　ランドリーサービスがあるか聞くと、あるとの事なので、下着類を出しておく。

			　食事を済ませ部屋に戻り、窓外の風景を見ながらくつろいでいると、他の宿泊客達が次々と出発して行く気配を感じた。

			　俺も周りに合わせ、ポーション鞄を持って宿を出る事にする。

			（まだ早いかな）

			　そうも思いつつも、足先を商人ギルドに向けて歩く。

			　広場に出ると、商人ギルドの建物に出入りする大勢の人が目に入る。すでに営業を始めているようだ。

			　広場を横断しギルドの入口扉を抜け、早速受付でポーションの買取をお願いする。

			「いらっしゃいませ、どのようなポーションをお売りいただけますか？」

			　昨日とは違う人だ。少し痩せ気味で、ちょっと髪の将来に心配な気配を漂わせた青年である。

			　俺はポーション鞄から、Ｆランクの薬を出しながら聞く。

			「怪我治療、病気治療、状態異常回復などですが。この町では、どのランクに需要があるのでしょうか？　自分も薬師として、どの辺りをターゲットにして作ればいいか参考にしたいと思いまして」

			　そうですねえ、と職員は首を軽く傾げる。

			「怪我治療薬に関しては、ＦからＥまで幅広く需要がありますが、製作者もそれなりにいます」

			　職員さんは説明を続ける。

			「状態異常回復薬は冒険者が欲しがります。しかし町の人々に需要はほとんどありません」

			　俺は取り出したノートに記して行く。

			「病気治療薬は、怪我治療薬と同じように幅広く需要があります。ですが怪我治療薬ほど作製者が多くないので、いつでも品薄気味の状態です」

			　説明を聞いて深く頷いた。

			　俺はどの薬も一瞬で作れる。しかし他のチートのない薬師は種類によって得手不得手、必要な材料や時間に違いがあるのだろう。

			　病気治療薬が品薄になっているのが、その証拠だ。

			「ランク的に求められるのは、やっぱりＦ、Ｅですか」

			　職員さんは、うーんと唸る。

			「いえ、Ｄ以上を求める方は、とくに病気治療薬などで多くいます。しかしＤ以上は個人が薬師に直接発注する形が多いので、ギルドに納品される事はほとんどありません。冒険者のドロップアイテムとして、冒険者ギルド経由で回って来るくらいです」

			　ほうほう。

			「この町ですと、Ｄは稀まれに出回る、Ｃはまず見掛けない、という感じですね。かくいう私も、Ｃの怪我治療薬を一度だけ見た事がある程度です」

			「ははあ、なるほど」

			　Ｃの手持ちは三本あるが、絶対に見せては駄目だ。地方中核都市のギルド職員が、今までに一度見た事がある、なんてレベルの品を出したら大騒ぎになる。

			　Ｄもやめておいた方が無難だ。

			　そう判断した俺は、三種類のＦランクポーション十五本、同じくＥランクポーション十五本を机に並べる。

			　それを見て、職員さんが少し微笑んだ。

			「おお、Ｅが結構ありますね。助かります」

			　会計は締めて金貨十八枚。

			　今回はすべて口座に入れて貰う事にした。

			「では失礼します」

			「ぜひまた、売りに来て下さい」

			　挨拶を交わし商人ギルドを出ると、すでに昼近い。

			（どこかで飯でも食うかな）

			　そう考えながらも、足はつい歓楽街の通りへと向いてしまう。

			　さすがに午前中からは開いてないだろうが、昨日聞いた娼館の位置を確認しておくのもいいだろう。

			　広場を横切って西へ進む。

			（結構人がいるな）

			　歓楽街に着くと、通りには結構屋台が出ていて、食事している人が大勢いた。

			　真っ昼間の飲み屋街のような閑散とした様子を想像していたので、ちょっと意外である。

			　娼館はまだ開いていないようなので、どんな人々が食事をしているのか観察する事にした。

			（老若男女様々だ。割合としては女性客の方が幾分多い）

			　人の食っている姿を見て、俺も腹が減って来た。時間的にもちょうどいいので、ここで昼食にする。

			　近くの屋台に寄り、野菜たっぷり焼きそばみたいなのと、おそらくジュースであろうものを頼む。

			　料理の名前はわからない。

			　同じ屋台でおばはんが食ってるのを見てうまそうだったので、『あれと同じもの』と注文してみたのだ。

			　路上に机と椅子がいくつも置いてあるので、その一つに座って注文した品が来るのを待つ。

			　ほどなく、少年が料理を持って来た。

			　少年とはいっても、お姉様方のショタ心をくすぐるようなのでは、まったくない。

			　身長があり、ぼーっとした印象である。

			　代金はこのタイミングで払うようなので、値段を聞く。

			「石貨八枚」

			　そう言って右手のひらを突き出す。

			（知らない単位だぞ）

			　だがおそらく下の種類だ。石貨は持っていないので、銅貨を一枚出してみる。

			　少年はごそごそとポケットを探ると、石貨らしいものを二枚出してきた。

			（やはりな）

			　俺はお釣りを渡そうとするのを手で制止し、『とっとけ』というジェスチャーをする。

			　少年は初めて、ニヤァと嬉しそうに表情を崩した。

			「女性の客が多いな、ここらで働いてる人か？」

			　俺が聞くと、少年は頷く。

			　いくつか質問をしてわかった事は、屋台で飯を食ってるのは男も女も、だいたいがここらで働いてる人達らしかった。

			　掃除や洗濯を仕事にしていそうな人、用心棒っぽい人、受付でもやっていそうなキッチリした服を着た人、様々である。

			　娼館の人達は昼前から準備を始め、昼食が終わる頃、店を開くのだそうだ。

			（ずいぶん早くから開くな。客は来るのだろうか）

			　そう思い周囲を見回す。すると気がついてしまった。俺と同じようにやる気に満ちたおっさんや兄ちゃんが、何人も屋台で物を食っている事に。

			　四人でテーブルを囲んで食事をしながら、今日はどこの店に行くとか、誰々ちゃんがかわいいとか声高に話す連中もいる。

			（いい感じじゃないか）

			　俺の心が明るく沸き立つ。こういう雰囲気は大好きだ。

			　食事を終え席を立ち、歓楽街を歩く。そしてシーゴッド、シュリンプフィールド、ロウクワットの場所を確認して行った。

			　ロウクワットで折り返し、来た道を戻る。すでにシュリンプフィールドが開いているのが見えた。

			　開店のお時間になったようである。

			　期待でやや足を速めつつ、シーゴッドへ向かう。

			　異世界に来て、初めての娼館。少々高くても高級店に行ってみるべきと考えたのだ。

			（着いたぞ）

			　通りから見たシーゴッドは、二階建ての白い石造りの建物。

			　金色の文字で書かれた『シーゴッド』の看板が、高々と掲げられている。

			　入る直前、ちょっとドキドキして来た。

			「いらっしゃいませ」

			　扉を押し開けて中に入ると、そこは広い空間、いわゆるロビー。

			　キョロキョロしながら歩を進めると、身み形なりのいい兄ちゃんが声を掛けて来た。

			「何かお飲みになりますか？」

			　見回すと、ロビーにはテーブルや椅子が並んでいる。

			　そしてテーブルの上には、メニューらしきものが置かれていた。

			（どうしようか）

			　定石セオリーがわからない。

			（何か飲みながら、周囲の様子を窺い参考にしよう）

			　そう判断し、とりあえず座る。

			　メニューには、アルコール、ジュース、コーヒーの類が並んでいる。

			　コーヒーの値段は石貨八枚。さっきの昼飯と同じ価格だ。

			「じゃあ、コーヒーを一つ」

			「かしこまりました」

			　兄ちゃんは一礼して去る。

			　ほどなく、娼館で働くには若過ぎると思われる少女が、コーヒーを運んで来た。

			「こちらになります」

			　少女は片膝をついて、トレイの上からコーヒーを机に置く。

			　俺は礼を言って、銅貨を一枚渡す。

			　少女は受け取ると、お釣りの石貨を二枚返してよこした。

			「…………」

			　しかし、少女は片膝をついたままで、こちらを、何か期待するようにじっと見ている。

			　思い当たる節があったので、お釣りの石貨を渡してみる。チップだ。

			　少女はニッコリ笑い、礼をして去って行く。

			（ああやっぱり）

			　ここはチップの文化があるところなんだ、と悟る。

			　そこで気がつく。宿に枕銭を置いて来ていない事に。

			（やばい。チップがあるんなら、枕銭も必要なんだろうな）

			　部屋を掃除してくれる人のために、枕元に置く小銭。

			　これを忘れると、掃除やベッドメイクがされなかったり、酷いところでは荷物が荒らされたりするらしい。

			（けど、部屋に貴重品は置いてないし、ポーション鞄は持って来ている）

			　そういう面では問題ない。しかし部屋に戻った時、掃除もベッドメイクもされていなかったりしたら、間違いなく嫌な気分になる。

			　俺はチップに詳しくない。海外旅行に行った時に経験した程度だ。

			（後で誰かに相場とか教えて貰おう。それにチップ用に石貨も貯めておいた方がいいな）

			　心の整理をとりあえずつけ、コーヒーを飲みながら、周囲に気を配る。客も何人か入って来ていた。

			　ロビーの奥一面は階段状になっており、そこに女性が十数人座っている。

			　俺や他の客のいるエリアは少し照明が落としてあり、反対に女性の座っている場所は、強めの照明だ。

			　こちらからは女性がよく見えるが、向こうからは見えにくい、という仕組みになっている。

			　女性はそれぞれ胸元にプレートをつけており、プレートには数字が記されていた。

			　俺のように椅子に座って飲み物を頼んでいる者は、まだいない。客達は、立ったまま女性の方を眺めている。

			　やがて客の一人が、さっきの身形のいい兄ちゃんを手真似で呼び、何かを囁く。

			　すると兄ちゃんは雛壇の方へ歩いて行き、女性の一人を呼んだ。

			　客はそれを見て、雛壇脇のカウンターへと向かう。

			（支払いをしているのかな）

			　そう推測する。

			　雛壇から出て来た女性がカウンターの客のところに行き、笑顔で腕を絡ませる。そして笑い合いながら、奥にある階段を上って行った。

			「なるほど、大体理解した」

			　俺は独り言ちると、コーヒーを飲み干し立ち上がる。

			　そしてギラギラとした目で雛壇を見回す。

			（あれだな）

			　肩に掛かるくらいの黒髪をした、痩せ型の女性。それが今回の獲物だ。

			　優しそうで綺麗系の顔立ちをした、推定年齢二十五歳くらいの女性である。

			　俺は兄ちゃんのところまで歩き、女性の番号を告げる。

			　兄ちゃんが雛壇へ行って声を掛けると、俺の指名した女性が立ち上がった。

			　兄ちゃんは俺の方を見て、彼女で間違いはないか？　と目で聞いて来る。

			　俺は頷くと、カウンターへ向かって歩き出した。すぐに彼女も雛壇からカウンターへと出て来る。

			「よろしくお願いします」

			　優しそうな声が耳をくすぐる。美人でかわいく、笑顔も素敵だ。

			　俺が支払いをしている間、彼女は店の人から鍵を受け取る。

			　子供の手のひらくらいのキーホルダーがついていて、キーホルダーには彼女の番号とは違う番号が記されている。

			　支払いを済ませた俺に、彼女は深く腕を組む。胸の感触が肘に心地よい。

			　さっきの客と同じように、並んで階段を上がる。

			（ふむ）

			　二階に上がると、そこには一本の廊下があり、両側に扉がいくつも設置されていた。

			　彼女はキーホルダーの番号と扉の番号を見比べながら、組んだ腕を引き、歩く。

			　やがて目当ての扉の前に来たのだろう、鍵を差し込み回して開けた。

			（こういう感じか）

			　部屋の半分は絨じゅう毯たん敷きで、大きなベッド、ソファー、テーブルが置かれている。

			　もう半分は二段ほど低くなっており、タイル敷きで、浴槽とシャワーが設置されていた。ちなみに窓はない。

			　ソファーに座るよう促されたので、荷物やマントを置いて、腰掛ける。

			　すると、それを見計らったかのように、ノックの音がした。

			（何だ？）

			　意味がわからず彼女の方を見ると、『どうぞ』と返事をしている。

			　すぐに、十歳くらいの子が入って来た。

			　俺の前に来て片膝をつくと、

			「ご注文をどうぞ」

			　と、たどたどしく言いながら、メニューらしきものを差し出す。

			　見ればロビーと同じ飲み物のメニューだ。

			（ここでも注文する仕組みなのか）

			　さっき飲んだばかりで欲しくはないが、断れる雰囲気ではない。アイスティーらしきものをお願いする。

			「私も注文していい？」

			　彼女が聞いて来たので、いいよと返事をした。

			　彼女もアイスティーを頼む。

			　すぐに少女は部屋を出て行った。

			（注文したからには、持って来るよな）

			　それは間違いない。

			　俺は悩む。それまで行動は起こせないだろう。

			　何をすればいいものか、微妙な時間が流れ行く。目の前の彼女は穏やかに微笑んでいるだけだ。

			　俺が軽く膝を揺すり始める頃、少女が戻って来た。

			　ホッとしつつ、ロビーと同じようにチップを払う。

			　少女が部屋を出て行くと、彼女は扉まで行き、内側から鍵を掛けた。

			（いよいよか）

			　始まるに違いない。俺の胸が、期待で大きく高鳴った。

			


			　二時間後、身も心も隅々まで清められた俺は、爽やかな石鹸の香りを漂わせつつ町を歩いていた。

			　昨日風呂に入らなかった俺だが、さっき頭から足の指の先まで丁寧に洗われている。

			　もう今日は、風呂に入らなくてもいいかも知れない。

			（ここにするか）

			　俺は広場に面したおしゃれなカフェに入り、席に着く。そしてメニューに大書してある、お勧めらしいパウンドケーキと紅茶のセットを指差す。

			　疲れた時には甘いものが一番だ。

			（本でも読むか）

			　貸本屋で借りたギルド発行の初心者ガイドを鞄から取り出し、読み始める。

			　ちびちびと紅茶を啜すすり、たまにパウンドケーキを口に放り込んで行く。

			　本で知ったのは、この町から東へ二日のところに、ここランドバーンと同じくらいの町、アウォークがある事。

			　そして、さらに二日のところに、王都がある事だった。

			（王都ね、いい響きじゃないか）

			　王都方面へは馬車による定期便があるようだ。主要街道を通り、アウォーク経由で王都へと繋がっている。

			　本によれば道中は安全で、襲撃されたりするような事はまずないらしい。

			　そうこうする内に疲れも取れて来たので、カフェを発ち、広場で大きく伸びをする。

			（よし、次はシュリンプフィールドだ）

			　一軒でなど終わらない。理由は簡単、大好きだからだ。

			　俺は意気も軒けん昂こうに、歓楽街へと足先を向けた。

			


			　さらに数時間後、夕方の気配が漂い始めた町を、俺は歩いている。

			（素晴らしい）

			　すっかりこの町に、いやこの世界に魅了されていた。

			　なぜなら今行ったシュリンプフィールドでも、さっきのシーゴッドでも、俺的に必須の装備が不要だったのだ。

			　いや、そんな装備自体が、この世界には存在していないらしい。

			　恐る恐る俺は、その手の問題はどうなっているのかを問う。返って来たのは、魔法技術の発達によりクリアされているとの答え。

			（おいおい本当かよ！　魔法凄過ぎるだろ）

			　何という魔法の有効利用。

			　おかげで俺は、いやこの世界の男達は、ダイレクトでフレッシュな状態でプレイ可能なのだ。

			　恥ずかしながら俺は、装備なしのプレイは経験した事がない。そのため侵入した時、その感触に非常に心を揺さぶられた。

			　だが恐るべき事に、感動はそれに留まらない。

			　よく考えて欲しい。装備必須である事をお嘆きだった貴兄なら、思い至ったはずである。

			　つまり、魔法的にクリアされて装備不要という事は、海の中で海底火山が爆発してもいいという事なのだ。

			　いや、海底火山である以上、海の中で爆発するのは当然。だから常に噴火は海中で行われる。

			　俺は思い切り何度も、海の奥深くで噴火してしまった。

			（……何これぇ）

			　これがその時、俺の心に浮かんだ言葉。陶然とした余韻の中で、俺の心はどこまでも解放されていた。

			　異世界凄い、素晴らしい。

			　俺はふらふらと、足取りに加え腰も軽く宿へと向かう。

			「たらいま」

			　噛みつつ宿のおばちゃんに挨拶し、階段手前で食堂の前を通り掛かる。

			　すると俺を見つけた親父が、いやらしい笑みを浮かべながら近づいて来た。今の俺の様子では、何があったか丸わかりであろう。

			　銅貨を数枚握らせ、「グッジョブ」と言って親指を立てる。

			　異世界だろうと同じ男。親父に意味は充分に通じたようだ。

			（サンキューな）

			　良い情報には良い報酬をもって報わねばなるまい。

			　何より、俺はご機嫌なのだ。

			　明日も泊まる事を告げて、それから気になっていた事を聞く。枕銭の件だ。

			「そんなのはないぞ」

			　不思議そうな顔で親父が答える。

			　親父と話をしてわかったのは、この世界にチップの習慣はないという事だ。

			　娼館だけが特別だと言っている。

			　何でも労働意欲とサービス向上のため独自に生み出した、業界特有の習慣らしい。

			「相手をしてくれた女にしか払わんぞ」

			　親父は言う。

			　なので俺は、ロビーや個室で飲み物を注文した際の話をした。

			　聞いた親父は、しまったと言うように顔の片側を歪める。

			「あーそうだっけな、言うの忘れてたわ」

			　何でか要求されるんだよな、と口にしつつ申し訳なさそうに謝る親父。気にするな、と肩を軽く叩く。

			「ごちそう様」

			　夕食を終え、うまかったと親父に感想を述べつつ階段を上がる。

			　嘘偽りなく、地味でありきたりの献立なのだがおいしいのだ。

			（よし。ポーション作るか）

			　腹が膨れた事で気力も戻りつつある俺は、部屋に入るとポーション作製を始める。

			　明日のため、生活と遊興費のためだ。

			　目の前に現れたのは、ＦランクとＥランクからなる、計四十本のポーション。

			（完成）

			　魔法のおかげですぐに終わる。材料、設備、それに時間。まったく何も必要ない。まさにチート様々だ。

			　そして俺は、再度外出すべく部屋を出た。

			　食堂で親父が声を投げて来る。

			「おっ、また行くのか？」

			「せっかくだし、ロウクワットへ」

			　異世界への探究心が、疲れた体に鞭を打つのだ。

			「この時間だと、混んでるぞ」

			「様子見、様子見。入れなかったら外から見るだけでもいいし」

			「羨ましいなー、チクショウ」

			　互いの口調も軽い。もうすっかり仲良しだ。

			　親父の羨望を受けつつ、夜の街へと彷徨さまよい出る。

			　歓楽街の一番奥へと歩いて行くが、今のところ危険は感じられない。

			（治安いいんだな）

			　ありがたい。

			　ほどなくロウクワット前に到着した。木造の建物で、シーゴッドより見た目からして大分落ちる。

			　扉を押した感触も軽い。中に入ると、ロビーはかなりの混雑だ。

			（ガヤガヤしているなあ）

			　椅子に座って飲み物でも頼もうかと思ったが、そちらもほぼ満席。

			　雛壇に目をやれば、女性の姿はまばら。ほとんどいないと言って良いレベルだ。

			（これは無理だ。今日はこのまま帰るか）

			　そう考えていると、後からやって来た客が、受付のおばさんに何か話し掛けている。

			　聞き耳を立てると、予約がどうとか言っていた。

			（予約？）

			　おばさんが奥のカウンターに行って少しすると、雛壇にはいなかった女性が奥から歩み出る。

			　さっきの客は相好を崩すと、その女性のところへ両手を広げ近寄って行く。

			　二人は軽く抱き締め合い、その後手をつないで会計カウンターへと進んで行った。

			（なるほど予約か。馴染みになれば、ああやってキープしておく事が出来るんだな）

			　また一つ勉強になってしまった。

			　こういう勉強は大歓迎である。

			（帰るか）

			　結局、俺は何をする事もなく店を出た。

			（ちょっと混み過ぎだ）

			　田舎物の俺は、混み過ぎる店はちょっと苦手である。

			　どうしたものかと、道すがら考えを巡らす。

			（俺って別に、夜でなくても遊べるんだよな）

			　観光客のような立場にいる俺は、時間にまったく縛られない。ならば遊ぶ時間を、夜から夕方にしてはどうだろう。今の時間帯よりは空いているはずだ。

			　自分の思いつきに頷きつつ、ぶらぶらと歓楽街を見物する。じきに宿へとたどり着く。

			　案の定、親父は食堂にいた。

			「混んでて駄目だった」

			「そいつぁ残念だったな」

			　そう口にするが、思った通りという表情だ。

			「ああ、今度また行ってみるさ」

			　バイバイをしながら階段を上がり、部屋へと戻る。

			　今日も風呂へは入らなくていいだろう。

			　ちょこっと歓楽街を歩いたが、まだ爽やかさが残っている。

			（よし、今日最後のお勤めだな）

			　寝る前に、Ｓランク魔法を使う。一日一回の使用回数なので、どんなものか慣れるまで試すつもりだ。

			（今回は、Ｓランクの病気治療薬を作ってみるか）

			　この町で売るには高級過ぎて無理なポーション。俺もどんなものが出来るのか見てみたい。

			（病気治療薬Ｓ、作製！）

			　次の瞬間、俺の前に一本のポーション瓶が現れた。

			「うっ！」

			　中には深い青色をした液体が入っており、強く輝いている。

			　それは直視出来ないほどの強烈な光。俺は右手で目を覆い、指の間からチラ見する。

			（ああ、これ絶対やばい奴だ。所持してるの見つかったら、牢屋にぶち込まれるくらいの）

			　このポーションは下手すると、これまでこの世に出現した事があるとかないとか、そのレベルの品に違いない。

			　こんなの人前に出したら、羨ましがられるどころか、とっ捕まって拷問されてしまうかも知れない。いや、間違いなくそうなるだろう。

			（非常用にＳランクポーションを一本ずつ隠し持っておこうと思ってたが、駄目だな。所持品検査なんかで見つかったら、恐ろしい事になる）

			　光を放ち続けるポーションを前に、そう決断する。

			（とりあえずこれ、どうしよう）

			　このままにしておくのも危険だ。

			　処分に困った俺は、飲む事にした。

			　喉仏を動かしつつ嚥下する。別に味らしい味はせず、体に変化も起きない。

			（これを飲むためなら全財産手放してもいい、そう考えてる奴、数多くいるんだろうな）

			　そう思うと、もったいない気がする。しかし、明らかに運用出来るレベルを超えていた。諦めるしかない。

			（寝るか）

			　やるべき事もやったので、ベッドに潜り込む。

			　二件の娼館で得たほど良い疲労が、俺をすぐに眠りの底へと落とし込んで行った。

			


			　翌朝、爽やかな目覚めである。

			　ここしばらくなかったほど、気持ち良く眠る事が出来た。

			（まずは商人ギルドだ）

			　昨日と同じように宿を出る。

			　広場に出ると、商人ギルドがすでに開いているのが見えた。毎朝早くから営業しているようである。

			「すみません。今日もポーションの買取をお願いしたいのですが」

			　中に入り真っ直ぐ買取カウンターへ歩くと、奥の席へ声を掛ける。

			　出て来たのは昨日と同じ、少し若ハゲっぽい職員さん。その前で俺は、ＦとＥランクのポーションを並べ始めた。

			（全部売ろう）

			　今鞄に入っているＦとＥランクのポーションを、すべて出す。

			　最初は自分に何かあった時のために、携帯用に少し残しておこうと考えた。しかしよく考えてみれば、魔法の使用回数自体はまだまだ余っている。

			（俺の場合、魔法の発動に詠唱も何も必要ないからな）

			　であるなら、わざわざポーションを余らせて、荷物を重くする必要はない。そう思い直し、すべて売却する事にしたのだ。

			　品質を確認し本数を数える若ハゲさん。その慣れた作業をしばし眺める。

			「すみません。ちょっとお聞きしたい事があるのですが」

			　会計が終わった後、若ハゲさんに声を掛けた。

			「はい、何でしょう」

			「アウォークへの定期馬車について、教えていただけたらなと」

			　若ハゲさんは快く頷く。

			「勿論いいですよ。こちらで予約も支払いも出来ます」

			　そして教えて貰った内容は──

			　馬車は週に三回、朝に出る。

			　料金は、アウォークまでが金貨一枚、アウォークから王都までも金貨一枚。

			　予約制かつ前金制だが、席があれば当日朝でも乗る事が出来る。

			　ランドバーンからアウォークまで必要な時間は二日間。途中、宿場町で一泊する。

			　アウォークから王都までも同じく二日間で、途中、やはり宿場町に一泊する。

			　馬車に乗ってる間の食事や飲み物は、自分で準備しなくてはいけない。

			　宿場町での宿の予約はギルドでするが、費用は現地で自分で払う事。

			　馬車は、途中で何ヶ所かある水飲み場に立ち寄る。そこには、食べ物や飲み物の屋台が出ている時もある。

			　そのような内容だった。

			「次に馬車が出るのはいつですか？」

			　少々お待ち下さい、と若ハゲさんは書類を探す。

			「明日ですね」

			　その答えに、少し悩む。

			（明日か、まだ名残惜しい気もするが）

			　心の中に、シーゴッドやシュリンプフィールドの女性達の姿が浮かぶ。まだまだ味わい尽くしてはいない。

			（……いや、行こう）

			　思うところもある。俺は逡巡を振り切り、心を決めた。そして口を開く。

			「その馬車、まだ空きはあるでしょうか？」

			　若ハゲさんは書類に指を落とし、それを横に滑らせる。

			「ええと、ああ、あります。まだ大丈夫です」

			「では、予約お願いします」

			　俺の言葉を聞いて、若ハゲさんは書類に何か書き込む。終わると顔を上げ、こちらを見た。

			「では、金貨一枚になります」

			　俺はギルドカードで払う。

			　支払い証明はギルドカードに記録されるので、馬車に乗る時ギルドカードを見せればいいらしい。

			　チケットも領収書も不要。何とも便利だ。

			　手続きが終わった後、若ハゲさんは何とも言えない表情をする。

			「しかし残念ですね。病気治療薬Ｅを納めてくれる方が出発されてしまうのは」

			「いやあ、手持ちを放出していただけですから」

			　俺はそう誤魔化す。ポーション作製の道具も材料も何もないのに、毎日毎日何十本もポーションを売却していたら不審がられるだろう。

			　俺が早めにこの町を出ようと決めたのも、それが理由である。

			　最後に、馬車の集合時間を教えて貰う。

			　集合場所は門の外で、時間までに門を出て待っていなければいけないとの事だった。

			「ありがとうございました」

			　若ハゲさんに頭を下げ、商人ギルドを出る。

			（ランドバーンを発たつと決めたからには、返しておかないと）

			　急に慌ただしくなったような気がし、早足で貸本屋に向かう。

			　本屋に到着し返却後、商店街を回り、旅に必要と思われる物を何点か買い求めた。保存食や予備の水筒などである。

			（よし）

			　午前中でやるべき事はすべて済ませた。

			　後は歓楽街でなすべき事を行うだけだ。

			　俺は屋台へ赴き昼食をゆっくり取る。そして娼館が始まる時間を見計らい、開店直後のロウクワットに突撃した。

			　ランドバーン最終日、やり残しはしない。

			


			　それから数時間後、昨日とはまた別のカフェ。少々苦そうな表情で、俺はコーヒーを飲んでいた。

			（……何というか、あんぽ柿のような味わいでございました）

			　親父の言うとおり腕は確かで、優しく、愛想もいい。おまけに話も面白い。

			　しかし、どうしても年齢というものを感じてしまう。

			　主に筋力的な面で。

			（シーゴッドで働いてたって言ってたな。年齢のせいで、ロウクワットに移って来たんだろう）

			　いい経験、今回の事はそう思う事にした。

			　一息ついたところで席から立ち上がる。昨日に引き続きシュリンプフィールドに向かうためだ。

			　通りを歩く。

			　さして離れていないシュリンプフィールドへは、すぐに到着する。

			（今日は全力だ。俺のすべてを出す）

			　足音高くロビーに踏み入り、素早く雛壇を見回す。

			　俺の鷹のような眼光に、店の人も近寄って来ない。

			（あれだ）

			　ボブのバレーボーラー体形のかわいこちゃんが目に留まる。

			「彼女をお願いします」

			　即指名だ。

			　カウンターで支払いを済ませ、雛壇から出て来るのを待つ。

			（さすがバレーボーラー。攻略しがいがありそうだぜ）

			　予想以上の身長。見上げるほどだ。

			　今度は若い力を楽しむべく、彼女と腕を絡ませ合いながら、俺達は階段を上って行った。

			


			　さらに数時間後、俺は広場の噴水の縁に、気だるく腰掛けている。

			（疲れた）

			　今まではパッシブでＯＫ、お任せ状態だったのだが、今回は相手がパッシブだった。

			　そのため、こっちがアクティブにならなければ進まないのだが、なにせ相手はバレーボーラー。身長もあるし体重もある。

			　重い、でかい、抱き締められると結構苦しい。

			　かなりの強敵であったのだ。

			


			　ある程度回復したところで、俺は宿へと戻る事にした。

			　ゆるゆると立ち上がり、軽く蛇行しながら通りを進む。

			　肩で宿の扉を押し開けると、ホールにいたおばちゃんに、明日の朝に出発する事を告げる。

			（後は部屋でポーション作製だ）

			　部屋に上がり荷物を床に置き、ポーションを作り始める。ＦとＥを能力の目一杯、病気治療薬を多めにしておく。

			（これ、飲んでしまうか）

			　ストックしてあったＣとＤのポーション各種。とても売りには出せない品々だ。

			　処分する方法はそれしか思い浮かばない。

			　クイッと呷あおる。

			　すべてを飲み終え、口元を拭いつつ考えた。

			（うーむ、どれを飲んでも体力は回復しないな。強壮薬はまた別にあるのだろうか）

			　もしかしたらと思っていたのだが、残念ながら駄目のようだ。

			　階段を下り、食堂で夕食を取る。厚みのある赤身の肉を塩コショウで焼いたのがメインだが、相変わらずうまい。

			　肉質がいいのか、見た目を裏切り軟らかく、噛むとたっぷりの肉汁が口の中に染み出して来る。

			（飯マズ世界じゃなくて、本当に良かった）

			　ここはファストフードを再現するために、人生を捧げるような所ではない。

			　この世界に送ってくれた石像に感謝しつつ、サラダからコーンスープまですべて食べ終わる。

			　コーヒーで一息ついた後、気合と共に立ち上がった。

			（行くぞ、シーゴッド）

			　両頬を軽く叩く。

			　今日はこの町最後の夜だ。行かなくてどうする。

			　ピークに近い時間だが、シーゴッドは高級店。値が張る分、混んではいないはず。

			　そう計算し宿を飛び出した俺は、闘志を胸に、夜の歓楽街を人波を切り裂くように進んで行った。

			（予想通り！）

			　シーゴッドに突入した俺が見たものは、それなりに混んでいるロビーと、今なお充分な人数が揃っている雛壇だ。

			　ファーストインプレッションで決定し、コンシェルジュに伝える。

			　後はいつものように二人で部屋へと上がって行った。

			


			　時が流れ、夜も遅い時刻。

			　宿に戻った俺は、部屋のベッドに横たわっている。

			（さすが高級店だ）

			　優しく疲れを癒やしてくれた。勿論、体もしっかり洗って貰い、隅々まで清潔で爽やかだ。

			　満足感のこもった溜息をつきつつ、考える。

			（結局この宿の風呂、一度も使わなかったな）

			　異世界の宿の風呂事情。それを知る機会だったが、逃してしまった。今さら起き上がる覇気もない。

			（まあいい。これからいくらでも機会はあるさ）

			　そんな事を思い連ねているうちに、いつの間にか眠りへと落ちて行った。

			


			　翌朝、ぐっすりと眠った俺は目を覚ます。

			（うっ、これは）

			　自分の全身に、軽い筋肉痛があるのに気がついた。体を少し緊張させつつベッドから降り立つ。

			（あれが原因だな）

			　昨日のバレーボーラーとの戦いが、この痛みをもたらしたに違いない。

			（筋肉痛を重ねる事で、体は強くなって行くんだったな）

			　そこで気がついた。

			（娼館遊びって、トレーニングの代わりになるんじゃないか？）

			　瞬発力に持久力、筋力的な面は勿論、ストレッチに風呂と柔軟性の面でもケアされている。

			（これはいい。体を鍛えるためにも、今以上に頑張らなくては）

			　一石二鳥どころではない。自分磨きのモチベーションが一気に高まる。そこで自分の腹の音に気がついた。

			（やはり運動すると、腹が減るのだな）

			　朝から食欲があるのは、いい傾向である。俺は朝食を求めて階下へ降りた。

			　そしてパンにサラダにゆで卵というシンプルなメニューでエネルギーを補給し、部屋へと戻る。

			（忘れものはない）

			　バックパックを背負い、ポーション鞄を肩ベルトで掛け、部屋を見回し確認をする。

			　そして数日お世話になった宿を出て、門の外へと歩き出した。

			　朝から門番は門にいる。おそらく二十四時間交代制でいるのだろう。

			（流れが速い）

			　町へ入るのには時間が掛かったが、出るのは楽なようだ。門番はあっさり俺を通す。

			　すぐに馬車待ち場所へ着いた。やや早めの到着である。

			（皆同じかな）

			　辺りには俺みたいなおっさんが何人もいる。馬車を待っているのだろう。

			　少し待つと、ほぼ時間通りに馬車がやって来た。

			（……これが馬車？）

			　俺のイメージしていた馬車とは、かなり違う。

			　馬車というよりバスだ、しかも牽引の。

			　客が乗る部分は完全にバス、あるいは列車の客車。

			　それを牽引する動力部は、馬四頭立てなのであるが、これが馬じゃない。

			　馬の形をしたゴーレムだ。

			　しかもデカイ。

			　一頭が、乗用車くらいの大きさがある。

			　頭の高さは二トントラックの屋根より高そうだ。

			　ゴーレムの体表は鋳物っぽく見える。色は黒。

			　これが四頭で客車を引っ張って来た時は、思わず蒸気機関車を連想してしまったほどである。さすがに煙は出していないが。

			　驚きつつも客車に乗り込み、空いている席に座る。

			　馬車は定刻どおり出発した。

			（意外に快適だな）

			　覚悟していたのより、大分いい。

			　道は石畳となっており、大きく跳ねるような事はない。そして何よりサスペンションがしっかりしているようで、大型バスに近い乗り心地だ。

			　それからは車窓を眺めたり、周囲の人と話をしたりして過ごした。水飲み場では軽食や飲み物を購入し、ついでに軽く体操する。

			　ゴーレムなら水を飲む必要ねーじゃねーか、と思ったが、乗客の方が水を飲んだり出したりする必要があり、そのための水飲み場だったのだ。

			　そして夕刻前、宿場町に到着する。

			（これが、宿場町……）

			　早速、町を見て回る。だが、すぐに終わってしまった。

			　街道の両側に宿屋や店屋、民家などが並んでいる。しかし家々がある長さは二百メートルほど、それで終わり。勿論娼館などはない。

			（何だか寂しい風景だな）

			　民家同士も離れて建てられており、間からは裏手の畑が見えるだけ。

			（いや、本当にこれ、泊まるだけだ。馬車の行程から考えて、なくてはならない町なんだろうけど）

			　馬車は俺達の他、もう一台来ていた。

			　おそらくアウォークからランドバーンへ向かう便だろう。

			（宿にでも行くか）

			　泊まる先はすでに決まっている。馬車を予約した時点で、自動的に予約されるのだ。もっとも予約だけで、支払いは各人がその場でしなくてはならないが。

			　教えられた宿屋へ歩く。途中見回すが、見るべきものも寄るような場所もない。

			（ここか）

			　通りから見上げる。

			　宿屋は一階が石造り、二階が木造の二階建ての建物。飾り気が少なく、少し寂しい見た目である。

			「いらっしゃい、ませえー」

			　入口の外では、妙なアクセントで、おっさんがお出迎え。

			　駅の弁当売りとか、初市の親父の呼び込みとか、あんな感じだ。これが売りなのか照れ隠しなのか、いつも不思議に思う。

			（しかし、どこへ行ってもおっさんばかりだ）

			　俺は思わず苦笑する。

			　別に、この世界の年齢性別に偏りがある訳ではない。すべて俺のせいだ。

			　男女年齢別一覧表を作った場合、『おっさん』の扱いをする範囲が、俺の中では非常に広い。

			　だから、大抵の男性は、『おっさん』呼びになってしまうのだ。

			　それはそれとして、チェックイン。

			　部屋まで案内して貰いながら、宿の説明を受ける。

			　嬉しい事に、大浴場があるとの事。また、食事は各部屋で取るそうだ。

			　風呂から出た後食事という事で、部屋に運んで貰う時間を決める。

			　そこで、おっさんは、素敵な質問をしてくれた。

			「お食事の時、女性はどうなさいますか？」

			（……飯盛り女か！）

			　俺は瞬時に悟る。やはり宿場町と言えば、飯盛り女だろう。

			「お願いします」

			　当然、返事は決まっている。

			「ショートになさいますか？　ロングになさいますか？」

			　その問いに、一瞬戸惑う。

			（ショート？　ロング？　知らない単語だ）

			　わからない事は聞くに限る。俺はおっさんにたずねた。

			「ロングとは？」

			「朝食の給仕までさせていただきます」

			「ではロングで」

			　何を迷う事があろう、即決だ。

			「承知致しました」

			　別途料金として銀貨八枚を払う。

			　チップが必要なのか聞いてみると、お気持ち次第です、とニッコリ笑われた。

			　これは必要という事で間違いあるまい。

			「では、ごゆっくり」

			　大事な話が終わってないのに話が終わってしまったようなので、慌てて質問する。

			「あの、女性は選べないのですか？」

			　おっさんは、心底申し訳なさそうな顔を作った。

			「申し訳ございません。当宿では、お選びいただけません。お客様にご満足いただけるよう精一杯努めてはおりますが、何分、従業員の数にも限りがございまして」

			　確かに、この規模の旅宿で客に選ばせていたら、まとまるものもまとまらないだろう。

			　俺はおっさんに静かに近寄り、その手に銀貨を一枚押し付ける。

			「おやこれは、はは、何と」

			　おっさんは凄く嬉しそうだ。ちょっと多かったかも知れない。

			「じゃ、よろしく」

			　俺はそう言って、部屋に荷物を置き、期待していた大浴場へと向かう。

			「おお……」

			　思わず声が漏れる。

			　黒い石造りの床と壁、天井だけは木造だ。思ったより広く、馬車から降りた客達が同じように入って来ても、混んだ感じがあまりしない。

			（外観の割りに、いいじゃないか）

			　期待以上である。

			　俺は、体を洗うべく壁際のカランに向かう。

			（シャワーがある）

			　元の世界と同じだ。やはりシャワー以上のアイディアは、ないのであろうか。

			（お湯が出る。しかも勢いがいい）

			　何気ない事だが、嬉しい。体を洗った後、待望の湯船に浸かる。

			（おおっ）

			　ちょっと戸惑う。水深が一メートルくらいあったのだ。

			（これは……、立ち湯という奴か）

			　悪くはないが立ったままだと、どうも落ち着かない。そう思って湯船の中を見回すと、縁に沿って一段浅い部分があるのを見つけた。何人かの客が、そこに腰掛けくつろいでいる。

			（なるほどね）

			　俺も真似をして、腰を下ろしてゆったりと浸かる。他にする事もないので、湯気の中、他の客の様子を眺めた。

			（皆、マナーがいいな）

			　ちゃんと体を洗ってから入って来る。走ったり、大声で騒いだりする人もいない。

			（やはりこういうのは、設備だけじゃなく客も重要だよなあ）

			　俺自身も、そうありたいと心に思う。

			　いい風呂に、礼儀正しい客達。俺は心からリラックスし、大浴場を堪能した。

			　風呂から上がり、ぶらぶらしつつ部屋に戻る。

			　宿の外観は寂しいが、中は客が多いせいで賑やかだ。

			　食事の時間までまだ時間があるので、ベッドに寝転がって天井を見る。

			　そして考えた。

			（選べないというのも、たまにはいいな）

			　俺は、車のナンバー無指定派だ。

			　好きな番号を選んだりせず、陸運局から与えられたナンバーを見て、趣を楽しむのである。

			　今も、ドキドキしている。

			　保険は掛けた。

			　おそらく、この宿でも上位の女性が来るだろう。

			　ただ、どんなタイプが来るのかわからない。不安と期待で胸が一杯だ。

			（来た！）

			　控え目なノックの音。

			　続いて、お食事をお持ちしました、との声。

			「はいどうぞー」

			　慌ててベッドから起き上がる。

			　入って来たのは給仕の女性、いわゆるメイドだ。

			　若くはない。

			　若くはないが、かなりの美人さんだ。

			　ちょっと疲れたような、やつれたような表情と、落ち着きしっとりとした雰囲気。それがダーク系の大人しめのメイド服と相まって、喪服未亡人のような艶めかしさを醸し出している。

			


			

			


			（当たりだ。いいぞ、いい仕事だ、おっさん）

			　俺はおっさんが、こっちを見ながら「でしょう？」と親指を立てている姿を幻視した。

			


			　翌朝、宿を出た後、馬車に乗り込む。

			　荷物を置いて座席に深く座ると、小さく息をつく。

			　あまり寝ていない。今日は、馬車の中で寝て過ごしそうだ。

			　昨夜は、自分が大きく成長出来たと実感した夜だった。

			　彼女がいた事がない俺は、正直言って詳しく知らない。

			　これまでは時間制限のある中で遊んで来たので、どうしてもがっつく感じになっていたのだ。

			　しかし昨夜は違う。ゆっくり、優しく、詳しく教えて貰った。

			　驚いた事も多い。

			　今まで勘違いしていた事、思い込んでいた事、良かれと思っていた事が実は全然良くなかった事などだ。

			　一つ一つ、絡まり固まった結び目を解きほぐすように、教え導かれ、そして理解した。

			　日本にいた頃まで思い返すと、いかに自分が独りよがりで、周りが見えていなかったか、裸の王様だったかがわかる。

			　凄く恥ずかしい。黒歴史だ。頭を抱えて悶絶したくなる。

			　だが同時に、昨夜先生に出会えた事への大きな感謝があった。

			　先生はそんな俺を笑ったりせず、わかるまで、理解するまで、繰り返し繰り返し根気よく教えてくれたのだ。

			（ああ、もし昨夜、先生に出会う事が出来なかったら）

			　そう思うとゾッとする。

			　そして俺は、もう会う事の出来ない、遥か日本の地にいる両親、会社の皆の事を思う。

			（親父、お袋、そして皆、俺はこの世界に来て、間違いなく人間として成長しました。だから、だからもう、心配しないで下さい）

			　皆が、微笑んでくれたような気がした。

			（俺は大丈夫です。この世界で、しっかりと生きて行きます）

			　その思いと共に、頬を涙が静かに流れ落ちる。

			　俺の意識は、ゆっくりと眠りの淵に沈んで行った。

			


			　夕方、ゴーレム馬車は目的地であるアウォークに到着。

			　外から眺めた感じは、ランドバーンとほぼ同じ。いや、若干大きいかも知れない。城壁もランドバーンはほぼ自然石だったが、こちらの石材は若干形を整えてあるようだ。

			　ランドバーンと同じように門に並ぶ。

			　しかし今回はギルドカードがあるため、審査はあっさりと終了。すぐに町に入る事が出来た。

			（なるほどねえ）

			　町の雰囲気は、ランドバーンよりやや賑やかという感じである。

			（それはそうと、まずは宿だな）

			　今回は紹介して貰ってないので、自力で探さなければならない。

			　中央の広場を抜け、数軒の宿屋があるエリアにたどり着く。

			　周囲を見回すと、馬車で見掛けた人達が、それぞれ宿屋にばらばらと入って行く。とくに一軒だけ避けるような感じはない。

			（この辺の宿屋は、どこに入っても大丈夫って事に違いない）

			　俺はそう判断し、外観が他よりちょっと立派そうな宿を選んで入る。

			　予約してないが泊まれるか聞くと、大丈夫との事。早速、部屋に案内して貰う。

			（こんなもんかな）

			　室内の様子は、可もなく不可もなくと言ったところ。

			　案内してくれた兄ちゃんに、夕食は要らないと告げる。

			　そしていつものように、銅貨で娼館についての情報収集を試みた。

			（なるほどなるほど、了解了解）

			　兄ちゃんは若いが、ちゃんと知っている。やはり宿屋で働くからには必須の情報なのであろう。

			　部屋に荷物を置くと、すぐに宿から通りへ出る。

			　そして兄ちゃんから教えて貰った店の中で、一番の高級店へと向かう。

			　今日は高級店に行くと、決めていたのだ。

			（先生の教えを試してみたい）

			　俺は思う。

			（そして、今の自分の実力を確かめたい）

			　そのためには正当な技術を持った実力者が、相手として相応ふさわしい。

			　俺の心は、静かな闘志に燃えていた。

			　兄ちゃんいわくアウォーク一番の高級店『エルサイユ』に到着する。

			（店構えとしては、シーゴッドと同じくらいか）

			　ランドバーンの高級店と心の中で比較し、そんな感想を得た。

			　重い木製の扉をゆっくり押し開き、中へ入る。

			　そこにあるのは、今まで入って来た娼館と同じロビーと雛壇。

			（緊張するな）

			　この感じ、中学時代、部活の個人戦で試合場入りした時以来。

			　俺は対戦相手を求め、雛壇をゆっくりと見回す。

			（むうっ）

			　ある女性を見た時、ピンと来るものがあった。

			　相手も同じ事を感じたに違いない。こっちを見て、微笑んでいる。

			（間違いない、俺の求めている相手は、お前だ！）

			　俺は心の中で叫ぶ。

			　そして、すぐに指名し、彼女の手を引きながら階段を駆け上がった。

			「飲み物をお持ちしました」

			　今、俺と彼女の間に、幼い女の子がアイスティーを二つ並べている。

			　そして俺から支払いとチップを受け取り、頭を下げて退室した。

			　俺の対戦相手は扉まで進み、カチャリと錠を下ろす。

			（いよいよだ）

			　緊張で汗が噴き出し始める。

			　ある程度の領域に達したものは、自分と相手の強さの差を感じる事が出来るという。

			　先ほどから俺は、彼女に対して高い壁を感じていたのだ。

			　先日まではわからなかった。

			　だが今はわかる。

			　これは俺が先生の導きにより、その域に片足の爪先なれど届くようになったという事だろう。

			「こちらへどうぞ」

			　彼女が手招きする。その余裕のある微笑みは、圧倒的強者だけが持ちえるものだ。

			（くそっ）

			　戦う前であるにもかかわらず、悔しさが心に染み出る。今の俺では到底彼女に及ばない事が、わかってしまったからだ。

			　だが。それは当然であろう。

			　俺は今よりレベリングを始める、低レベル者なのだから。

			（そうだ。今日の俺は、あの胸を借りに来たのだ）

			　今の俺の全力を絞り出せ。

			　そしていかな結果であろうと受け止め、成長の糧かてとするのだ。

			（いくぞ！）

			　俺は気合と共に、彼女へ向かって大股で足を踏み出した。

			


			　数時間後、俺は屋台で飯を食っていた。

			　ちょっと背中が丸くなっている。

			「完敗……いや、それ以前に勝負にすらなっていなかったな」

			　彼女は強かった。想像以上に。

			　俺は最初から最後まで、前後左右に上へ下へと主導権を握られ続けた。

			　結果として、出来る事は守る事だけ。

			　耐え、受け流す。ただひたすらそれを繰り返す事しか出来なかった。

			　そして俺のミスにより生まれた隙を、彼女は絶対に見逃さない。

			　思い返せば、一矢すら報いる事がかなわなかった。

			「それがわかるようになったって事は、成長したって事だよな」

			　俺は、自分にそう言い聞かせる。

			　そして思う、先ほどから感じているこの、モヤモヤした感覚の事を。

			（今、何かつかみ掛けている気がする）

			　無性に実戦をしたくてたまらなくなった。

			　食事を終わらせ、椅子から立ち上がる。

			　再びエルサイユへと向かうために。

			　あの雛壇には、彼女に比肩する強者がいくらでもいるだろう。

			（戦わなくては。その者達と）

			　そんな気持ちが背中を押す。

			　足早に歩くと、すぐに店の前へと到着した。

			　大きく息を吐き、そしてゆっくりと限界まで息を吸う。

			　息を止め数秒、臍せい下か丹たん田でんのさらに三寸下に、力が漲って来るのがわかる。

			　俺は鋭く息を吐き、扉を押した。

			


			　夜、俺は宿の部屋のベッドに、ばったりとうつ伏せに倒れ込んでいる。

			　最初に戦った相手がスピードファイターだとすれば、先ほどの対戦者はパワーファイター。

			　俺の稚拙な技など、圧倒的な力の前には無力だった。

			　蹂躙。

			　そう、その言葉が、状況を一番言い表しているのかも知れない。

			「くやしいです。先生……」

			　俺の頬を涙が伝う。

			「だけど頑張ります。俺、強くなります……先生みたいに……」

			　目から溢れる滴が止まらない。

			　そしてそのまま、俺の意識は深い眠りへと落ちて行ったのだった。

			


			　翌朝。

			　目が覚め、ベッドから半身を起こす。

			　窓のカーテンの隙間から朝の光が差し込み、布団から舞い上がったわずかなホコリに乱反射する。

			　その様は、まるで光の剣が斜めに突き立っているかのようである。

			（何だ、これは……）

			　心が、静かに澄み切っている。

			　昨日俺は、確かに貴重な実戦経験を積んだ。

			　しかし眠りに落ちる時点で、それはまだ自分の力にはなっていない。

			　分析も何も行われていない、ただのデータの積み上がり。

			　どうすれば強くなれるか、どう戦えば勝てるのか、その答えを出せるような状態からは遠く離れていた。

			　それが今、自分の中で経験が整理統合され、戦い方の全体像を把握したような気になっている。

			　別の表現をすれば、今まで住んでいた町を突如百メートルの高さから見る視点を与えられ、「ああ、俺が住んでいた町はこんな感じだったのか」と、理解するような感覚だろう。

			「これは一体……」

			　思わず口に出しつつ、両手のひらを見る。別に普段と変わったところはない。

			　しかし、自分が強くなったという事を理由なく悟ることができた。

			（そう言えば聞いた事がある）

			　誰が言ったのだろうか。

			　ぎゅうぎゅうに知識を詰め込み、頭から煙が出そうなほど考える。そしてそのまま寝落ちすると、時として、目覚めた時に今まで得られなかった答えを得られる事があると。

			　おそらく、思い込みに縛られたバラバラの知識が、眠る事でその束縛から解放され、知識同士が

			自由に組み合わせを試し合うのではないだろうか。

			　そして最終的に最適の形で組み合わさり、理解という形で答えを得る。

			　そういった現象が、今自分に起きたのではないか。

			「よしっ！　……よしっ！」

			　俺は両手を握りしめ、何度も頷く。

			（これなら戦える）

			　エルサイユにいるスピードファイターの、不敵な顔を思い出す。

			（慌てるな。まず、やるべき事を済ませてからだ）

			　俺は逸る心を抑えつけ、朝食後、宿を出る。

			　仕事のためだ。真っ直ぐ商人ギルドへと向かう。

			　買取カウンターの上に勢い良くポーション鞄を置き、カウンター上にポーションを並べ始める。

			　ＦランクとＥランクのポーションだ。

			　職員から提示された価格は、ランドバーンの商人ギルドとほぼ同じ。

			「構いません」

			　承諾する。不満はない。

			　俺は今、好きなだけ食い、悪くないところに泊まり、気が済むまで娼館に通う。そんな生活をしている。

			　勿論、ゴーレム馬車など移動手段に必要な金にも不自由していない。市井の臣から見れば、豪勢極まる生活だ。

			　しかも、貯蓄を取り崩しているのではない。こんな生活をしているのに、金は溜まる一方だ。

			　ポーションの買取価格がランドバーンと同程度なら、それでいい。さらに交渉などの手間を掛ける気は無かった。

			（元手がゼロだからな）

			　貸本を読んで、知った事がある。

			　ポーションを作るには、薬師の知識と技量と魔力の他に、材料と道具と時間が絶対に必要なのだ。

			　高価な道具を揃え、材料を購入し、じっくりと己が魔力を込めながら作り上げる。掛かる時間はＥランクで数週間、Ｄランクとなるともはや酒造りの領域らしい。

			　まったくもって、念じると瞬時に出来上がるようなものではない。そして俺の貸与された『ポーション作製魔法』、そんな魔法も存在してないようなのだ。

			（いずれ、この感謝の気持ちをどうにか表したいな）

			　俺は、本の表紙に人の顔がついたような石像の姿を、思い浮かべる。

			　もしあの石像が祭られている神殿があるならば、お祈りに行くのもありかも知れない。

			　俺はギルドカードに振り込みを受けると、足早にギルドを出た。

			


			　俺は今、エルサイユのロビーに立っている。

			　大分待った。商人ギルドを出た後昼食を済ませ、後は店の前の屋台でアイスティーを飲みながら、開店まで待機していたのだ。

			　雛壇には昨日のスピードファイターがいる。

			　俺を見つけた瞬間、『あら、また来たの』とでも言うかのように目を丸くし、不敵に笑う。今朝、俺が思い出した笑いと、まったく同じ笑い方だ。

			（誘ってやがる）

			　望むところだ。こちらも最初からそのつもりで来ている。俺の心に、闘志が燃え上がった。

			「来い」

			　俺は彼女を指名し、戦場へと赴く。

			　十数分後。

			　二人だけしかいない部屋の中。キングサイズのベッド上で彼女は驚いている。

			　余裕たっぷりに放たれたスピードファイターの攻撃を、俺はことごとく撥はね返し、それどころか反撃さえ行ったのだ。

			　さすがに受け流されたが、彼女の余裕を吹き飛ばすには充分だったようだ。

			（本気になったか）

			　表情が変わっている。

			（これからが本番だ）

			　俺は額に噴き出した汗を、手の甲で拭う。

			　そこからは、完全に互角の戦いが繰り広げられた。

			　その様子は、まさにフェンシングのよう。

			　互いに突き、払い、反撃する。

			　一突きごとに互いの汗が飛び散る。すでに双方とも汗でびっしょりだ。

			　昨日は彼女のフェイントにいいようにやられ、主導権を取られっぱなしだったが、今日は違う。

			　ある時は俺が主導権を握り、フェイントから痛烈な一撃を見舞いもした。

			　彼女の攻撃を受け流し、流しきったところにカウンターを叩き込みもした。

			　当然、その逆も多かった。

			　結局最後まで、勝敗を決する事は出来なかった。しかし、俺の心には満足感が広がる。

			　昨日は手も足も出なかった相手に、ほぼ同等の戦いが挑めたのだ。

			（いい勝負だった）

			　俺は思う。

			　どうやら彼女も同じらしく、別れ際は笑顔で再戦を誓い合った。

			　俺は戦場からロビーへと戻り、椅子に深く腰を下ろす。

			　そして、レモンジュースのような飲み物を頼んだ。

			　ほどなく来たその飲み物には氷が浮かび、喉越しは冷たくやや甘い。その甘さとほのかな苦味が、疲れを癒やしてくれる。

			　俺はロビー内の客が指名し奥へ消える姿、あるいは石鹸の香りと共に満足げな表情で俺のそばを通り過ぎる様を見つめていた。

			　残り少なくなったグラスの中で、氷がカラリと音を立てる。

			（よし、行くか）

			　一服を終えた俺は立ち上がり、再び雛壇へと向かう。

			　戦うためにここに来た。

			　そして俺はまだ戦える。

			　ならば戦うのみである。

			（……あれはっ）

			　鋭く雛壇を見回す途中で、俺の目が留まる。

			（悪役令嬢だ）

			　気の強そうな表情に、見事な金髪縦ロール。

			　次の瞬間、俺と目が合う。

			　彼女はクイッと顎を上げ、見下すように俺を見る。そして口元を軽く隠しながら、蔑むような笑みを浮かべた。

			（くっ）

			　ゾクッと来た。

			　戦わねばなるまい。悪役令嬢は、懲らしめられねばなるまい。

			「……婚約破棄だ」

			　俺は呟く。そして即、彼女を指名した。

			（厳しい戦いになる）

			　俺の腕に触れる悪役令嬢のひんやりした肌が、そう予感させる。

			（だが、望むところだ）

			　俺は冷笑を浮かべ続ける悪役令嬢と腕を組みながら、坂を登るように一歩一歩、二階への階段を上がって行ったのだった。

			


			　それからプレイ一枠分に近い時間が流れ去った。

			　……結果を先に言おう。

			　悪役令嬢は、弱かった。

			　彼女の華奢で柔らかな防御を、俺は易々と突き破り、一撃でダウンを奪う。

			　しかし、さすがに悪役にして令嬢。今のはダウンではなくスリップだと声高に主張し、ダウンを絶対に認めようとしない。

			　俺の感触的には間違いなくダウンの手応えだったが、ここで言い合って時間を使えば、彼女の思う壷だ。

			　おそらく、回復するための時間稼ぎを狙っている。

			　俺はスリップを認め、すぐに再開した。

			　ダメージが回復し切れていないためふらつく彼女を、フットワークを使って翻弄する。

			　そして体勢が崩れたところに、大振りの攻撃を見せつけた。

			　躱かわせないと悟った彼女は、目を閉じ身を硬くし守りに集中する。

			　だが、俺はその大振りの一打を放たない。あくまでこれはフェイントだからである。

			（……？）

			　放たれない一打に疑問を持った彼女が、わずかに瞼まぶたを開き俺の様子を窺って来る。

			　俺は、彼女が身の守りを固めたため、この一打を諦めた……ように装う。

			　ホッとした彼女が、守りを緩めたその瞬間、予想外の角度から俺の渾身のアッパーカットが炸裂する。

			　突き上げられた体は浮き上がり、倒れ込む。完全なダウンだ。

			　おそらく意識もほとんど飛んでいるだろう。しかし本能だけで立ち上がり、コーナーを背にファイティングポーズを取る。膝はガクガクだ。

			（ここだ！）

			　完全に勝負を決めるべく、必殺技を炸裂させる。

			　デンプシー・ロール。

			　左右に振り動く体は、すぐに∞軌道を描き始め、俺はその反動を利用して、強烈なブローを連続で放ち出す。

			　∞軌道をなぞる体の回転はどんどん速さを増し、彼女は左右から来る連打の嵐に巻き込まれる。

			　すでに意識を失っているのかも知れない。

			　だが、連打は彼女にダウンする事を許さない。

			　コーナーに釘付けだ。

			　嵐が過ぎた後、彼女はどさりと倒れる。

			　そして時間中、立ち上がる事はなかった。

			


			　店を出た俺は、近くの屋台で夕食を楽しんでいる。

			　食べているのは、牡蠣を卵で綴とじたお好み焼きのようなもの。はっきり言ってうまい。元気も出る。

			　それに、今の俺にもっとも必要なミネラルである、亜鉛も豊富に含まれている。

			　ところでなぜ俺が金があるのにもかかわらず、屋台でばかり食事をするのか。

			　その理由は、手軽である事は勿論だが、おいしいからだ。とても口に合う。

			　屋台以外であまり食べていないため、ちゃんとした店構えのところは、もっとうまいのかも知れない。

			　だが現実に、屋台の食事がおいしくてしょうがない。『また食べたい！』と思う欲求に、正直に行動しているだけなのだ。

			　この世界、見掛けは西欧中世風であるが、魔法があるためか生活環境は快適だ。

			　トイレは水洗、シャワーからは綺麗で熱いお湯が大量に出る。カランをひねればバスタブもすぐ満水。

			　夜になっても歓楽街は明るく、宿屋の照明も暗くない。

			　エアコンはないようだが、どうやってか室温調整はしっかりとされている。

			　逆に無音で風を吹き出さず、当然カビの臭いとかもしないので、こっちの方が快適と言えた。

			　それに冷たい飲み物、冷えた菓子類。

			　保存の魔法でもあるのか食材は新鮮で、海から離れたここアウォークでも、輝くような海産物を味わえる。

			　町中は馬や馬車が走っているが、ほぼすべてゴーレムだ。

			　大便や小便をしないうえ、蹄と車輪の音しかしない。排気の臭いもなく、空気は澄んでいる。

			　エンジン音に満たされた元の世界の町中とは、比べ物にならないほど静かだ。日常生活において車の音がかなりうるさかった事に、この世界に来てから気がついた。

			　ただ貧富の差は激しいように感じる。

			　俺はこの世界に来て、比較的都市部で観光客みたいな生活をしていたから、快適に過ごせているだけなのかも知れない。

			　そんな事を考察しつつ食事を取り、その後は広場に移動してベンチに座る。

			　そして、つらつらと物思いに耽りながら、日の落ちた広場の人の往来を見た。

			　皆、それぞれの日常を持っているのだろう。

			　対して俺は旅人だ。この町の日常とは、基本的に切り離されている。

			「何かこういうの、いいなあ」

			　穏やかな時間の流れを感じる。

			　仕事での心配事がない。

			　健康に不安がない。

			　生活にも困っていない。

			　そして、好きな事を、好きなだけやりつつある。

			　感謝の気持ちが俺の中で急速に膨れ上がって来た。

			（……ありがとうございます。心から感謝致します）

			　俺は、祈る聖母のような姿勢をとり、名も知れぬ石像に感謝の気持ちを捧げた。

			　祈る事で、高まった圧力が徐々に落ち着いて行く。

			　そして気持ちを切り替え、考えた。

			　ランドバーンは楽しかった。ここアウォークも楽しい。おそらく王都はもっと楽しいだろう。

			（明日は、王都に向かおうかな）

			　朝、馬車乗り場に行ってみよう。王都行きの便があって席が取れたら、出発しよう。

			　俺は決意した。

			　そしてベンチから立ち上がる。

			　明日出発と決めたならば、行かねばならない。エルサイユへ。

			　エルサイユは悪くない。

			　アウォーク最後の夜に、外れの店を引きたくはない。

			　今日はエルサイユで遊び倒すのだ。

			　この町へはまたいずれ来る機会もあるだろう。

			　他の店はその時に行ってみればよい。

			（よっと）

			　大きく伸びをし、歩き始める。俺もこの風景の一部になるのだ。

			


			　そして数分後、再びエルサイユの扉をくぐる。

			　迷う事なく雛壇へと、確かな足取りで真っ直ぐ進む。

			　ロビーにいる店の人、とりあえずコンシェルジュと呼ぼう、コンシェルジュが、『あれ？　また来た？』と思ってないかなどと、考えてはいけない。

			　恥ずかしがっていては、この手の遊びは楽しめないのだ。

			　雛壇で相手を物色し始めると、雛壇の女性達は俺を見て少しざわめく。

			（何だ？）

			　あまりいい雰囲気ではない。

			　雛壇中央の一番高い位置から、一人の女性が俺の前へと進み出る。

			　この雛壇のリーダー的存在らしい。

			「あなた、姫にずいぶんと酷い事したみたいじゃないの」

			「姫？」

			「あなたがさっき指名した子よ」

			　悪役令嬢の事を言っているらしい。

			「別に。正々堂々と勝負し、俺が勝っただけだ」

			「ふうん、言うじゃない。……あなた、あたしを指名する勇気ある？」

			　彼女は目を細め、俺を値踏みするように見つめて来る。

			　俺は俺で、彼女をまじまじと見返す。

			　雛壇は照明が強めにしてあるので、よく見える。少し眩しいくらいだ。

			　顔立ちは整っている。間違いなく美人と呼んでいい。

			　喋った時に見た感じだと、歯は真っ白で歯並びも綺麗だ。

			　スタイルも抜群。

			　ウエストは細いくせに、出るところは出ている。しかもかなりの砲弾型だ。

			　ある意味、完璧に近い女性と言える。

			「いいだろう。望むところだ」

			「……楽しみね」

			　彼女はそう言って、チロリと舌を出した。

			　受付で雛壇から出て来た彼女を迎え、並んで部屋へと向かう。

			　右側を歩く彼女は、左手で俺の右袖を軽くつかんでいる。

			　廊下は少し薄暗い。光は一定間隔で壁に取り付けられた照明石だけだ。

			　照明石の前を通過するたび、光の帯が俺達を照らし、そして後方へと流れて行く。

			　歩きながらいたずらでもしようかと、俺は彼女の方をチラリと見た。

			（何だ？）

			　その時、妙な違和感が感性を刺激する。

			　俺は本能の促すままに、彼女をまじまじと見つめた。

			（これは！）

			　彼女の顔、耳、首筋に質感の違いがある。

			　雛壇では強い照明で誤魔化されていたものが、廊下の明かりで露わになったのだ。

			　俺は悟る。

			（こいつ……かなりの厚化粧だ。予想より大分上の年齢だぞ……）

			　俺の視線を感じたのか、彼女の瞳がギョロリとこちらを見る。

			　そして、馬鹿にしたように目元と口元をわずかに歪ませ、笑みを作る。

			　まるで、『今頃気がついたの？』とでも言うかのようだ。

			　馬鹿にしたようなその態度に、俺のムカツキ・スイッチはオンになる。

			　見抜けなかった事を指摘された、腹立たしさもある。

			（その顔、後で泣いて許しを請う顔に変えてやる！）

			　心の内圧が、戦意で急速に高まるのを感じた。

			　部屋に入り、彼女と対峙する。

			　飲み物を運んで来た少女は、嬉しそうにチップを受け取った後、ついさっき退室済み。

			　ここからは、俺と彼女、二人だけの時間が始まるのだ。

			「行くぞ」

			　そう言って、俺はすべての服飾を解き放つ。

			「お前も脱げ」

			　解き放ちつつ、腕を組んだまま動きのない彼女を見つめ、命じた。

			「……普通、最初は恋人ごっこをして、気持ちを高め合うんじゃないの？」

			「時間の無駄だ」

			　彼女は、やれやれ、と溜息をつく。

			「本当に最低な男ね」

			「早くしろ」

			　俺は切り捨てるように言葉を返す。

			「明かりは落とさないの？」

			　彼女の問いに、俺は首を左右に振る。

			　俺は、明るい部屋の中で戦うのが好みなのだ。

			「照明を落としてからの方が、お互い楽しめるかもよ？」

			　無言のまま睨む事で、拒否の意思を強く示す。

			　彼女の目に、初めて強い怒りの色が浮かんだ。

			「まったく、少し懲らしめてやるつもりで来たけど、想像以上に度し難い男ね」

			　言いながら、己おのがドレスの中に手を入れる。

			　パチパチ、シュルシュルと音を立てながら、体形補正装備が外されて行く。

			　コルセットが、パッドが、サスペンダーが、下着が、足元へと落ち続けた。

			　そして、最後に残ったドレスに手を掛ける。

			「私にこの姿をさせた以上、無事に帰れると思わない事ね」

			　そしてバサッとマントを翻すように、ドレスを投げ捨てた。

			　俺の視界を一瞬隠したドレスが床に落ち、何も身につけていない彼女の姿が、眼前に現れる。

			（うっ……！）

			　すべての補正装備を外したスタイルは、まるで割り箸のよう。

			　先ほどまで、わずかに目元と口元を動かす事で作っていた表情は、今や邪悪な笑みに大きく歪んでいる。

			　歪みに耐え切れず、化粧には縦横に無数のひびが走り、パラパラと周囲に破片が落ち始めていた。

			　その厚みは数ミリに達し、もはや化粧ではなく左官のノロ塗りの領域である。

			（これは……）

			　息苦しさが俺を襲う。

			　大部分のノロが剥がれ落ち、ついに荒れたしわくちゃの地肌が現れ始める。

			　やせ老いさらばえた体と合わせ、その姿は俺に一つの名前を想起させた。

			　俺はあえぐようにその名を口にする。

			「……エ、……エルダー・リッチ」

			　生者を憎む高位のアンデッド。

			　勿論、彼女はアンデッドではない。人間……のはずだ。

			　ただ、その姿形が、エルダー・リッチに酷似しているだけ……のはずなのだ。

			「いくわよ」

			　そう言って、彼女……とりあえずエルダと呼んでおこう……は、タックルの構えを取り、にじり寄る。

			　俺は思わず後ずさった。

			　呼吸が不規則で荒い、苦しい。

			　直視した事によるＳＡＮ値ペナルティで、思うように体が動かない。

			「ガッ！」

			　エルダが吠える。

			　その瞬間、 エルダから何かが飛んで来た。

			　俺は反射的に上半身を仰け反らせ、スウェーで躱す。

			　思わず飛来物を目で追い、驚愕する。

			（入れ歯だ！　しかも総入れ歯！）

			　あの歯並びのいい白い歯までも、すべて偽りだったのだ。

			　俺が目を離した隙を、エルダは見逃さない。

			　低い位置でのタックルが決まり、俺の体は後方に倒される。

			　立て直そうとするが、俺の背がシーツに着く前に、エルダはすでに横四方固めの体勢に入っていた。

			「くっ」

			　逃れようともがくが、ビクともしない。完全に固められている。

			　三十路男の筋力をもってしても、老婆の拘束を外せない。恐るべき技量と言えた。

			　エルダの左手が、さらに確実に固めようとするかのように、俺の背後を動く。

			「なっ！」

			　思わず大声を上げる。

			　俺のホームページが、バックドアから侵入されたからだ。

			　ハッキングされた俺の臍下丹田が、勝手に攻撃態勢に入る。

			　それを自覚した俺は、慌てて臍下丹田に目をやる。

			　そこには、エルダが歯のない大口を開け、深淵のような漆黒の口腔を見せていた。

			　その様はまるで、捕らえたガゼルの内臓を喰らわんとするライオンのようだ。

			（食われる！　このままでは俺の臍下丹田が食われてしまう！）

			　戦慄する。

			　だが、逃れる術はない。

			　俺は、絶望のあまり、絶叫した。

			「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　しかし叫び続けるガゼルは、抵抗むなしくライオンに食われる。

			　だが、俺の絶望はそこで終わらない。

			　俺のハッキングされた臍下丹田は、どんなに食われようとも戦う事をやめなかったのだ。

			　一撃で命を奪わない古き死刑執行を受けているかのような状態で、俺の地獄は果てしなく続いた。

			


			　エルダー・リッチは、生者の生気を啜り、己が力に変えると言う。

			　捕らえられた生者は延々と、その命が尽きるまで啜り続けられるらしい。

			　俺は、最後の最後まで絞りきった歯磨き粉チューブのようになっていた。

			　エルダは心なしか、先ほどまでより生気に満ちている。

			　その見掛けからは疑わしいが、エルダはエルダー・リッチではなく人間だったようである。

			　その証拠に、俺は皮一枚残した程度であるが、死なずに命をつないでいたのだ。

			　エルダがアンデッドであったならば、最後の最後まで生気を啜ったに違いない。

			「さて、この状況なら、お姉さんのお説教にも聞く耳持てるわよね？」

			　絨毯に仰向けに倒れたまま、眼球を上下に動かす事で、イエスの意思を表現する。

			　ちなみにエルダは、補正装備を身につけ、ドレスをまとい、勿論入れ歯もはめ直し、化粧モルタルも塗り終えて、若作りお姉さんモードになっていた。

			　その手際は、まさに魔法というに相応しい。

			　俺は、途中から見ないよう目を背けた。

			　最後まで見れば、あまりの偽装技術に、女性不信に陥ってしまいそうだったからである。

			「あんたさあ、中身が腐ってるわ」

			　ベッドにギシリと腰を掛けたエルダは、床に転がる俺を見下す。

			　その嘘と偽りで塗り固められた顔には、厚化粧すら透過して、俺への強い蔑みの色が浮かんでいた。

			「金を払ったんだから何でもしていい、ってもんじゃないのよ？」

			　ふん、と顎を軽く上げ、俺の頭を爪先でこづく。

			「何が戦いよ、勝負？　馬鹿じゃないの？　こういうのはお互いが楽しむものよ？」

			　品のいいデザインのポーチから、キセルを取り出すと、おもむろにタバコを詰め、火をつけた。

			「あんた、童貞でしょ？」

			　俺は視線を左右に振って否定する。

			　俺の脱童貞は二十二歳の時、会社の先輩に誘われて行った、ラブホ・デ・デリヘルだ。

			「どうかしら？　あんたからは、女の臭いが感じられないのよねえ」

			　疑わしそうな様子である。

			　もしエルダが言う童貞が素人童貞の事であるならば、俺は童貞だ。

			　童貞どころか、これまで女性と付き合った事もない。

			　当然デート経験も皆無だ。

			　そんな俺の心の動きを、エルダは察したらしい。

			　深くタバコの煙を吐くと、蔑むように言葉を続けた。

			「はっきり言うわよ。あんたは、価値がない男よ。価値がないから、女は寄って来ない。あんたの方から近づいて行っても、価値がないから避けられる。当然、自然に仲が良くなるなんて事もない」

			　俺は、必死に否定の意思を示す。

			　普通に話して笑ったり出来る女のクラスメートは、中学二年まではいた。

			　会社でだって、女性社員とも愛想よく会話出来ている。

			「あんたが仲良く出来ていると思う相手がいるとするなら、それはあんたの勘違いね。あくまで、表面上無難に相手してるだけ。本音は、男としてのあんたには興味がなくて、仕事か社交辞令で、仕方なく相手しているだけ」

			　エルダは、俺の反論を一つ一つ潰していく。

			　まるで心が読まれているかのようだ。

			　目を丸くしてエルダを見つめる。

			「わかるわよ、あんたみたいな底の浅い男の考えなんて」

			　言葉が鋭く胸を抉えぐった。

			「あたしが、どれほど男を見て来たと思ってるの。中には、あんたみたいな下らないのも、いっぱいいたわ」

			　人生経験の厚みに気圧される。

			　目の前の華奢な若作り老婆が、巨人のように大きく見え始めた。

			「女に相手にされる価値のない男が、金で女を買う。そういう奴って大抵、視野が狭くて独りよがり。勝手に何か悟った気になって、自己満足を満たすために暴走するのよ」

			　反論出来ない。

			「相手にされなかった劣等感の裏返しで、今度は女を物扱いしたり、馬鹿にしたりし始める」

			　キセルを指で叩き、灰を皿に落とす。

			「そして最悪なのがこれ、自分の人間性は水準より上だと錯覚している。実際には並み以下もいいところのくせにさ」

			　ベッドを立ち、俺に近づく。

			　腰をかがめ、俺の目を覗き込んで来る。

			「わかる？　あんたがそれよ。自分が上だと思ってるから、誰の忠告も耳に入らない。入っても勝手に都合よく解釈する」

			　目が怖い。

			「姫はね、見た目はきついけど、中身は育ちのいい優しい子なのよ」

			　姫、おそらく悪役令嬢の事だろう。

			「いろいろあって、こんな所で働いてるけど、今でも男相手には緊張してうまく喋れないくらいなのよ」

			　俺は驚く。

			（気の強そうな目や常に浮かべている冷笑、あれは外見だけだったのか）

			　そう考えると、心に申し訳ないという気持ちが湧き広がる。

			「毅然とした見た目だけど、寝所を共にすれば凄く優しく温かい、それがあの子の魅力なの」

			　確かに彼女は、俺の見積りよりもずいぶんと弱かった。俺が表面しか見ていなかった事の証左だろう。

			「そんな優しい子を、ずいぶんいじめてくれたわね」

			　ずいっと顔を近づけて来る。その顔に表情はない。

			「これはそのお礼よ、受け取りなさい」

			　そう言って、エルダはキセルを吸う。

			　キセルに詰められたタバコが、酸素を供給されて燃え上がる。

			　そのキセルは俺の胸の真上で、くるっと下に向きを変えた。

			　そしてエルダが、指でトンッとキセルを叩く。

			　灼熱した赤い玉が俺の胸に落ち、皮膚と肉を焦がす。

			「があああああああ！」

			　胸への根性焼きで、俺は絶叫する。だが、生気のほとんどを失っている俺の体は満足に動かない。

			　熱さから逃れようと、身をくねらすのが精一杯だ。

			　そんな俺を見ても、エルダは笑いも顔を歪めもしない。淡々と言葉を発し続ける。

			「まさか一個で終わると思ってないわよね？　あんた、姫に何回ひどい事したとわかってんの？」

			　小さなファイヤーボールが、また俺へと落下する。

			「ぎあああああああ！」

			　エルダはタバコを詰めて火をつける。そして吸い、俺に玉を落とす。それを、何度も何度も何度も繰り返す。

			　エルダの説教が終わった時、俺の胸には、いくつもの根性焼きの痕があった。

			「こんなところね。立てるようになったら帰りなさい、店には延長って話しておくわ」

			　ドレスを翻し、部屋の入口に向かい扉を開く。

			　そこで振り返り、言葉を発する。

			「仕返ししたけりゃいつでも来なさい。でも……」

			　刺すような冷たい視線だ。

			「その時は、こんなお遊びで済ますつもりはないから、充分覚悟する事ね」

			　俺はうめき声一つ上げられない。

			　それほどの恐怖を感じたのだ。

			（これがお遊びだって？　冗談じゃない）

			　心の折れた俺の様子を見て、エルダは軽く笑みを作ると、入口から俺の所へ戻って来た。

			　そして、俺の目を覗き込みながら、頭側に片膝をつく。

			「ふうん、ずいぶんいい子になったわね。これからは、お姉さんの言う事、何でも聞ける？」

			　優しげに微笑みながら、俺の腹の上を右手でさする。

			　目は俺の目と合わせたまま。

			　俺も、魅入られたように、目をそらす事が出来ない。

			　俺は頷いた。

			「じゃあ、これから週に一度。……そうね、『純潔』曜日に遊びに来るのよ？」

			　頷く。

			「ちゃんと、あたしの事予約するのよ？　延長も必ず。いいわね？」

			　必死に頷く。

			「はい、よくできました。これはご褒美よ」

			　ニッコリと、ひびが入らない程度に笑みを浮かべると、俺の腹の上にある右手のひらを止め、呪文らしきものの詠唱を始めた。

			　単語を拾う事によって、何の呪文か理解する。怪我治療Ｆだ。

			　ほどなく魔法は発動し、俺の胸から痛みが引いていく。

			「じゃあまた今度ね。それまで無駄遣いせずに、いい子にしてるのよ？」

			　そう言ってエルダは、俺の頬にキスをすると、去って行った。

			　残された俺の濁った意識の中に、感動に震える気持ちが湧き上がる。

			　迷える俺は、罪を犯した。

			　そしてエルダは、俺に厳しい罰を与える。

			　だが、それだけではない。

			　エルダは許し、そして導いてくれるのだ。こんな無価値な俺を。

			　あまつさえ、俺が自身の罪により受けた傷を癒やしさえしてくれた。

			（聖女様……）

			　俺は泣く。

			　泣いて泣いて、涙と共に俺の心が浄化されて行くのが感じられる。

			　魂までも浄化されているに違いない、そう確信出来た。

			　存分に涙を流した後、床からヨロヨロと立ち上がる。

			　鏡の前に移動し、胸を見た。

			　火傷の痕は、生傷ではなくなっているが、痕跡は明確に残っている。

			　Ｆランク魔法は、傷を塞ぎ、痛みの大部分を取り除く事は出来るが、傷痕までは消せないようだった。

			　ノロノロと服を着て、部屋を出る。

			　受付へ赴き、延長料金を払い、店の人に悪役令嬢の件でお詫びをした。

			　そして、エルダと悪役令嬢にチップとして渡してくれるよう、金貨数枚を置く。

			　チップとしてはかなりの高額だが、受付の人は驚きもせず受け取る。

			　俺はふらつきながら店を出て、宿へと足を向けたのだった。

			


			　何とか宿屋に帰り着いた俺は、ベッドの上に寝転んでいる。

			　天井を眺めながら、先ほどの事を思い出す。

			　エルダの言った事に最初は憤慨したが、同時に図星である事も理解していた。

			　図星だから腹が立ったのだ。認めたくないから、怒りで打ち払おうとしたのだ。

			　だが今、俺の折れた心には、エルダの指摘が沁しみ込むように入って来ている。

			（……ああ、その通りだった）

			　俺は、辛いけども自分を見つめ直そうと決意する。

			　認めたくないが、認めなければなるまい。

			　そして人を思いやれる、人を尊重出来る人間になろうと、なりたいと思った。

			（火傷の痕は、残しておこう）

			　上位ランクの怪我治療魔法を使用すれば、おそらく痕は消える。

			　だが、自分への戒めとして残しておきたかった。

			（いずれ納得出来る自分になれたなら、その時にこそ痕を消そう）

			　そして、大きく溜息をつく。

			（今日からは、病気治療と状態異常回復だけだな）

			　日課となっている、残り魔法の使用。

			　とくに体に異常はないが、魔法を残すのももったいなく感じるので、怪我治療・病気治療・状態異常回復Ａを毎晩自分に掛けていたのだ。

			　それを今夜からは、病気治療Ａと状態異常回復Ａの二つだけにする。

			（病気治療Ａ！　……状態異常回復Ａ！）

			　連続で魔法を発動する。

			（何っ！）

			　状態異常回復Ａを発動した時、劇的な変化が生じる。

			　俺の心の霧が、一気に吹き払われたのだ。

			　心に霧がかかっていた事に気づいてなかったが、今はわかる。非常に濃い霧に覆われていた。

			（！）

			　ガシャリと気持ちが切り替わる。

			　自分をひどく貶おとしめる気持ち、エルダを崇拝する気持ちが一気に冷め、吹き飛んだ。

			（……なぜあんな風に思ってしまったんだ？）

			　逆に今では、理解出来なくなっている。

			　そもそも俺は、何度も根性焼きされるほど悪辣な事をしていない。

			　まず悪役令嬢に対してだが、怪我など一切させてない。

			　俺がしたのは彼女の山と山の間、休憩が欲しいところを連続で突っ走っただけだ。

			　苦しかったかも知れないが、娼館ならよくある話。

			　一生懸命小銭を貯めて、やっとの思いで店に足を運ぶ。そして時間を惜しんで猛烈にがっつく。

			　そんな客はいくらでもいるだろう、中級店以下ではそっちの方が多いはず。

			　ノックダウンさせた事も同様だ。

			「今日は彼女をやっつけてやるぜ」

			　などと口にしながら研究に研究を重ね、技を磨き、店の女の子をノックダウンする事に喜びを感じている者など、いくらでもいる。

			　店の女の子をノックダウンさせた話は、男達の中では武勇談であり、勲章でもある。

			　ＫＯ経験の有無は、男にとっては、童貞非童貞、素人童貞非童貞の次くらいに、人生偏差値に影響を与えるものなのだ。　

			　次にエルダの時の、俺の振る舞いだ。

			　でかい態度に我の強い振る舞いをしたが、他の客に比べて酷過ぎるほどではない。

			『自分だけ楽しもうとする一方的な行い』も、当たり前だ。

			　ここにはナンパしに来たのではない。

			　娼館は、そういう楽しみも許容出来る遊び場だ。

			　俺の人間性云々も余計なお世話である。

			　人間性が悪ければ、そいつが勝手に嫌われて損をして行くだけだ。

			　確かに指摘された部分で、自覚するところはある。反省し改善しようと思い立つ事が出来た。

			　その点はエルダに感謝している。

			　だが彼女達にとっては、客の人間性など、金払いより重要な話ではない。

			（悪役令嬢の敵討ち？）

			　違う、敵を討たれるほどの事じゃない。

			　俺の勘だが彼女自身、『疲れた、酷い目にあった、あの客強過ぎ』程度の感想じゃないだろうか。

			　そもそもあの感度では、ノックダウンはしょっちゅうだろう。

			　加えて俺は、それほど上手ではない。

			　目覚めたのは宿場町で、デビューしたのはこの店だ。

			（エルダに対する俺の態度に、腹が立ったから）

			　違う、理由が弱過ぎる。

			　客に複数の火傷を負わせるなど、治癒を施したとしても許される行為じゃない。

			　客が訴え出れば、異世界といえど問題になるだろう。

			　今までの経験から、この世界は決して野蛮な世界ではない事がわかっている。

			（俺の人間性を憂えて？）

			　ない。

			　見ず知らずの人の人間性を心配し、矯正するために傷害で捕まるほどの火傷を負わせる？

			　こんな事本気でやっている奴がいたら、そいつは自分の価値観を他人に押し付ける狂信者だ。

			　となると、消去法で残るのは一つ。

			（金、だな）

			　金かね蔓づるをつかまえるためにした。

			　これだろう。

			　おそらくエルダは、何らかの洗脳の力を持っている。

			　だが、ゼロの状態から相手を一方的に洗脳するほど、強力なものじゃない。

			　だから、策を弄する。

			　まずは、獲物を探すために餌を準備する。

			　俺の場合は、悪役令嬢だった。

			　悪役令嬢とエルダは、グルではないだろう。ＫＯされ易いから、図らずも餌の役割を果たしただけだと思う。

			　おそらくこの店には、悪役令嬢以外にもＫＯ体質の子は何人かいるはずだ。

			　そして、獲物。

			　客の中には、技自慢、武器自慢、耐久力自慢などの者が、必ずいる。

			　その者らとＫＯ体質の子が遭遇すれば、『完全勝利』のテロップが流れる事になる。

			　『完全勝利』者が再来店した時、ＫＯの件を持ち出して挑発する。

			　いい気になってる男の方は、簡単にそれに乗るだろう。俺のように。

			　そして、完膚なきまでに叩きのめす。

			　男のすべてを否定し、暴力も用いて心を折る。

			　多分、ここで洗脳を行っている。心が折れた相手なら容易たやすいのだろう。

			　そして相手が堕ちた事を確認したら、優しい声を掛け、怪我を治してやる。

			　男はエルダに許され、認められ、怪我を治して貰った事で、完全に心酔する。

			　これで洗脳が、もう一段深くなる。

			　最後に、定期的に自分を指名し、貢ぐ事を約束させる。

			　こんなところだろう。想像だが、多分合ってる。

			（……っ！）

			　その答えを得て感じたのは、怒りではなく恐怖だった。全身を恐怖と悪寒が襲う。

			　俺はたまたま、状態異常回復魔法を所持していた。

			　俺は偶然、状態異常回復魔法を自分に掛けた。

			　俺が洗脳を解除出来たのは、巡り合わせが良かったからに過ぎない。

			　そうでなければ金が尽きるまで、あるいは一生、洗脳されたままだったろう。

			　俺は状態異常耐性とか、そういったものは持ってない。

			　リカバリー系の魔法を持っている以外は、並みか並み以下の人間だ。ちょっとした敵に遭遇しただけで、一撃でやられる存在なのだ。

			（逃げよう。出来るだけ早く）

			　俺は、明日の王都行きのバスに乗ろうと心に決めた。

			　生気の残り少ない体に鞭を打ち、準備を始める。

			　身の回りの物を布製のバックパックに詰め込み、次にポーションを作製する。Ｆ・Ｅランクだ。出現したポーションは、ポーション鞄内の仕切りに差し込んで行く。

			　ちなみに胸の傷痕は、怪我治療Ｓを施すと綺麗に消えた。

			　準備が整うと俺はベッドに潜り込み、まんじりともせず朝を待つ。

			　眠れないまま、ベッドの中で寝返りを打ち続けた。

			


			　翌朝、アウォークの門の外。馬車乗り場。

			　俺はここで、王都行きの馬車に乗り込む。幸い今日は便があり、席に空きもあった。

			　しかし乗り込んだ後も、動き出すまで気が気ではない。

			　今にもエルダが現れ、『あら、あたしを置いて、どこに行く気なの？』と、邪悪な笑いと共に声を掛けて来そうな恐怖があったのだ。

			　ゴーレム馬車がゆっくりと動き出す。

			（助かった）

			　思わず安堵の溜息が漏れる。結果として、エルダは現れなかった。

			（当面、ここに近寄る事はないな）

			　窓から離れつつある城壁を見る。思い返せば、危険な目にもあったが、いい経験もした。

			　今後はもっと慎重に、なおかつ楽しく過ごして行こう。

			「さらば、アウォーク」

			　呟くと、浅く座り直し、寝る体勢に入る。昨夜は眠れていない。明け方にウトウトした程度だ。

			　それに、エルダに奪われた生気も回復していない。

			　やはり俺の持つ怪我治療魔法では、体力を回復する事は不可能だった。

			　勿論、病気治療魔法でも状態異常回復魔法でも、体力は戻らない。

			　魔法さえ掛け続ければ二十四時間元気に行動出来る。そんな危険な臭いのする魔法ではないようだった。

			


			　一旦舞台は、エルサイユの雛壇へと移動。時刻も昼過ぎまで進む。

			　客を待つ女性達が、いつものようにおしゃべりに興じている。

			「どうしたの？　ぼうっとして」

			　やや太めの女性が、隣へ声を掛けた。

			　片手を頬にあてたまま、会話に加わろうとしない同僚。その姿に心配したのである。

			「えっ？　ええ。ちょっと考え事を」

			　答えたのは、金髪縦ロールの若い女性。

			　顔立ちは整っている。しかし険のある目つきのせいで、可愛らしさを感じさせなかった。

			　タウロが悪役令嬢と呼んだのも、この雰囲気ゆえである。

			「何？　昨日のお客さん、そんなに良かったの？」

			　いやらしい笑いを浮かべつつ、太めの女性は悪役令嬢を追及。

			　桃色に染まる、気の強そうな顔立ち。それが答えを雄弁に表していた。

			「どんな感じだったのよ？　教えなさいってば」

			　脇腹を肘でつつく、太めの女性。その様子に、周囲の女性達も集まり出す。

			　客がつかなければ雛壇は暇。新しい話題は、いつでも大歓迎なのだ。

			　観念した悪役令嬢は、タウロ戦の詳細を口にする。

			「ダウンしても、許してくれなかったの？」

			　驚く太めの女性。

			　悪役令嬢は、少し訂正する。責め続ける事で、ダウン自体をさせなかったらしい。

			「腰から繰り出される左右の連打、それが凄いのよ」

			　ほうっと息を吐く。

			「意識が飛び掛けても、その刺激で引きずり戻されてしまうの。もう駄目とか、許してとか、口にする余裕がないのよ」

			　思い出したのだろう。熱い瞳で、小さく体を震わせる。

			「お客様が満足されるまで、左右に揺すられ続けたわ」

			　終わると同時に、意識を失った悪役令嬢。

			　彼女の目を覚まさせたのは、見習いの子。プレイ後の掃除にやって来たのだ。

			　身を起こすと、枕元で崩れる硬貨の音。振り返れば、高額のチップが置かれていたという。

			「いいお客様じゃない」

			　うらやましそうに、太めの女性が口を尖らす。

			「私もそんな風に、責められてみたいわあ。逃げ出そうとするところを捕まえられ、後ろからガッツンガッツンなんて憧れちゃう」

			　豊かな胸の前で両手を合わせ、身をよじる。

			　頷く者が多い中、ナイスバディの若奥様風の女性だけが、納得しがたい表情をしていた。

			「そんなに凄かったかしらねえ」

			　彼女はパワーファイター。タウロと一度戦っているが、そんな印象はない。

			「あのお客さん、結構やるわよ。私も驚いたもの」

			　返したのは、長身のスレンダー美女。タウロの言う、スピードファイターである。

			　店内でも上位の実力者である彼女。その言葉は重い。

			「最初の時は、大した事なかったわ。だけど次の日、別人のように強くなっていたの」

			　周囲を見回し、続ける。

			「私と、ほぼ互角に戦えるくらいにね」

			　一気にざわめき出す女性達。

			　パワーファイターな若奥様は、語気を強めて疑問を口にした。

			「だけど、たった一日でそんなに変わるものなの？」

			「事実なんだから、しょうがないじゃない。もしかしたら、初日は調子が悪かったのかもよ」

			　その答えにパワーファイター若奥様は、くやしげに爪を噛む。

			　気前の良い強い客、上客と言っていい。

			「また来ないかしら？」

			　期待を込めて口にするも、無理なのはわかっていた。

			　表情を曇らせたスピードファイター。後ろを振り向き確認すると、身を乗り出し皆にささやく。

			「来るでしょうけど、こっちには回って来ないわ。お姉様の獲物ですもの」

			　残念そうなため息が、皆の口から一斉に漏れた。

			　アウォーク最高の娼館、エルサイユ。その雛壇で頂点に君臨し続けているのが、お姉様。

			　タウロの言うエルダ。エルダー・リッチによく似た女性である。

			「お姉様は今どこに？」

			「いつものスイートよ。貢物を受け取っているわ」

			　答えるスピードファイター。

			　来店した下僕から、金と生命力を吸収している真っ最中のはず。

			「ちょっ、ちょっと姫！　何やってるの」

			　驚いた様子の太めの女性。あわてて悪役令嬢の手首を押さえる。

			　隣に座っていた彼女は、息が荒くなり始めたのに気がついたのだ。

			　見ればドレスの上で、悪役令嬢の手が動いている。

			「やめなさいってば」

			　客の目のある雛壇での、露骨過ぎるアピール。

			　アウォークで一番を自負するこの店では、認められていない行いだ。

			（これは駄目ね。客をつけないと）

			　その姿に、スピードファイターは溜息をつく。

			　咎められても、悪役令嬢はぼんやりと微笑んだまま。残った手で再開しようとしている。

			「ねえ、ちょっと」

			　スピードファイターは、コンシェルジュを手招き。

			　事情を説明し、悪役令嬢に最優先で客をあてがうよう依頼。

			　頷いたコンシェルジュは、ロビーの客に声を掛ける。幸いすぐに、指名を得る事が出来た。

			「重症ね」

			　客の腕にしがみつき、よろよろと階段を上る悪役令嬢。

			　その背中を眺めつつ、太めの女性が言葉を漏らす。

			「一度、試してみたかったわねえ」

			　続いて口から出た感想は、皆の気持ちを代弁するものだった。

			　しばし、この話題で盛り上がる雛壇。

			　三十分が過ぎた頃だろうか、受付で呼び出しの音が鳴り、コンシェルジュが二階へと上がって行く。

			「何かあったのかしら？」

			　小首を傾げる、パワーファイターな若奥様。

			　すぐに戻って来たコンシェルジュ。その表情は厳しく、ロビーで誰かを探し始める。

			　腹の出たおっさんと、ハゲ上がったおっさん。目当てはこの二人だったらしい。

			　先に立って案内しつつ、急ぎ二階へと上がって行った。

			「ちょっと、どういう事なのよ」

			　異常事態に、雛壇の興奮も高まる。

			　見習いの子に様子を見に行かせると、入って行ったのは悪役令嬢の部屋だという。

			「最初のお客様、体調を崩されたのかしら。けっこう太ってらしたものね」

			　火のついている悪役令嬢相手に、頑張り過ぎたのかも知れない。

			「じゃあ、後から上がって行った二人は何なのよ？」

			　思い思いに自説をぶち上げ、コンシェルジュが降りてくるのを待つ彼女達。

			　ほどなく姿を見せたコンシェルジュに、スピードファイターが説明を求めた。

			「先ほどお連れした方々は、最初のお客様のご友人です」

			　眉間に縦ジワを深く刻んだまま話す、コンシェルジュ。

			　ワンプレイが終わっても悪役令嬢は満足せず、ねだり続けたのだそうだ。

			「おじさん、続けては無理だよ。応援を頼んでもいいかな？」

			「早くしてえ！」

			　そのようなやり取りの後、ロビーにいるであろう娼館仲間を呼んで貰った。これが真相らしい。

			　呆れた表情のパワーファイター若奥様は、口を開く。

			「じゃ何？　今は三人を相手にしているって事」

			「同時ではなく、交代しながらですが」

			　頷くコンシェルジュ。

			「姫、そんなに強くないのに、大丈夫かしら」

			　その問いに、コンシェルジュは大きく頭を左右に振った。

			「連続で達しております。苦しいはずなのですが、そこに喜びを見出してしまったようで」

			「何よそれ」

			　理解出来ない、という感じのパワーファイター若奥様。

			　周囲も同意するように首肯した。

			　余談だが、この後、悪役令嬢は人気が出てしまう。その理由は彼女の容姿と複数プレイ。

			『零落した傲慢な令嬢を、庶民が寄ってたかってこらしめる』

			　そのシチュエーションが、男達の心を捉えたのだ。

			　勿論、このプレイは強制ではない。悪役令嬢から、是非にとの提案である。

			「凄いわねえ」

			　今日も男達に囲まれ、階段を上がる悪役令嬢。

			　その姿を見つめつつ、太めの女性は息を吐く。

			　いまや悪役令嬢の売り上げは、エルサイユでも上位。しかも店の女王、お姉様のお気に入りである。

			「あのうちの何人、捕まっちゃうのかしら」

			　お姉様が雛壇にいないのを確認しつつ、口に出す。

			　悪役令嬢への狼藉をネタに、エルダが餌食にしてしまうのだ。悪役令嬢が気に入られたのも、これが理由。

			　こうしてエルサイユは、また売り上げを伸ばすのであった。

			


			　そして舞台は、再びタウロの元へ。

			


			　夕方、ゴーレム馬車は宿場町に到着する。

			　御者に揺り起こされるまで、完全に熟睡していた。

			（大分楽になった）

			　まだ元通りではないが、寝たおかげでかなり違う。

			　荷物を背負うと、定期ゴーレム馬車とセットになっている宿屋へ向かう。

			（前回泊まった宿場町より、いくらか賑やかかな）

			　王都に近いせいか、宿屋の数も多い。

			　前の宿場町は通り沿いの建物がまばらで、寒々とした印象だった。しかしこの街は、建物が隣と軒を連ねている。それだけでずいぶん雰囲気が変わって見えた。

			（ここか）

			　そこは、表にレストランが併設されたレンガ造りの建物。三階建てで、窓や扉の上はアーチではなくまぐさ石が置かれている。

			　赤茶色のレンガと白いまぐさ石が、味わいのあるコントラストを作っていた。

			　重厚な扉を押し開けると小さなロビーがあり、ここでチェックインを求められる。

			　その場でチケットを二枚渡され、夕食と朝食は表のレストランから出ると説明された。

			（ビジネスホテルっぽいな）

			　そんな雰囲気がする。

			　大浴場はあるかと問うと、残念ながらないそうだ。

			　番号付きの鍵を渡され、それを片手に部屋を探す。案内も荷物持ちも付かない。ますますビジネスホテルの感じがした。

			（なるほど、ビジネスホテルだ）

			　部屋に入り、その思いを強める。

			　大きくない部屋に、大きなベッド。そして申し訳程度の文ふ机づくえ。

			　かつて出張時に泊まったビジネスホテルそのものだ。そして案の定、トイレとシャワールームが付いていた。

			（バスタブなしのシャワーのみか）

			　がっかりしつつ荷物を置き、ベッドに横になる。

			　すると天井にデカデカと、女性の広告が貼ってあった。受付に言えば、部屋に来るらしい。

			（なるほどねえ）

			　いろいろなスタイルがあるものだ。俺は感心する。

			　そこで、猛烈な空腹感が湧き上がったのに気がついた。

			（そう言えば、昼飯食ってないな）

			　ずっと馬車で寝っぱなしだったので、水しか飲んでない。

			（肉が食いたい）

			　体が欲しているのか、どうしても肉料理が食べたくなった。唾が湧き出し、思わず喉が鳴る。

			（行くか）

			　俺は起き上がると、夕食のチケットを持ってレストランへと向かう。

			　一階表にあるレストランで取った食事は、悪くなかった。

			　肉か魚の二択だったので、迷わず肉を選ぶ。するとほどなく、おろしニンニクのたっぷり掛かった分厚いステーキが来た。

			　重量のある鉄板の上で、ジュウジュウと音を立てている。

			　俺は血のように真っ赤なワインをがぶ飲みしながら、平らげて行く。渋みの強い風味が、ステーキの濃い味わいにマッチしていた。

			　最後に、フォークに刺した温野菜で肉汁を掬い取り、口に放り込む。

			　瓶も皿も空になったところで、席を立った。

			（飲み過ぎたかな？　すでに眠い）

			　部屋に戻り、ベッドに倒れ込む。まだ夜早い時間ながら、動く気になれなかった。

			（女性は……、今日はいいか）

			　天井をチラリと見るが、すぐ目をそらす。

			（シャワーも、明日の朝にしよう）

			　俺は下着以外を脱ぎ散らかすと、そのまま布団に潜り込む。そして魔法を三つ、自分に発動する。状態異常回復Ｓ、病気治療と怪我治療はそれぞれＡだ。

			　俺はその後すぐ、寝息を立て始めた。

			


			　翌朝、ニンニクの臭いで目を覚ます。

			　自分の臭いだ。間違いなく昨日の夕食が原因である。

			（かなり強烈だなあ）

			　不思議なもので、人のはともかく自分のは気にならない。

			（さすがにこれでは、朝食にも行けない）

			　当然、バスに乗って一日中同じ空気を吸わせる他の乗客にも迷惑だろう。

			　そう考え、シャワーを浴びるべく洗面所へと入って行った。

			　バスルームで少しはマシになり、一階で朝食を済ませた後は、今日もバスに乗り込む。

			　そして俺は、昨日と同じように朝からバスの中で寝た。

			　眠くはないが、体力回復のためである。かなり取り戻したとは思うが、どうせ馬車の中ではやる事もない。

			　寝ているのと起きているのの間くらいの感じで、ぼんやりと窓外を眺めながら過ごす。

			　昼は水場でミックスサンドと果物、それに水を購入する。

			　そして夕方、待望の王都へと到着したのだった。

		

	
		
			第二章　王都

			


			　車窓から王都のシルエットが見えるようになると、乗客達がざわめき出す。

			　降りる準備を始める者や、興味深げに眺める者、それに興奮して大声で会話をし始める者など様々だ。

			　まだ距離はあるが、それでもその威容は伝わって来る。

			（さすが王の住まう都）

			　王都を囲む長大な城壁、無数の高い尖塔。ランドバーンやアウォークとの格差は、遠目にもわかる。

			（塔の数からして、全然違う）

			　ランドバーンに高い塔はあまりない。アウォークはそれより多いが、見れば数えられる程度だ。

			　感心しつつ眺めていたが、その気持ちはすぐに驚きへと変わる。スケールが、予想を遥かに上回っていたのだ。

			　馬車が近づくにつれ、それはより顕著になって行く。

			（えっ？　ちょっ？　城壁ってこんなに高いの？）

			　間違いなく数十メートル以上ある。近くに寄ったせいか、すでに馬車の中からは城壁の頂が見えない。

			　城壁自体の造りも見事。用いられている長方形の石材は、いずれも端整に削りだされている。しかも大きい、巨石といっていいだろう。自然石を積み上げただけのランドバーンとは、比べようもない。

			「何と言うか、途と轍てつもないな」

			　馬車から降り城壁を見上げると、思わずそんな言葉が口から出た。

			　聳え立つ城壁が高過ぎて、見上げると後ろに引っ繰り返りそうである。

			　これから向かう門を見やると、ランドバーンやアウォークとは比較にならないほどの人々が、入場待ちの列を作っている。

			（これは結構、時間掛かるんじゃないかな）

			　そう覚悟し、最後尾へ。

			　しかしさすが王都、待つ人も多いが、処理する人もまた多い。

			　そのため予想よりずいぶんと早く、門をくぐる事が出来た。

			　入場審査もとくに問題なく、城壁の厚さ分と思われる長いトンネルを通り、王都内へと足を踏み入れる。

			「おおっ」

			　またしても声が漏れる。

			　初めて見た王都の町並みは、素晴らしかった。

			　まず、道が広い。

			　走って横断すれば息が上がるほど幅のある石畳の道が、広場とその奥の王城へ向かって、真っ直ぐに延びている

			　次に、人が多い。活気がある。

			　どこを見ても人がいる。人だけではない、小さめのゴーレム馬車が、そこかしこをコトコトと進み、人や荷物を運んでいる。

			　そして建物が大きい。

			　正面に見える王城は、多数の高い塔を備えた荘厳な姿だ。

			　道の両脇も三、四階建ての石積みの建物が並んでいる。

			「邪魔だ！　早く行け！」

			　後ろから声が上がり、同時に背中をぐっと押される。

			「あっ、あ、すみません」

			　あまりの風景に、思わず立ち止まって呆けてしまっていた。

			　我に返り、すぐに謝って移動する。

			　門を出た直後の場所だったので、後ろが詰まってしまったようだ。

			（恥ずかしい）

			　完全に田舎者丸出しだ。

			　正直なところ、軽くではあるが舐めていた。現代日本の高く大きな建物を見慣れていたので、そうそう驚くような事はないだろうと。

			　だが、いざ王都に入り、見上げると、全然違う。

			　人が造り人が住まう、過去形ではない現役の町並みの持つ迫力。それに圧倒され、気持ちが呑まれてしまったのだ。

			　気を取り直し、まずは商人ギルドに向かう。

			　夕方もいい時間だが、王都ならばまだ開いてるのではないかと期待してである。

			　エルサイユでいろいろあり結構使ってしまったため、ポーションを売っておきたかった。

			（場所はおそらく、広場周りだろう）

			　見当をつける。

			　ランドバーン、アウォークと似た造りだとすれば、王都も、門──広場──王城と一直線に並び、その中心を大きな道が走っているはずだ。

			　先ほど、門を出た直後に見た景色も、それを裏付けている。

			　そして、商人ギルドや冒険者ギルド等の主要な施設は、広場に面して建てられている事が多いはず。

			　そう考え、広場へ向けて歩いて行くと、広場の手前に大きな看板が掲げられていた。

			　見ると、広場の案内図。

			　現在地、王城、各役所、各種ギルド、大きな宿の位置等、親切にわかりやすく描かれている。

			（さすがは王都だ）

			　確かにここまで歩いて来る途中でさえ、大通りの名前や横丁の名前が書かれた看板が、あちこちに立てられていた。

			　案内図のおかげで、速やかに商人ギルドに到着する。幸い、まだ開いていた。

			「すみません。ポーションの買取をお願いしたいんですが」

			　受付の人に声を掛ける。

			　俺の声が聞こえたのだろう。受付の人が返事をするより早く『いらっしゃいませ』と言いながら、強こわ面もてのおっさんが奥から笑顔でやって来た。

			「どのようなポーションをお売りいただけるのでしょうか？」

			　強面のおっさんは、満面の笑みを浮かべる。

			　だが、ゴリラとブルドッグの要素を強く持つその顔は、かなり強烈だ。

			　笑顔でも怖い。いや強面で作られた分、笑顔とのギャップがより怖い。

			「えーと、この、怪我治療、病気治療、状態異常回復ポーションの、ＦとＥランクなのですが」

			「はいこちらですね。拝見致します」

			　強面のおっさんは、ふむふむと一本ずつ手にとって眺めて行く。

			　その手際は、まさにプロ。

			「お待たせしました。すべて良品です。買取金額はこちらになります」

			　そう言って俺へ、金額の表記されたボードを見せる。

			　金額は、ランドバーンやアウォークと大分違った。

			　Ｆランクは大きくは変わらないが、Ｅランクが高い。

			　怪我治療薬Ｅが金貨一枚、病気治療薬Ｅが金貨二枚、状態異常回復薬Ｅが金貨一枚銀貨五枚だ。

			　全体的に高いが、怪我治療薬にいたっては倍だ。

			　需要の偏りや、買う側に金があるかないか、そういったのが違う理由だろうか。

			「では買取を──」

			　お願いします、と言い終わる前に、突如ギルド内がざわめいた。

			　強面のおっさんは目を丸くし、俺の後ろの方を驚きの表情で見ている。

			　数瞬で我に返り、すぐ立ち上がる。そして、さっきまでの倍以上の強烈なビジネススマイルを浮かべると、俺の後ろに声を掛けた。

			「これはこれはテルマノ様、ようこそいらっしゃいました」

			　耳が痒くなるような甘い声。勿論、強面のおっさんが出せる範囲内でだが。

			　両手はもみ手の形になっている。もみ手はここでも同じなのだな、と変なところで感心した。

			　振り返ると、そこには痩せた壮年の男が立っている。

			　着ているのは高級そうな服だ。

			　そして、口が曲がっている。かなりの角度で右上がりだ。

			「ご用件がお有りでしたら、こちらからお伺いしましたものを」

			「まあ、たまには顔を出さないとと思ってね」

			　口曲がりは、強面のおっさんの低姿勢を、当然のように受け入れる。

			「では、奥へどうぞ。ご案内致します」

			　奥に応接室でもあるのだろう、重要人物という事だ。

			　正直、応対の途中で席を立たれるのは、気分のいいものではない。だが、今は大人しく待つ事にした。

			　ビジネスの世界も弱肉強食。強いものが優先されるのは理ことわりなのだ。

			　それでも、マナーというものはある。しかし口曲がりは、そんなマナー蹴っ飛ばしても構わないほど価値のある人物なのだろう。

			　そんなヤバ気な人物相手に、『おい！　順番守れよ！』などと突っかかるような真似は、俺は出来ない。失礼にならない程度に観察するだけだ。

			「いや、ここで構わんよ」

			「テルマノ様をお迎えするのに、ここではさすがに……」

			「ここは買取カウンターだろう？　今日はポーションを売りに来たのだ。ここで問題あるまい？」

			「は、はあ、では失礼してこちらで」

			　強面のおっさんは、口曲がりに椅子を勧める。

			（さすがだ、おっさん）

			　俺は強面のおっさんの対応に感心する。

			　まず、お偉いさんへ応接室を勧め、そして断られる。

			　諦めずもう一度勧めるが、再度断られる。

			　そしてそれ以上は勧めず、相手の意向を受け入れる。

			（二度勧め、引っ込める。上の立場の面倒臭い相手と、失礼のないように対応するための定石だ）

			　この手の連中は、一回目で引っ込められると、軽んじられてると機嫌を悪くする。

			　三度目を勧めると、俺の言う事が聞けないのか！　と怒り出す。なかなか難しいのだ。

			「で、では、テルマノ様のお作りになられたポーションを、拝見させていただきたく」

			　強面のおっさんの声を受けて、口曲がりは、顎で後ろの男に合図を送る。

			　弟子か鞄持ちなのだろう。男は、持っていた白木の細長い箱を、丁寧にカウンターの上に置く。

			「確認するがいい」

			　ニヤッとしながら、偉そうに口曲がりが言う。おそらく偉いのだろう。

			　強面のおっさんが恐る恐る白木の箱の蓋を持ち上げる。

			　広がる隙間から、淡い赤色の光が漏れて来る。

			「おお……」

			　強面のおっさんが、口を半開きにしてポーションを見る。

			　強面のおっさんだけじゃない、他の職員も客も、皆いつの間にか集まって、食い入るように見ている。

			　勿論俺もだ。

			　その様子を見る口曲がりは、とても得意そうである。

			「……か、鑑定させて下さい」

			　強面のおっさんは片眼鏡を取り出す。

			　魔法の道具なのだろう、呪文をぶつぶつと唱えると、枠が薄く光りだした。

			　右目に片眼鏡を装着すると、白手袋をはめた手で、ポーションを静かに手に取る。

			「これはＣランク……間違いない」

			　ほぉっという感嘆の溜息が、周囲から漏れる。

			　確かにあの光の色と強さは、怪我治療薬Ｃだろう。何となく覚えがある。

			　口曲がりはドヤ顔だ。

			「それで、金額はいくらになるかな？」

			　強面のおっさんはあちこち資料を引っ張り出し、計算する。

			　そう言えば、買取価格表にはＥランクまでしか記載がない。

			　俺も非常に興味がある。

			（さあ、いくらだ）

			　強面のおっさんは、はじき出した金額を提示した。

			「金貨二百枚になります」

			　周囲が大きくどよめく。俺もどよめく。

			（病気治療薬Ｆの二千倍!?）

			　俺は目を大きく開いた超びっくり顔で、口曲がりの顔を見た。

			　そんな俺や周囲の顔を見、どよめきを聞いて、口曲がりは凄く気持ち良さそうである。

			　口曲がりは、職員や客の尊敬と羨望を充分に堪能し、ご機嫌で帰って行った。

			　支払いは勿論、ギルドカードだ。

			「先ほどは失礼致しました」

			　強面のおっさんは俺の前に戻り、そう言う。

			　おそらく、口曲がりを優先した事への詫びだろう。まあ、形式的なものであろうが。

			「いえお構いなく。かえって、あのような物を見れて良かったです」

			　俺の返事を聞いて、『そうでしょうとも』とでも言うように頷く。

			「Ｃランクポーションなんて、伝説級ですね」

			　俺はちょっと大げさに言う。いくら何でも伝説級とはいかないだろうが、人は反応が一回り大きい方が喜ぶ場合が多いはず。

			「いやいや、さすがに伝説級とまでは言えませんが、滅多にお目にかかれない物であるのは、間違いありません」

			　強面のおっさんは苦笑しながらも、悪い気はしないようだ。

			　ところで、と俺は話を変える。

			「私はランドバーンから来たのですが、ランドバーンではＤランクポーションは、滅多に出ないという事で、取り扱いしてませんでした。こちら王都でも同様なのでしょうか？」

			　Ｄランクポーションを売りに出せるか、知りたかったのだ。

			「いえ、Ｄランクは高価ではありますが、珍しいと言うほどではありません。当ギルドでも、それなりの数が流通しております」

			　そう言って、Ｄランクポーションの買取価格表を見せてくれた。

			　怪我治療薬Ｄが金貨十枚、病気治療薬Ｄが金貨二十枚、状態異常回復薬Ｄが金貨十五枚だ。

			　悪くない、これはかなり悪くない。いや、むしろいい、凄くいい。

			　三種類一本ずつ納めれば、それだけで金貨四十五枚の収入だ。

			　いや、別に全部病気治療薬でもいいんだが、バランスというか、俺の好みの問題だ。

			（今のところ、金に困ってる訳ではないしな）

			　それに、貯める必要もない。

			　しかしせっかくの王都。遊ぶ資金として、ある程度の金額を口座に入れて置きたいのも事実だ。

			（明日か明後日、Ｄランクポーションを各一本、売りに来よう）

			　俺は計画を立てる。

			　後はいつもの通り、宿屋を紹介して貰い、ギルドを出た。

			


			　広場から西に延びる道を歩く。途中、北へ曲がると、すぐに宿屋が見えた。

			　宿の名前は『スイスハム』。

			　さすが王都だけあって、今までと違い五階建て。ただ、周囲を圧するような大きな建物ではない。

			　日本で言えば、地方都市の駅前にあるシティホテルのような雰囲気である。小まめに手入れをしているのか、外観に傷みは見られない。

			　ロビーで受付を済ませ、部屋へと案内して貰う。

			　通されたのは、シックモダンな感じの明るく清潔感のある部屋。

			　念のためボーイに、連れ込みの可否を確認する。間違いなく可であった。

			　実は商人ギルドに紹介を頼んだ時、連れ込んでいいところをお願いしたのだ。

			　ただ、連れ込み可の宿と言うと、俺のイメージでは薄暗いところが多い。その点が心配だったのだが、この宿は問題なさそうである。

			（さすが商人ギルド、いい宿だ）

			　ランクとしては、中の上くらいらしい。確かに値段は、いくつか提示された中では高い方だ。

			　しかしそこは納得している。安全と衛生に金を渋るつもりは、それほどない。

			　俺は部屋に荷物を置き、外へ出る。

			　夜の街の情報は、宿の親父から入手済み。何とガイドマップが作られてあった。

			　さすが連れ込み可の宿、心得ている。それなりのチップを親父へ渡す。

			（まずは娼館だ）

			　向かう店の名は、『キャサベル』。

			　キャサベルを選んだのは、ここはロビーにレストランが併設されているのが理由である。

			　つまり、食事をしながらゆっくり選べるという事なのだ。

			　この男心をくすぐるシチュエーション、体験しない手はない。

			（ここだな）

			　ガイドマップと現在位置を照らし合わせ、確認する。

			　目の前にあるのは、白い大理石で組み上げられた、見上げるような大きな建物。今まで訪れた娼館とは、高級感がまったく違う。

			　俺は少し緊張しつつ、入口に近づく。

			　扉の前に控えていたボーイが、俺を見て扉を開けた。

			　少し恐縮しつつ、中へと歩み入る。

			（情報通り、ロビーがレストランと一緒になっている）

			　何人か食事を楽しんでいる客がいた。

			　近くに寄り、ウェイターに食事がしたい旨を告げる。

			　そのまま席に案内され、メニューを渡された。

			（高いかな）

			　恐る恐る金額の欄を見、そして胸を撫で下ろす。町中のレストランよりやや高い程度だった。

			（おっ）

			　メニューに記された、ロブスターという言葉。

			（これにしよう）

			　それに惹かれて注文した。

			　待つ事しばしで、料理が運ばれて来る。皿の上には、でかいロブスターが丸ごと一匹。

			　背から尾まで真っ直ぐ割られ、バジルらしきものが振られ、香ばしい湯気を立ち上らせている。

			　ナイフとフォークで身を切り出し、口に運ぶ。

			（何だこれ、うまい）

			　今までこんな美味なもの、食べた事がないかも知れない。

			　弾力がありつつも軟らかい身を噛み締めると、濃く甘い肉汁が染み出して来る。バターと共につけられたガーリックと刻まれたバジルの風味も、その味わいを引き立たせているようだ。

			　ただ、味はいいのだが、かなりニンニクの臭いがする。食事の合間に飲み物を口に含むのだが、そのたびに鮮烈なガーリックフレーバーが鼻から抜けた。

			（これから女の子と遊ぶのだが、大丈夫だろうか）

			　かなり心配になる。

			　ここまできついとわかってたら、別のものを頼んでいただろう。

			（まあいい、しょうがない）

			　俺は割り切る事にした。

			　腹も膨れて来たので、目をつけていた彼女をお呼び出しする。

			　今回のテーマは、癒やし。

			（いろいろ、しんどかったしな）

			　思い出したくないアウォークの記憶を、少しだけ思い返す。

			　そして選んだ彼女の容姿は、少し地味。

			　身長は普通。

			　胸回りは、小さくはないが、それほど自己主張していない。

			　ウエストも細めではあるけれど、砂時計のように絞られてる訳ではない。

			　腰回りも、胸回りに同じ。

			　顔立ちも穏やかで、メイクもきつくない。

			　そして、食事しながら観察して気づいたのだが、周りは結構指名されて席を離れて行くのに、彼女は指名されずに残ったまま。

			　彼女の後から入室して来た女の子が、彼女より先に出て行く事もあった。

			　コンシェルジュに、予約済みなのか？　と聞くと、そうではないとの事。

			（なんか、座ってる姿もちょっと気の毒だな）

			　そこで考える。

			（これなら、指名を喜んでくれるかも知れない）

			　選んだ理由は、そういう事だった。

			　支払いを済ませカウンターで待っていると、彼女が来た。

			　予想以上に喜んでくれている。

			　しかもその喜び方が、キャピキャピではない。嬉しそうに『ありがとう』って笑顔を向けて来る。俺のニンニク臭も気にしていないようだ。

			（……癒やされる）

			　荒すさんだ心に、ハンドクリームを塗り込んだかのような気持ちになれた。

			　優しく彼女の手を取り、上階の部屋へと階段を上る。

			　部屋の造りは、これまでと同じ。だが材質や手入れされた雰囲気が、格の違いを感じさせた。

			（まあ、部屋の事はこの際いい）

			　部屋に着いた後は、服を脱がさず、ちょこちょこいたずらして楽しむ。

			　中学生がするような、スカートめくりや胸を軽く触るようないたずらだが、凄く楽しい。

			　エルダはトラウマだが、相手を尊重しろとか、共に楽しめとか、言ってる事は間違ってない。

			　その反省を、今活かしている。

			　生足膝枕して貰いながら、手を突っ込んでいたずらしてると、さすがに次の段階に進むよう、優しく突つつかれた。

			　まあ、制限時間もあるしそうだろうと、彼女に従う。

			


			　それからしばし後。

			　やるべき事をやった俺は、静かな充実感と共に、夜の街を歩いていた。

			（楽しかった）

			　やはり、アウォークでの俺は間違っていた。

			　あの頃は何かに追われるような、立ち止まれば脱落するという焦燥感と共に遊んでいた気がする。

			　それが真に楽しいとは、今はとても思えない。

			　誰に勝つとか負けるとか、比べる相手もいないし比べる必要もない。

			　俺が楽しければ、それでいいのだ。

			　あの頃の俺は、心のどこかで、同級生や同僚のリア充と比較し、経験や技術で追いつこうとしていたのかも知れない。

			（馬鹿だったよな）

			　数日前の自分を哀れに感じつつ、自分の成長を実感する。

			　そしてさらに遊ぶべく、歓楽街の通りを進み続けた。

			


			　それなりの距離を歩き、足を止めたのは『ゴーゴーバー』の前。

			　『ゴーゴーバー』と言うのは店の名前ではない、店の種類の事である。

			　娼館はロビーに雛壇を設け、女の子を並べる。それを男達が選び、別室で楽しむ。

			　そういうスタイルだ。

			　だがゴーゴーバーは違う。

			　宿の親父から聞いた説明を思い出しながら、俺は店に入る。

			　いや、ここは店ではない、複合施設だ。

			　複合施設の名は『アナン』。

			　そしてアナンの中に、何軒ものゴーゴーバーが店を開いている。

			　ゴーゴーバーだけではない。他にもレストラン、ダンスホール、ラブホテルなどが併設されている。ちなみにトイレは共同だ。

			　俺はアナンの一階にあるゴーゴーバーの入口をくぐる。ちなみに店の名は見ていない。

			（うわっ、うっるさい）

			　店に入る前から、店内から響く音が聞こえていた。それほどの大音量で音楽を鳴らしている。

			　どんな魔法を使っているのか知らないが、休む事なく曲が流れ続けていた。

			（何か似たようなの聞いた事あるぞ）

			　音楽の種類は、日本でも聞き覚えがある。

			　道路を歩いていると時折耳にする、車の中から轟くバスドラムの音。それにそっくりだ。

			　店内に入った後、入口付近で店の様子を窺う。

			　中央に大きな円筒形の舞台があり、複数の女の子が踊っていた。

			　舞台の外周がカウンターになっており、椅子が舞台をぐるりと囲んでいる。

			（半分以上、埋まっているな）

			　席の男達は、飲み物片手に踊りを眺めている。

			　入口付近に立ったままでいると、ウェイトレスがやって来て、席へと案内された。

			（よっこらしょっと）

			　椅子に座り、飲み物を注文する。

			　目の前で女の子がガンガン踊り、音楽もデカイので、注文がなかなかウェイトレスに伝わらない。

			　やっと伝えると、すぐにエールを運んで来る。ちなみにチップ制だ。

			　エールを飲みながら、踊りを眺める。

			『踊ってみた』のような感じで、思い思いの振り付けで踊っている。

			　服装も、水着みたいのから制服みたいのまで様々だ。

			　先ほどのウェイトレスが、俺に話し掛ける。

			　音がうるさくてよく聞き取れないので、耳を近づけた。

			「どの踊り子が気に入った？」

			　との事である。

			　気に入った踊り子を指差せば、踊り終わった後、席に呼んでくれるらしい。

			　ちなみに踊り子は、しょっちゅう交代する。

			　踊ってない間は、客の隣で一緒に飲んだり、奥で休憩したりしているらしい。

			　確かに踊るのは体力を使う。小まめに休まなければ体が持たないだろう。

			「呼ばなくていいよ」

			　ウェイトレスにそう返す。

			　席に着いたばかりだ。少し周囲の様子を感じる時間が欲しい。

			　ウェイトレスがケツを振りながら戻ると、今は踊ってない踊り子がやって来た。

			「隣に座ってもいい？」

			　そう聞いて来る。

			（もう少し、ぼんやりと踊りを見ていたかったんだがな）

			　しかし断るのも気が引ける。曖昧な表情をしていると、勝手に座った。

			「飲み物注文してもいい？」

			　しょうがないので、いいよ、と返事をする。

			　すぐに踊り子はウェイトレスを呼び、注文した。注文したのはウイスキーのロック、メニューを見ると、値段的にメニューの上の下くらいのものだ。

			　ちなみに俺のエールは中の下である。

			　ほどなく、琥珀色の液体に満たされた小さなグラスが届く。

			　当然、支払いもチップも俺持ちだ。

			「どこから来たの？」

			「誰が好み？」

			　そんな事を話し掛けられ、適当に相手をしていると、何やら違和感を抱いた。

			　踊り子はウイスキーをちょこちょこ飲んでいるが、とてもウイスキーとは思えない。酔いの兆しも見えなかった。

			「ちょっと、そのウイスキー飲ませて」

			　俺が聞くと、駄目だよー、とグラスを俺から遠ざける。

			「それ、本当にウイスキー？」

			　踊り子は笑いながら、ウイスキー、ウイスキーと言う。

			　俺は踊り子にチップを握らせ、

			「ちょっとだけでいいから、味見させて」

			　と耳元で囁く。

			　多分、店の人に聞かれていいものではあるまい。まあ、音楽がうるさくて聞こえないだろうが。

			　しょうがないなあ、という感じで、踊り子はグラスの中身を味見させてくれる。

			（やはり、ウイスキーではない）

			　例えるなら、そう、麦茶だ。

			　踊り子に聞くと、踊り子がウイスキーを頼むと、これになるのだそうだ。客が自分で飲むために頼んだ場合は、本物のウイスキーが運ばれて来る。

			（なるほど）

			　俺は店内を見回す。

			　客の隣には大抵、踊り子が座っている。

			　一人で座ってる客は、さっきまでの俺のように来たばかりか、馴染みの踊り子がいる奴なのだろう。

			　あそこの客は、舞台で踊ってる踊り子と、手を振り合っている。

			（この店は飲み物代だけで、テーブルチャージを取ってない）

			　チラリと、隣の席の麦茶女を見る。ウインクして来た。

			（接客をする女の子の料金が、このウイスキーの皮を被った麦茶という訳だ）

			「ねえ、もう一杯注文していい？」

			　ねだられ、戸惑う。一杯きりだと勝手に思っていたためである。

			（しょうがない。もう少し聞きたい事もあるし）

			　俺は承諾した。

			　このように、ある程度時間が経過すると追加を要求するのだろう。

			　駄目だと言えば、おそらく踊り子は席を離れる。

			　ただそうなると店からは、『自分の分の飲み物代だけで、踊り子を見物するせこい奴』、と見なされるに違いない。

			　追加の注文を持って来たウェイトレスが、麦茶女に何かを告げている。相変わらず音楽が大きくて、俺は何を話しているのかわからない。

			　ウェイトレスとの話が終わると、麦茶女は申し訳なさそうに俺に言う。

			「ごめん、踊る順番になっちゃった。ちょっと踊って来るね」

			　俺は、いいよ、と頷く。

			「すぐ終わるから絶対待っててね。他の子、座らせちゃ駄目だからね！」

			　獲物認定されているようだ。

			　ここは、彼女達にとって狩場。

			　俺達客は、入口から店内にポップして来る獲物だ。ポップが少なければ、取り合いになるのは、どのＭＭＯでも同じだろう。

			　ここで、『さすが俺、麦茶女は俺に気があるな』、などと考えたりはしない。

			　モテ経験がない人生を送って来た俺に、そんな発想は湧いて来ないのだ。

			　さて、麦茶女は俺の目の前に陣取って踊っている。

			　速いテンポの踊りだ。

			　その姿を見て、俺はウイスキーが麦茶であるもう一つの理由を、悟った気がした。

			　麦茶女は、踊りながら俺にガンを飛ばして来る。

			　その服装は、脇も腿も全体的にスリットの多く入ったデザインで、ミニスカートだ。

			　当然、踊っていると下着が見える。いや、わざと見えるように踊っている。

			　黒のハイレグ。

			　踊っているのは麦茶女だけではない、七、八人は踊っている。服装も踊りも様々だ。

			　麦茶女の右では、ビーチバレーが踊っている。

			　左では、テニスが踊っている。

			（何ぃ！）

			　そのテニスだが、俺はつい二度見してしまう。

			　あれなのだ。白いスカートの下は、あの、かつて昭和時代の学校を席巻しながら、今は姿を消してしまったあれ。

			『昔は良かった』という言葉を、年寄りの愚痴ではなく、厳然たる事実と具現化しているあれ。

			　今を生きる誰もが、『こんなエロイの学校で指定してたなんて嘘だろう』と信じず、そしてそれが現実だと理解すると、激しい羨望に身を焼かれるあれ。

			　ブルーマウンテンだったのだ。

			　テニスにブルーマウンテン、まさに俺の壷。

			　ハイレグなどどうでもいい。

			　露出の大小と魅力は、決して正比例とは限らない。

			　俺は写実派より印象派が好きなのだ。

			　俺の目は吸い寄せられるように、ひたすらテニスの踊りを追い続けた。

			　やがて麦茶女が踊りを終え、俺の隣に現れる。その様子は怒りに満ちていた。

			「私じゃなく、隣の子ばかり見て！」

			　そんな事言われても困る。別に俺は、お前の婿ではない。

			　ひとしきりギャアギャア騒いだ後、何か知らない言葉を口にする。

			「連れ出しするなら、許してあげる」

			「連れ出し？」

			「知らないの？」

			　知らない、と答えると、教えてくれた。

			　連れ出しとは、お店の外で踊り子とダンスっちまう事なのだそうだ。

			　客は、気に入った踊り子がいたら、連れ出してもいいか本人と交渉する。

			　踊り子は、金額や好き嫌いで返事をする。

			　店外ダンスの料金は、相場はあるにしろ交渉次第。プランはショートとロングがあり、ショートはワンショット、ロングは朝まででショット制限なし。

			　店外ダンスの場所は、アナンに併設されてるラブホテルや、客の宿。当然、費用はすべて客持ち。　そして交渉成立して店を出る時、お店に連れ出し料を払う。これは踊り子へ払うのとは別料金。

			　なるほど、大変勉強になった。

			「で、どうなの？　連れ出しする？」

			　麦茶女は期待に満ちた目で見て来る。

			　彼女的に俺は、脈ありの客なのだろう。

			　俺的には、ずるずるとねだられるままにウイスキーを飲ませていただけなのだが。

			「しない」

			　冷たいようだが、ここはしっかりと意思表示をしておく。変に期待を持たせて、彼女の次の狩りの邪魔になるのは良くない。

			　途端に彼女は顔を曇らせる。

			「フーッ！」

			　俺を睨みつけ、猫のように威嚇し、乱暴に席を立つ。そして乱暴な足取りで去って行った。

			　肩をすくめて見送っていると、傍らから別の声が耳に届く。

			「隣、座ってもいい？」

			　麦茶女が狩りに失敗したのを見ていたのだろう、次の狩人がやって来た。テニスである。

			「踊ってる時、私の事見てたよね？」

			　ガン見してました、主にブルーマウンテンを。

			　隣に座らせ、ウイスキーの値段のする麦茶をご馳走する。

			　麦茶女と扱いが違うと言われてもしょうがない。麦茶女が狩人であるならば、こちらも狩人。

			　目をつけた相手に対して態度が違うのは、当然である。

			　たわいない会話をしながら観察する。

			　美人ではない。美人度で言えば、さっきの麦茶女の方が上。踊り子の中で言えば平均より下だろう。

			　だが、中学時代の同級生に、ちょっと似ている。

			　こういうの大事、凄く大事。

			　思い出補正のせいで、ちょっと前のめりになっている俺は、すぐに連れ出しの交渉を始める。

			「いいよ」

			　テニスは機嫌よく返事をする。

			　あっさりまとまり、俺は店に連れ出し料を払い、入口で待つ。

			　ほどなくテニスが姿を見せる。

			　私服姿だ。踊っていた時の衣装ではない。

			　ランドバーンやアウォークで、やや貧しいであろう少女達が着ていたような服。色褪せし、袖口や端部が擦り切れている。

			「おぉ、私服もかわいいねえ」

			　俺は、まず褒める。

			　テニスが、自分の私服姿を気にしている可能性があったので、まずは不安を払拭させるべきと思ったのだ。ちょっと、わざとらしかったかも知れない。

			　はにかむテニスと手をつないで、俺の宿、スイスハムへと向かう。

			　すぐに到着し、部屋へ上がるべく階段へ。

			　そしてロビーを横切りカウンターの前を通り掛かかったところで、テニスは宿の人から身分証の提示を求められた。

			　テニスはすぐに、ポケットから何か取り出す。俺の持つギルドカードにも似たカードだ。

			　これは後で宿の人に聞いた話だが、どんな職業も、身分証がないと働く事が出来ないらしい。

			　テニスに提示を求めたのは、誰が誰を連れ込んだかを公式に記録する事で、双方の安全を守るのだそうだ。

			（なるほど。考えられている）

			　確かに、自分の部屋で他人と泊まるのは、傷害・盗難等のリスクがある。

			　だがそれは、連れ込まれる方にとっても同じ事だ。他人の部屋で他人と泊まるのは、怖いだろう。

			　この仕組みがあれば、少しは双方の不安がやわらぐのかも知れない。

			　ところで、カウンターに呼ばれたのはテニスだけではない、俺も呼ばれた。

			　用件は、連れ込み代を払えとの事である。

			（連れ込み代って、宿泊費に込みじゃないのか）

			　そう思い込んでいたため戸惑ったが、すぐに、『そうだったよね』みたいな雰囲気を出しつつ支払う。

			　テニスの目もあるので、かっこ悪いところは見せられない。

			　支払いを終え、階段を上がり、鍵を開け部屋に入った。

			　テニスとはロングで話をしてあるので、これから朝まで自由にして良い時間である。

			「バスルーム借りるね」

			　テニスは早速シャワーを浴びるべく、部屋の奥へ消えて行く。

			（俺はいいよな）

			　テニスみたいに踊っていないし、キャサベルのプレイの中で風呂に入っているから必要ない。

			　少しして、テニスがバスタオルを巻いて出て来た。

			　俺は彼女に、ある提案を行う。

			「踊ってた時着てた衣装、今ある？」

			　ある、との事。

			　衣装はお金を払って店から借りているが、洗濯は自分でやるのだそうだ。

			　それで今日は、俺とロング契約したので、家に持ち帰るため持って来たとの事。

			「ちょっと、着てみて貰えないかな？」

			　えーっ、という反応だったが、着てくれた。

			　もう一度奥へ引っ込み、白いテニスウエアで戻って来る。

			（おお。いいね、いいねえ）

			　やはり、テニスウエアにブルーマウンテンはよく似合う。

			（よおし、やりたい事をやっちゃうぞ）

			　俺はそれから、いろいろなポーズを取らせてガン見した。

			　ロングにしたのは、これが理由。

			　ショートだとワンショット契約なので、ショットを急かされる展開になるだろう。

			　だがロングはショット数に関係ないので、自由に時間を使う事が出来る。

			　その後俺は、

			『隣の席で、彼女が靴紐を直すため右膝を上げたら、見えてしまったポーズ』

			『体操座り中、ちゃんと両膝を合わせガードしていたけど、実は三角形が見えていたポーズ』

			『遠くの物を取ろうと腕を伸ばしたら、バランスを取るため自然と後ろ足が上がって、見えてしまったポーズ』

			　等のポーズを執拗に取らせ、大いに呆れさせた。

			　だが俺は、在りし日の中学時代に思いを馳せ、大満足である。

			（青春の甘酸っぱい香りがする。素晴らしい）

			　そして、俺の思い出が中学校の卒業式を迎えたあたりで、俺はテニスをコートに誘う。

			　白く柔らかな四角いコートの上で、俺達は熱く激しいラリーの応酬を交わす。

			　そしてテニスの体が開いた瞬間、相手エリアの一番奥の角へ、全力のスマッシュを叩き込む。

			　充分に気持ちの入った、中身の濃いワンショットだった。

			（……我が青春に残っていた悔いは、今消えた）

			　穏やかな幸福感が俺を包み、そのまま気持ちよく眠りに落ちて行った。

			


			　翌朝、テニスと一緒にビュッフェ形式の朝食会場へと向かう。

			　照れくささを覚えつつ、並んで階段を下りる。

			　しかし会場の光景は、そんな俺の気弱な思いなど吹き飛ばすものだった。

			　あちらこちらのテーブルで、プロっぽい女性と一緒に食事をしている宿泊客達。それを当たり前として、宿の人も給仕を続けている。

			（そういや、連れ込み可の宿だったんだよな）

			　だがこれでは、連れ込み可と言うより、連れ込み前提だ。まあ一向に構わないが。

			　そして食事も終わり、お別れの段になる。

			「はいこれ」

			　俺はテニスに、チップを手渡した。

			　ロングの代金は、昨夜部屋に入った時点で渡してある。この手のものは前金制が基本。なので、そこで払わなかったら、相手は絶対に脱がない。

			　そして娼館とは違い、渡した金はすべて彼女の物。だから、すでにチップ払い済みとも考えられた。

			（まあ満足させて貰ったからな。俺の気持ちだ）

			　テニスは口を丸く開け、驚いていた。料金の他にチップを貰えるとは思っていなかったらしい。

			「満足して貰えなかったと思ってた」

			　そう口にする。ロングなのにワンショットだけと言うのは、考えられないそうだ。

			「そんな事はない。大満足だったよ」

			　俺がニヤリと下卑た笑顔を見せると、唐突に抱き着いて来て、濃厚なキスをする。

			「また指名してね！　きっとだよ」

			　そう笑顔で手を振って去って行く。

			　どうも俺は上客だったらしい。

			　ちなみにキスは、もろ朝食の味がした。

			


			　昨夜はポーションを作らなかったので、今から作る事にする。

			　Ｅランクポーションを六本ずつ計十八本、Ｄランクポーションを一本ずつ計三本の、合計二十一本だ。

			　Ｆランクポーションは嵩張る割りに金にならないので、作るのをやめる。

			　そして自分に怪我治療Ｂ、病気治療Ｂ、状態異常回復Ｂの魔法を掛けた。

			　別に怪我も病気もしていないはずだが、保険である。

			　Ｂランク魔法は一日六回使えるので、半分を今使っても問題ない。それに、Ａランク魔法三回にＳランク魔法一回も残っている。

			　完成したポーションをポーション鞄に詰め、商人ギルドへ出発する。

			　通りを進み広場を横断し、商人ギルドの建物へと歩みいる。

			　そしてカウンターで買取を依頼すると、昨日と同じ強面のおっさんが顔を出した。

			「今日も売っていただけるのですな。しかもＥランク。ありがたい事です」

			　机の上に並べた十八本のＥランクポーション。それを一本ずつ手に取り機嫌よさげに言う。

			「実は、こちらも買取をお願いしたいのですが」

			　俺は言いながら、三本のＤランクポーションをおもむろに取り出す。

			　強面のおっさんの目が鋭く、そして厳しくなる。

			「こちらは、Ｄランクポーションですな」

			「ええ、王都では需要があるようなので、私も本格的に取り扱おうかと思いまして」

			　ランドバーンやアウォークでは、購入出来る金を持っている人が少ないため、ある程度売るとすぐ飽和してしまいそうだったのだ。

			　実際、ランドバーンやアウォークの商人ギルドでは、Ｄランクポーションは買取表に価格の記載がなく、時価で一本ごとの交渉になるらしい。

			　毎回、入荷するたびに客を探し、いなければ在庫、逆に複数いれば入札して処理するのだろう。とても安定した需要とは言えない。

			「わかりました。是非買取らせていただきます」

			　ところで、と強面のおっさんは言葉をつなぐ。

			「本格的に取り扱いを始められるという事は、他にもお持ちと言う事ですか？」

			　キラリと目が光り、あるなら買うよ、という意思をビンビン伝えて来る。

			「申し訳ありませんが、現在の手持ちはそれですべてです」

			　嘘は言ってない。本当に他には一本も持ってない。ただ、すぐ作れるだけだ。

			「ですが、つてはありますので、ある程度定期的にお持ち出来ると思います」

			「定期的にとは、どのくらいの周期になりますでしょうか？」

			「そうですね、状況にもよりますが、週に一度くらいでしょうか。本数も増減すると思いますが、三本より減る事はないと思います」

			　そう答えると、強面のおっさんは、すくっと立ち上がり、右手を差し出して来た。握手したいらしい。

			　俺もすぐに立ち上がり、握手をする。強い力でがっちり握られ、上下にシェイクされた。

			「タウロ様、これからもお付き合いのほど、よろしくお願い致します」

			　大口の顧客を新規でつかまえた、営業みたいな熱意を感じる。

			「え、ええ。こちらこそお願いします」

			　Ｄランクポーションの週売りは、ちょっとやり過ぎたかな、と一瞬思う。

			　しかしすぐに、まだ常人の範囲内に違いない、と考え直す。

			　Ｆランク冒険者がいきなりドラゴンを退治して素材を冒険者ギルドに持ち込み、ギルド長が大慌てで出て来てその場でＳランク昇格を宣言する。そんなのよりは目立ってない。

			　そして、ギルド長に向かって心外そうな顔で、『俺、目立つつもりないんで、こういうの困ります』なんて言うほど、常人の感性から外れてないとも思う。

			　俺は取引を終えて、ギルドを出た。

			　Ｄランクポーションも売却したので、金貨七十二枚がギルドカードに入金されている。

			　懐が熱い。

			　財布が熱い。

			　こういう感覚、凄くいい。とても幸せである。

			　商人ギルドを出て広場外縁を少し歩くと、人が集まっている。冒険者ギルドの前だ。

			　沸き立っているというか、興奮して大声で話している人が多い。

			「おい聞いたかよ！　さすがドルバだぜ。やりやがった」

			「あいつら凄え！　ほんと凄えよ！」

			「ああ『堅牢』の名は伊達じゃねえ」

			「鉱山町の奴らも助かったな」

			「まさかレッサーサラマンダーを倒すとは……」

			「いつ戻ってくんだよ？　新たな英雄様は」

			　話の断片をつなぎ合わせると、こうだ。

			　ある鉱山で採掘していたところ、落盤と共に坑道から一体のレッサーサラマンダーが出現した。

			　レッサーサラマンダーは周囲に炎と熱を撒き散らすため、現れた時点で多くの鉱夫が犠牲になったらしい。

			　しかもレッサーサラマンダーは鉱山内に居座り、坑道を徘徊し始めてしまう。

			　そのため、鉱山内に迷路状に延びた坑道すべてが採鉱不能になり、鉱山町は苦境に立たされた。

			　そこに冒険者ギルドから依頼を受けたチームが現れ、見事レッサーサラマンダーを屠ほふる。

			　その冒険者チームのリーダーがドルバと言う名で、チームの二つ名が『堅牢』。

			　討伐を終えた冒険者チームはレッサーサラマンダーの死体と共に、王都へ向けて移動中。

			　こんなところだ。

			（魔物か。本当にいるんだな、この世界では）

			　俺は地方中核都市であるランドバーンから、同じくアウォーク、そして王都と、主要街道に沿って中心部付近を移動していたため、魔物に出会う事はなかった。

			　辺境部に転移しなくて良かった、と心から思う。

			　戦闘スキルを持ってない俺は、そう簡単には生き残れなかったに違いない。

			　ところで、話の中でちょっと驚いたのが、冒険者のランクについてだ。

			　いま話題になっているドルバは、Ｄランク冒険者。

			　Ｄランクだが、冒険者の中では上位だという。

			　上位がＤ、中位がＥ、下位がＦらしい。

			　Ｓ、Ａ、Ｂはどうなるかと思ったら、Ｃは英雄でそれ以上は伝説だという。

			　ちなみにドルバは、この功績でＣランクに上がるかも知れないとの事である。

			　俺に荒事は無理なので、ドルバとやらが鉱山や鉱山町の危機を救ってくれた事に感謝しつつ、冒険者ギルド前を通り過ぎた。

			　ところで王都のレイアウトを大まかに述べれば、広場を中心に南北、東西へ十字に延びる通りで出来ている。

			　広場を南北に貫通し門と王城とをつなぐ通りは、もっとも道幅があり公式な通りである。

			　王家婚姻の祝賀パレードや、騎士団の出陣式、凱旋式、とにかく政治的、儀礼的なもののほとんどは、この大通りで催されるのだ。

			　対して広場を東西に貫通し延びる通りは、生活に密着した通り。南北の大通りよりは道幅も若干狭い。

			　そして広場の西に延びる通りには、宿泊施設や歓楽街。東に延びる通りには市場や商店街、それに工房などが軒を連ねていた。

			　そして俺は今、商店街に来ている。

			　せっかくの異世界、せっかくの王都、おまけに金も時間もある。

			　観光や買い物を楽しまねばなるまい。

			（ポーションの店か）

			　通りに面したショーウィンドウに、色合い様々のポーションがガラス瓶に入れられて並んでいる。

			　俺の知っている赤（怪我治療）、青（病気治療）、緑（状態異常回復）の他にも、黄色や紫、ピンク色のポーションもあった。

			（どういう効能の薬だろうか）

			　薬師を自称する身としては、価格も含めて気になるところである。買う気はないが、見て回ろう。

			　……だが、すぐに出ざるを得なかった。

			（あれではとても、店内にいられない）

			　店に入った途端、笑顔の店員が俺に張り付く。

			　そしてこちらのニーズをつかむためなのだろうが、冒険者ならどの辺りをメインに活動しているのか、旅人ならどこから来てどこへ向かうのかなど、絶え間なく話し掛けて来たのだ。

			　俺には答えられない事も多い。ボロが出る前に店から逃げ出した。

			（どの店もあんな感じだったら、勘弁だな）

			　おすすめ商品や需要にあったポーションを教えて貰えるなど、メリットも多いのだろうが、基本俺は静かに見て回りたい派だ。正直、ああいうのは苦手である。

			　商店街を少し歩き、次なる店を覗いてみる。魔道具屋だ。

			（魔法の道具、興味あるよな）

			　元の世界にはなかった魔法の品々。非常に心惹かれる存在である。

			　形から何の道具か想像出来る物、まったくわからない物など、大小様々な品物が置かれていた。

			　そんなバリエーション豊富な品々。だが、たった一つだけ共通点がある。それは、

			（高っけえ）

			　値段がとても高い事だ。

			　元の世界に例えると、車のような感じだろうか。

			　とても便利な道具で、仕事によってはなくてはならないのだろう。だが食料品や雑貨に比べると、値段が三、四桁違う。

			　見た目の割りに大量に物が入るアイテムボックスなど、高級車ブランドの車一台に匹敵する値段に思える。

			（……出よう）

			　黒の石材一式で統一された内装。

			　従業員のキッチリした服装に立ち居振る舞い。完全に金持ちをターゲットにしている店構えだ。

			　さっきの店とは違い、店員は俺にまったく近づいて来ない。場違いなのが来た、と見ているのだろう。

			　わがままかも知れないが、これはこれで寂しい。

			　自分の身のほどに合った店にしようと、そそくさと店を出る。悲しい事に、出るに当たっても何の声も掛けられなかった。

			　今度はカジュアルな店へ行く。服屋である。

			　外回りがいつまでも旅人の服と言うのも、どうだろうかと思うのだ。

			　室内着も含めて何着か買おうと考えたが、思い留まらざるを得ない。

			（そう言えば、置く場所がない）

			　宿屋住まいなので、予備の服を収納しておくスペースがない。

			　アイテムボックスがあれば違うのだろうが、それを手に入れるためにはまず金貨の柱を何本も準備しなくてはならないだろう。

			（残念だ）

			　諦めて店を出る。

			　しかしこの問題は、次に寄った生活雑貨の店でも露わになった。

			　面白そうな物はいろいろあったのだが、これらも残念ながら買うに至らない。

			　場所もそうだが、宿屋暮らしでは出番がなさそうだったのだ。

			　料理や掃除洗濯で活躍しそうな便利グッズ、小さな小物にインテリア、どれも自分の家や部屋がなければ必要ないだろう。

			（本も欲しいんだけどなあ）

			　書籍についても同じである。

			　欲しい本は様々あるが、やはり置き場所がない。それに、持って旅をするには重過ぎる。当面は、貸本で済まさざるを得ないだろう。

			（宿屋住まいの制約って、こんなに多いのか）

			　長期出張とは縁遠い生活を送って来たので、今さらながら思い知る。

			　そして、あっという間に時間が過ぎて行く。すでに午後三時くらいだ。

			　ちなみに昼食は、商店街に行列の出来る店があったので、並んで食った。ペペロンチーノみたいなもので、うまかったような気がする。

			（こんなところかな）

			　俺は生活通りを西へと向かい、広場を通り過ぎ、宿に戻る。

			　ちょこちょこと買った消耗品や文房具、それに借りた本や鞄を部屋に置き、今度は歓楽街へと出発する。

			　本日のメインイベントの始まりだ。

			　向かう先は、当然のごとく娼館。

			　前もって決めていた、『シオーネ』という店の前に到着する。

			（何と言うか、装飾過多な建物だな）

			　俺は口を半開きのまま、上を見上げる。

			　バロックと言うのかロココと言うのか。桜色の石材で造られた建物には大げさで複雑な飾り付けが、これでもかと言うくらい施されている。

			　ただ下品にはなっていない。前回行ったキャサベル同様、高級感が溢れている。

			（さすが王都。ランドバーンやアウォークのような地方都市とは違うな）

			　俺は唾を飲み込みつつ、店内に入る。

			　シオーネを選んだのには理由がある。

			　聞いた話によると、最近、サイドラインというものを置く店が増えて来たらしい。そして、ここシオーネもその一つであり、とくにサイドラインに力を入れているという話だ。

			　サイドラインとは何ぞや？　という事で物は試し。何事もとは言わないが、とりあえず経験してみる事にする。

			　すぐにロビーがあり、奥に雛壇が設けられている。全体的に広くはあるが、いつも通りだ。ただ建物内部も、ばっちり装飾がなされていたが。

			（んむ？）

			　だがそこで、俺は違いに気がつく。

			　ロビー両側の壁際に、椅子が並んでいたのだ。そしてそこに女の子が座っている。ただ半分くらいは空席だ。

			　コンシェルジュに聞く。それによると、これがサイドラインらしい。

			　雛壇とは別に、ロビーのサイドに並べておくからサイドラインなのだそうだ。

			　椅子に空席が目立つのは、まだ時間が早いからだろう。夜になれば、女の子達も多く出勤してきて、文字通りライン状に並ぶに違いない。

			　コンシェルジュに、雛壇とサイドラインの違いについて聞く。

			「見ておわかりになりませんか？」

			　笑顔でコンシェルジュが答えた。

			　そう言われたので、雛壇とサイドラインを見比べる。

			　まず、着ている服が違う。

			　雛壇は、皆同じようなドレスだ。基本的に薄絹のワンピース。若干の形や色の違いはあるが、似たようなものである。

			　一方サイドラインは、おしゃれな服を着ている。ファッション雑誌の読者モデルが着ているような服だ。勿論、一人一人大きく違う。

			　次に顔。サイドラインの方が化粧が濃い。

			　俺はエルダ戦の後遺症で、化粧の厚塗りで絵に描いたような美人は、まだちょっと苦手である。だがそこで、違和感を抱いた。

			（あれ……？）

			　よく見ると、サイドラインは化粧は濃いが、年は若い。

			　若い子がきつめの化粧をしているせいで、実年齢より上に見えるのだ。若作りの反対である。

			（んんんんんー？）

			　よくよく見ると、若いというか、とても若い。

			　パッと見、モデル体形の子が多いなと思っていたが、どうやら年齢のせいのようだ。

			　すらりとした細い手足、細い腰、おまけに薄い胸と尻。

			（これは、痩せているのではなく未成熟だ）

			　詳細に眺めると、背が低い事もわかる。

			　サイドライン全員の平均身長が低いので、注意して見ないと気づかなかった。

			「なるほどな」

			　深く頷く俺を見て、コンシェルジュは会心の笑みを浮かべる。

			「いかがですか？　雛壇に比べて少々料金はお高くなりますが」

			　金額を聞くと、雛壇との差額は銀貨三枚ほどだ。俺にとって金銭面での問題はない。

			　だが俺は、懊おう悩のうする。

			　問題は、俺の心の内にあったのだ。

			（ここは異世界だから大丈夫。ここは異世界だから大丈夫）

			　心の中で繰り返し呟き、己に言い聞かせ、信じ込ませる。

			　頭の中で、法律や条令、倫理などが渦を巻く。

			　それらを克己するべく、己を叱咤した。

			（異世界で生きて行くって決めたんだろう？　俺！　いつまで元の世界に縛られてるんだよ！　郷に入れば郷に従えよ！　元の世界の倫理観持ち出して、生きて行けるような甘い世界じゃないんだぞ！　ここは！）

			　いや、俺にとっては凄く甘い世界です。

			　それに今の局面は、別に生死が懸かってはいません。

			　だけど、時に人は、自らを騙してもなお、為さねば為らぬ事があるのだと思います。人生の偏差値を上げるために。

			　俺は、女性と付き合った事がない。

			　当然、小学校も中学校も高校も、十代頭から半ばの輝ける時代に、彼女がいた事がない。

			　キスも、それ以上も、さらにそれ以上も、経験した事がない。

			　人生の偏差値、低いんです、俺。

			　誰も気にしないかも知れないけれど、俺にとっては凄く大きいコンプレックスなのです。ここの部分。

			　だから！

			　ここでサイドラインを経験する事は！

			　俺の人生にとって！

			　とても、とても大きな意味があるのです！

			　……俺は悪になろう。

			　やるべき事をやるためなら、俺は進んで悪に染まろう。

			　最終的に、日曜朝に登場する魔法少女達に倒されようとも、己が運命と受け入れよう。

			　決心した俺は、コンシェルジュに告げた。

			　サイドラインの中で、とびっきりの魔法少女の番号を。

			　そしてここに、魔法少女と悪に染まりし三十路男の対決が、平日午後四時から二時間枠で始まってしまったのだ。

			


			　放送終了後──

			（ふう）

			　俺は店からほど近いカフェで、キャラメルマキアートっぽい飲み物を片手に、深く息を吐いた。

			（魔法少女……、最高でした）

			　魔法少女の出て来る番組ってさ、なんで敵は魔法少女が大技出すの、ぼけっと待ってんだとか、ツッコミどころが結構あるじゃない？

			　だけど、これはリアルな訳よ。

			　突っ込みどころがあるなら、突っ込んじゃえばいい、って話でさ。

			　あと、魔法少女がピンチになると、どこからともなく助っ人がやって来る事、あるよね？

			　だけどここは完全個室、誰もやって来ないんだなあ、これが。

			　という訳で、二時間たっぷり、番組を楽しんじゃいました。

			（いい店、見つけたわ）

			　この店のためだけでも、王都にしばらく滞在する価値がある。

			　いや、王都の店の多さ、多様さを考えた場合、王都を離れる理由がない。

			　町から町へ旅をして、異世界を見て回るつもりもあった。しかしそれは延期しても、延期したままそのままにしても、いいような気がして来た。

			　異世界に来て、怪我や病気を癒やし健康でいられる魔法を貰った。

			　その魔法は、楽らくして稼ぐ手段を与えてくれた。

			　稼いだ金を、楽しく使える先もあった。

			　そこは魔法的な何かによって、日本では必須だった装備が不要。なおかつ海底火山が海中で噴火ＯＫのロマン仕様でもある。

			　おまけにここに来て、まさかの魔法少女合法。

			　勿論、魔法少女も、装備不要の海底火山海中噴火ＯＫだ。

			　異世界サイコー。まじサイコー。

			　俺は、キャラメルマキアートで喉を潤し、もう一度深く溜息をついた。

			（少し、街を歩くか）

			　そして、どこかで夕飯を食べよう。

			（夕飯を食べたら、また遊ぶか）

			　満たされた思いで席から立ち上がると、まだ慣れぬ王都の町並みを見物すべく店を出た。

			　名所のない単なる通りであっても、俺にとっては興味深い。逆に人々の生活が身近に感じられ、興を誘う。住宅街などはとくにそうだ。

			　王都の外から来た観光客が通らぬような生活道路を通り、庭先や雑貨店の店先などを覗きながら散策する。

			　歩き続けたせいだろう、空腹感が増して来た。

			　そこで足先を繁華街に向け、そこに数多く点在する屋台で夕飯にする。口にしたのはパエリアだ。

			　シーフードパエリア、こう表現する他、言いようがない。

			（それにしてもうまいな）

			　この世界の食事の質は非常に高い。

			　この地域だけなのか、俺の口に合うだけなのか、はたまた俺が前世で大した物を食べていなかったのが理由なのかはわからない。だが、ありがたい事は間違いない。

			　その後は、昨日に引き続きアナン。ゴーゴーバーのある複合施設だ。

			（今日は違うところにしよう）

			　昨日とは別のゴーゴーバーに入ろうと、店内を覗く。

			　最初に見たのはゴーゴーバーではなく、ダンスホールのようだ。踊り子と客が楽しそうに踊っている。

			　踊りを見るだけではなく、自分も踊りたいという客層向けなのだろう。

			（パスだな）

			　俺は顔を引っ込める。

			　踊りなんぞ、社命で毎年参加させられてる夏祭りだけで充分だ。

			　それにしても、アナンはどこでもバスドラムがうるさい。

			　すぐ脇の店の様子を窺う。ここはゴーゴーバーのようだった。

			（とりあえず入ってみるか）

			　昨日にも増して、音楽の音量の大きい店である。

			　うるさ過ぎて眉を寄せつつ席に座り、エールを頼む。

			　この店も席のテーブルの延長が舞台になっていて、目の前を踊り子が踊る形式だ。

			　地下アイドルのステージを、ステージ際から見上げる形で鑑賞するようなこの感じ、なかなか楽しい。

			（今日は、たっぷりと踊り子のステージを堪能しよう）

			　そう計画を練っていたのだが、来るわ来るわ勧誘の嵐。

			　とても、ゆっくりステージ見物などさせてくれなかった。

			　まず、踊ってない踊り子がやって来る。

			　隣の席に座り、ウイスキーをねだる。

			　注文してやると、ウイスキーがテーブルに置かれた瞬間、今度は連れ出しの要求をし始めた。

			（お前、今座ったばかりだろう）

			　連れ出しを断ると顔をしかめ、即座に席を蹴り立ち去った。

			（おい、ウイスキー代って、接待料じゃなかったのかよ。一分も隣に座ってねーぞ）

			　俺は、何だこいつはと呆れてしまう。

			　しかもそいつは去り際に、ケチだなんだと悪態をついていた。

			　非常に不愉快である。

			（酷い奴もいるものだ）

			　そう思っていると、次が来た。

			　こいつも同じ。ウイスキーがテーブルに置かれた瞬間に、連れ出しの要求。

			（またかよ）

			　俺は、心の中で舌打ちしつつ突っぱねる。

			（しつこいな）

			　また椅子を蹴っ飛ばしていなくなると見たのだが、それはなかった。その代わり、断っているのが聞こえていないかのように延々と連れ出しを求め続ける。

			　飲み干してもいないのに、ウイスキーのお代わりを求めるおまけつきだ。

			　残ってるだろうと指摘すると、

			「えーっ、そんなに飲めないよー」

			　と、あっけらかんと答える。

			（飲めないなら、お代わり要求するなよ！）

			　とにかく、うざい。

			　うざいうざい。

			　まるで、悪徳絵画商法の会場に来てしまったかのようだ。

			　今日は、ゴーゴーバーのステージを見ながら時間を潰し、夜が更けたら別のところへ行ってみようと計画していたのだが丸潰れ。

			　ショートで連れ出し、その後で行けばいいだろうという意見もあるかも知れない。

			　だが、俺も三十路。

			　汲めども尽きぬどころか、蓋をしてても蓋を押し上げて溢れ出て来るような、力に満ちた中学生ではないのだ。

			　力は温存しなければならない。

			　ところで実は、異世界に来て少し残念だな、と思う事が一つある。

			（中学生の頃に来たかった）

			　これだ。

			　体力だけではない、感性もである。

			　好きな子が座った後の、木製椅子の座面さえ気になったあの頃。

			　今の俺に、あの頃持っていた純粋さ、未知への好奇心はすでに無い。

			　いろんな意味で、大人になってしまったのだ。

			（まあいい）

			　俺は軽く息をつく。

			　こんな事を思ってしまうのも、他の面が満たされ過ぎてしまったためだ。

			　この部分が満たされれば、他の相対的に満足度の低い部分が気になり始めるだろう。

			　切りがないのだ。

			（駄目だな、ここは）

			　あまりに居心地が悪いので、店から逃げ出す。

			　誰も連れ出さずに店を出るせいか、ウェイトレスの顔にも営業スマイルがない。嫌な気分になる。

			　他のゴーゴーバーに、と一瞬考える。しかしゴーゴーバー自体に不快な印象を持ってしまったのか、その気になれなかった。

			　しばらく繁華街をぶらぶらしながら、通りを眺める。

			　俺と同じように、下品な笑顔を張り付けた男達が多数行き交い、そんな男達へ応えるように、

			 プロと思しき女性がケツを振りながら歩いていた。

			　プロじゃない女性に声を掛け、怒鳴られる酔っ払いの男達。談笑しながら屋台で飯を食っている奴ら。

			　屋台同様、土産物屋も建ち並び、店主が観光客相手の値段交渉に声を張り上げていた。

			　繁華街の通りは明るく、活気に溢れている。

			（いいなあ）

			　しみじみと思う。

			　俺が住んでいた地元では、失われてしまったものだ。

			　そんな感傷を抱きながら人波に流されていると、予定より早いが目的地に到着。

			『別のところ』と、考えていた場所だ。

			　そこは喫茶店。

			　勿論、ただの喫茶店ではない。

			　俺の集めた情報によれば、ここは『援助交際喫茶店』だ。

			　店の名は『ベルトーク』。

			　恐る恐る扉を押し、隙間から中の様子を窺う。

			　男女数人の客がいるだけ、ガラガラだ。

			（ここは遅い時間が本番。まだ早過ぎたか）

			　このまま店を出るのも何である。情報収集をする事にした。

			　まずはカウンター席に向かい、そこに座る。

			「注文、いい？」

			　カウンター奥のおばちゃんに、声を掛ける。

			　飲み屋のママというより、厨房のおばちゃんのような雰囲気だ。

			　おそらく、接客ではなく飲食物の準備が仕事なのだろう。

			「いいよ、何にする」

			「んじゃ、とりあえずエール」

			　はいよ、とすぐにエールが置かれる。

			　俺は代金として、銀貨一枚を出す。ギルドカードではなく現金だ。

			　それを見ておばちゃんは、お釣りの銅貨を数え出す。

			「お釣りはいいから、お姉さんもそれで何か飲んでよ」

			　おばちゃんは少し怪け訝げんな表情をした後、ニヤッと笑った。

			「何だいアタシかい？　ずいぶん奇特な趣味のお客さんだね」

			　笑って、おばちゃんの冗談を受け流す。

			「実は俺ここ初めてなんで、お店の仕組みとか教えて貰えないかなーと思ってさ」

			　おばちゃんも笑う。

			「そうかい。ほんじゃ、遠慮なくご馳走になるよ」

			　お店の箱から出したお釣りの銅貨を、自分のポケットに入れ、水割りのようなものを作る。

			　自分の飲み代は、ただなのかも知れない。

			「で、何が知りたいんだい？」

			「全部。こういう店初めてだから」

			　やれやれ面倒だね、と言いながらも、顔は笑っている。相手をしてくれるようだ。

			　客も少ないし、暇なのだろう。

			「ここはね、男と女の出会いの場さ。気に入った相手がいたら声を掛け、飲み物を奢る。話がまとまったら二人で仲良く外へ。まとまらなかったら、互いにまた別の相手を探すのさ」

			　ふんふんと頷く。

			　お客さん、ゴーゴーバーとか行った事あるかい？　と聞かれたので、あると答えた。

			「じゃあわかるだろうけど、あっちは外に出る時、店に連れ出し料を払わなくちゃならない。ここはそういうのはなし。だから、こっちの方が安上がりなのさ」

			「へえー、じゃあ店の売り上げは飲み物代だけなんだ」

			「店に来た女からは、飲み物代の他に入場料を取ってるよ」

			「女の人だけ？」

			「そう女だけ」

			　俺の感覚で行くと、こういうのって女が無料で、男が有料なんじゃないかと思うんだが。

			「女の人、来なくなるんじゃない？」

			「来るよ。マージン取らずに客捕まえられる場所なんて、そうそう無いからね。ここ以外でやろうとしたら、後は立ちんぼくらいさ」

			「立ちんぼなんて、いるんだ」

			　立ちんぼとは、道端に立って客を捕まえるスタイルの事だ。

			「この近くの公園にいるよ。だけど、雨風は凌げない、暑い寒いはある、虫も飛んで来る、おまけに危険だ。さらわれる事だってある」

			　さらわれる。その言葉にゾッとする。怖い話だ。

			「それに比べりゃ、ここは天国さ。それにここは、そういう場所だって知られてる。それを目的に男共もやって来るから、多少小銭を払う事はあっても、狩場としては悪くないのさ」

			「男から入場料を取らない理由は？」

			「男は、女に声を掛けるたびに飲み物を頼むからね。それにここに来る男は、少しでも安く遊びたいって連中だ。女の分の飲み物以外も金を取ろうとしたら、足が遠のくかも知れないからね」

			　そう言っておばちゃんは、空になったグラスを持ち上げ、チラッとこっちを見る。

			　はいはい、お代わりね。どーぞどーぞ。

			　悪いね、と、おばちゃんは笑い、また水割りを作る。

			　そこへ、おばちゃんそっくりの青年ウェイターがやって来た。イケメンではない。

			　テーブル席の注文を伝えに来たようだ。

			　俺を見て、小さくお辞儀をする。

			「うちの息子さ」

			　そう紹介すると、エールのグラスを二つカウンターに出す。息子はそれをトレイに載せて、戻って行った。

			「ここは、プロじゃなく素人と出会える店って聞いて来たんだけど、違うんだね」

			　俺が聞くと、おばちゃんは、何と説明したものか、という顔を作る。

			「どこまでが素人で、どこからがプロかっていう話さね」

			　おばちゃんは続ける。

			「娼館やゴーゴーバーで客が取れず、もう一稼ぎしたくてここに来る奴はいる。これはプロだね」

			　確かにそうだ。俺は頷く。

			「以前は娼館やゴーゴーバーで働いていたけど、やめたか、雇って貰えなくなったかして、ここに来る奴もいる。元プロというか、こいつらもプロだ」

			　俺は再度、相槌を打つ。

			「元プロだけど、今は足を洗った。そして、別に職を持ったり結婚したりした。だけど、たまにお金が欲しくなったりして、ここに来る奴もいる」

			　それはプロなのか？　プロか、いや……んーむ。

			「普通に働いてたり、学生だったりするが、小遣い銭欲しさに来るのもいる」

			　ＯＬ、学生がね。素人かな。いや、常習化すればプロか。

			「家出娘が当座の生活費欲しさに来る時もあるし、人妻が借金返済の足しにと来る事もある」

			　おばちゃんが水割りを呷る。グラスが空になった。

			「わかるかい？　素性や理由なんて人それぞれさ。アタシから見れば、対価に金を求める時点で全員プロだね」

			「なるほどねえ。その通りだ」

			　納得だ。

			　おばちゃんは、お代わりを要求するかのようにグラスを振る。

			　はいはいわかってますよ。どーぞどーぞ。

			　俺は、さっきに続き、おばちゃんの水割り代をカウンターに置く。

			「あんた、いい男だねえ。惚れ惚れしちゃうよ」

			　そいつぁー、どーも。

			「せっかくだから教えとくよ。中には最悪なのもいる。犯罪目的で来る連中さ」

			　聞き捨てならない言葉に、俺は眉を寄せる。

			「犯罪目的？」

			　おばちゃんは頷き、少し声をひそめた。

			「ラブホテルでシャワー浴びてる間に、金目の物を持って行く。おまけに追い掛けて来れないよう、服や靴もどこかに隠す」

			「それはひどい」

			「いい店を知っているからそこで飲みましょう、なんて連れて行かれ、そこでボコボコ。おまけに身み包ぐるみ剥がされる」

			「うへえ」

			「自分の部屋に来て、と誘われノコノコついて行く。そして、それっきり」

			「それっきりって？」

			「さあね、奴隷に売られたか、殺されたか。とにかく、それっきり行方不明さ」

			　俺は顔を手で覆った。

			　治安はいい方だと感じていたが、やはり夜の街である。

			　危険はすぐ傍にあったようだ。

			「どんなところに気をつければいい？」

			　あんた、どこに泊まってんだい？　と聞かれたので、素直にスイスハムと告げる。

			　おばちゃんは、ふむ、と頷き、いいところに泊まってんだね、と何か納得している。

			「連れ出したなら、途中他の店に寄らず、真っ直ぐあんたの宿に連れて行きな。いい宿でなら滅多な事は出来ないし、身分証明書カードの無い奴は、そもそも入れない」

			「身分証明書カードの無い人なんているんですか」

			　極めて身元不確かな俺でさえ、取得出来たんだが。

			「いるねえ、犯罪歴のある奴、犯罪する気で行くからあえて所持してない奴」

			　なるほど。

			「ショートでラブホテルを使うのは、避けた方がいいね。そんで、彼女の部屋は絶対駄目。さっきの話は、全部実話だからね」

			　彼女の部屋……、俺にとっては、得られなかったものに対する憧れの響きがある。

			　それは別として、安く遊びたい奴にはラブホテル代節約の点で、魅力的に聞こえるかも知れない。

			「捕まってないんですか？」

			　おばちゃんは頭を左右に振った。

			「そういうのが続いて、あの女怪しいって目立ち始めると、途端に店には顔を出さなくなったね」

			　他にはね、とおばちゃんは少し考え、そして言う。

			「大きな商会で秘書をしているとか、ギルドで働いていたとか、肩書き持ち出して信用させようとして来るのは要注意だよ。全部嘘だからね」

			「嘘ですか」

			　いろんな事情があるだろうから、そういう人が来てもおかしくはないと思うんだが。

			「あったり前さ。そんな事を前面に押し立てて来るだけで、おかしいと思いなよ」

			　おばちゃんは、カウンターをコンコンと指で軽く叩く。俺の警戒心の低さに呆れているようだ。

			「今度、昼間に公園に行ってみな。子供を連れた兄ちゃんが声を掛けて来るからさ」

			「兄ちゃんが？」

			　おばちゃんは頷き、その子連れの兄ちゃんとやらの声真似をする。

			『ボクはこの国の騎士団で操縦士を務めています。今日は休日で子供と一緒にここに来ました。あなたは旅の人ですね？　お互い得になる話があるんですが聞きませんか？　ええ、旅の人じゃないと駄目なんです。だから……』

			「もの凄く、胡散臭いです」

			　俺は物理的に臭った気がして、眉をひそめる。

			　だろう？　とおばちゃんは頷く。

			「あんたさ、金無い訳じゃないんだろ？　いいとこ泊まってるようだし、話を聞くためとはいえ、アタシなんかに景気良く奢るしさ」

			「ええ、まあ、そこそこですけど」

			「じゃあさ、娼館か最低でもゴーゴーバーで遊んでた方が無難だよ。ここは安く遊びたい奴が来るところなんだ。安いだけに、それなりにリスクもある」

			　ここで遊ぶな、他所よそで遊べって話だ。

			　おばちゃんの立場から考えると、言いにくい言葉だろうに。

			　俺は、気に入って貰えたのかも知れない。

			「ここに来る女は、さっき言ったようにプロ崩れだ。客が取れないのも雇って貰えないのも、それなりに理由がある。ちゃんとした店の方が、女の質は絶対に高い」

			　正論だ。

			「あんたが考えてたようなセミプロや素人は腕が悪いし、心構えもなってない。途中で気が乗らなくなれば、ふてくされてやめたり、酷いのになると衛兵呼んで被害者面する事だってある」

			　俺は驚く。

			「それは酷い。男だけ衛兵に捕まって、犯罪者扱いですか」

			　元居た世界のニュースを思い出して、寒気がした。

			「いや、そこまでは行かないさ。衛兵だって馬鹿じゃない。男の方が、女とはここで出会ったって言えば、ここでの目撃者を探す」

			　おばちゃんは続ける。

			「そんで、ここで女を見たって証言があれば、ここはそういう店だ。衛兵だって知ってるし、この手のトラブルにも慣れている」

			　なるほど。

			「女は叱責され、男は解放される。だけど、せっかく遊びに来たのに、それじゃ台無しだろう？」

			　うんうん台無しですね。

			「だから、少々金があるなら、まともなとこで遊びなさいって事さ」

			　俺は深く頷く。

			　ついでに、先ほどのゴーゴーバーで味わった不快な出来事について話をした。

			「そういう店もあるね」

			　おばちゃんは笑う。

			「客の回転を速くしたくて、店がそういう教育をしてるんだ。そうやらなきゃ、踊り子の方が店から怒られちまう。さっさと選ぶ気がないんなら、他の店に行く事だね」

			「そんな経営して、客が来るんですかね？」

			　俺は憤慨する。

			　だが、おばちゃんはちょっと呆れた顔をした。

			「すぐに選んで連れ出す気なら悪くはないさ。おそらく、他より連れ出し料が安いはずだよ」

			「えっ？」

			「そういう店は、店内の広さに比べて多めに踊り子を抱えてるんだ。バンバン連れ出しで外に出しておかないと、店内が客のつかない踊り子で埋まっちまうよ」

			　はあー、と俺は驚く。そういう発想はなかった。連れ出し料も聞かなかったし。

			「最近、潰れたゴーゴーバーがある。おそらくそこは、潰れたとこの踊り子を吸収して、一時的にそういう状態になってるんだと思うね」

			　おばちゃんは、ちょっと真面目な表情をする。

			「踊り子を救済してるのさ。商売の事だけ考えれば、身の丈を超える人数を雇う必要はない。無視する。あるいは、良いのを雇って悪いのを捨て、店全体の人数は変えない。こっちの方が遥かに賢いし、事実そうやってる店も多い」

			　だけどね、と言葉を続けた。

			「成績の悪い踊り子だって生活がある。そして生活のアテを変えるのにも、時間が必要さ。だから、いいも悪いも全部ひっくるめて、一時的とはいえ皆雇っちまう店が出たりするのさ」

			　俺も真面目な顔で、続きを促す。

			「そういうとこは、潰れた店と付き合いがあったか、もしくは、単なるお人よしのオーナーがやってる店なんだと、アタシは思うね」

			　俺は感嘆した。

			　勉強になる。

			　同じ事象でも、角度を変えると、こうまで違う事が見えて来るものか。

			「ありがとうお姉さん。今日は本当にためになったよ」

			　これ少ないけど取っといて、と銀貨を一枚渡す。

			　おばちゃんは、ヒュウと軽く口笛を吹く仕草をして、大きくウインクして来た。

			「あんた、本当にいい男だねえ。今度前もって言ってくれりゃ、店閉めて一晩相手してやるよ」

			　いえ、遠慮させていただきます。申し訳ございません。

			　俺はおばちゃんに手を振って、店を出た。

			


			　援助交際喫茶店『ベルトーク』を出た俺は、通りを見回す。

			　おばちゃんと話し込んだせいで、いい時間になっていた。人通りがかなり増えて来ている。

			（いやあ、それにしてもためになった）

			　すっかり警戒心が緩んでいたが、おばちゃんのおかげで、危険はすぐ傍にある事を知る事が出来た。

			　それに、安全や遊びの質は、金で買える事も再認識している。

			　家出娘属性や、借金を抱えた人妻属性は、俺には薄い。

			（おばちゃんの言う通り、しばらくは娼館とゴーゴーバーをメインにしよう）

			　そう考え、一人頷く。

			　まずは安全。安全はすべてに優先する。

			　安全が揺らげば、その上にある生活や仕事、すべてが揺らいでしまう。

			　それは会社で叩き込まれたし、周囲で起きた事故によって、身をもって体験している。

			（……思い出した。俺って最後に死亡災害起こしてるんだよな）

			　俺は心の中で、社長や同僚に深く深く頭を下げた。

			　気を取り直し、新たな娼館へ向かう事にする。

			　店の名は『ジェイアンヌ』。

			　少々歩き、白の大理石とレンガを組み合わせたシックで落ち着きのある建物の前に出る。

			　建物全体が照明で照らされ、控え目に店の名が掲げられていた。

			（ここのサイドラインも凄いらしい。どんなものであろうか）

			　俺は期待に胸を膨らませ、重厚な造りの入口を通り抜けた。

			　そして目の前に広がるジェイアンヌのロビー。

			　正面雛壇は定番の造りだが、サイドラインは左手の壁のみ。

			　シオーネのように、両側にある訳ではなかった。

			「おお……」

			　思わず声を上げる。サイドラインの迫力に圧倒されたのだ。

			　サイドラインと言うのはシオーネのように、モデル服を着た若く未成熟な子が並んでいるもの。俺は勝手にそう思い込んでいた。

			　だがここは違う。

			　服はドレスではなく、派手なモデル服だ。違うのはこれではない。

			　椅子に足を組んで座り、挑戦的にこっちを見つめて来る彼女達は、いずれもスーパーダイナマイトなのだ。

			　太っている訳ではない、かといって痩せ過ぎている訳でもない。

			　胸はドッカンドッカン、それでいてウエストはギュウッと細い。

			　そしてそこからヒップにかけて、豊かに膨らむ。

			　そのボディラインは、凶暴な大スズメバチを髣ほう髴ふつとさせる。機能的で美しくも、危険な雰囲気を併せ持つ。

			　太腿もボリュームたっぷりであるが、無駄な肉は一切無い。腕も同じ。

			　きっとどんなスポーツをさせても、高い成績を残すに違いない。そう確信させるようなボディである。

			　その威容と迫力は、例えるなら……戦艦、そう、超弩ど級きゅう戦艦だ。

			（なるほど、サイドラインとは、その店にとって目を惹き話題になるもの、看板のようなものなのだな）

			　俺は腕を組み、うんうんと一人納得する。

			　だが、ここのサイドラインを選ぶ気にはなれなかった。なぜなら──

			（聞くところによると、戦艦とは、己が主砲に耐えられるだけの装甲を持つという）

			　そして自身を冷静に評価する。

			（だが俺の主砲は、せいぜい軽巡洋艦に搭載されているレベル、それも旧型の方だ）

			　サイドに停泊する、ビッグな戦艦群に目をやる。

			（とても歯が立つような相手ではない）

			　そう判断した俺は、スーパーボールに出て来るチアリーダーのような連中の前を通り過ぎ、雛壇へ向かう。

			（となれば、俺の適正な相手は同じ軽巡洋艦クラスだ。それならいい戦いを挑めるだろう）

			　雛壇に目を走らせる。

			　そこには、あえて女性を軍艦に例えるなら、重巡洋艦、軽巡洋艦、それに軽空母が停泊していた。

			　俺の個人的区分で駆逐艦に該当する女性、その姿はない。

			　一瞬、駆逐艦かと思われる艦が一隻いたが、良く見ると軽空母だった。

			（どれにすべきか……、怖そうなのは避けよう。その隣のサイコっぽいのも）

			　そんな中、一隻の軽巡洋艦に目が留まる。清楚で静かな印象の、優しそうな艦だ。

			


			

			


			「あの子をお願いします」

			　コンシェルジュに伝える。

			　すると、コンシェルジュが、おお、と一声あげて答えた。

			「あの子をお選びになるとはお目が高い。他の子より少々お高くなりますが、よろしいですか？」

			　聞くと、気にするほどの差額ではない。俺は頷きつつたずねる。

			「構いませんが、高い理由は何です？」

			「仕事に対する姿勢、真摯さ、誠実さ、それに技術、すべてが一流です」

			「それは凄い」

			「ここにいる皆の模範になる存在で、見習いの子達にとっては教官でもあります」

			　我ながらかなりの当たりを引いたらしい。期待に俺のボイラー内圧も高まる。

			　コンシェルジュから離れ、奥のカウンターへ支払いに向かった俺は、コンシェルジュの最後の呟きを聞き取る事は出来なかった。

			「サイドライン達さえ鼻白むほどの、鬼教官ですがね……」

			


			　数時間後、俺はやっとの思いで己が体を宿に運び、ベッドにうつ伏せに倒れ込んだ。

			（素晴らしい）

			　その言葉に尽きた。

			　すべてが一流、あらゆる立ち居振る舞いに、一分の隙も見つけられない。

			　すべてが美しく、すべてに意味がある。無駄な動きなど、一切無かった。

			　目線から重心の移動、指先の動きまで、すべてに意思が通った、日本舞踊の舞のような仕事振りである。

			　あれは、すでにプレイではない。

			　芸術の域に達した舞踊だ。

			　俺は、ただそれを我が身をもって鑑賞するのみ。

			　ただただ、素晴らしい。それしか思い浮かばない。

			　彼女はとても美しく、そしてとても優しかったが、仕事に対する妥協のなさを感じる瞬間があった。

			　それは客ではなく、自分自身に対する厳格さ。

			（教官と言っていたが、さぞかし厳しい教官なんだろうなあ）

			　ちょっと同情する。

			　だが、教官としての厳しさは、どんなに苛烈であっても俺には関係ない。

			　俺はその仕事ぶりに感嘆し、楽しむだけだ。

			（俺、客の立場で良かった。お金があって本当に良かった）

			　まったく、どこの世界でもお金を稼ぐというのは大変なのだなと、改めて実感する。

			　稼げるチートには、いくら感謝してもし切れない。

			（そうだ。久し振りに読んでみるか）

			　チートを与えてくれた石像の事を思い出したついでに、頭の中にある本を、もう一度開いてみる事にした。

			　読み落としがあるかも知れないと思った事と、気力が尽きて難しい事を考えたくない事、そして、腰が抜け気味で動けなかったのが理由である。

			　本については、意識しなくても、いつも頭の中にある感じがしている。

			　今はそれを開いてみた。

			　一ページ目、初日に見た内容、魔法の貸与や所持品について書かれている。

			　読み返しても、とくに読み落としたところはないようだ。

			　ページをめくってみる。

			（あれ？）

			　そこには、俺の読めない文字で、何かがびっしりと書き込まれていた。

			　小さく几帳面な文字が、二ページ目の最後近くまで埋めている。

			（二ページ目って、白紙だったよな）

			　それは間違いない。覚えている。では、これは何だろう。

			（……わからん。まあいいか）

			　ペンディング、と頭の中で決定する。

			　強い眠気が押し寄せて来た。これ以上物事を考えるのは無理だろう。

			　全身を心地よい疲労感に包まれ、俺は眠りの世界へと落ちて行ったのだった。

			


			　一旦時間は、その日の昼過ぎまで遡る。

			　場所は王都の、中央広場東側。そこあるのは商人ギルドの本部。

			　朝から晩まで人々で溢れ、出入りが絶える事はない。さすがは王国における、商取引の中心であった。

			「ふう」

			　一階の事務室で、書類を前に溜息をつく女性がいた。

			　年の頃は二十歳前後。緩めのウェーブが掛かったナチュラルロングを、手ぐしですく。

			（つまらない仕事）

			　机にあるのは、支払伝票の束。

			　処理は先輩が済ませており、行なっているのはミスがないかの再チェック。

			　新入りのため、このような業務ばかりなのは仕方ない。それはわかっているのだが、やりがいがないのも事実である。

			（もっと、人の役に立つ仕事がしたいのに）

			　再度、長く息を吐く。

			　彼女が本来、就職を希望していたのは娼館。

			　一流娼館で客をもてなし、癒しと明日への活力を与え感謝される。そんな将来を夢見ていたのだ。

			（まったく、頼りにならないんだから。何が商人ギルドの上層部よ）

			　心に浮かぶのは、父親の姿。東の支所で長を務め、それなりの地位にあるという。

			　口利きを頼んでおいたのだが、娼館の採用試験はすべて落ちた。

			（上級娼館は仕方がないわ。経験が不足してるもの）

			　だが中級娼館ですら受からなかったのは、父親の力不足。彼女はそう考えている。

			　ちなみに下級娼館は、最初から眼中にない。

			（特別にここで我慢してあげたけど、やっぱり来るんじゃなかったわ）

			　腕を組んで、鼻の頭にしわを寄せる。

			　裕福な家庭で育った、箱入り娘。彼女は知らないが、商人ギルド事務員への門は狭い。

			　安定した収入がある上、将来の役にも立つ。そのため希望者は多いのだ。

			（つまんない、つまんない）

			　商人ギルドで仕事を覚え、取引相手に顔を売る。そして後に商人として独立。

			　そのような人々は、男女を問わず多くいた。

			　父親が彼女をねじ込んだせいで、涙を飲んだ者がいる。そんな事など考えてもいなかった。

			（それにしても、娼館も見る目がないわね。何がコンシェルジュよ、偉そうに。抱きもしないで、あたしの何がわかるっていうの）

			　すべて面接で落ち、最終の実技試験まで行っていない。ひそかに自信を持っていた彼女は、それが不満である。

			　この世界、娼館の仕事は人気が高い。

			　顔、スタイル、接客技術、すべてが揃っていないとなれない職業。

			　当然ながら収入は多く、社会的地位もかなり上。

			「実は今度、娘が中級娼館の雛壇に座る事になりまして」

			　それを聞けば、ご近所の方々は間違いなく感嘆の声を上げだろう。たとえるなら、名の知れた大企業に就職したようなものだ。

			　上級娼館ともなれば、それこそ東京キー局のアナウンサーである。

			　女の子の将来なりたい職業、ナンバーワンであり続けていたのだ。

			　ちなみ男の子の方は、騎士の操縦士である。

			（あーもう、はやく終業時刻が来ないかしら）

			　三度目の溜息と共に、壁に掛かる時計をにらみ付ける新人事務員。

			　そして待望の、彼女を解放する鐘が鳴る。

			「お疲れ様でした」

			　そそくさと挨拶を済ませ、職場を後に。

			　向かったのは歓楽街。援助交際喫茶店と呼ばれる『ベルトーク』である。

			「入場料」

			　無愛想に手を出すおばちゃんに、目もあわせず硬貨を渡す。

			　そして一番入口に近い席に陣取ると、ウエイターに飲み物を注文した。

			（これからが本当のあたし）

			　商人ギルドの新人事務員というのは、あくまで仮の姿。

			　癒しを求める人達の女神となり、感謝される存在となるのだ。

			　客の訪れを心待ちにしながら、グラスに口をつける。

			（来た！）

			　扉が開き、数人の男たちが姿を見せた。

			　入口付近で、店内を見回している。新人事務員の他、何人かいる女性陣に、目を走らせているのだろう。

			「こんにちわ」

			　輝くような笑顔で、男達に声を掛ける新人事務員。

			　職場では、一度も見せた事のないその姿。上司である強面の主任が見れば、受付の時にやれと呆れただろう。

			「皆さん、お友達？」

			　三人の男性は、仲間同士のようである。

			　言いながら新人事務員は、背伸びをして体を左右に動かす。彼らの視線が店の奥、他の女性に飛ばないようブロックしているのだ。

			「そうだよ。お嬢さんは一人？」

			　策は成功。

			　三人は新人事務員の席に座り、それぞれ飲み物を注文する。背後から舌打ちの音が響くが、そんなものは気にならない。

			　営業スマイルで、快活に受け答えを続けていく。

			　王都に観光に来たらしい、二十代から三十代前半の彼ら。新人事務員を気に入ったらしく、誰が遊ぶか小声で打ち合わせを始めた。

			（この中なら、これね）

			　それを察した新人事務員。向こうが決める前に、こちらが動く。

			　主導権を取られるのは、好きではないのだ。

			「ねえ、外に出ない？」

			　最もイケメンな男の腕を取り、強く引く。

			　露骨なアピールに、視線を交わす他の二人。

			「彼女もこう言ってんだからさ、遊んで来いよ」

			　彼らは肩をすくめ、イケメン君に新人事務員を譲った。

			　カランカラン、と扉のベル鳴らしながら、腕を組んで外に出る男女。その姿を眺めつつ、残った二人はカウンターへ近づく。

			「水割り二つ」

			　注文した後、やれやれとばかりに首を回す。

			「やっぱり、顔がいいのは得だよなあ」

			　こういう事は、今回が初めてではない。

			「仕方がないだろ。俺らだって美人の方を選ぶんだからさ」

			　諦めた口調で返す、もう一人。

			「……まあな」

			　理解はする。しかし、気分が良い訳では決してない。

			　そこへ突如、おばちゃんの声が届く。

			「今回ばかりは、そうとは限らないけどねえ」

			　驚き振り向く男二人。カウンター向こう側で、おばちゃんが水割りを二つ差し出していた。

			「どういう意味だい？」

			　受け取りつつたずねる男に、意味ありげな笑い。

			「ありゃあ、ハズレって事さね」

			　男達は顔を見合わせる。若くて、美人と言えなくもない。話をした感じも悪くなかった。

			「後でお仲間に聞いてごらんよ。あたしが正しかったってわかるからさ」

			　店の人がここまで言うからには、何かあるのだろう。

			　そう考えた一人は、ついでにとばかり口を開く。

			「じゃあさ、おばちゃん。誰が当たりか教えてくれないかな」

			　その言葉に、おばちゃんはじっと男の水割りを見た。

			「喉が渇いたねえ」

			　パタパタと顔を手で仰ぐ。

			「わかったよ、奢るからさ」

			　毎度、と笑いながら、おばちゃんは自分の水割りを作る。

			「あの手前から二番目の子。そうそう、あの外跳ねミディアム。あの子は優しくてうまいよお」

			　ゴクリと喉を鳴らす男。ちょうどその時、新たな男性客が入店して来た。

			　取られたらまずい、そう思ったのだろう。急いで支払いを済ませると、水割り片手に二番目の席へと向かう。

			「他には？」

			　期待した表情の、もう一人。だが、おばちゃんは答えない。

			「何か、つまみも欲しいねえ」

			「わかったよ、好きなの頼んでいいから」

			「毎度！　フルーツ盛り合わせ一つね」

			　一番高いのを頼まれ、顔を曇らせる。しかし口に出した以上、仕方がない。

			　しぶしぶ支払いをする男に、ニヤニヤ笑いながらおばちゃんが告げる。

			「もう少し待ちなって。そろそろ一番が来るからさ」

			「一番！」

			　その素晴らしい響きに、顔の曇りなど一瞬で吹き飛んだ。

			「来たら教えるから、すぐにカウンターに連れて来な。狙ってる奴は多いんだからね」

			　そう言われ、男はブンブンと頭を上下に振る。

			　外跳ねミディアムと手をつなぎ、口元を緩ませ出て行く友人。それを見送ってしばし。

			　水割りが半分になる頃、ショートボブの女性が現れた。

			（あれだよ！　行きな）

			　鋭いささやきに叱咤され、飛び出していく男。

			　うまくいったらしく、手をつないでカウンターにやって来る。

			（彼女なら、下級娼館で主力を張れるクラスだからね。うちの店ならナンバーワンだよ）

			　自信を持って、お勧め出来る。

			　話がまとまって出て行く二人を、手を振って見送るおばちゃんであった。

			　一方その頃、歓楽街の大通り。

			　イケメン君と新人事務員は、軽食を取りつつ揉めていた。

			「裏の安宿で休憩なんて嫌よ。いいとこに泊まってるんでしょ？　そこに連れて行きなさいよ」

			　プレイ場所で口論となっていたのである。

			「だから、それは無理だって」

			　困った声音で、繰り返すイケメン君。

			　近隣の町から、職場の旅行で訪れた王都。

			　宿泊先はそれなりだが、部屋は大部屋なのだ。修学旅行を想像して貰えばいいだろう。

			「しょうがないわね。だけど、もう少しましなとこにしなさいよ」

			　イケメン君は渋い表情。

			　彼としては軽食など取らず、すぐに休憩宿に入りたかったのだ。しかし強硬に主張するので、妥協したのである。

			　食事を終え、ゴーレム馬車でワンランク上の休憩宿へ。

			　それほど遠くないのだが、彼女が歩くのを嫌がったのだ。

			（娼館に行くより、高くつくんじゃないのか）

			　食事に宿に馬車、それに彼女に払う金。すべてを足して、両眉を曲げる。

			（まあいい。素人と遊ぶっていうのは、娼館じゃ出来ないからな）

			　自分に言い聞かせつつ、宿へと入ったのだった。

			「あんまり、いいところじゃないわねえ」

			　顔をしかめる新人事務員。その言葉にイケメン君の肩頬が、ピクリと引きつる。

			「先にシャワー借りるわね」

			　気づきもしない新人事務員。返事も待たず、一人さっさとバスルームへ。

			　イケメン君も続こうとしたが、鍵が掛けられていた。

			「一緒に入るんじゃないのかい？」

			「入らないわよ」

			「そんな事言わないでさあ」

			　ガタガタと戸を動かすと、中から鋭い声が飛ぶ。

			「入らないって言ってるでしょ！　これ以上やったら、衛兵呼ぶわよ！」

			　本気の口調に、イケメン君は溜息をついた。

			（失敗したな）

			　当たりと思ったのは、見た目だけ。歪めた顔で、頭をガシガシとかく。

			　新人事務員が長々とシャワーを浴びた後、交代で入るイケメン君。

			　それが終わって、やっとプレイ。

			（やる事だけは、やっておくか）

			　ベッドの上で肩を寄せ合う二人。

			　新人事務員の、胸に巻いたバスタオル。その膨らみに、背中から手を伸ばす。

			「いてっ！」

			　手のひらが前に回ったところで、思い切りつねられた。

			「触らないで！　サービスは私がしてあげるんだから」

			　にらむその顔に、可愛げはまったくない。援助交際喫茶店で見せた笑顔は、見事なまでに消え失せている。

			　諦めたイケメン君は、すべてを任せることにした。

			（うわあ、ひっでえ）

			　それが正直な感想。

			　続いて受けたのは、雑なマッサージに雑な撫で回し。気持ちよさなど、どこにもない。

			「はい、終わり」

			　イケメン君を投げ出すように体を離すと、立ち上がって服を身につけ始めた。

			　一連の流れで耐性はつきつつあったが、さすがに驚くイケメン君。

			　メインテーマはこれからのはず。身を起こして大声で問う。

			「まだ何もしてないじゃないか！」

			　振り向きもせず、大きく息を吐く新人事務員。

			「気が乗らないのよねえ」

			　横顔には、嫌そうな表情が浮かんでいた。

			「何か、第一印象と違うっていうかさ。もっと素敵な人だと思ってたんだけど」

			　そしてイケメン君をチラッと見、吐き捨てるよう言葉を出す。

			「騙されたって言うの？　これ」

			　激しやすい方ではないイケメン君。しかしその言い草に、とうとう怒りが爆発した。

			


			　それから少し後。

			　場所は、援助交際喫茶店ベルトーク。

			　裏口をノックされ、おばちゃんはそちらへと向かう。

			　扉を開ければ、立っていたのは髭面の衛兵。馴染みのおっさんなので、緊張したりはしない。

			「もしかして、あれかい？」

			　このタイミングで現れた衛兵に、おばちゃんはピンと来た。

			　頬をボリボリとかき、頷く髭面。

			　話を聞けば、やはり新人事務員の件。

			　この先の休憩宿の窓から顔を出し、金切り声で衛兵を呼んだそうなのだ。

			　何でも、騙されて連れ込まれたとか主張しているらしい。

			「呆れたねえ」

			　予想以上の展開に、大きく口を開けるおばちゃん。

			　実は新人事務員。これまで二度ほど、衛兵の世話になった事がある。内容は今回と大体同じ。

			　面倒臭そうに、髭面が口を曲げる。

			「最近おとなしくしていたからな。ちったあ、まともになったと思ってたんだが」

			「そういう訳じゃ、なかったみたいだねえ」

			　言葉を引き継ぐおばちゃん。

			　新人事務員は札付きになりつつあるので、そこからの話は早かった。

			「ああ、その二人なら間違いなく店にいたよ。女が声を掛けて、客を取ったので間違いないね」

			　おばちゃんの説明に、髭面は礼を述べる。

			「きつくお灸をすえておくれよ。こっちも出入り禁止とか、あんまりやりたくないんだからさあ」

			　だが髭面は頷かない。困った表情で、小声で返す。

			「親がな、そこそこ偉いんだよ」

			　大きく息を吐き、顔をしかめるおばちゃん。

			「面倒臭いねえ」

			　心から嫌そうである。

			「わかってるとは思うけどさ、悪いのは全部女さね。男の方にはあまり厳しくしないでおくれよ」

			「わあったよ」

			　今度は頷く髭面の衛兵。扉を閉めて戻って行った。

			（出入り禁止かあ、嫌なんだけどねえ）

			　カウンターに戻り、頬杖をついて考える。

			　放置しておけば、客足にも影響が出るだろう。

			（自由恋愛が看板の、出会いの店。そこで出入り禁止なんて、格好つかないよ）

			　頭を左右に振っていると、扉がカランカランと鳴る。

			　顔を上げれば、二人の男。さきほどイケメン君と一緒にいた者達だ。

			「おばちゃん、ありがとう。最高だったよ」

			「いや、俺の方が良かった」

			　明るい笑顔で話す、興奮気味の二人。まっすぐカウンターに来て座る。

			　それから二人は、自分の方が当たりだった、と主張し合う。

			　ニコニコしながら話を聞くおばちゃん。紹介した相手が気に入って貰えるのは、嬉しい事だ。

			「ところでさ、おばちゃん」

			　一段落し、気持ちも収まって来たのだろう。表情を改め一人が聞く。

			「もう一人来てない？　終わったらここに集合って、話してたんだけどさ」

			　イケメン君の事だろう。おばちゃんは溜息と共に教えてやる。

			「多分今頃、衛兵の事務所にいるんじゃないかい」

			　驚く二人に、事情を説明。

			「衛兵沙汰になるとまでは思わなかったけど。何、大丈夫さ」

			　軽いお叱りで済むだろう。その言葉に、二人は胸をなで下ろした。

			　その後顔を見合わせた二人は、言いにくそうに口を開く。

			「今、宿に戻るとさ、対応に動員されると思うんだ」

			　大きく頷くもう一人。

			　職場の旅行で来ている彼ら。

			　衛兵事務所に足を運んだり、時系列で報告書を作ったりしなければならないだろう。

			「だから、出来るなら朝まで帰りたくない。せっかくの王都の夜だからね」

			　少しの間を置き、言葉を継ぐ。

			「もう一人、女性を紹介してくれないかな？」

			　情報料だろう、水割りを頼もうとする。おばちゃんは、それを押し留めた。

			「いいよ、こっちにも責任がないわけじゃないし」

			　そこで表情を、いやらしいものに変える。

			「だけど薄情だねえ。お仲間を放って置いて、自分達だけ楽しもうってのかい？」

			「いや俺達、衛兵の件なんて知らなかったし。王都で夜通し遊んでただけだし」

			　わざとらしい返答に、おばちゃんの笑みは深くなる。

			　それは、もう一人の言葉で最高潮に達した。

			「あいつには気の毒だが、イケメン税だと思って諦めて貰おう」

			　大声で笑い出すおばちゃん。

			（これだから、人間ってのは面白いねえ。大好きだよ）

			　誤解がないように言っておくが、おばちゃんは勿論人間である。

			「ほれ、あそこの二人組み。ゴーゴーバーの上がりさね。この時間なら、朝まででもそんなに高くないはず。頑張って交渉して来な！」

			　笑顔で席を立つ男二人と、それを見送るおばちゃんであった。

			


			　そして舞台は、タウロの宿泊する宿へと戻る。

			


			　朝、俺は宿のベッドで目を覚ます。

			　昨夜は、ぐっすりと眠れた。

			　やはり、適度な運動は快眠に繋がる。

			　ところで、今日は『慈悲』曜日だ。

			　という事は、明日は『純潔』曜日になる。

			　『純潔』曜日。

			　そう、アウォークはエルサイユのエルダー・リッチことエルダが、『あたしを予約して店に来い』と指定していた曜日だ。

			　勿論、行く気は無い。洗脳も解けている。

			　でも怖いので、念のため状態異常回復Ａを自分に掛けておく。

			　Ｓを使わないのは、何か起きた時のための保険だ。

			　話は変わるが、この世界には、七つの曜日がある。

			『純潔』とか『節制』とか『慈悲』とか、元の世界よりややこしい。

			　俺は、薬師を自称しつつも、その実態は観光客と同じなので、曜日はあまり関係ない。

			　そのため、うろ覚えだ。

			　ちなみに、商人ギルドや冒険者ギルドは、年中無休である。

			　俺的には大変助かる。中の人は、きっと交代で休んでいるんだろう。

			（よし、今日は何をするかな）

			　朝食後、予定を立てるところから一日が始まる。

			　しっかりした計画は、充実した一日を過ごす上で、必要不可欠だ。

			　まず、一番重要な事柄から検討して行く。

			（シオーネのサイドラインは、外せないな）

			　魔法少女とは、まだまだ対決しなくてはならない。

			　あの番組は、俺の中では、レギュラー化する事が決定済みだ。

			（ジェイアンヌもだ。昨日の教導軽巡は、まさに至高だった）

			　俺は昨夜を思い出し、一人頷く。

			（いずれ、サイドラインに停泊している戦艦群にも、挑まなければいけないだろう）

			　もとより、勝利を望める戦いではない。

			　だが、何事も経験だ。

			　負けたとしても、命を落とす訳ではない。公園で立ちんぼを拾い、相手の家に行ったところで遭遇するような、マジモンの危険が潜んでいるのとは違う。

			　援助交際喫茶店ベルトークのおばちゃんも言っていたではないか、興味本位で危険な経験を求めるな、金があるなら高い店で遊べ、と。

			　高級店のように安全が保証されているところでの経験値なら、バンバン稼ぎに行ってみるべきなのだ。

			（しばらくは、この二店を軸にして、ゴーゴーバーという形だな）

			　ゴーゴーバーはアナン以外にもあるので、そっちも試してみよう。

			　問題は午前中。

			　ポーションの売却をするなら、商人ギルドに行く必要がある。

			　しかし、ここ数日は日を空けた方がいいだろう。

			　毎日顔を出し、そのたびにポーションを売却するのも不自然だ。

			（それに当面、俺一人が遊んで暮らす分は、充分にあるしな）

			　となると、午前中が暇になる。

			　運動して体を鍛える……は不要だな。

			　毎日、柔軟体操とウェイトトレーニングを、念入りにやって貰っている。

			（まあ、しばらくは王都観光でいいだろう）

			　観光に飽きたら、その時はまた考えよう。

			　俺は決めると、王都を散策するために宿から出発した。

			　危険な所には、行くつもりはない。

			　繁華街近くの公園は、夜はともかく、昼間なら大丈夫だろうと思って行く事にする。

			　少し距離があったが、そこはまだ来て間もない王都。風景を楽しみながら歩く事が出来た。

			　そこには池があり、散策道やパーゴラがあり、パーゴラでは爺ちゃん達がカードゲームで遊んでいる。

			　のどかな風景だ。

			　軽く公園内を通り過ぎ、王都の中心にある広場へと戻る。

			　広場に面して建つ冒険者ギルドの無骨な建物の前を通過しながら、中をチラ見。

			　中には入らない。

			『冒険者ギルド』という存在に興味はあるが、現時点で俺に用事は無い。

			　中に入って筋肉隆々のおっさんに絡まれても、対処不能である。

			　遠目に眺めるだけで、我慢しよう。

			　徒歩で移動しているせいか、それなりに時間が過ぎる。

			　汗ばんでも来た。

			（よし、そろそろ昼飯にして、その後は魔法少女と一勝負だな）

			　俺はそう考え、屋台の集まる一角へと向かう。

			　今日は麺類だ。最近お気に入りの、香草の載った黒ゴマスープのものである。濃厚な肉味噌がたまらない。

			　最初は香草の風味を嫌って除けていたが、慣れて来るとこれが良くなって来る。今ではないと物足りないほどだ。

			　食事の後、シオーネの扉をくぐる。

			　そして、鋭くサイドラインをチェックして行く。

			　胸とか腰とか、服のどこかにつけている番号札もだ。

			　もはや昨日のような動揺はない。不動の心。三十路にして惑わずである。

			（よし、決めた）

			　そして俺は、コンシェルジュに魔法少女達の番号を告げる。

			　そう、達。

			　俺は天然とボクっ子の、二人を指名したのだ。

			「複数指名ですか……」

			　コンシェルジュが、ちょっと驚いたように言う。

			「駄目かい？」

			「いえ、勿論結構です。実際、複数指名されるお客様も、いらっしゃいます」

			　一旦ここで言葉を切り、続ける。

			「二人ですので、料金は倍になります。ですが、お時間は一人と同じ二時間のままです。それでもよろしいですか？」

			　問題ない、と俺は答える。

			　コンシェルジュの俺を見る目が、少しいい方に変わる。

			　どうやら、さっき驚いた表情を見せたのは、俺がそんなに金を持っている客とは思っていなかったからのようだ。

			　いかに二人相手とはいえ、時間は二時間。

			　金の事を考えるなら、一人ずつ、計四時間楽しんだ方がいいだろう。

			　相手は二人でも、自分の体は一つしか無いのだ。

			（だが、これはビジネスではない）

			　俺は思う。まあ、相手にとってはビジネスだが。

			（ロマンなのだ）

			　正義のヒーローは少年達の憧れだろう。

			　だが、悪役怪人もまた、男達のロマンをくすぐる存在なのだ。

			　男なら誰しも、世界征服という言葉に、心を動かされた事があるのではないだろうか。

			　そして悪役怪人とは、世界征服をもくろむ組織の最前線で、決して勝つ事の出来ない戦いへ、全身全霊で挑み続ける、熱く気高い存在なのだ。

			　勝つ事が出来ない？

			　そう、怪人は勝つ事を許されない。

			　どんなに優勢に対決を進めようとも、どんなに勝利に、たとえあと半歩へ迫ろうとも、決して勝利を手にする事は出来ない。

			　なぜか？

			　それは、視聴者ならわかっているだろう。

			　どんなに魔法少女がピンチになって、手に汗を握り、ハラハラしようとも、視聴者は負けるとは微塵も思っていない。

			　胸のドキドキは、どうやってここから逆転するのだろう、という事への期待感だ。

			　その期待を、ビジネス的に裏切ってはいけない。ゆえに、怪人が勝つ事はないのだ。

			（ああ、なんと誇り高く、そしてひたむきな存在なのだろうか）

			　俺は、神の理により勝利を許されぬ事を知りながら、それでもなお、己がすべてを賭け、決して手を抜く事なく戦う怪人の心の内を思い、涙する。

			　俺の中で悪役怪人は、すでに英霊にも等しい存在へと昇華している。

			（あなた方が決して許される事なかった勝利。俺が代わりに、この世界でつかんで見せます）

			　俺は、怪人達のかなえられなかった望みを果たす。

			　そのためには、魔法少女一人などでは全然足りない。

			　怪人達の主たる相手は、最近では最低でもペアなのだ。

			　シングルなど昭和までの話。

			　シングルを倒したところで、俺の知る英霊達の心は満たされまい。

			　俺は年端も行かぬ魔法少女二人と手を繋ぎ、階段を上って行った。

			　まずは、ふわふわ天然魔法少女と対決する。

			　その間、ボクっ子魔法少女には、ソファーで見学していて貰う。

			　天然との勝負は、当然だが俺が押し気味である。

			　異世界に来てから密度の濃い経験を積み一線級となった怪人、三十路ミソージの前には、魔法少女達の中でも下の方の天然では、歯が立たない。

			　ちなみにボクっ子も下の方だ。

			　なぜ、二人共下の方であるのか。

			　それは二人とはいえ、一対多の戦いだからである。

			　いかに魔法少女とはいえ、卒業間近の上の方を相手にした場合、ガチで負けてしまう心配があるのだ。俺の場合。

			　さらに俺は慎重を期し、中間層ではなくあえて下の方を選んだ。

			　魔法少女としてデビューしたばかり、と思しき少女達である。

			（これなら、まず負ける事はあるまい）

			　俺は、自身の作戦がいかにも悪役っぽく思えて、嬉しくなる。

			　さて、天然の服装は、いかにも妖精っぽい、ふりふりふわふわしたもの。

			　まるで、妖精の国の住人に頼まれ、妖精の国の門を怪人から守る魔法少女のようだ。

			　天然は、すでにかなりの劣勢に追い込まれている。

			　追い込まれつつも、妖精服に乱れは無い。

			　それには理由がある。

			（やはり魔法少女は、魔法少女らしい服装をしてこそだよな）

			　怪人のポリシーのせいであった。

			　妖精服は無事だが、服以外の部分が攻撃を受け続けている。

			　そんな戦いをソファーから見ているボクっ子の視線を感じ、ゾクゾクする。

			　天然は敗北寸前だ。

			　もう、彼女の守護する妖精の門を守るものは何もない。妖精服はそのままだが。

			　怪人は門の中へと、ゆっくりと侵入を開始する。

			　その時、ボクっ子が動いた。

			「ボクが相手だ！」

			　天然がまさに止めを刺されんとするのを見て、仲間を思う騎士道精神が発露したのだろう。

			　王道の展開である。

			「良かろう！」

			　俺は執着なく天然から離れ、一気にボクっ子へと覆いかぶさった。

			　狙い通り。

			　なぜ、俺がボクっ子を指名したか。

			　それは、ボクっ子もいいよなあ、というだけではない。

			　天然がピンチになれば、ボクっ子が助けに入る、そういう王道の展開を期待したからだ。

			　そして王道を期待した俺が、強く望んだのは──

			（助けに来たボクっ子を、やっつける）

			　これだ。

			　俺は、これがやりたかった。

			　王道ならば、助けに来られた時点で負け。

			　後は、爆発して捨て台詞を残し去るだけだ。

			　だがここは違う。

			　この世界では、元の世界の理など通用しない。

			　天然は、ボクっ子を助けに来られるような余裕は、すでにない。

			　ゆえにホットパンツのボクっ子は、蹂躙されるしかないのだ──俺に。

			


			「ありがとうございました」

			　コンシェルジュが丁寧にお辞儀をする。昨日のお辞儀より深い角度だ。

			　これで俺も、一ランク上の客層の仲間入りである。

			　あの後俺は、ボクっ子を思うさま蹂躙した。

			　散々楽しんだ後、次に天然に丁寧に止めを刺す。

			　そこで飲み物で一服し、少し悩んだ後、もう一度ボクっ子。

			　そこで放送時間終了となったのである。

			（いい戦いであった）

			　俺はベッドに倒れ伏す二体の人型を見やりつつ、部屋を後にする。

			　そして階段を降りたところ、コンシェルジュから角度のあるお辞儀を受けたのだ。

			「また頼むよ」

			　常連っぽく声を掛け、店の外へ。

			　ロマンを追い求め満足した俺は、クールダウンしながら通りを歩き、広場近くのカフェに入る。

			　そこでゆったりとくつろぎながら、忙せわしげに行き交い立ち働く広場の人々を眺めた。

			「……労働は尊い」

			　他人の神経を逆撫でするようなセリフを呟く。

			　俺って嫌な奴だなーと、自覚してしまう。

			　しかし、この優越感が心地よい。

			　頬杖をついたまま、人々の流れを安らかな気持ちで見守り続けた。

			（……おっと、寝落ちしてしまったか）

			　ビクンと痙攣して目を覚ます。

			　涎が垂れてないか急いで確認するも、大丈夫のようだ。

			　軽く一眠りしたおかげか、体力も回復しつつある。

			（さて、せっかく異世界に転移して来たんだ。次なる冒険に旅立たなくては）

			　そう考え、俺は椅子からゆっくり立ち上がり、後ろへ大きく背筋を伸ばすのだった。

			


			　広場を西に少しばかり歩くと、すぐに白の大理石とレンガを組んで出来た建物が見えて来る。ジェイアンヌだ。

			（よし。行くぞ）

			　自らに気合を入れ、重い樫かしの両扉を押し開ける。

			　今日は思い切って、サイドラインに停泊している戦艦を指名する事にしたのだ。

			　魔法少女とは対極の存在である。

			　対極だからこそ、今、指名するのだ。

			　緊張で、喉がゴクリと鳴る。それほどのセクシー・オーラを、彼女達は発している。

			　指名するのは、チアガールとタイムパトロールが混ざったような服を着た、ショートヘアーのお姉様だ。

			　太腿のムチムチ感が凄い。

			　指名後支払いを済ませ、部屋へ向かうべく腕を絡ませ、廊下を歩く。

			


			

			


			「…………っ」

			　耳元で囁かれた。どうやら本気を見せてくれるらしい。思わず身が震えた。

			


			　二時間後、俺がいるのは繁華街のレストラン。

			　そこで中華っぽい何かをつつきながら、先ほどのプレイを思い返す。

			（お姉様の本気は凄かった）

			　深い溜息が出る。

			　一撃で、体がバラバラになりそうだった。

			（あれこそまさに、体育会系女子の真髄）

			　結果として勝負は引き分けに終わったのだが、それは本当に偶然の産物でしかない。

			　最初から勝てる見込みは無かったのだが、最後の最後、まさにフィニッシュ寸前、それは起きた。

			　結局それが何だったのか、今でもわからない。

			　だが何かが、戦艦の艦内の致命的な何かにヒットしてしまったのだ。

			（あの時の変化は凄かった）

			　思い返し、唾を飲み込む。

			　それまでお姉様が見せていた、圧倒的な余裕の表情。それが一瞬で吹き飛んだ。

			　次に目と口が、大きくまんまるに開かれ、長く絶叫する。

			　それは勝気な言葉を紡いでいた口から出たとは思えぬ、あまりにかわいらしい声音だった。

			　そして、あれよあれよと言う間に、大爆発。

			　その上、大破着底してしまった。

			　同時に軽巡タウロも、爆発に巻き込まれて轟爆沈。

			　爆発の瞬間のだいしゅきホールドでギチギチに締め付けられたまま、一緒に着底してしまったのだ。

			　残り三十分は、二人共ホールド状態のまま動けず。

			　そのような感じであった。

			（この後ゴーゴーバーに寄る計画だったけど、とても無理だな）

			　残念ながら断念する。

			　燃料はあれど、弾薬が尽きてしまったのだ。

			　レストランを出た俺は母港たるスイスハムに向け、ゆっくりと回頭し歩き始めた。

			


			　王都の西方、定期ゴーレム馬車で二日の距離にある地方中核都市アウォーク。

			　その歓楽街中央にあるアウォーク随一の娼館、エルサイユ。

			　その雛壇では一人の女性が、頬に指をあてがいつつ優雅に小首を傾げていた。

			「本当に指名、入ってないの？」

			　マネキンのような美しさを持つ女性が、コンシェルジュに確認する。

			「ええ、間違いなく、入っておりません」

			　数日前に捕まえた新たな金蔓が、指定した日に予約していなかったのだ。

			　コンシェルジュも、今までなかった事態に困惑の表情を浮かべている。

			　エルダに捕まった客は、定期的にエルダを指名し、エルダに貢ぎ続けた。

			　そうしてエルダは、このアウォーク一の高級店エルサイユで、ナンバーワンの地位を守り続けていたのだった。

			「おかしいわねえ、もしかして死んだのかしら」

			　エルダは言う。

			　ありえない話ではない。

			　いかに王都に近い中核都市とはいえ、不慮の死はそれなりの距離にある。

			　それにエルダは、自分の洗脳に絶対の自信があった。それは、今まで破られた事が無いという実績がもたらしている。

			「まあ、ないものはしょうがないわね」

			　そう言ってエルダは、衣装をひるがえして雛壇の奥、中央の一番高いところへ戻る。ほとんど譲った事が無い、エルダの指定席だ。

			（本当に死んだかも知れないし、何か理由があって遅れて来るのかも知れない）

			　エルダは考える。

			（死んだら死んだでしょうがないし、遅れて来たなら、それを理由にがっちり貢がせればいいわね、そうしましょう）

			　エルダはそう結論を出し、この件を考えるのをやめた。

			　金蔓が一本枯れたなら、また新たな蔓を捕まえればいい。それに、今でも金蔓は多数あるのだ。

			


			　一方、王都の一角にある宿屋、スイスハム。

			　そのビジネスホテルのような佇まいの建物の一室に、タウロは宿泊していた。

			（今日も爽やかな朝だ）

			　目を覚まし、ベッドの上で大きく体を伸ばす。

			　カーテンの隙間から差し込む朝日が、部屋に光の帯を現出させている。

			　俺はベッドから起きて、カーテンと共に窓を開け放つ。

			（……気持ちいい）

			　朝特有の澄んだ空気が、一気に部屋へと流れ込む。大きく深呼吸し肺の中身を入れ替えると、ふつふつと活力が湧き上がるのを感じた。　

			（よし、今日も頑張ろう）

			　朝日の眩しさに目を細めつつ、顔を洗うべく洗面台へと向かった。

			　身み嗜だしなみを整えると朝食会場へ降り、パンにサラダにスクランブルエッグと言った定番の食事を平らげる。

			　その後は宿を出て、通りを歩く。

			　娼館の開いていない午前中。その時間を有意義に過ごすため、王都の中を積極的に散策する事にしたのだ。

			　当面、王都を拠点にして、この世界に慣れるつもりである。地理を覚えて損はない。

			（公園に行ってみようか）

			　昨日は通り過ぎるだけだったが、今日はゆっくり歩いてみよう。

			（売店や公衆便所らしきものもあったな。喉が乾かわいたら休憩してもいい）

			　そんな事を考えていると、公園の入口に到着した。

			　都市の中央にある緑地帯特有の、手入れされた様子が綺麗である。

			「やあ、こんにちは。君は旅行者かい？」

			　周囲を眺めながら緩い歩調で公園内を歩いていると、突然後ろから声が飛んだ。

			　振り返ると、そこにはキチンとした身形の若い男が、笑顔で立っている。

			「僕は、ここ王都の商人ギルドで主任を務めているんだ。ああ、今日は非番なんだよ」

			　何も聞いていないのに、自分から喋って来る。顔はニコニコだ。

			「君は旅行者だろう？　実は僕はギルドで魔石を扱っているんだが、ちょっと困った事があってね」

			　そう言って男は、いかにも困ったような表情を浮かべる。

			「高品質の魔石が安く売りに出されていたんで、ギルドとして多く購入する事にしたんだ。だけど、ギルドには魔石購入数に、月当たりの上限がある事を失念していてね」

			　今度は、片目を閉じてテヘペロだ。

			「ああ、これは、あまりにギルドが多く買っちゃうと、市場の流通に問題が出るからって、ギルド内部に定められた、ギルド内だけでの取り決めなのさ。君が知らなくても当然だよ」

			　腕を組み、うんうんと一人頷く。

			「困った事っていうのは、先方には全部買うって話してしまっていたんだけど、ギルドでは九割しか購入出来なくなってしまった事なんだ」

			　肩をすくめ、いやあ僕とした事が、などと言いつつ首を左右に振る。

			「そこでね、君に残りの一割を買って欲しいんだ。うん、こんなに品質が高い魔石を安く買えるのは、ギルドだからこそなんだ。普通じゃ無理だね。先方も、ギルド相手にしか売りたくないと言っている。ギルドは信用があるからね」

			　べらべら勝手に喋り続ける。

			　ちなみに俺は、この間一言も発していない。

			「先方は僕がギルドの主任だって知っている。だから、僕の紹介があれば、ギルドそのものじゃなくても、君も魔石を買う事が出来る。特別にだけどね」

			　特別の部分だけアクセントを強める。

			「うーん、だけどこれは、そもそもは僕のミスだから、君が買う単価は、ギルドが買う単価の一割引きでいいよ。差額の一割は、僕が払う」

			　そこで男は、一瞬辛そうな表情を浮かべた後、ニコッと笑い、俺にウインクする。

			「ああ、心配しなくていいよ。確かに一割は痛いけれど、僕はギルドの主任だから、それぐらいのお金は出せるさ」

			　心配なぞしていない。

			「君は、買った魔石を王都の外で売って大儲け。先方は、魔石を信用あるギルドに売れて大助かり。そして僕は、自分のミスを帳消しにする事が出来てホッとする。少し出費が辛いけどね」

			　そこでまた、笑顔でウインクだ。

			「どうだい、いい話だろう？　これは君みたいな旅行者じゃないと駄目なんだ。王都からある程度離れた町で売らなきゃならないからね。しかもこの話は、何と今日まで。先方の資金繰りの問題で、今日までに何とかしないといけないからさ」

			　ここで俺を、ずばっと音が立つような動きで指差す。

			「君にこの特別な話をしたのは、信用出来る人物だからだよ。ああ、謙遜しなくていいよ。僕にはわかるんだ。僕もギルドに勤めているからね。人を見る目は必要だし、僕はこの目に自信がある」

			　そして満面の笑みで、にじり寄る。

			「わかったかい？　わかったよね。じゃあ、案内するから、一緒に先方のところに行こう」

			　そう言って手を伸ばし、腕をつかもうとする。錯覚だろうが、その指先が猛もう禽きん類の爪のように見えた。

			　俺は、……全力で走って逃げた。

			　どう考えても詐欺である。

			　胡散臭さで、むせ返りそうなほどだ。

			　仮に万が一、話が真実だったとしても、俺は王都の外で魔石を売って大儲けする必要が無い。

			　必要な金は手元にあるし、足りなくなればいつでも稼ぎ出せる。

			（援助交際喫茶店ベルトークのおばちゃんの言う通りだ。公園は昼でも怖い所だぜ）

			　戦闘系のチート持ちなら、ここで騙された振りをして乗り込んで、時代劇さながらに成敗世直ししてもいいんだが、俺にそんな能力は無い。

			　相手のアジトに乗り込むなど、自殺行為だ。

			


			　公園から駆け出し広場で息を切らしていると、あっという間に昼になる。

			　最近、午前中の時間の経ち方が早くて驚く。

			　広場近くのレストランで、俺の理解するところの、牛ヒレミニョンステーキ、ガーリックマッシュポテト、サラダのランチを食べる。正式な料理名はわからない。

			　相変わらずのおいしさである。

			　午後に備え、腹を八分目に抑えた俺はジェイアンヌに向かい、入店する。

			　一昨日の教導軽巡がどうしても忘れられなかったのだ。

			　あの至高の品を、もう一度味わいたい。

			　そう思い、ロビーに入って雛壇を見る。

			（いた）

			　長い黒髪に綺麗な顔立ち、細身の体。思い出のその姿を発見し、安堵する。

			　勿論、即座に指名だ。

			　支払いのためカウンターに向かい、教導軽巡が来るまでロビーを見回す。

			　昨日の爆発着底お姉様の姿は、サイドライン席にない。まだ出勤していないようだ。

			「今日もよろしく」

			　雛壇から出て来た彼女に声を掛ける。おしとやかな笑顔で微笑を返してくれた。

			（この清楚な雰囲気がたまらんねえ）

			　浮き立つ心と共に部屋に入り、早速、卓越した技量を体感する。するとそこで、おやっと思う部分があった。

			　時折、辛そうな表情をしているのだ。

			　何というか、体調が優れないが仕事の質は落としたくない、だから無理をしている。

			　その事を気づかれないように努めているが、それでも少し表情に出てしまう。

			　そんな感じなのだ。

			「あの、どこか体調が悪いんですか？」

			　俺の問いに、ハッとした様子を見せる。浮んだのは、悔しそうな表情だ。

			　この人は仕事の鬼だから、客に気取られた自分の不甲斐なさが許せないのかも知れない。

			「申し訳ありません」

			　心から申し訳なさそうに頭を下げる。

			　あまりに心がこもってる様子に、こっちも少し焦ってしまう。

			　そして、彼女は説明してくれた。

			　いわく、しばらく前から体調不良が続いている。

			　その事で仕事の質が下がらないよう努力して来たつもりだが、力が足りず申し訳ありません、との事である。

			（一昨日は、全然わからなかったな）

			　思い返しても気になるところはない。今日は二度目なので、少し余裕が出て来たのだろう。

			　俺は、ふと考える。

			　彼女の仕事は素晴らしい。俺に、女性とはこんなにも素晴らしいものなのか、と実感させてくれた。

			（そしてそれは、俺だけではあるまい）

			　彼女によって女性の尊さを知り、女性とは尊重すべき存在だと理解した男達は、多く存在するはずだ。

			　そんな彼女が今、体調不良で苦しんでいる。

			　一流である彼女をもってしても、表に出てしまうほどの体調不良なのだ。かなりの辛さであろう。

			　しかも、しばらく前からとの話だ。

			　コンシェルジュは言った。彼女は、ここにいる皆の模範になる存在で、見習いの子達にとっては、教官でもあると。

			　彼女は、自身が優れているだけではない。

			　仕事に対する姿勢と技術を、同僚や後輩に伝え、教え導く存在でもあるのだ。

			　そんな彼女が、辛い思いをし続けている。

			　このまま放置すれば、仕事を続ける事が出来なくなるかも知れない。

			（放って置いて、いいのだろうか）

			　俺は考える。

			　いや良くない。

			　いいはずがない。

			　彼女を失う事は、この世界の男性諸氏のみならず、女性にとっても大きな損失だ。

			　幸い、俺には治療魔法がある。怪我、病気、状態異常回復、この三種を用いれば、彼女を癒やす事は可能なはずだ。

			（石像が言うには、『この世界における最上位の魔法』だそうだからな）

			　俺は心を決め、深く頷く。次にその方法について勘案した。

			（ポーションを渡すのは駄目だ。今、手持ちは無いし、目の前でポーションを瓶ごと作り出すのは避けたい）

			　目立ち過ぎである。

			　ろくな事にならない予感が、ビンビンにする。

			（『実は僕は魔法が使えるんです。ハイッ、病気よ治れ～！』、これも駄目だ）

			　治療系の魔法が使える事が知れたら、連日病人や怪我人が押し寄せ、『治してくれ！　治してくれ！』と迫られるだろう。

			　ブラックな労働環境で働く医者のようだ。遊ぶ暇どころか、寝る暇も、場合によっては食事をする暇もあるまい。

			　本心を正直に、包み隠さず、勇気を持って言うと、俺はこの世界から病気を一掃したいとは思っていない。

			　深刻な病や怪我で苦しむ人々を、救ってあげたいとも思っていない。

			　救ってあげたいのは、俺個人とのかかわりで価値がある人だけだ。

			　判断基準は、俺の気分。それに損得も若干含まれている。

			　今のところ、これ以上の金も名声も必要ない。

			　だから報酬も栄誉も、俺の損得を計る天秤の片方には載せられない。

			　人道、博愛、奉仕の精神も持っていない。

			　だから、医者のような真似をするつもりはなかった。

			（魔法と知られないようにしつつ、魔法を発動すれば、いけるかも知れない）

			　幸い俺の魔法は、無詠唱の即時発動だ。

			　適当に誤魔化せば、何とかなるだろう。

			「ちょっとすみません、そこにうつ伏せになって貰えませんか？」

			「はい？」

			　俺の申し出に、彼女は小首を傾げる。

			　まあ、それはそうだろう。

			「えーっとですね、体調不良は、体のほんのわずかな歪みから来ている可能性があります。私は若干の心得がありますので、良ければ試させて貰えませんか？」

			　俺は即興で理由を捻り上げ、説明する。

			　整体師をしていた祖父の受け売りだ。

			　勿論、俺に整体師の心得など無い。

			　小学生の頃に、見よう見真似でマッサージを覚え、家族に褒められた程度である。

			　彼女はちょっと迷った後、了承した。

			　だけど表情は不安げである。

			　まあ、当然だろう。得体の知れない客が、「試させて」とか言っているのだ。

			　おそらく彼女は、体調不良が原因で満足な仕事が出来なかった事への自責の念と、藁にもすがる思いで頷いたのだろう。

			「はい、力を抜いて。……ゆっくり息を吸って」

			　俺は、彼女の両肩甲骨の裏に両手を当てながら、もっともらしい事を口にする。

			　頭に浮かんだのは、会社の定期健康診断の時のレントゲン撮影だ。

			　彼女が息を吸い切る頃合いを見計らって、俺は病気治療Ｆを発動する。

			「……はい、ゆっくり息を吐いて」

			　ちょっと違和感がある。魔法は間違いなく発動し、治療した手応えもあったが、治し切った感じはない。

			　突き抜けずに引っ掛かったような感触。この、完治させてないもどかしい感覚が、違和感の正体だろう。

			（薬と違って魔法だと、治した感触っていうのが感じられるんだな）

			　なるほどなあ、と感心する。

			　今まで自分に掛けて感触がなかったのは、病気でなかったからか、あるいは魔法のランクが高過ぎて、感触が薄かったからのどちらかだろう。

			「はい、もう一度息を吸って」

			　俺は、もう一度同じタイミングで、今度は病気治療Ｅを発動した。

			　さっきより手応えは大きかったが、完治の感覚はない。

			　ランクＥでもまだとは、なかなかに手強い病のようだ。

			「凄く楽になりました。ありがとうございます」

			　息を吐き終えた後、彼女はそう口にする。

			　自分でも良くなってる実感があるのだろう、ホッとした感じで、顔がわずかに紅潮していた。

			「治療はまだ終わりじゃないですよー。もう一回、息を吸いましょうね」

			　俺はもう一度魔法を発動する。今度は病気治療Ｄだ。

			　かなりの手応えがあったが、あと少し、まだ治り切ってない。

			（おいおい、一体何の病気だよ。手強過ぎるぞ！）

			　心の中で額に汗を浮かべる俺。

			「よ、よし、あと一回だけ行きましょう。はい、今度は目を閉じて、……はい、閉じたまま息を吸って」

			　今度は病気治療Ｃだ。彼女の体が、一瞬淡く光った。

			（やっぱりか）

			　俺の懸念が当たる。

			　Ｃ以上は薬も光を発する。自分の体に施した時もそうだった。

			（目を閉じさせて、正解だったな）

			　軽く息を吐く。

			　しかしさすがはＣランク。今回は完全に治した感覚があった。

			　念のため怪我治療Ｆと状態異常回復Ｆも使ってみたが、どちらも突き抜けた感じがする。

			　他に異常は無いと確信し、声を掛けた。

			「以上で終了です。どうですか？」

			　彼女はゆっくりと起き上がり、体のあちこちを軽く動かしたりしている。

			　そして一気に、表情がパアッと明るくなった。

			「凄くいいです！　ありがとうございます！」

			　もう彼女の周囲はキラッキラだ。コンディションは最高だろう、眩しいほどである。

			　両手を胸の前で組んで、感謝の言葉を述べる彼女の顔は、喜びと興奮で真っ赤だ。目も潤んでいる。

			　俺が、良かった良かったとニコニコしていると、彼女は、つつついと寄って来た。

			「では、先ほどの続き、行わせていただきますね」

			　そう言って、花咲くような笑顔を見せる。

			　そして俺は、全回復した彼女の、感謝のこもった渾身の大サービスを受けた。

			


			　数時間後、ジェイアンヌのロビーには、ソファーの背もたれに引っ掛かっている俺の姿があった。

			　精気を失っているように見えるが、中身はもっとひどい。灰しか詰まっていないようなものだ。

			（もう今日は、このまま立てないんじゃないだろうか──）

			　ここでこうして、だらしなく休んでいられるのも、コンシェルジュの厚意があればこそだ。

			　プレイが終わり、アンデッドのような俺に寄り添いつつロビーに下りて来た、キラッキラの彼女。

			　彼女からの説明を受け、コンシェルジュは感謝の言葉と共に深く深く俺に頭を下げた。

			　俺が燃え尽きている理由も、容易に想像出来たのだろう。申し訳なさそうな笑顔を見せながら、しばらくここで休んでいて下さい、と三人掛けのソファーをまるまる俺に預けている。

			（甘えさせて貰おう、そうせざるを得ない、動きたくないでござる）

			　ぶつぶつと心の中で呟く。

			　こうして俺は、他の客の怪訝な視線を受けながら、ソファーにだらんと座っていたのだ。

			　しばらくだらけていると、少しずつサイドラインが姿を見せ始める。

			（おっ）

			　昨日の爆発着底お姉様の姿もある。

			　俺の気だるげな姿を見た爆発着底お姉様は、あらあら、と驚いた表情で声を上げた。

			　そして挑戦的な目で俺を見つめながら、席で足を高く組む。

			　下側のトライアングルが見える。いや、見せている。

			　そして唇をチロリと舐めた。

			（再戦をご所望か）

			　気持ちはわかる。

			　彼女にしてみれば、昨日は三対〇から後半ロスタイムに同点へと持ち込まれたようなものだろう。

			　結果に納得していない様子がありありだ。

			（だが無理）

			　今の俺に、あんな強大な相手と戦う気力は残っていない。

			　ギラギラと挑発して来る爆発着底お姉様に、コンシェルジュが耳打ちしている。

			　おそらく、俺がこの状態に陥った経緯を話しているのだろう。

			　彼女は残念そうな表情を浮かべた後、俺への挑発をやめた。

			（ふう）

			　プレッシャーがなくなり、くつろいだ状態に戻る。

			　飲み物を二つ空けた頃、幾らか気力体力が戻った気がした。

			　俺はコンシェルジュに、お立ちお見送りをして貰いながら店を出る。

			　まだ日は高い。

			（ああ、太陽って、こんなに黄色かっただろうか……）

			　俺は眩しげに空を仰ぐ。

			　今日はもう遊ぶ気になれなかった。

			（宿に戻ろう）

			　やや猫背になりつつ、トボトボと宿泊先であるスイスハムへと歩く。

			　部屋にたどり着きベッドに倒れ込むと、そのまま夕方まで寝てしまった。

			　腹の音と共に目を覚ますと、階下に降りて夕食を平らげる。

			（ポーションくらいは作っとかないとな）

			　その後は部屋に戻り、日課になっているポーション作製。

			　今はランクＥを中心に、ランクＦを少々、という形で準備している。

			　明日ギルドに納品に行く予定なので、ランクＤも四本作製した。

			　そして、いろいろと考える。

			（娼館遊びへの情熱も、大分落ち着いて来たなあ）

			　転移して来た直後は、もう夢中だった。

			　ガツガツと、時間を惜しんで通いまくった。

			　飢えた動物そのままだったが、さすがに今は飢餓状態を脱し、落ち着き楽しめるようになって来ている。

			（思えばこの世界に来て、ずいぶん経験値を稼いだものだ）

			　レベルもかなり上がっている。間違いない。

			　俺は、感慨深げに腕を組んだ。

			　転移して間がないくせに、偉そうに述懐するのには理由がある。

			　元の世界にいた頃は、給料を注ぎ込んでも月一、二回遊ぶのがせいぜいだった。

			　それがこちらに来てからは毎日、しかもほぼ一日中遊んだりしている。密度を比べるのも馬鹿らしい。

			　しかもただ遊ぶだけではなく、学びもしていた。

			　宿場町の喪服未亡人を始めとして、優れた師に教え導かれ、遊びの幅も奥行きも広がりつつある。

			（いいところだ）

			　この世界は魔法的にクリアされているため、装備なしの生まれたままの状態で楽しめる。

			　文化や倫理の違いにより、日本ではなかなか難しかった相手。魔法少女達と遊ぶ事が出来たのも、異世界ならではの経験だろう。

			　その結果、間違いなく技は上達し、心に余裕が生まれ、そして人間的に大きく成長したと実感出来ている。

			（こうして思い返すと、俺って駄目な奴だったよな）

			　自嘲と共に振り返る。それが出来る事自体、進歩の大きな証だろう。

			　転移前の自分は、悪人とは思わないが、間違いなく偏った人間だった。

			　極端に鈍いところと、妙に繊細なところがあったように思う。

			　当時自覚は無かったが、一般的に言って、付き合いやすい人間ではなかったはずだ。

			　だが今は、自分でわかるほど機嫌の波が抑制され、局所的に沸点の低かった部分も消えている。

			（……人並みに、成長出来たよな？）

			　誰ともなく問い掛ける。勿論、返事などはない。だがそれで良かった。

			　昇進出来ない事に不満を持っていたが、今なら理由がわかる。

			（社長が今の俺を見たなら、すぐに係長にしたんじゃないか？）

			　自分で言うのも何だが、今の俺になら、安心して部下を預けられると思う。裏を返せば、それまでの俺には、危うくて預けられなかったという事ではあるが。

			　導き出した結論に、一人納得して頷く。

			　充分に自己分析も終わったので、気持ちを切り替え、今後の事を考え始めた。

			（王都はいいところだ。どこかに部屋を借りて、ポーション工房を兼ねた整体院でも開くかな）

			　下位の根源的欲求が充分に満たされた昨今、俺には新たな望みが生まれている。

			　それは、『人の役に立つ』事だ。

			　教導軽巡の病を治した事が、驚くような充実感をもたらしている。

			　感謝されるのは気分が良かった。だがそれだけではない。病を治す事に充実感を感じたのだ。

			　理由は、自分でもよくわかっていない。

			　群れを作る生物としての、本能に由来する何かなのかも知れなかった。

			（明日、ギルドに行った時、部屋の事も相談してみよう）

			　俺はそのような事を考えつつ、ポーションを作り続けた。

		

	
		
			第三章　癒し手

			


			　翌日、俺は早い時間から商人ギルドにお邪魔している。いろいろと相談したい事が出来たため、朝一でやって来たのだ。

			（まずは納品）

			　買取カウンターへと向かい、席に座る。

			　机の上に置いたポーション鞄の蓋を開け、対面の強面のおっさんに中身を見せた。

			　強面おっさんは一本ずつ引き抜き、品質を確認する。

			「病気治療薬Ｆが二十五本、状態異常回復薬Ｆが二十五本、病気治療薬Ｅが二十本、状態異常回復薬Ｅが二十本」

			　おっさんは、色の濃い一本を手に、感嘆したように言葉を続ける。

			「怪我治療薬Ｄが一本、病気治療薬Ｄが二本、状態異常回復薬Ｄが一本、以上です。素晴らしい！」

			　ここ数日、一生懸命作ったので合計百本近い。ポーション鞄はほぼ満杯だ。

			　ちなみに怪我治療薬をほとんど作らなかったのは、単価が安いからである。

			　一番高いのが病気治療薬、次が状態異常回復薬、そして一番安いのが怪我治療薬。

			　病気治療薬と怪我治療薬では、その価格差は倍近い。

			「計九十四本、金貨百四十五枚になります」

			　俺は受け取りのサインをし、ギルド口座に入金して貰う。

			「いやー、商人ギルドとして大変助かります。幾らでも買取しますので、これからもどうぞよろしく」

			　おっさんは満面の笑みだ。よっぽど儲かるのだろう。

			　だが、それで構わない。俺も儲かる、相手も儲かる、相手の取り分は俺が思う常識の範囲内であればいいのだ。

			（そろそろいいか）

			　ポーションの売買は済んだ。次は今日早く来た理由、住居について相談したい。

			「ところで、ちょっとお聞きしたい事があるのですが」

			「はい、何でしょう」

			　カウンターからポーションを下げた強面のおっさんは、俺に向き直る。

			「実は、部屋を借りたいと思いまして、ご紹介いただけたらなと」

			　俺は説明する。

			　今、宿住まいである事。

			　小さくていいから部屋を借りて、そこをポーション工房を兼ねた自宅にしたい事。

			「ほほう、工房ですか」

			　強面のおっさんの目が、キラーンと光る。何か思いついたようだ。

			「大変結構なお話です。責任を持っていい物件を紹介させていただきます」

			　そう言って、奥の席の誰かを呼ぶ。

			　すぐに、分厚い本を抱えたおばちゃんがやって来た。

			「広さや場所に、ご希望はありますか？」

			「広さにこだわりはありません。ただ工房として、寝室と同程度の広さの部屋が欲しいです」

			　俺の場合、ポーション作成に工房は不要だ。

			　ただ薬師を名乗ってポーション作製を始める以上、偽装工作は必要だろう。

			　それに整体院も兼ねるつもりだから、そこに治療用のベッドを置くのもいい。

			「場所は、治安が良くて、便のいいところがいいです」

			　俺の希望を聞いて、おばちゃんが分厚い本をめくり始める。どうやら不動産担当のようだ。

			　いくつかピックアップされた中から、一つを選んだ。

			「では、タウロさんさえよろしければ、これからご案内させますが」

			　ずいぶん積極的である。

			　幾分引きながら、熱心な理由を遠まわしに聞く。

			　おっさんは苦笑しながら答えた。

			「良い取引先が、この街に腰を落ち着けようかどうか悩んでいるのです。いい物件を紹介して、気の変わらないうちに住んで貰いたいと思うのは当然でしょう」

			　なるほどと納得する。

			　商人ギルドを出たその足で、俺と不動産担当のおばちゃんは、第一候補にした物件へと向かう。強面のおっさんは、引き続きギルドで仕事だ。

			　商人ギルドから西に向かい、歩く事少し。すぐに目的地が見えて来た。

			「おー、日当たりはいいみたいですね」

			　横丁の交差点にある、石造り三階建ての建物の三階部分だ。

			　一階と二階は同じ大きさだが、三階は半分の広さしかない。残りの半分は、なんと庭になっている。

			（これが屋上庭園か）

			　二階の屋上に位置する庭、ペントハウスと言うにはやや大きい三階部分。

			　ここを第一候補にしたのは、この庭のためだ。

			　ちょっと庭いじりもしてみたい。

			「居間、寝室、工房、台所、便所、風呂、納戸……充分ですね」

			　中を確認してみると、俺一人で住むには充分過ぎる。

			　むしろ掃除が大変そうで、そちらの方が心配だ。

			　ベッドや戸棚など、家具も備え付けられており、この辺りは西欧の賃貸っぽい感じがする。

			　庭、いわゆる二階の屋上にあたる部分に出て、周囲を見回す。

			　遠くに王城尖塔が望め、なかなかの眺望だ。

			（いいじゃないか）

			　心が大きく傾く。

			　王都内のレイアウトを大雑把に言うと、広場を中心に、北が王城、南が門、東が商店街で、西が歓楽街だ。

			　そして、商店街の南は中層住宅街（ミドルタウン）、歓楽街の南が下層住宅街（ダウンタウン）。

			　逆に商店街の北は貴族街（ノーブルタウン）、歓楽街の北は上層住宅街（アッパータウン）だ。

			　行政機関は、王城内にある。

			　そしてこの場所は、下層住宅街の北部。治安が微妙なところだが、他の物件と比べた場合、総合力で首位だ。

			　俺は決断する。

			「ええ、決めました。ここでお願いします」

			　ちなみに家賃は、月に金貨十五枚だ。

			　金銭感覚がまだしっくり来てないが、他の物件と比べても、そんなものだろう。

			　俺が決断すると、すぐその場で契約を交わす事になった。

			　掃除も毎朝してあるから、たった今から住めるとの事。

			　ベッドはあるもののシーツや布団はなかったのだが、それは商人ギルドがサービスして、今日中に運び込んでおくとの事。

			「宿を今日まで予約しているので、明日の朝、ギルドに鍵を頂戴しに伺います」

			　おばちゃんと細部の詰めの話をして、現地で別れた。

			（あっという間に話が進むな。こんなところが、異世界だと感じるよな）

			　俺は、新居近くの屋台で昼飯を食いながら、そう思った。本当に話が早い。

			　ちなみに食べているのは、あえて説明すれば、パンを主食に食べるさつま揚げ定食だ。

			　これで雰囲気を察して欲しい。

			　しかし味は悪くない。

			　組み合わせに馴染みはないが、しっかりおいしいのだ。

			（さて、これからどうしようか）

			　昼飯後は、美術鑑賞しながらフィットネスの時間だ。

			　順番から行けば、今日はシオーネで魔法少女になる。

			　だが、今一つ踏み切れない。

			（俺は、果物では桃が好きだ。とくに若桃の未成熟なカリカリした食感が好ましい）

			　だが、と思う。

			（一昨日、少々食べ過ぎたようだ。新鮮さより未成熟さに対する寂しさを感じる）

			　俺はサクランボの事を思い出す。

			　毎年初夏になると、俺はサクランボ二キログラム入りを一箱買う。

			　そして食べる。

			　その日の昼、その日の夜、余れば翌日の朝もだ。

			　サクランボ以外口にしない。

			　肉も魚も野菜もだ。

			　サクランボのみを食するのだ。

			　最初は、うまい。

			「ひゃーっ、サクランボ、マジうめえ！」

			　と叫びながらガツガツ食う。

			　だがすぐに、サクランボの新鮮な甘さと酸味は、青臭さにとって代わられる。

			　そして後は、苦行だ。

			　腹を満たすためだけに食べる。

			　腹が減っても他は食わない。そう自分で決めたからだ。

			「腹が減っているならサクランボを食え！」

			「嫌なら食うな！」

			「だが、このサクランボがなくなるまで、他の物を食う事は許さん！」

			　これが、俺が自ら定めた、自称『サクランボ祭り』のルールなのだ。

			　この一回で、そのシーズンはサクランボに対する魅力をまったく感じなくなる。

			　なぜ、そんな事を始めたのか。

			　俺は小さい頃、サクランボのあまりのおいしさに衝撃を受けた。

			　だが、その高い価格のせいか、ほんの少ししか食べさせて貰う事が出来なかった。

			　サクランボについては、常にその状態。

			　貰い物、買って来た物、どのようなケースでも一人二、三個しか回って来ない。

			　そしてこの抑圧された環境が、

			「大人になったら、好きなだけ食ってやる。嫌になるほど食ってやる！」

			　という思いを生み、サクランボ祭りを実現させてしまったのだ。

			　祭りが終わった直後は、サクランボに魅力を感じなくなる。

			　しかし次のシーズンが来ると、またムラムラとサクランボに対する思いが湧き上がり、また開催してしまうのだ。

			　うむ、大分脱線してしまったが、まとめるとこうだ。

			　魔法少女、大好きです。

			　だけど今、お腹いっぱいです。

			　もう少し待つと、また大好きになるから、ちょっと待っててね。

			　以上。

			（今日は、シオーネ以外の店に行こう）

			　そう思ったところで、ふと気づく。王都に来てから、娼館はキャサベル、シオーネ、それにジェイアンヌしか行ってない。

			　王都には、他にも多くの娼館がある。

			（ここは一つ、新たな店を開拓すべきかな）

			　そう考えるが、ふと、気になる思いが湧き上がる。

			　教導軽巡の、その後の様子だ。

			　ぶり返していたら、目も当てられない。

			（教導軽巡の経過を見に行こう。治療した身としては、相手に対して瑕か疵し責任がある）

			　大きく頷き、食事を終えた俺は立ち上がる。

			（よし、行くかジェイアンヌ）

			　そして歓楽街へと歩き出した。

			　繁華街の通りを少し進めば、白の大理石とレンガを組み合わせたシックな雰囲気の建物が見えて来る。

			　見慣れたジェアインヌの外観だ。

			　店の前に到着し、装飾の施された重厚な木扉を押し開ける。

			「これはタウロ様、ようこそおいで下さいました」

			　すっかり馴染みになったコンシェルジュに、教導軽巡の経過をたずねる。

			「おかげさまで、すっかり元気です。何の不調も感じないそうで、症状が戻ったりもしていません」

			　それは、何よりだ。

			　安心した様子の俺に、コンシェルジュが申し訳なさそうに言う。

			「タウロ様には、せっかくお越しいただいたのですが、あいにく他のお客様がついておりまして」

			　俺は目の前で手を振り笑顔を見せる。

			「ああ、それは気にしないで下さい。治療した後の状況を聞きたかっただけですから」

			　回復した後、猛烈に輝いていた。それに彼女のあの仕事振り。客がついてない方がおかしい。

			「今日は、他の子にお相手願いますよ」

			　俺の返事に、ホッとしたようであった。

			（爆発着底お姉様は、いないようだな）

			　サイドラインにあのボリューミーでセクシーな姿はなかった。

			　仕事中なのか、出勤が遅いのか、どちらかだろう。

			　それではと雛壇に目をやる。

			（……？）

			　見られている。

			　ある女性から、めっちゃ見られている。ガンガンにガンを飛ばされている。

			　悪い感じではない。

			　思うにあれは、自分を指名しろとのアピールだ。

			　ウェーブのかかったロングヘアーの、綺麗なお姉さん。

			　スタイルも抜群。

			　引き締まっていて、それでいて必要なところは、しっかりと出ている。形もいい。

			　成熟した女性が持つ、芳醇なフェロモンを感じさせる。

			　だが、眼力が凄い。

			　どう見てもあれは飢えた獣の目だ。

			（あれ？）

			　そこで俺は気がついた。

			　彼女の頭には、まるで動物の耳のようなアクセサリーが見える。

			　大人の女性が身につけていると、そのギャップも相まって、かわいらしい。

			


			

			


			（せっかくだから、彼女を指名しよう）

			　彼女を指名するべく、コンシェルジュに声を掛ける。

			　するとコンシェルジュは、小さい声で俺の耳に囁いた。

			「タウロ様、ご指名ありがとうございます。ただちょっとその前に、確認させていただきたい事がございまして」

			　何だろうと思い、続きを促す。

			「万一、ご存じないといけませんので、……彼女は人族ではありません」

			「!?」

			　驚く俺の様子を見て、やっぱり、という顔をする。

			「彼女は、人狼ワァーウルフです」

			（人狼ワァーウルフ！　ファンタジー！）

			　異世界に来て、人族以外の言語がある事を知って以来、遭遇する覚悟は出来ていた。

			　まさか娼館で遭遇するとは予想外だったが。

			「どうされます？」

			　心の準備はある。大きな意味で問題なければ指名続行だ。

			「人族以外は初めてなので、詳しく教えていただけませんか」

			　そしてコンシェルジュから話を聞く。

			　満月の夜には、狼化する。

			　今の月齢では、狼化しない。

			　狼化してない状態では、身体能力が人より極端に高いだけで、他は人族と変わらない。

			　耳と尻尾はある。

			　個体差はあるが、総じて情熱的で、勝負にこだわる傾向がある。などだ。

			（大きく人間と違うところは無いようだな。まさか、あの耳が本物だとは思わなかったが）

			　顎に手を当てつつ、考えを巡らす。

			「なるほどわかりました。構いません、彼女でお願いします。……ところで、なぜ彼女は、こちらをあんなに見つめて来るのでしょうか？」

			　俺の問いに、コンシェルジュは困った顔を作る。

			「えーとですね、あれはおそらく、発情期です」

			「発情期？」

			「はい。突発的に始まってしまったようなのです」

			　さすが獣人、発情期があるのか。

			「お店に出ていても、大丈夫なんですか？」

			「それは問題ありません。発情期の方を好まれ、わざわざ時期を指定して予約されるお客様もいらっしゃいます」

			　ふむ、と頷く。その客の嗜好はわからないでもない。

			（発情したから、異性である俺を見ている訳か……って、あれ？　俺以外にも男はいるぞ？）

			　俺は周囲を見回す。男の客が五、六人はいる。なのに、彼女の視線は俺に完全固定だ。

			「なんで、こちらばかり見てるのでしょう？」

			「それにも、理由がございまして……」

			　コンシェルジュは軽く溜息をついて、話し出した。

			　人狼ワァーウルフは、教導軽巡と仲が良く、彼女の体調不良を心配していた。

			　人狼ワァーウルフなりに、自らの持つ人脈から治療法を求めていたが、今まで治す事が出来ないでいたらしい。

			　もう、誰にも治せないのではないか。そう人狼ワァーウルフが考えていた彼女の体を、俺が治した。しかも一発で。

			　その事で人狼ワァーウルフの、『優秀な遺伝子を求める本能』が動き出したらしい。

			　そして俺が目の前に現れたため、本能の強い導きにより、周期を無視して一気に発情したようなのだ。

			　らしいが多いのは、さっきまで発情していなかったから、コンシェルジュの想像なんだそうだ。

			　だが話の筋は通っている、おそらく間違いないだろう。

			「あの……、子供が出来たりしませんよね？」

			　不安になって聞く。

			　遺伝子を求めるとか、ちょっと怖い。

			「それは大丈夫です。そちらの対策は万全です。思う存分なさって下さい」

			　その答えを聞いて安心し、俺はカウンターに向かった。

			　支払いを終えたところで、人狼ワァーウルフが出て来て、……一気にさらわれた。

			　彼女は俺を片手で抱き寄せると、小脇に抱え、鼻息も荒く階段を一足飛びに駆け上がる。

			（細いのに、なんて力だよ！）

			　抱き寄せられつつ感じた彼女のウエストは、引き締まっている。

			　一方人狼ワァーウルフの方は、獲物を捕まえた喜びと興奮で、表情が生き生きとしている。

			「いい男ゲット！　いい男ゲット！」

			　そんなセリフが口から出続けている。

			　いい男、などと言われた経験が無いので、こそばゆくて、かつ嬉しい。

			　しかし俺のこの力は石像から貸与されたものなので、遺伝はしない。

			　その事を、少し申し訳なく思う。

			（いや、妊娠するような事態にはならないはずだから、遺伝とか気にする必要はないのか）

			　そんな事を考えているうちに、部屋に到着する。

			　彼女は部屋に入ると、俺を優しくベッドの上に置き、扉に戻って鍵を掛けた。

			（おい、飲み物の注文なしかよ！）

			　いつもの手順を飛ばしている。

			　鍵を掛け終え、ぐるりと体ごとこちらを向く。

			　目の光が尋常ではない。

			　呼吸は荒く、かつ速い。

			　口の端から、少し涎らしきものも垂れている。

			　もはや彼女には、俺以外見えていないようだ。

			（やられる。しかも滅茶苦茶に）

			　一方的な蹂躙を覚悟する。

			　シオーネでの、俺とボクっ子魔法少女との逆パターンだ。俺の心に『因果応報』との言葉が浮かび上がる。

			　そして即座に、巣に引きずり込まれた獲物と、飢えた人狼ワァーウルフとの戦いが始まった。

			


			　約一時間半後。

			　ジェイアンヌ二階の個室。

			　人狼ワァーウルフと二人きりの室内で、俺はソファーにくつろぎアイスティーを飲んでいる。

			　人狼ワァーウルフは、ベッドの上だ。うつ伏せに倒れ、各所を痙攣させる以外動かない。

			　戦いが終わった後、喉が渇いた俺は扉の鍵を開け、廊下を通り掛かったウェイトレスの子に飲み物を注文したのだ。

			　勿論人狼ワァーウルフの分も頼んでおいた。倒れているため、飲めていないが。

			（うーん。何というかこれは）

			　ストローで吸い上げつつ、人狼ワァーウルフの形の良い大きな尻を見やる。

			　結論から言うと、余裕で勝ってしまった。

			　原因は、彼女が俺個人を対象として、発情期を引き起こしたからだと思われる。

			　最初から俺だけが目標。

			　俺を目の前にした時点で、心も体も爆発寸前まで準備が整ってしまっていたのだ。

			　例えるなら、風船が限界まで膨らんでいるような状態。

			　あとは針をちょっと刺せば、爆発する。

			　実際、針をちょっと刺したら、爆発した。

			　針を刺したままでいたら、ボン○ーマンの連続爆発のように、爆発しっぱなしで止まらない。

			　こちらが何もしなくても、爆発、爆発、また爆発なのだ。

			　勿論その間、俺は後ろから刺したまま。

			　人間なら持たないところだが、さすが人狼ワァーウルフ。圧倒的な耐久力は、連続爆発に耐え続けた。

			　……つい先ほどまで、実に一時間半ほどの間である。

			　そして今、さすがの人狼ワァーウルフも力尽きていた。

			　それまでは歯を食いしばり、唸り声を上げつつも意識を手放さなかったのだが、最後の最後に部屋を震わすような咆哮を上げ、倒れ伏した。

			（これ怒られないかなあ。いや、俺のせいではないんだけども）

			　ベッドの上を見る。

			　時折、思い出したかのように身をよじり、呻うめいている。勿論意識はない。

			（しばらく、お仕事出来ないんじゃないか？）

			　アイスティーを飲み終えた俺は、枕元に多めのチップを置く。

			　そして自分でシャワーを浴び、身支度を終えると、状況を説明すべく階下に向かった。

			


			　ジェイアンヌのカウンターにコンシェルジュを呼び、話を済ませた後、俺は店を出た。

			　そして今、広場の東にある商店街で、ウィンドウショッピングをしている。

			　明日の引っ越しに向けて、どこで何を売っているか、チェックしているのだ。家具備え付けとはいえ、雑貨や消耗品は必要になる。

			　ところでジェイアンヌの件だが、コンシェルジュは俺の説明を聞いて、笑っていた。

			　発情期には、似たような事が結構あるらしい。

			（人狼ワァーウルフはタフだから大丈夫、って言ってたな）

			　ベッドの上で意識を失ったまま痙攣を続ける、人狼ワァーウルフのお姉さんの姿を思い出す。

			（本当に大丈夫かな）

			　少し心配になるが、店の人が言うなら間違いないだろう。

			　ただコンシェルジュいわく、ここまで個人狙いで発情し連続状態が続く事は、滅多にない事らしい。

			（好意を言葉じゃなく体で示すのって、素敵だよな）

			　あれはあれで、なかなかのものだった。わざわざ発情期を選んで指名して来る客は、こういった趣を楽しみたいのだろう。

			「よし、こんなところかな」

			　俺は衣料品店を確認したところで、そう口にする。

			　下着はともかく、他は着たきり雀に近い。さすがに気分的に限界だ。

			　自分の家を持つ訳だし置く場所も出来るので、何着か揃えようと思っている。

			（日も大分傾いて来た）

			　時間を意識すると、空腹にも気がつく。

			（夕食を済ませて、後はゴーゴーバーの梯子でもするか）

			　せっかくの人生。

			　遊ぶ時間と金と体力、そしてそれを消費出来る場所があるのなら、楽しまなくてはもったいない。

			（歓楽街の屋台で、精のつくものでも食うか）

			　俺は柔軟でもするかのように肩をぐるぐると回すと、商店街から歓楽街へと向きを変えた。

			


			　太陽が沈み始める頃、歓楽街に到着する。

			　何を食おうかとうろうろしていると、香ばしい香りが鼻腔をくすぐる。

			（これって、鰻？）

			　違うとは思うが、この食欲をそそる匂いはそれに近い。思わず腹がなり唾液が湧く。

			　食材を突き止めようとする好奇心をおしやり、屋台の親父に注文する。

			（むう、悪くない）

			　タレの効いた蒲焼きを、パンに挟んで食う。

			　米じゃないのが残念だが、粗くひいた大麦で作ったボソボソしたパンは、濃い味付けをしっかり受け止めなかなかの相性だ。

			　食い終え、服についたパン屑を手で払うと、いよいよ次はゴーゴーバーだ。

			　アナン以外のゴーゴーバーは、歓楽街の各所に単独で店を開いている。

			　バーやダンスホール、加えてラブホテルが併設されているアナンが特殊なのである。

			　重低音のダンスミュージックを掻き分けるようにして、ゴーゴーバーに入店する。この手の音楽はどこでも一緒のようだ。

			「はいはい、ウイスキーウイスキー」

			　援助交際喫茶店ベルトークのおばちゃんの話を参考に、営業を掛けて来る踊り子を適当にいなしながら、ステージを見物する。

			　中にはしつこい踊り子もいるので、あしらい続けるのも結構面倒なのだが、人狼ワァーウルフ相手にあまり気力体力を消費しなかったのが良かったのか、何とかなっていた。

			（疲れて来ると、気が短くなるからなあ）

			　自覚はある。

			　ちなみにアナンに行かないのは、最後に寄ったゴーゴーバーの印象が悪かったからだ。何となく気持ちが避けてしまう。

			　それはさておき、今夜は踊り子狙いだ。

			（何たって、宿に泊まる最後の夜だからな）

			　引っ越しした後は、基本的に新居へ連れ込むつもりはない。

			　治安やご近所の耳の件もあるが、一番の理由は洗濯である。

			　宿ならシーツ類の洗濯もやって貰えるが、自分の部屋ではそうはいかない。

			　自分で洗濯しなければならないのだ。

			（だからこそ今日は、踊り子を堪能しよう）

			　ステージのダンス見物から、夜のお相手を見繕う方へと意識を切り替える。

			　次々と席に現れる踊り子へウイスキーを奢り、連れ出しアピールを受け流す。

			　好みに合いそうなのは隣に座らせ、会話を楽しむ。今、俺の後ろにいるのもそんな踊り子だ。

			「うはあ、気持ちいい」

			　カウンター席で、踊り子に肩を揉んで貰っている。

			　この踊り子、マッサージがうまいと自称するので、試しに肩を揉ませてみたのだ。

			　言うだけあって、なかなかである。

			　痛くなく弱くなく、気持ちいい。

			　自分の肩がこんなに凝っていたのか、驚くほどだ。

			「連れ出ししてくれたら、もっといろんなとこ、マッサージしてあげるんだけどなあ」

			　肩を揉みながら、後ろから俺の背中に胸を押し付け、むにむに動かして来る。

			　だが、経験値を積みレベルアップを繰り返した俺は、そのくらいでは動じない。

			（そういや俺も、小さい頃は肩揉みがうまいって、褒められたっけなあ）

			　祖父は、整体師をやっていた。

			　といっても、現役引退後にほとんど独学で、自宅の一部を改造して開業したレベルだったし、客も近所の爺ちゃん婆ちゃんがほとんどだ。

			　それでも爺ちゃん子だった俺は、見よう見真似で覚えようとした。

			　時折、家族の肩を揉んだりして、上手上手と褒められていたのも懐かしい。

			　そんな事を思い出しながら、マッサージを受けつつ、今後の生活プランを考える。

			（定期的にポーションを商人ギルドに納めて、収入を確保する）

			　これが基本だ。

			　直売りはしない。すべてギルドを通す。

			　なぜなら面倒事を避けるためだ。

			（治療してあげたい相手がいたら、整体と称して、魔法で治してやる。金は取らない）

			　金を取らないのは、仕事になってしまうからだ。

			　金を払うから治してくれ、とやって来られても困る。

			　魔法での治療は、あくまで俺の好意なのだ。

			　好きでもない相手を治すつもりは、一切ない。

			　この世界で俺は、金のために好きでもない事をする必要はないのだ。

			　うむ、素晴らしい。ここで石像に感謝しておこう。

			（しかし整体師の振りをするのにも、ある程度の腕は必要だよな）

			　そう考え眉を寄せる。独学では難しいと思えたのだ。

			　その時、頭に閃くものがあった。

			（この踊り子、結構マッサージうまいよね？　教えて貰えれば、それなりに形になるんじゃないか）

			　どうせ治療効果は、魔法が受け持つ。

			　形だけ、形だけそれっぽくなっていれば、いいのだ。

			「わかった、連れ出しするよ」

			「本当!?」

			　早速踊り子と価格交渉を行う。

			　ショートかロングか。

			　宿はいい宿か、その辺のラブホテルか。

			　条件を確認して、金額が決まる。

			　ちなみにロングの場合は、夜遅くなるほど安くなる。朝までの時間が、短くなるからだ。

			　お互い納得したので、店に連れ出し料を払う。

			　彼女が私服に着替えて出て来るのを待ち、連れ立って俺の宿泊先であるスイスハムへと向かう。

			「ねえ、馬車使わないの？」

			　腕を絡ませ歩いていると、顔を覗き込んで来る。

			　距離があるなら馬型ゴーレムに曳かれた馬車を使うが、スイスハムでは乗るほどでもない。

			　すぐ近くだよ、と簡単に場所を伝える。

			　さして時間を掛ける事なく、宿に到着した。

			


			　部屋に入った俺達は、今、互いに交代でマッサージをしている。健全な方のだ。

			　チップを弾む事を条件に指導して貰っているのだが、彼女いわく、筋は悪くないが良くもないとの事。

			　少し自信があったので、割と本気で残念だ。

			（まあ自信の根拠は、子供の頃に家族から褒められた事だけだからな）

			　考え直し、自分を慰める。

			　最低限、形になったと思えた辺りで、勉強会は終了となった。

			　次に始まるのは、健全ではない方のマッサージ。

			　チップを弾んだせいか、彼女の労働意欲は高い。様々なポジショニングでたっぷりと堪能する。

			　その夜、すっかり体を揉みほぐされた俺は、ぐっすりと眠る事が出来た。

			


			　翌朝、俺はいつもより爽やかな朝を迎えた。

			（朝からすっきりしてしまった）

			　実は早朝に、一戦お相手して貰ったのだ。

			　明け方に、隣の部屋から漏れ聞こえる熱戦の気配。

			　目を覚ました俺はまどろみながら、壁の向こうから聞こえるリズミカルな嬌声と物音に、しばし耳を傾ける。

			　すると妙に一戦したくなって、隣で寝息を立てている彼女にいたずらを始めてしまったのだ。

			　途中で彼女も目を覚まし、しょうがないなあ、という感じてお相手していただいた。

			（爽やかだが、少々だるい）

			　頬杖をついて窓外を眺めやる。

			　お腹が空いたと彼女がのたまうので、身支度を整え階下のレストランへ降りる。

			　一階でビュッフェ形式の朝食を済ませた後、ホテルのロビーで彼女と別れた。

			（今日でこの部屋ともおさらばか）

			　自室へと戻った俺は、しばし生活の拠点となったこの部屋に別れを告げるべく、必要もないのに片づけを始める。

			　どうせ掃除の人がキチンとするのだが、なんとなくしたくなってしまったのだ。

			　行ってらっしゃいませ、という宿の人の言葉に少し寂しさを感じつつ、外へ出て商人ギルドへと歩き始めた。

			　商人ギルドに到着し、今日はいつもの強面のおっさんのところではなく、不動産担当のおばちゃんのところへ行く。

			　俺が入って来るのを見たのだろう、声を掛けるまでもなく向こうから出て来た。

			「こちらが部屋の鍵になります」

			　白銀に輝く二本の鍵。前世で使っていた鍵より二回りは大きいだろうか。繊細な模様が彫り込まれており、なかなかに美しい。

			（一本は予備か）

			　渡す相手もいないので、鞄の奥底にしまう。

			（これで俺も宿住まいの旅人から、賃貸住まいの王都の住人だ）

			　ポーション工房、整体師、いろいろとやりたい事も出来た。

			　服や本も揃えておきたい。

			　いずれも宿住まいでは難しかった事だ。これからは少し、腰を落ち着けて生活してみよう。

			　商人ギルドから再び通りへと出た俺は、新居ではなく商店街へと向かう。そして消耗品など、こまごまとしたものを購入した。

			（いよいよ部屋に行くぞ）

			　思いつくものをおおよそ買い終え、ダウンタウンの北辺、歓楽街との境にある我が新居へと足を向ける。

			　到着後は、新居内を少しでも住みやすくすべく、奮闘開始。

			（それほど大した事は、やれないんだけどね）

			　家具やカーテンなどはすべて備え付け。掃除は事前に行われているうえ、布団はギルドでプレゼントしてくれた。

			　だから奮闘中と言っても、部屋のレイアウトを変える程度で、大した事ではない。

			　それほど時間をかけずに、午前中で大体落ち着く。

			　目の前の道路に屋台が出ていたので、そこで昼食を取る事にした。

			　石畳の上に出されたベンチとテーブルで物を食べながら、我が家を見上げる。

			（庭には何を植えようか。花もいいが、実がなるのもいい）

			　そこでふと、思いつく。

			（いや、ポーション工房なのだから、ポーションの材料となるものを植えてみようか）

			　俺の作るポーションは、怪我治療薬、病気治療薬、状態異常回復薬の三種だ。

			　それぞれの材料は違うが、共通した主原料は薬草である。

			（うん。薬草を植えてみよう。市場か商人ギルドで種とか苗とか売ってるかも知れない）

			　食事を終えた後、三階の部屋には戻らず、そのまま商人ギルドへ取って返す。

			　ギルド内には強面のおっさんはいなかった。どうも昼食中のようである。

			　代わりに座っていたおばさんに声を掛ける。

			「薬草の苗ですか」

			　おばさんが小首を傾げる。不動産担当のおばさんとは別の人だ。

			「そう言えば、薬師用の器具を納めている店で、取り扱っていたと思います」

			　ですが、と一旦言葉を切り、続ける。

			「研究用ですので、値が張るかも知れませんよ」

			「研究用……ですか」

			　何の研究だろうか。

			　顔に出ていたのだろう。おばさんは答えを口にする。

			「人工栽培です」

			　その一言で理解した。

			（ああそうか、薬草って人工栽培が出来ないのか）

			　言われてみれば納得だ。

			　確かに畑で大量に収穫出来るなら、冒険者に採取依頼を出す必要は無い。

			　おばさんはそんな俺の様子を感心しきりと、勘違いしたようだ。目元に、ちょっと自慢げな表情が浮かぶ。

			「ええ、薬草の人工栽培については、ここ王都の王立魔法学院の研究が一番でしょう」

			　俺は、うんうん頷き、適当に合わせる。

			「やはり人工栽培ですか。噂には聞いていましたが、そこまでとは。さすがは王都ですね」

			　噂など、聞いた事はない。

			　しかし俺は一応、薬師という触れ込みである。知らないのは、おそらくおかしい。

			　それに話す相手は得意げだ。感心してみせれば心地よくなって、変な疑惑とか持たないに違いない。

			　嬉しそうに話すおばさんに相槌を繰り返し、結果として王立魔法学院と薬草の人工栽培について、いろいろと知る事が出来た。

			（よし、次は薬師用の器具を納めている店だ）

			　俺は礼を述べて、商人ギルドを辞する。

			　教えて貰った薬師用の器具を納めている店は、広場の東、商店街の奥。

			　広場を横切り、商店街の通りへと進む。

			　歩くとそれなりの距離だったが、馴染みの薄い風景は新鮮で、まったく気にならなかった。

			（あれかな）

			　到着したのは、『薬師の店アンデール』。

			　中に入ると、ハゲたおっさんが商品棚で前出しを行っていた。

			「薬草の苗が欲しいのですが」

			　俺は商人ギルドで紹介された事を伝える。

			　ハゲたおっさんは、愛想良く店の裏手に案内してくれた。

			「こちらに御座います」

			　店の裏には四坪ほどの小さな畑があり、そこに整然と薬草が並んでいる。

			　ハゲたおっさんの説明によると、薬草は採取後、徐々にただの草へと変化してしまうらしい。

			　完全に薬効がなくなるまで、おおよそ一週間。

			　そのためこの店では、小まめに冒険者へ採取依頼を出し、この畑に植えて保管しているのだそうだ。

			　ちなみに魔法学院に納品する際は、長方形のフラワーポットに三株ずつ植えた状態にしているという。

			「では、九株お願いします」

			　ちなみに選んだのは、薬効が切れる寸前の安い奴。

			　薬草を元にポーションを作る訳でも、人工栽培の研究をする訳でもないので、薬草の形をした薬効の無い草で充分だ。

			　他に、店内で見掛けた小物をいくつか購入する。

			　木製の試験管立てをいくつかと、ガラス製のジョウロ、フラスコなど。

			　ポーション工房内に、アクセサリーとして置く予定。

			　使用する予定はない。雰囲気作りのためだけだ。

			　蒸留装置に、ガラスの管が複雑に絡みついた本格的な器具も、ショーウィンドウに置いてあったが、金貨数百枚の値がついていたので、見るだけにする。

			「王都内でしたら、お届けしますよ」

			　非常にありがたい申し出だ。

			　奥様らしい人に店番を任せ、『薬師の店アンデール』と大きく書かれたゴーレム馬車に荷物を積み込んで行く。

			「どうぞお乗り下さい」

			　そう言って御者席の脇を空けてくれたので、同乗させて貰った。

			（やっぱり馬車は楽だな）

			　歩くのとは比べ物にならない。

			　しかも静かで清潔だ。糞も尿も排気ガスも出さず、石畳を蹴る蹄と車輪の音しかしない。

			　右だ左だと指し示すうちに、すぐに到着した。

			　ハゲたおっさんは三階まで薬草の苗を運び上げ、おまけに庭に植えるに当たっての助言と指導までしてくれる。

			（助かるなあ）

			　まさに至れり尽くせり。感謝の気持ちを伝えたかったので、苦笑するハゲたおっさんに無理やり硬貨を押し付ける。

			　娼館以外ではチップの習慣はないそうだが、渡して駄目なものではないだろう。金額的にも失礼にならないよう気を使ったつもりだ。

			　その後、家の中の整理を始め、ある程度区切りがつくまで作業を続ける。

			（よし。そろそろ遊びに行くか）

			　やる事はやった。後は自分に遊ぶ事を許可しよう。

			（今日はシオーネだ）

			　両側に年若いサイドラインが並んだ、明るい雰囲気のロビーを思い出す。

			（二つほど試したい事もあるしな）

			　俺はいそいそと着替えると階段を降り、歓楽街へと出発した。

			　すぐに、桜色の石材で造られたバロックでロココな建物が見えて来る。

			　この世界では人目を気にする必要はない。逆にチラリと向けられる目には羨望の色が乗る。

			　ちょっと鼻を高くしつつ扉を押し開け、シオーネのロビーに歩を進めた。

			（今日は奥まで行くぞ）

			　試したい事の一つは、ここの雛壇。

			　サイドラインばかりで、まだ一度も雛壇を試していない。

			　仕方がないのだ。ここのサイドラインは眩し過ぎる。

			　年若い女性が、ごくごく若い女性向けのファッション雑誌に登場するような服を着て、細い太腿も露わに椅子に座っているのだ。

			　ジロジロ眺めても、誰からも文句を言われない。それどころか笑いかけて来る。

			　くらくらする。

			　このサイドラインの前を突破して雛壇まで進むのは、至難の業だ。

			「今日こそは、雛壇へ行くぞ」

			　自らに気合を入れるため、今度は口に出し、言い聞かせる。そして力を込めて足を踏み出す。

			（くっ）

			　……だが、駄目だった。今回もたどり着けない。

			　デニムのミニスカの前で膝を屈し、途中で指名してしまった。

			　ブーツ＆ホットパンツ＆ピタトップスの前を気力で通り過ぎたのだが、そこが限界。

			（くそうっ）

			　自分の弱さに腹が立つ。

			　サイドラインは雛壇より価格が高いため、通常はそれが指名を躊躇ためらわせる。

			『いつかはサイドライン』

			　客にそう思わせるためのサイドラインなのだ。

			　しかし俺の場合、収入的に問題にならないので、まったく歯止めになってない。

			　彼女達の魅力に誘われるまま、雛壇の手前で寄り道を繰り返してしまうのだ。

			　それはさておき、デニムのミニスカをはいた少女の手を引いて、早速部屋に篭もる。

			（もう一つを試す）

			　それはマッサージ。昨夜、踊り子に教えて貰った奴である。

			　教えて貰ったからには、記憶が薄れる前に実践し経験を積んでおきたい。

			　ただ、目の前の彼女はあまりに若く、そして華奢だ。

			　素人が整体師張りのマッサージをぐいぐいやったら、間違いなく怪我をさせてしまうだろう。

			　そういう訳で、マッサージというよりは撫でるだけに留める。

			（なでなでなで）

			　うつ伏せになった彼女の、未成熟で細っこい体を撫でる。

			　優しく、果物売り場にある桃を触るようにだ。

			　マッサージなので、当然服の上からである。

			（なでなでなーで、なーでなで）

			　今度は仰向けになって貰い、ひたすら撫で続ける。

			　くすぐったいのだろうか、身をよじったり、手で軽く阻止して来たりする。

			　構わず、両手で撫で続ける。

			（なでなでなでなでなでなで）

			　時折、手のひらが固いものに擦こすれるようになった。

			　凝っているのだろうか、そうに違いない。

			　体をうねらせたり、反らせたり、俺の両手首を弱くつかんだりして来る。

			　うん、凝りをほぐす最中って、ちょっと苦しかったりするからな。

			　ここは我慢して貰おう、しょうがない。

			　儚はかない抵抗を無視して、時折引っ繰り返しては、撫で続ける。

			　一時間も撫で続けていると、うつ伏せのまま動かなくなってしまった。顔は真っ赤だ。

			　彼女の体の緊張はすっかりほぐれ、自然と力も抜けている。

			（ふう、マッサージ成功だな）

			　俺は満足感と共に、彼女の足元の位置から、うつ伏せの彼女を眺める。

			　デニムのスカートに包まれた、痩せていつつも形の良い尻が魅力的だ。

			　まだ落ち着かない呼吸に合わせて、大きく上下している。

			（うむ、いい）

			　美術品を鑑賞するように、しばし見つめる。

			（見て鑑賞するだけじゃなく、次のステージへ行けるところが、この世界のいいところだよな）

			　俺は異世界に来られた事を感謝しながら、膝立ちで彼女へ足元からにじり寄る。

			　俺の近づく気配と雰囲気の変化を感じ取ったのか、もそもそと頭方向へ逃れようと動き始めた。

			　しかし、足腰がおぼつかない。ほとんど移動出来ていなかった。

			　ちょっと待ってとか、少し休ませてとか、そのような意味の事を言っている。

			　だが、申し訳ない。

			　そのような状況である事を充分、いや十二分に承知した上で突き進むのが、最近のマイ・フェイバリットなのだ。

			　俺は優しく、彼女の後ろから手を伸ばした。

			


			　しばし後。

			　ここはシオーネからすぐの所にある、小奇麗なレストラン。

			　俺は窓際の席で、夕食を取っていた。

			　ラビオリというのだろうか、おしゃれなワンタンの入ったスープを口に運んでいる。

			　相変わらず口に合う。

			　多めに散らしてある香草の緑が、目に美しい。焦げかけたチーズの香りと相まって、非常に食欲をそそる。

			（なかなかうまくいったが、もう少し勉強したいな）

			　先ほどのサイドラインを思い返しながら、そう思う。

			　固く未成熟だった若桃は、適度なマッサージを受ける事で追熟が進み、甘さが増し果肉が柔らかくなっていた。

			　顔を近づけ息を吸い込むと、芳醇にして濃厚な香りが鼻の奥から肺へと通って行く。

			　たまらず食してみれば、味わいは新鮮にして、非常にジューシー。

			　大変おいしゅうございました。

			（整体師を志す以上、女性の体について詳しく知っていなければいけない）

			　俺はそう思い、良き師を求めて心の中で検索する。

			　まっさきに浮かぶのは、宿場町で手ほどきをしてくれた喪服未亡人だが、ここにはいない。アウォークの向こうだ。

			　そして俺は、エルダのいるアウォークに近づきたくはない。

			（誰かいないか……）

			　怪我や病気、状態異常などは、魔法で治してしまえる。

			　だから、俺が求めてるマッサージは、治療効果はなくていい。

			　魔法を使用する際の隠れ蓑になれば、それでいいのだ。

			　だがせっかく整体を施す以上、気持ち良くなって貰いたいし、気持ち良くなる事は、魔法を使用した事を誤魔化す大きな要因にもなるのではないかと考えている。

			　つまり、マッサージを受けて気持ち良くなってるうちに、体の悪いところが治った。

			　こいつぁ良く効くマッサージだぜ、という感じだ。

			　魔法によるものとは、気づかせない。

			（その類の事に精通して、教えてくれそうな人物…………あっ！）

			　思いついた。思いつけば、逆になぜ今まで考えなかったのか、自分に疑問を覚えるほどである。

			（教導軽巡がいるじゃないか。彼女の技術は極めて高い。男性相手の技術ではあるが、自身が女性だし、人より詳しいに違いない）

			　自分の思いつきに嬉しくなり、思わず笑みが浮かぶ。

			　食後のコーヒーが運ばれて来たので、啜りつつ、ここを出たら次はジェイアンヌに向かおうと心に決めた。

			（教導軽巡、いるといいな）

			　彼女が人気であるのは疑いない。

			（予約もしていない状態で、会えるだろうか）

			　だんだんと焦りが湧いて来る。俺は冷め切らぬコーヒーを、速いピッチで流し込み始めた。

			　小奇麗なレストランを飛び出し、足早にジェイアンヌに向かう。

			　外壁に大理石を用いた落ち着いた雰囲気の店に到着すると、磨き抜かれた重い樫の両扉を押し開ける。

			　ロビー奥へ進み、息を弾ませコンシェルジュに、教導軽巡はいるかと聞く。

			「申し訳ございません。あいにくただいま、他のお客様のお相手をしておりまして」

			　その答えに肩を落とす。

			（やはり人気だよなあ）

			　あの技術、接客態度、それに顔立ちスタイル雰囲気、どれをとっても一級品だ。客がいない方がおかしい。

			　俺の様子を恐縮気味に見ていたコンシェルジュは、壁に掛けられた時計を一瞥し、言葉を続けた。

			「ですが今少しお待ちいただければ、こちらに戻って来ると思います」

			　そしてコンシェルジュの言うには、次の予約も入っているが、少し時間が空く。

			　延長は無理だが規定時間枠のプレイなら大丈夫、との事だ。

			「それでお願いします！」

			　思わず声が大きくなる。

			　コンシェルジュは微笑みながら、かしこまりました、と答え、何やら記入すべくカウンターへ戻って行った。

			（運が良かったな）

			　予約なしの飛び込みで、教導軽巡に相手をして貰える。

			　その事を嬉しく思いながら、ロビーで紅茶っぽい、……紅茶でいいか。紅茶を飲みながら待つ。

			　ここの喫茶スペースは、雛壇からは遠いがサイドラインからは近い所にある。

			　チラリとサイドラインに目をやると、多くのサイドラインがこちらを見ている事に気がついた。

			（見られているのか？　俺？）

			　カップを呷りつつ、さりげなく横目で窺う。

			　どうもサイドラインから、かなりの注目を浴びているようだ。

			「……へえ、あれが」

			「なんか……あれよね」

			　サイドライン同士の会話の断片が、途切れ途切れに聞こえる。わかったのは、俺が教導軽巡の深刻な体調不良を、マッサージで治したのが評判になっているらしい事。

			　爆発着底お姉様はサイドライン席にいなかったが、ほぼ同レベルの迫力を持った彼女らからの視線は、正直居心地が良くない。

			　カップが空にならないよう注意を払いながら、落ち着かない時間を過ごす。

			「お待たせ致しました」

			　コンシェルジュの言葉を聞いて、救われる気持ちがした。

			　すぐに席を立ち、カウンターへ向かう。

			（いた）

			　カウンターには、すでに教導軽巡が笑顔で待っていた。

			（もの凄く色っぽい）

			　仕事を終えた直後の彼女の姿は、汗ばんだのかシャワーの残ざん滓しなのか、しっとりとして見える。

			　あまりの艶やかさに少し気後れしながらも、腕を絡ませ部屋へと向かう。

			　俺の右腕にピッタリとくっつく彼女との雰囲気は、今までにないラヴラヴ度だ。きめの細やかな肌の感触が気持ちいい。

			　部屋に着いた後、飲み物を飲みながら少し話をする事にした。

			　俺も彼女も一仕事終えたばかりだ。互いに少し休憩があってもいいだろう。

			「本当にありがとうございました」

			　彼女から、体調不良を治してくれた事へのお礼の言葉を貰う。

			　俺はレモンティーを一口含んだ後、その後の体の調子をたずねた。

			「体調は、今までになく良好です」

			　嬉しそうに顔を輝かせる。

			　思わず眩しさに、目を細めてしまった。

			　たわいない会話を少し続けた後、俺は本題を切り出す。

			「マッサージを教えて欲しいんだ」

			「マッサージ、ですか？」

			　彼女はキョトンとする。

			「タウロ様は、マッサージの達人ではないのですか？　誰にも治せなかった私の体調不良を、マッサージ一回で治していただけましたし」

			　俺は、ちょっと真面目な顔をして、理由を説明する。

			「あのマッサージは、体の各所にある『壺ツボ』という指先ほどの小さな点を、適度に圧迫する事で体の調子を整えて行くものなんだ」

			　整体師だった祖父の言葉を思い出しながら、適当に言う。

			「どこが悪いかは、各所の壺の凝り具合で判断する。そして治療も、必要な壺を必要な強さで刺激する事で行う」

			　彼女も真剣な顔を見せて、俺の話を聞く。

			　自分自身の体調不良が、どのような方法によって治ったのか、その一端を知る事が出来るからだろう。

			　そして彼女には大変申し訳ないが、この説明は全部でまかせだ。

			「だけど、普段の状態にある人の体には、無意識に力がある程度入っている。この状態では、触診で壺の位置を探すのも、必要な壺だけに必要な強さの刺激を与えるのも大変なんだ。筋力だけではなく、集中力も求められるからね」

			　彼女は頷く。

			「正直、マッサージを施すのは、一日に一人から二人が限界だ」

			　だが、と俺は言葉を繋ぐ。

			「最近わかったんだけど、相手の体が適度にほぐれていれば、壺を探したり刺激の強弱をコントロールしたりするのが格段に楽になる」

			「わかるような気がします」

			　彼女が同意する。

			「ここで問題なのは、ただ力が抜けていればいい、という訳ではない事。壺を刺激すれば、当然反応がある。そして俺は、その反応を確認しながら次の壺を刺激している」

			　グラスを手に取り、飲み物で喉を湿らせる。

			「つまり、眠っていたり、気を失っている相手には、マッサージを施せないという事なんだ。反応が無いからね」

			　なるほど、と彼女が首しゅ肯こうする。

			「理想的な状態は、体がほぐれていながら、反応が高い事。言い換えると敏感な事」

			　まあ、と彼女は目を見張る。なぜ俺が彼女に教えを求めたのか、理由に気がついたようだ。

			「相手のお湯を沸かしつつ、マッサージを施す。施している間も、お湯の温度が下がらないよう沸かし続ける。俺はこの技術を習得したい。習得すれば、もっと多くの人にマッサージを施せる」

			　我ながら、よくもまあこんな言い訳を考えたなあと、赤面してしまう。

			　赤面しながらも続ける。見ようによっては赤い顔は、真摯な姿に映るかも知れない。

			「この技術を学ぶに当たって、俺の知っている中では、あなた以上の先生はいない」

			　俺は彼女の目を、しっかりと見つめる。

			「そのため、力を貸して欲しい」

			　彼女は、俺の偽りの説明に得心したのだろう。ニッコリと、微笑む。

			「ええ、私でよろしければ、喜んで」

			　その笑みに、俺の心が罪悪感に苛まれる。

			　実は、この言い訳を考えた時に、もう一案、頭にあったのだ。

			　それは、猛烈にストレートなお願いの仕方。

			（お前、性感マッサージすっげぇうまいよな。俺にもやり方教えてくれよ。いいだろお、この前お前の体、治してやったじゃん）

			　うん、これよりは、マシに違いない。

			　早速、先生による実戦講義が始まった。

			　先生自身が教材となった、文字通り体を張った授業である。

			　先生にとっては、自分の弱点を赤裸々に説明するのも同然なので、かなり恥ずかしいようだ。

			　しかし、持ち前の、仕事に対する真摯さから、頬を紅潮させながらも一つ一つ丁寧に説明してくれる。

			　勿論、俺は説明に従い、タッチし続けている。

			　そこにタッチ、ここにタッチ、スライド、ダブルクリック、ドラッグ・アンド・ドロップ。

			　まるで、若くて美人な講師を迎えた、中高年向けのパソコン教室のようだ。

			「っ～～～！」

			　 ドラッグ・アンド・ドロップは少し強過ぎたようで、先生は声にならない声を上げつつ、お叱りの視線を飛ばす。

			　その潤んだ視線に、ゴクリ、と生唾を飲んでしまった。いかんいかん、真面目に講義を受けなければ、先生は厳しい事で有名なのだ。

			　先生の手を取り足を取りの授業を、しばし続ける。

			　マウスホイールをくりくり回したり、優しく押したりしていると、マナーモードになっていたらしい先生が、突然ブルリと大きく震える。メールの着信でもあったのだろうか。

			「…………」

			　先生が、うつむきながら、聞こえないほど小さい声で、休憩時間である事を告げる。

			　だが、最近の俺には、休憩時間こそ勉強したくなるという悪癖がある。いわゆる、マイ・フェイバリット症候群だ。

			　俺の落ち着かない様子に、俺の心を正確に察した先生は、

			（もう、仕方ないですね）

			　と、困った生徒に見せるような優しげな微笑を浮かべると、ＵＳＢを差し込む事を許してくれた。

			　俺がゆっくりとＵＳＢを差し込んで行くと、耳元で、注意事項を囁く。

			　何でも、ＣＰＵ使用率が百パーセントになっている状態でさらに負荷を掛けると、ＰＣが落ちる恐れがあるのらしい。

			　だから、充分に注意する事。それはＰＣにとっても苦しい事なのだそうだ。

			　先生のＰＣは、先生自身がタスクマネージャーで確認したところ、何とか大丈夫だそうで、無茶な事をしなければ使っていいとの事だった。

			　俺はわざとＵＳＢを差し間違い掛けるなど、若干のいたずらを交えながら、根元までしっかりと差し込む。そしておもむろに、中にある非常に重いＺＩＰファイルの展開を始めた。

			


			　授業が終わり、先生と俺はソファーで向かい合って座る。

			　目の前には追加で注文し、先ほど届いたアイスティー。

			　氷をカラリと鳴らしながらグラスを取り、ストローで吸い上げる。

			（体に染み渡る）

			　火照った体にありがたい。

			　プレイ時間はまだ残っていたのだが、先生のＰＣがさすがに限界との申し出で、お開きにしたのだ。

			　重いＺＩＰファイルの展開は、さすがに予想外だったらしく、先生が耐え切った後、みっちりとお叱りを受けてしまった。

			「次もお仕事があるのに、大変です」

			　じっとりした目で先生はそう言い、俺をつねる。

			　結構強かった。しかし痛いのだけど気持ちいい、さすが先生。

			「もう少し学びたいのですが、次回も指導していただけるでしょうか」

			　口調が変わったのは、認識が変化したため。

			　わずか一コマの授業であったが、今まで俺が受けたどの授業よりも中身が濃かった。

			　俺の心の内で、先生はすでに師と仰ぐに足る人物へと昇華している。

			「実は、最近、ちょっと体調を崩している娘がいて」

			　先ほどの問いに、先生はそう口にする。

			　何でも授業の一環として、その娘を診て欲しいとの事だ。

			「いいですよ。治せるものなら、その場で治しましょう」　

			　勿論ＯＫである。

			「ですが、その時は、先生も同席してくれるんですよね？」

			「え？」

			　俺の言葉に、先生は意表を突かれた表情をする。

			「先生の指導を受けつつ、患者さんにマッサージをする。これでなければ、技術の向上は望めないと思うんです」

			　その様子から、先生は同席するつもりはなかったようだ。

			（俺、先生、患者さんの三人が一室にいる光景を頭に浮かべ、迷っているのかな）

			　患者さんの目の前で、先生が俺に患者さんの弱点を教え、それを受けて俺は患者さんの弱点を攻め続ける。

			　その状況は、いかに治療を伴うものであったとしても、患者さんの秘密をバラしているようで、先生的にも躊躇うものがあるのだろう。

			「勿論、患者さん、先生、共に指名させていただきます。ちゃんとお金は払いますし、治療費はとりません」

			　治療を生業なりわいとしている者なら、絶対に提示しない条件だ。

			　だが俺は違う。俺の本業はポーション売りで、治療はただの趣味でしかない。

			　破格の条件に、先生は少し考えた後、了承した。

			　おそらく、患者さんへお金を払うという件が、効いたのではないかと思う。

			　先生が心配して俺に話を持ち掛けるほどに体調を崩しているのであれば、近頃は満足に稼げていないに違いない。そしてそれは生活に直結する。

			　すぐにでも、お金が欲しいはずだ。

			「明日の午後一番で、二名のご予約ですね。かしこまりました」

			　部屋を出て階段を降り、先ほど先生と約束した件をコンシェルジュに話す。

			　コンシェルジュは先生のスケジュールを睨みながらいろいろと調整し、その結果、明日の午後一に決まったのだ。

			　次の仕事が控えている先生と別れ、ジェイアンヌを出る。

			　歓楽街とダウンタウンの境にある新居までの道は、夜でも明るく人通りもそれなりにあった。

			（治安がいいのは、住み易いよな）

			　王都は、夜の繁華街でもそれほど心配せずに歩ける。本当にいいところだ。

			　家の前に着いた俺は三階まで階段を上がり、玄関の鍵を開け中に入る。

			　後は庭の薬草に水をやり、Ｅランク、Ｆランクポーションを各種作り置きだ。

			　宿住まいではなくなったから、荷物になる心配をせずに作製出来る。

			　Ｆランクポーションはポーション鞄に入れず、試験管立てに立てて行く。アクセサリーにしたいと考えたのだ。

			　赤、青、緑、薄い三色のポーションが何本か立てられ、ポーション工房っぽい雰囲気が出て来たように思う。

			　実際のポーション工房を見学した事がないので、俺なりにだが。

			


			　満足した俺は、眠りにつくことにした。

			


			　ここで、とある娼館で働く女性について紹介したい。

			　王都の歓楽街において、格的には下級とみなされる店。

			　雛壇は上級や中級の店に比べ格段に小さく、人数も少ない。そこに『酒豪』と呼ばれる女の子がいた。

			　だがどう見ても十代半ば。とてもではないが、大酒飲みの雰囲気はない。

			　赤毛を長い三つ編みにし、やや長身の背中に垂らしている。そばかすは多いが、かわいい顔立ちの子だ。

			　雛壇に座りつつも、そわそわとした様子。

			「どうしたの？　あの子」

			　少し離れた席に座る、ひっつめ髪の女性。不思議そうに隣にたずねる。

			「来てるのよ、ウイスキーおじさん」

			　そう返答され、ひっつめ髪の顔に理解の色が浮かぶ。

			　常連客の一人で、酒豪の子のお気に入りなのだ。

			「どこ？」

			　ひっつめ髪はロビーを見やるが、雛壇との間のガラスの壁はマジックミラーに似た機能を持つ。

			　煌々と照明に照らされた雛壇と違い、ロビーは落ち着いた明るさだ。よほど近くまで来て貰わなくては、暗くて見えなかった。

			「さっき、ちらっと見えたのよ。それ以来あの子ったら、あの調子」

			　隣の女性は口に手をあて、おかしそうに笑う。

			　酒豪の子はロビーの方を、目に力を入れて見つめ続けていた。

			（お呼ばれ、お呼ばれ）

			　酒豪の子は心に念じる。

			　前回、前々回と指名されなかったため、自分の渇きは限界に近づいていたのだ。

			（来た！）

			　コンシェルジュの声が雛壇に響き、自分の番号を告げる。

			　飛び上がるように立ち上がった酒豪の子は、受付へ。

			（やった！　ウイスキーおじさん）

			　そこにいたのは、お目当ての人物。

			　満面の笑顔で弾むように近づく酒豪の子。後ろで赤毛の長い三つ編みが、大きく跳ねた。

			「おじ様。久し振り」

			　指名したのは、四十絡みの腹の出たおっさん。

			　暑苦しい感じで、実際やや汗ばんでいる。しかし酒豪の子は、そんな事など気にしない。大喜びで胸元へ飛び込んで行く。

			「この間、呼んでくれないんだもの。雛壇から見えてたのに」

			　しまった、という表情で、頭をかきつつ笑う腹の出たおっさん。

			　二人は恋人つなぎで、二階へと上がって行くのだった。

			　揺れる赤毛三つ編みを見送りつつ、ひっつめ髪は隣に聞く。

			「ねえ。あのお客様って、そんなにいいの？」

			　答える隣の女性は、肩をすくめて首を振る。

			「そうあの子は言うんだけどね。私にはわからなかったわ」

			　隣の女性は、お相手を務めた事がある。少なからず期待していたのだが、結果は普通であった。

			「やっぱりあの子、独特の感性なのよねえ」

			　二人は頷き合うのだった。

			


			　そして二階。

			「おじ様！　早く！」

			　おっさんの腹の下敷きになった、仰向けの酒豪の子。ねだるように声を上げつつ、おっさんの背に手を回す。

			　おっさんは呻きつつ、動きを止めた。

			　二人が部屋に入ってから、さほど時間は経っていない。下の階では女性たちが、『普通』と評した腹の出たおっさん。

			　しかしどちらかと言えば、腹の出たおっさんは早い方であった。

			（来た来た来た！）

			　だが酒豪の子には、早い方が好ましい。

			　彼女の下腹部は、ゴクリゴクリとうごめく。それは、物を飲み下す時の喉の動きそのものだった。

			（濃ーい！）

			　腹の出たおっさんから注がれた男おとこ酒ざけは、酒豪の子の内側を焼く。

			『独特の感性』

			　そう同僚が評する理由。

			　酒豪の子は体の中に舌と鼻があるかのごとく、香りと味を楽しむ事が出来たのだ。

			（すっごい、この濃度。しかも何これ、内側にへばりつくみたい）

			　強い香気を腹に感じ、口から熱い溜息が漏れる。

			（最近、麦酒とかワインばっかりだったから）

			　物足りない。彼女の好みは、度数の高いのをストレートで行く事だ。

			　『酒豪』の酒は、男酒。彼女にだけ味わえる区分で、客にあだ名をつけている。

			　ちなみに実際のお酒は、ほとんど飲めない。舐める程度で寝てしまう。

			「このまま、もう一回いいかな？」

			「喜んで！」

			　顔を輝かせる酒豪の子。

			（やっぱり、ウイスキーおじさん最高！）

			　匹敵するのは、シャンパンお爺さんくらい。あの発射時の衝撃と尾を引く刺激は、意識を保つのが精一杯なくらいだ。

			　しかし残念ながら、後が続かない。一回こっきり。

			　ウイスキーおじさんのように、おかわりをくれたりはしないのだ。

			（喉が焼けるう）

			　ウイスキーおじさんは飲ませ上手。すぐに二杯目を注ぎに来る。

			　下の喉に灼熱感を感じつつ、酒豪の子は陶然とするのだった。

			


			　それから一週間。

			　なかなか現れないウイスキーおじさんを、渇きを感じつつ待ち続ける酒豪の子。

			（仕方ないか。娼館って高いもんね）

			　下級娼館は庶民の味方。しかしそれは相手の懐具合による。

			　ウイスキーおじさんは、家族持ちのお小遣い制。

			　旦那の遊ぶ金は無駄な金。そう見なしている奥さんのせいで、なかなか来る事が出来なかったのだ。

			（もう麦酒でも何でもいいから、早く来て）

			　唾を飲み込み強く願っていると、自分を呼ぶコンシェルジュの声が耳に届く。

			（来た！）

			　期待を込めて、受付へと駆け出す。しかし、その気持ちは一瞬で砕かれた。

			　老齢のコンシェルジュの前に立っていたのは、ウイスキーおじさんでもシャンパンお爺さんでもない。

			　年の頃は二十代後半、細身で穏やかな感じのするお兄さんだったのだ。

			「指名していただき、ありがとうございます」

			　失望を表に出さないよう、笑顔を取り繕う。

			（何か、薄そう）

			　男臭い親父の方が、濃い男酒を持っている。それが酒豪の子の経験則だ。

			　その基準から行けば、目の前のお兄さんは期待出来なかった。

			（麦酒でも良いとは言ったけど）

			　もしかしたら、麦茶かも知れない。

			（まあいいか。お仕事お仕事）

			　気持ちを切り替えた彼女。手をつないで、二階への階段を上がる。

			　部屋に入った後は、いつもの飲み物の注文だ。

			（何で始めないの）

			　ソファーに並んで座った二人。運んで来た見習いの子はとうに帰り、扉も施錠済み。

			　しかしお兄さんは、いたずらすらして来ない。照れ笑いを浮かべながら、話をするだけだ。

			「はあ、騎士の整備士をしていらっしゃるんですか」

			　話題もなくなり、互いの身の上話になっている。会話が弾むタイプでもないので、だんだん辛くなって来た。

			（早くしようってば）

			　そう思うのだが、一向に前に進む気配がない。

			　グラスの氷の溶け具合が、結構な時間が流れたのを表している。

			　酒豪の子は、次第に苛立って来た。

			「騎士と言っても騎士団じゃないんだ。民間の騎士さ」

			　そばかすの上の目が、少しきつくなる。しかしお兄さんは、まったく気がついていない。

			「騎士団、入りたかったなあ」

			　その後出るのは、今の職場の愚痴ばかり。

			　いい加減我慢の限界に達した酒豪の子は、すっくと立ち上がった。

			「ねえ、そろそろ始めない？　時間がなくなっちゃうよ？」

			　ビクリと反応した青年は、顔を真っ赤にしてうつむく。

			　その姿に酒豪の子は、気づかれないよう溜息をついた。

			（ああこれ、私が引っ張らなきゃ駄目なタイプだ）

			　仕方がないので、両手を引いてソファーから立ち上がらせる。

			　そして服を脱がせ、シャワーで体を洗ってやった。

			（もう、面倒臭いったら）

			　体を拭いたらベッドに押し倒し、上にまたがり腰を下ろす。

			（あたしに失望している訳でもなさそうだし）

			　これまで会話をした感じでは、悪い印象はない。やはり性格的なものだろう。

			（まだ若いんだから、ちょっとは積極的になりなさいって）

			　二十代後半のお兄さんを論評する、十代半ばの酒豪の子であった。

			　そして、赤毛の長い三つ編みを揺らす事少し。

			（あれ、もう？）

			　慣れていないのだろうか。短時間で限界の兆候を見せ始めるお兄さん。

			　仰向け下敷きの状態で、女の子のように声を上げている。

			（これじゃあ一回で終わりね。楽で良いけど）

			　田舎の畑仕事で鍛えた、自慢の足腰。それを存分に振るって、お兄さんを高めて行く。

			　ほどなく、お兄さんから男酒が噴き出した。

			（はい、終了っと）

			　動きを止め、額の汗を腕でぬぐう。

			（どんなもん？）

			　まったく期待せずに、お腹で味見。

			　感覚をそっちに集中した瞬間、酒豪の子の腹部が悲鳴を上げた。

			「あっつーい！」

			　思わず絶叫。

			　人肌に燗されているはずの男酒。だが酒豪の子は、自分の内側が焼け爛れるのを感じ取る。

			　勿論それは錯覚。実際に火傷をしている訳ではない。

			　だがお兄さんの男酒は、ありえないほど高い度数で、彼女独特の味覚嗅覚を焼き潰したのだ。

			「ちょっと何！　何これ！　強過ぎだってば！」

			　とにかく体を離さなくては。そう思ったのだが、お兄さんの両手がしっかりと腰骨を捕らえて離れられない。

			（えっ？）

			　次の瞬間、体を後ろに倒された。

			　これまで、強引さの一欠けらもなかったお兄さん。その予想外の行動。

			　驚き見上げると、そこに先ほどまでの穏やかな顔はなかった。

			（誰？）

			　思わずそう問いたくなるほど、様子が変わっていたのである。

			　熱気を帯びた両眼に、だらりと垂れた舌。突如雄たけび上げると、猛烈な勢いで自分を突き始めた。

			（ちょっと！　今は駄目だって！）

			　突然の激しい動きに、言葉が出ない。出るのは呻き声だけである。

			（えっ？）

			　だが次の瞬間、お兄さんはまたもや酒瓶の栓を開ける。

			　通常ならここはホッとするところだろう。しかし、酒豪の子の場合は違う。

			　お兄さん謹製の男酒。度数にして七十パーセントを越えると思われるそれが、内部にぶちまけられたからだ。

			「きゃああああああ！」

			　魂からの叫び。

			　だがその悲痛な響きは、理性を失ったお兄さんの心には届かない。

			　またもや動き出し、すぐに開栓。何度も何度も、時間を過ぎコンシェルジュが部屋に来るまで、お兄さんは男酒を注ぎ続けたのである。

			


			　翌日。自分の部屋の床で、服を着たまま目を覚ましたお兄さん。

			（また、やってしまった）

			　肺の奥底から、暗い気持ちで息を吐く。

			　女性と遊びたい気持ちは、人並みにあるつもりだ。昨夜のように。たまにだが娼館へも行く。

			（一線を越えると、理性が飛んでしまうんだよなあ）

			　自分ではあまり覚えていないのだが、周囲から話は聞いている。

			　そして爆発した後は、決まって出入り禁止だ。

			（昨日の店、もう行けないかな）

			　結構好みの子がいたのに、残念だ。

			　大きく頭を振り、またもや溜息をつくお兄さんであった。

			


			　一方こちらは、酒豪の子の働く下級娼館。

			　お兄さんの想像に反して、出入り禁止にはなっていなかった。

			「凄かったんだから。今までで一番強烈。体が内側から溶ける、そう思ったほどだったの」

			　雛壇で、力説する酒豪の子。

			　同じような感覚を持たない同僚達は、適当に相槌を打つだけである。

			「あーっ、もう。何でわからないの」

			　理解して貰えないもどかしさに、地団太を踏みかねない勢い。

			「けど良かったじゃない。あなたの王子様なんでしょ、そのお客さん」

			　からかうようなひっつめ髪の言葉に、キッとした目で答える酒豪の子。

			「そうよ。だから絶対、取っちゃ駄目だからね」

			　取らないわよ。そう笑い合う女性達。

			　酒豪の子は雛壇に腰を下ろし、 両手を目の前で握り合わせる。

			（早く来てね、私の王子様）

			　自らが信じる神に、祈りを捧げるであった。

			　赤毛三つ編みの『酒豪』と呼ばれる女性、その紹介はこれで終わり。

			　場はふたたび、タウロの部屋へ。

			


			　翌朝、真新しいシーツの香りに包まれながら目を覚ます。

			　初めての新居での朝である。

			　ベッドの寝心地も悪くない。ぐっすりと眠れ目覚めも爽やかだ。やはり毎日の適度な運動が効いているのだろう。

			　時刻はまだ、早朝と言っていい時間帯。

			　カーテンを開けた向こうに見える町並みは、やっと太陽が現れ始めたところだ。

			　三階の窓から見下ろすと、通りにはほとんど人がいない。

			　空気を入れ替えるべく、窓を開けた。

			（涼しくて気持ちいいな）

			　今度は掃き出し窓を開けて、屋上庭園である庭へと出る。

			　薬草の様子を見たかったのだ。

			　庭と言っても、植えられているのは九株の薬草のみで、それ以外の部分は、ただの剥き出しの土だ。

			（……何か、駄目っぽいな）

			　薬草は、とても元気がない。

			　すでに哀愁を漂わせている。

			（昨日、買ったばかりなんだがなあ）

			　いきなり枯れてしまうのは、残念だ。

			　俺は、ちょっとした事を思いつく。

			　物は試しと、昨日購入したガラス製のジョウロに水を入れ、それに試験管立てに立ててあった怪我治療薬Ｆを混ぜる。

			　そして九株の薬草に、満遍なく掛けた。

			（薬草は、魔力の無い土地に移植すると、次第にただの草になるという話だ）

			　薬師の店アンデールの、ハゲ親父の言葉を思い出す。

			（であるなら、魔力の塊であろうポーションを与えれば、魔力のある薬草へと戻り、もしかしたら生命力も増して、元気になるのではなかろうか）　

			　そう考えたのだ。

			　どうせこのまま放って置けば、夕方には枯れ切ってしまうだろう。

			　これで元気になってくれるなら、嬉しいばかりだ。

			　せっかくだからと、試験管立てにある病気治療薬Ｆや状態異常回復薬Ｆも何本か開け、水に混ぜて薬草に掛ける。

			　空のポーション瓶は試験管立てに戻す。

			（うん、なんか工房っぽいぞ）

			　棚の上で寂しげにたたずむ試験管が、放課後の理科室のような雰囲気を醸し出していた。

			　そうこうしている内に太陽は昇り、通行する人も増える。

			（開いたかな）

			　朝食を売る屋台が、石畳の上に椅子やテーブルを並べ始めているのが見下ろせた。

			　俺は階段を下りて通りへと出ると、クラブハウスサンドイッチを買い求める。

			　家に持ち帰り、早速、熱く淹れたコーヒーと共に食べ始めた。

			（楽でいいなあ）

			　料理をする気のあまりない俺にとって、朝から開いている屋台はありがたい。

			　料理が嫌いと言うより、料理の過程や食後に出る洗い物、生ゴミの処理などが面倒なのだ。

			　水周りは気を抜くとすぐにカビ臭くなるし、生ゴミもしっかり封をしておかないと、部屋に入った時異様な臭気がしたりする。

			　あれが家中の服や鞄に染み付いたりしたら、本当に大変だ。

			　衣服という事で思いついた。

			（今日は服を買おう）

			　新居には、大きなウォークイン・クローゼットが設けられていた。これでやっと服を置いておける。

			　朝食をのんびり済ませ、店の開く時間まで部屋で本を読んだりストレッチをしたりして時間を潰す。

			　良さそうな時間を見計らい、家を出て商店街へと向かった。

			（この店が良さそうだ）

			　白木横張りのシンプルな外壁。

			　落ち着いた雰囲気だが置いてある品はカジュアルだ。

			　目につく品の多くは、変に模様が描かれていたりしない無地の単色系。後は自分のセンスで組み合わせて頑張れ、という主張を感じる。

			（いいじゃないか）

			　高級ブランド一つ着ればそれで完了という、お任せスタイルより自分好みだ。何より安く上がる。

			　普段使いや室内着、それにちょっと余所行きの服を購入する。

			　一旦家に戻り荷物を置くと、後は地理を覚えるべく、家の近所を探険して過ごす。

			（昼はあれにしよう）

			　その過程で中華っぽいレストランを発見。

			　中では客がガリンガリンに揚げられた五目あんかけ焼きそばっぽい料理に、酢をいっぱい掛けて食べている。湯気に乗った酢の香りが久しぶりだ。

			　店に入って早速注文。

			　運ばれて来た五目あんかけ焼きそば。手をつけようとしたところで大量に立ち上る酢の蒸気を吸い込み、数回咳き込んでしまった。

			（そろそろだな）

			　レストランの柱に掛けられているレトロな時計を眺めやり、約束の時間が近づいたのを確認する。

			　食後のお茶を飲み干し席を立って、ジェイアンヌへ向かう。

			　今日は教導軽巡先生の同僚たる体調不良の方を練習台に、指導の下でマッサージ治療を行う予定だ。

			　勿論、隠れて治療魔法を使用して、治してしまうつもりである。

			　いつものように重い木扉を押し開き、ロビーへと進む。

			　予約してあるので、コンシェルジュは俺を真っ直ぐカウンターへ案内した。

			「確かに頂戴致しました。ただいま呼んで参りますので、少々お待ち下さい」

			　二人分の料金を払い終え、雛壇を眺めつつ待っていると、先生が迎えに出て来た。先生一人だけである。

			　小首を傾げる俺へ、もう一人は部屋で待機済み、と先生は告げた。

			「ではこちらへどうぞ」

			　清楚な花にも似た微笑みに導かれ、階段を上がる。

			　部屋の扉を開けると、中でソファーに座っていた女性が立ち上がった。

			「この度は、ご指名いただきまして、ありがとうございます」

			　この人が体調の思わしくない同僚の方らしい。丁寧に挨拶を受ける。

			　隠し切れない辛そうな表情。目の下に隈くまもある。

			


			

			


			（おいおい、予想以上に具合悪そうだな）

			　見てて気の毒になるほどだ。

			　少しでも楽になって貰えればと、ベッドにうつ伏せになるよう話をする。そして横になったところで、ベッド脇から症状を聞いた。

			「ひどい頭痛と眩暈めまいが続いて、夜もあまり眠れないんです」

			　ツインテールの、真面目そうで少し気の強そうな顔立ち。細めだが胸は豊かである。先生より一回りは大きいだろう。

			「先生の症状も同じでしたか？」

			　俺は先生にたずねる。

			　同じ症状なら、流行病かも知れない。

			「いいえ違います。私の場合は全身の痛みと、倦怠感でしたから」

			　先生の答えに考える。

			　であるならば、流行病の線は薄いだろう。

			（ここはさっさと治して、その後にゆっくり、マッサージの練習台になって貰うか）

			　俺は先生の指導の下、指をスタイラスペンのように動かしつつ、魔法を発動させた。

			（怪我治療Ｆ）

			　発動の感触から、怪我はしていない。

			（病気治療Ｆ）

			　続けて発動する。

			　意外な事に、これも感触が無い。病気でもないようだ。

			（状態異常回復Ｆ）

			　はっきりとした手応えがあった。だが完治にはまだ不充分な感じがする。突き抜けていない。

			（状態異常回復Ｅ）

			　手応えを感じた。これで完治、間違いない。

			（病気ではなく、状態異常だったのか）

			　何が原因なのだろうか、と思考を巡らすが途中でやめる。今やるべきは他の事だ。

			　俺はツインテに問い掛ける。

			「どうですか、少しは楽になりましたか？」

			「……ええ、凄く楽になった気がするわ」

			　彼女は枕を顎の下に置いた状態で返事をする。

			　明らかに安らいだ様子の彼女に、先生も嬉しそうだ。微笑みながら優しげに同僚を見やっている。

			「先生、彼女を治すのは、これからが本番です。体をほぐして、かつ反応を高めなければなりません」

			　俺は真剣な目で、先生を見つめた。

			　今の言葉は全部嘘だ。ツインテの治療はすでに終わっている。

			　だが先生は、真面目な表情で頷きを返す。

			　ツインテの治療が成功するかどうかは、自分の指導にかかっている。本気でそう思ってる目だ。

			　そして先生はすぐに俺へ、マッサージの指導を行う。

			（凄い）

			　俺は感嘆する。

			　先生の指示の下、ツインテの脇下を軽くタップ。

			　それだけで、強い反応がある。

			　先生は指示するだけだ。

			　実際にツインテの体に触れるのは、俺の手指。

			　それなのに、今まで体験した事がないほどの反応が露わになる。

			　先生の導くままにタップ、ダブルタップ、スワイプ、あちこちを触れ続けた。

			　反応はどんどんと大きくなる。

			　そして、突然のフリック。

			　ツインテは瞬間的に大きく振動する。

			　そのフリックも、ただのフリックではない。

			　先生はツインテの感覚を正確に洞察し、上フリック、下フリック、右フリック、左フリックと、その時々にもっとも効果のある方向に、フリックを指示する。

			　両手でダブルタップ、ロングタップ、両手でピンチイン。

			　そこからの右手は右フリック、左手は左フリック。

			　そのたびに激しく震え、痙攣にも似た反応を示す。

			（ええっ!?）

			　次の指示に、俺はドキッとした。

			　だが先生の指示は絶対だ。やらねばならない。

			　まず左手で、大きく大きくピンチアウト。左手は、そのままホールド。

			　次に右手で、小さくピンチイン。

			　ピンチインした状態で、右手を上下左右にフリックフリックフリックフリック。

			　振動は激しくなる一方だ。ピンチし続けるのが難しいほどに。

			　本能的な動きなのだろう。俺の指から逃れようと、ツインテは身をよじり腰をひねる。フリックを続けつつ逃げる腰を追うが、いやいやするかのようにうねる腰を捕らえ続けるのは、なかなかの難事だ。

			（駄目だ。指が離れてしまう）

			　ぬめりで左手のピンチアウトが外れそうだ。力を込めてホールドを維持しようとしたが、逆効果だったようで鞭を打つような動きで腰が上下に跳ねる。

			（あっ）

			　外れる、そう観念した次の瞬間。

			　ガクンッとツインテの動きが止まる。その様はまるで、稼働したシートベルトに体を押さえられたかのようだ。

			　見れば先生が　ツインテの背中側に自らの体を差し入れ、後ろから羽交い締めにしている。

			　お手本のような恥ずかし固めだ。関節はきめられ一分の隙もない。もはやツインテは腰をよじる事すら許されない。

			（これはなかなか）

			　大開脚のツインテもだが、その背後の先生の姿もいい。

			　とくに先生はまだ全裸になっていないため、大きくめくれた薄手のワンピースと露わになった色白の太腿、それに白く輝く下着が目に刺さる。

			　思わず喉を鳴らした。

			（いかん。今は治療中だ。余計な事を考えてはいけない）

			　白い下着の中央に指を向かわせたいという欲望を、何とか抑え込みつつ作業を続ける。

			　時計職人のように顔を近づけ、フリックを続ける俺。頭上では何度も、獣のような絶叫が放たれる。

			　ちなみにツインテは人族だ、人狼ワァーウルフではない。

			（大丈夫かな）

			　生物には不自然な振動、あるいは痙攣が交ざり始めた。俺は心配になり目で先生を窺う。

			　だが先生は、続けるよう指示を出す。だから俺はフリックをやめない。ピンチアウトもしたままだ。

			　獣は声を荒らげ、唸り、激しく咆哮を続ける。

			　何度も何度も、長く長く咆哮する。

			　その咆哮は、俺の鼓膜を傷めるほどまで大きくなり、そして突如、獣でも人でもない、奇怪な音へと変化した。

			　何というか、怪獣映画でしか聞いた事のないような音だ。

			　そして叫びは急激に収まり、体の振動も弱まって行く。

			（くっ）

			　俺の周囲はビシャビシャだ。今の一撃で俺の顔までびっしょり濡れ、目を開けているのも辛い。

			　ツインテの顔を覗き上げると、両方の瞳が上フリックしたまま戻って来ていなかった。

			「先生！　大丈夫なんでしょうか!?」

			　俺は恐怖に煽られ、問い掛ける。

			　妙な、人の動きとは思えない大きな脈動の始まりが、両指を通して伝わって来ていた。

			「大丈夫です」

			　その表情は、ツインテの一挙手一投足を見逃すまいとする、厳しいものだ。

			　先生の挙動監視能力は、極めて高い。

			　おそらくその能力をフルに使って、ツインテを現世ギリギリのラインに留めているのだろう。

			（しかし、このままでは幾いく許ばくも持たないぞ）

			　ツインテの命の危機を感じる。

			「いつまで」

			　……続けるのですか、と口に仕掛け、俺は重大な事に気づき、口を噤つぐむ。

			（やっべ！　完了判断するの、俺だった！）

			　そう、先生は治療がいつ終わるのかわからない。

			　だから、俺から完了の宣言が出るまで、己が出来うるギリギリ最高の状態を維持しようと頑張っている。

			　ツインテの命をもっとも心配しているのは、俺ではなく先生だ。

			「先生！　終わりました！　治療は成功です！」

			　噴き出す冷や汗を無視して、慌てて宣言する。

			　先生はやっと、ホッとした表情を浮かべた。

			


			　治療は終わり、俺と先生はソファーで向かい合って座っている。

			　何とか生死の境を流れる川の岸から戻って来たツインテは、ベッドで半身を起こした状態。

			　皆、呆然とした表情だ。

			　追加で注文したレモンソーダが少女によって届けられると、俺はツインテの元までグラスを運ぶ。

			（体に染みる）

			　体内に広がる冷たく甘酸っぱい液体の感覚が、俺に大きな溜息をつかせた。

			　ツインテは一気に飲み干し、まだ足りなそうな表情をするので、最初に頼み、まだ手をつけていなかったアイスティーを押し付ける。

			　あれだけ水分を失ったのだから、早急に補給させなくてはいけない。

			「けど、さっきのマッサージは、やばかったわ」

			　一息つき、会話をする余裕が生まれ始めた頃、ツインテが口にした。

			　勿論一番先に感謝の言葉を受け取っている。頭痛や眩暈がすっかり消え去っている事を、喜びつつも非常に驚いていた。

			「本当に、極楽浄土の一歩手前まで行ったって感じ」

			　先生は穏やかに微笑みながら、そんなツインテの話を聞くだけだ。

			「もしかしたら、もう戻って来れないんじゃないかって、一瞬思ったわ」

			　首を振りながらツインテが続ける。

			　はい、私も思いました。

			　かなりギリギリの状態まで、行っていたと思います。

			「ところで、病というよりは状態異常のような感じがしたんですが、何か心当たりはありませんか？」

			　俺の問いに、ツインテは、うーん、と唸る。

			　さっきの獣声とは違い、凛り々りしくもかわいらしい声だ。

			「心当たりと言えるほどのものは……ない……かしら？」

			　原因不明の状態異常という事か。

			　その後、時間終了まで休憩したあと、三人で廊下を歩く。

			　今回は治療とマッサージの練習が目的なので、それ以上の事はしていない。

			　ツインテはとても無理だし、先生もかなりのレベルで集中力を消費していた。

			　とくにツインテは自力で歩けず、先生の肩を借りている。

			　男である俺が肩を貸していないのには、理由がある。

			　歩けないのは極楽浄土の影響で腰が抜けているためで、今俺が彼女に触れるのは、非常に危険なのだそうだ。

			　全身が過敏になっているツインテは、先生を挟んで向こう側でよたよたと進む。

			（何だ？）

			　下り階段へ歩を進める途中、騒ぎ声が聞こえて来た。

			　どこからと思い目をやると、廊下の先で扉が開いており、中から男の高圧的な声音が響いている。

			　こういう光景は目にした事がないので、何かトラブルが起きているのだろう。

			　そのまま三人で近づき、部屋の中を覗く。

			　室内には、客らしい男、壮年のコンシェルジュ、倒れたまま泡を吹き痙攣している女性、それに

			女性を介抱する二人のウェイトレスの女の子がいた。

			「おいおい、何だこれ！　勘弁してくれよ！」

			　客が居丈高に怒鳴り散らし、壮年のコンシェルジュが謝っている。

			　どうやら接客中に、女性が倒れたらしい。

			「ねえ、何？　何やってんの？　この店、女の管理も満足に出来てないの？」

			　面倒臭い男のようだ。嫌な目つきをしている。

			　そんな事より、まずは女性の治療が先だ。

			　俺は、平謝り中の壮年のコンシェルジュに目線を送ると、女性の傍に寄りマッサージを始める。

			　マッサージと言っても、半身を起こして背中に手を当てただけだが。

			　半身を引き起こした時点で女性が嘔吐し、俺の服に吐と瀉しゃ物が掛かる。

			「なんだあ？　お前ら」

			　突如現れた俺達に、男は声を上げる。

			　俺は無視して、連続で魔法を発動。

			　ツインテと同じように、怪我治療、病気治療、状態異常回復の順でＦランク魔法を施して行く。

			　怪我治療、病気治療は素通りし、状態異常回復で手応えがあった。

			（んっ？）

			　だが、その手応えはツインテの時とまったく同じ。その事に妙な引っ掛かりを覚える。

			　幸い、状態異常回復Ｆで状態異常は完全に解除された。

			　痙攣が治まり、女性の意識が回復する。

			　嘔吐物が気管に入ったのだろう、激しく咳き込むが直に治まった。

			　ウェイトレスの女の子が、すぐに女性へ水を飲ませる。

			「ちょっと、いいかしら」

			　先生に肩を借りながら、ツインテが近づいて来た。

			　そして囁く。

			「今思い出したんだけど、私の体がおかしくなったの、この客の相手をしてからよ」

			　チラリと男の方を見る。

			　男は壮年のコンシェルジュ相手に、大声で喚いていた。

			　俺はツインテに、女性に手当てをした時の感触を伝える。

			「私を治療した時と、まったく同じ感触？」

			　頷く。

			　そして追加する。おそらく原因も同じであろう事を。

			　少し考えたツインテは、ウェイトレスの女の子に何か告げる。

			　女の子はすぐに、パタパタと階下へ走って行った。

			「申し訳ございません。お代は勿論、結構でございます。少々お待ちいただければ、代わりの者をご準備致しますので……」

			　壮年のコンシェルジュは、平身低頭だ。

			　それに気を良くしたのか、男は嵩にかかる。

			　待たない、すぐに代わりを寄こせと、声を張り上げた。

			「サイドラインをさあ、全員ここに連れて来いよ。そっから選ぶからよ」

			「お客様、さすがにそれはちょっと」

			「何お前？　お客様にご迷惑お掛けしたとか何とか、口だけなんじゃないの？　本当に申し訳なく思ってるんなら、それくらい当たり前なんじゃないの？」

			　俺は直接の関係者じゃないので、女性をソファーに座らせると、騒ぎを遠巻きに眺めている。

			　そこへ、さっき階下へ降りて行ったウェイトレスの女の子に、少年のような年若いコンシェルジュ、それに用心棒っぽいおっさんが二人程、部屋に入って来た。

			　男は用心棒を見ると、さすがに腰が引けたようである。

			（あれだな、立場が下の相手にはどこまでも強く出るが、強面が出て来るとすぐにびびるタイプの奴だ）

			　俺は前世時代の客先にいた人物を思い出し、男の人となりを推測した。

			　少年コンシェルジュは、壮年のコンシェルジュに帳面を見せながら、何かを告げている。

			　聞いていた壮年のコンシェルジュは一瞬目を大きく開き、帳面を詳しく目で追い始めた。そして一度頷くと、男へと向き直る。

			「お客様、少しよろしいでしょうか？」

			　壮年のコンシェルジュの言葉は丁寧だが、さっきとは雰囲気が全然違う。何やら迫力が漲みなぎっていた。

			「ああ？」

			　相手の雰囲気の変化に気がついたのだろう。男は大声を上げるものの、虚勢であるのが俺にでもわかるほど引いている。

			「こちらに帳簿がございます。お客様がご来店された日付と、お相手させていただいた店の者の名前がこちら」

			　そして、と言葉を続ける。

			「こちらが、体調不良を訴えた店の者の名前と、日付でございます」

			　壮年のコンシェルジュの目の光が、カッと強くなる。

			「非常に近似しております。何かお心当たりは？」

			「ある訳ないだろ！　客を疑ってんのかお前！」

			　男は怒声を上げるが、目が泳ぐ。

			　その目は、壮年のコンシェルジュ、テーブルの上の鞄、それから壮年のコンシェルジュの後ろのツインテへと移って行った。

			　そしてツインテと目が合うと、ハッとした様子を見せるが、すぐにその色を消す。

			「もういい！　こんな店二度と来ねえ！　代えはいいから、さっさと金を返せよ！」

			　そう言いつつ自分の鞄を取ろうとテーブルへ向かう。だが進み出た用心棒によって行く手を遮られた。

			「大変申し訳ございませんが、少々お待ちいただきたいと思います」

			　壮年のコンシェルジュは、男の鞄に手を掛ける。中身の確認をするのだろう。

			「客の持ち物に何すんだ！　許されるものじゃねえぞ、訴えてやる！」

			　男は壮年のコンシェルジュを阻止しようとするが、用心棒が許さない。

			「私は店の管理者として、お客様の所持品を確認する権限を与えられております」

			　そう言いながら壮年のコンシェルジュは手を止めない。一つ一つ確認して行く。

			　そして、一本のポーションを手に取った。

			　照明にかざしたりしている。色は薄い紫。俺も見た事がない色である。

			　他に、空のポーション瓶も出て来た。

			　壮年のコンシェルジュは、こちらの臭いを嗅いだりしている。

			　そして、少年コンシェルジュに指示を出す。

			「すぐに衛兵を呼べ。お客様は別室にご案内し、厳重におもてなしせよ」

			　非常に厳しい声音である。

			　お客様などと言っているが、態度は完全に敵に対するものだ。

			　それを聞き大声で喚き散らす男。用心棒はそれを力で押さえつけ、階下へ引き摺ずって行く。

			　壮年のコンシェルジュは用心棒達を見送ると、俺へと顔を向ける。表情はいつもの穏やかな紳士に戻っていた。

			「ありがとうございます。タウロ様のおかげです」

			「何かわかったのですか」

			　他人のトラブルは、ちょっとだけ興味がある。

			「はい、おそらくですが、彼女達に内緒で薬を盛っていたようです」

			　さっきのポーション瓶がそうなのだろう。

			「多分媚薬の一種でしょう。成分が強過ぎたのか粗悪だったかして、本来の効果とは別に、副作用を引き起こしたのかも知れません」

			　非常に危険な薬です、と壮年のコンシェルジュは言う。その目は険しい。

			「我々の店は、彼女達のおかげで成り立っています。大切な彼女達にこのような事をする者を、許しておく事は出来ません」

			　言葉は丁寧だが、かなり怒っている。

			「ここ最近、体調を崩す女性が多かったのです。タウロ様の指摘で思い当たる節がある事に、恥ずかしながら気がつきました」

			　あなた達にも申し訳ない事をしました。と、壮年のコンシェルジュは、ツインテと先生にも頭を下げる。

			（ツインテはともかく、先生は状態異常ではなくて病気だったんだがなあ）

			　そう思うが口には出さない。

			「徹底的に追及します」

			　壮年のコンシェルジュは力強く宣言する。

			　他店とも、協力するそうだ。

			　業界全体で、体調不良の女性の有無を調べ、対処を行うつもりとの事。

			　これで一安心だろう。

			　その後は、店に衛兵が来る、他店のコンシェルジュが来る、本物の薬師が来るで大騒ぎになった。

			（これは帰った方がいいな）

			　俺は薬師と言う触れ込みだが、あくまで自称。本物の薬師と顔を合わせて話を聞かれたりしたら、間違いなくボロが出る。

			　そうならないうちに退散する事にした。

			（じゃ、また）

			　俺は壮年のコンシェルジュに軽く手を上げ、出口へ向かう。

			　壮年のコンシェルジュは、俺にお礼をしたかったように見えたが、今彼は忙しさの中心にいる。俺へ深く頭を下げるに留めた。

			　さすがに嘔吐物のついてしまった上着だけは、少年コンシェルジュが引き取ってくれている。店持ちでクリーニングしてくれるそうだ。

			（替えの上着が必要だな）

			　店を出た後、そう考える。

			　今の俺は、上半身が下着にマントという出で立ち。幸い、まだ午後四時過ぎなので寒くない。

			　気温が下がる前に家へ戻り、着込んでおく必要があるだろう。

			　ややスースーする肌寒さを感じながら通りを進み、家に着く。

			　ウォークインクローゼットにぶら下げてある替えの上着を羽織りつつ思う。予備の服を準備しておいて本当に良かった。

			（薬草はどうなったかな）

			　ついでに庭へと出て様子を見る。今朝、薄めたポーションを振りかけておいた奴だ。

			「おお！」

			　九株の薬草は、見違えるほど元気になっていた。

			　見るからに生き生きとし、生命力が感じられる。

			　とても、見ていて切ない気持ちになったような、今朝の状態ではない。

			（薬草はポーションで元気になるのか。仮説が当たったな）

			　うんうんと、一人頷く。

			　これは、人工栽培研究の一助になるかもと一瞬考えたが、すぐに否定した。

			（ポーション作るのに薬草がどれくらい必要なのか知らないが、これは絶対、コスト的に見合わないぞ）

			　王立魔法学院で、試していないはずはない。

			　おそらく人工栽培の定義に、薬草を育てるのにポーションを大量に消費するような方法は、含まれていないと思う。

			　そんな事を考えながら屋上にある庭を眺めているうちに、周囲の景色が赤く色づいて来た。

			（腹が減って来たな。やや早めだが夕食にするか）

			　どこに行こうか、考えを巡らせる。

			（そうだ。あそこにするか）

			　食事の店を探すのは、俺の場合口コミが基本。そんな俺には、行ってみたい店がいくつかある。

			　家の戸締まりを済ませると、店のある歓楽街へと向けて階段を下りて行った。

			


			　さて、俺は今、『マリネット』というレストランで、シーフードフライをメインにした食事を取っている。

			　娼館のロビーで他の客同士が、『いい店がある』と話していたのを耳にして、気になっていたのだ。

			　味は、うん、悪くない。揚げたての白身魚のフライにタルタルソースをつけて食べると、幸せな気持ちになれる。

			　つけ合わせのキャベツっぽい野菜もシャキシャキ新鮮でほのかに甘く、フライと一緒に咀そ嚼しゃくすればまた一段とおいしい。

			（食事はいいんだけど、これはないわぁ……）

			　俺は天井を見上げて、溜息をつく。

			　この天井が店の売りなのだが、どうにも趣味に合わないのだ。

			　俺が立ち上がればギリギリくらいの低い天井は、ガラスかアクリルで出来ている。

			　その透明な天井の板は、そのまま上階の床板だ。勿論、金属製の骨組みが縦横に走り、重量を支える仕組みになっている。

			　そして今、上階ではセーラー服の女の子達が、交代で踊っているのだ。

			（まるで水族館だ）

			　見えるのは泳ぐ魚ではなく、動き回る女の子だが。

			（……せめて、下着をはいていてくれればなあ）

			　セーラー服を着ているのだが、身につけた衣服はそれだけ。

			　そんな子達が、しゃがんで腰をグリングリン動かしたりして、踊っている。

			　えー、つまり──

			　アケビの実がなっていたり、菊の花が咲いていたりするのが、まる見えなのだ。それも至近距離で、俺が食事をしている最中にもかかわらずだ。

			（好きな連中はいいのだろうが）　

			　隣のテーブルにいる男三人組は、大変な盛り上がり。興奮して声高に喋り、時々奇声を上げている。

			　見れば、床屋の椅子のようにリクライニングする椅子を目一杯倒し、飲み食いしながら鑑賞中だ。

			　当然、胸にかけたエプロンも周囲も、食べかすだらけ。

			（なんで焼肉屋みたいにエプロンをよこすのかと思ったら、こういう理由か）

			　謎が解ける。

			　ところでこの店に対する見解だが、好みによるとは思うが俺は駄目だ。

			　いわゆる、臭そう、なのだ。とても食事をしながら見るようなものではない。

			（出よう）

			　俺は椅子を直角に立て、食事に集中する。早々に食べ終わると、すぐに外だ。

			（何か気分がモヤモヤするな）

			　納得行かない気持ちが立ち込める。

			　俺はもう一ヶ所、試したいと考えていた店へ向かう事にした。

			（ファストフード店）

			　ファストフードと言っても、食事の店ではない。娼館のファストフード版だ。

			　何でも業界の風雲児が、常識を打破して、安く気軽に楽しんで貰えるよう始めたらしい。巷で結構評判になっている。

			　場所は同じ歓楽街。さして歩く事なくすぐに店の前。

			「いらっしゃいませえ！」

			　扉を開ければ、お店の制服を着た若い女の子が、元気良く笑顔で迎えてくれる。

			（ロビーに雛壇の形式か）

			　入ってすぐの場所はホールになっており、奥に雛壇。娼館で馴染みの造りだ。

			「お決まりになりましたら、お声をお掛け下さい」

			　先ほどの元気な若い子に告げられる。

			（ほう）

			　美人ではなくちょっと太めだが、弾むように元気がいい。

			（彼女でもいいんだが、無理だろうな）

			　見回せば、今ホールにいる店の人は彼女一人。代わりがいない状態では無理だろう。

			　俺は雛壇へと向かい、眺めやる。

			　そこでは黄色いビキニを着た女性達が、立ったり座ったりしていた。

			　番号の書かれたプレートが、胸元につけられている。

			（ここは日本で言う、本番がない店なんだよな）

			　そう、リサーチによれば、この世界では珍しく、ここには本番がない。そして時間制限もない。ワンショット制なのだ。

			（そして安い）

			　銀貨一枚しない。しかもチップ不要、娼館でよくある飲み物の注文もなし。

			（この価格が、評判の理由だ）

			　俺は、援助交際喫茶店ベルトークのおばちゃんの教えを受けているので、安いというのは逆に不安材料になる。

			　遊ぶに不自由しない金を稼げる事がわかった今、女遊びで出費を抑える必要性がない。

			　だが、俺がここに注目したのは、別に理由がある。

			（Ｆフィンガー・Ａアンド・Ｌリップ・Ｏオンリーというシステムが、俺のマッサージ技術向上の参考になるのではないか）

			　そう考えたのだ。

			　俺は、とくにこだわりを持たずに相手を選び、個室へと向かう。

			　自らの技術を磨く一助とすべく、期待と緊張に局部を膨らませつつ安っぽい扉を開けたのだった。

			


			「大失敗であった」

			　事を終え店を出た俺は、歓楽街の外れ、静かな通りを歩きつつ反省しきりである。

			　非常によろしくなかった。参考にも何にもなりはしない。

			　部屋に入ると、いきなりの六拾九。

			　六拾九のまま、彼女はビキニのサイドの結び目を解ほどき、

			「ご自由にどうぞ」

			　と、口にしながら口にした。

			　またしても目の前に押し付けられる、菊とアケビのフラワー・アレンジメント。

			（ここの経営者、絶対さっきの店と同じだろ！）

			　同じ精神、コンセプトが感じられる。間違いない。

			　そして、簡易的なベッドの上で乳を搾られる乳牛状態にされた俺は、何ら喜びなくゴールを迎えたのだった。

			「何か疲れたな」

			　がっくりと首と肩を落とす。

			　目に入るのは地面だけ。例えるなら、電柱の根元に張られた融資の広告しか目に入らない状態だ。

			　テンションだだ下がりである。

			　このままではいかん、と無理やり体を起こし、夜空を眺めつつ背筋を伸ばす。

			　いくつかの星が目に入る。歓楽街から離れつつあるため、店の光が邪魔にならない。

			　すると、ふと店の看板が目に入った。

			（リラックス・マッサージか、悪くないかも知れないな。さっきの狭い部屋での六拾九で体も凝ってるし、寄って行くか）

			　正規のマッサージ店に入るのも初めてだ。いい経験になるかも知れない。

			　すぐに歩く向きを変え、目の前にある店の入口をくぐる。大きな店ではない。静かな雰囲気の診療所くらいの大きさだ。

			　受付らしいところでマッサージを頼むと、奥に案内され、個室でやや待たされる。

			　その後、とうが立ったお姉さんが現れ、寝台の上にうつ伏せに寝るよう指示された。

			　そして背中側から、マッサージが始まる。

			　上半身を起こして腕を取ったり、足を曲げたり、関節技みたいのをきめたりと、マッサージというか整体だ。

			（くっ、苦しいけど、気持ちいい）

			　凝っていたのが、自分でわかる。

			　筋肉がほぐれ、次第に呼吸が楽に、深く出来るようになって行った。

			（ん？）

			　だが途中から、様相が変わり始める。

			　手指が俺のデリケートゾーンを、時折かすめるようになって来た。

			　とうの立ったお姉さんの胸も、わざとなのか当てて来ている。

			（これは一体？）

			　俺の疑念とは別に、図らずも元気になってしまった。

			（ここは健康マッサージの店。ちょっとまずいぞ）

			　焦りつつなだめようとするが、収まらない。隠そうと努力し続ける中、とうの立ったお姉さんが手を止める。

			（気づかれた）

			　直感した。

			「あ、あの、すみません」

			　俺はすぐに謝る。

			　すると、とうの立ったお姉さんは意外な事を口にした。

			「ここからは別料金だけど、どうする？」

			　その発言に、しばし思考が止まる。

			（あれっ？　ここって、そういう店だったっけ）

			　気づかなかった。

			　少し考える。

			（せっかくだし、お願いしてみるか）

			　とうの立ったお姉さんに、その事を伝える。

			　ちなみに、とうの立ったお姉さんいわく本番はなしとの事だ。

			「はい、目を閉じないで、こっち見て」

			　妖しく微笑みながら、俺に目を開くように告げる。

			　そして彼女は、左手を軽く俺のホースの根元に添え、右手でホースの先端部を撫でるように優しく刺激し始めた。

			「ううっ」

			　思わず声が漏れる。

			（顔が近い）

			　驚くほどの至近距離に、とうの立ったお姉さんの顔がある。俺の鼻の少し先だ。

			　その目はしっかりと俺の目を捉え、離さない。

			（心の中まで見透かされているようだ）

			　そんな気持ちが湧いてしまう。

			　とうの立ったお姉さんの手技が、どんどん激しくなって行く。自分で処理する場合、この程度の刺激日常茶飯事だろう。しかし人にされると全然感覚が違う。

			（おっおっ、おう？）

			　山が来て、急激に坂を登り始めた俺。だが頂上の一歩手前で突如、ホースの根元をきつく締められた。

			（もう少しで楽になれたものを）

			　だがとうの立ったお姉さんの顔は、俺をあざ笑うかのように刺激を弱め、山が通り過ぎるのを待つ。

			　そして俺が落ち着いて来たのを感じ取ると、再度刺激を強め始めた。

			（そういうつもりか）

			　圧力が限界付近まで高まれば、左手で絞りつつ撫でるに留め、下がれば手を緩めつつ擦り上げ始める。

			　万一噴き出しそうになった場合は、瞬時に左手が物理的に暴発を防ぐ。

			（くっ苦しい）

			　俺は限界付近の領域に留まらせられたまま、悶え続けている。

			（手練だ）

			　とうの立ったお姉さん。そう見なして間違いないだろう。

			　合気道の達人は、右手に乗せた小鳥を飛翔させなかったという。

			　鳥が飛ぼうとすると、その気配を察し右手を下げる。

			　踏み切りの瞬間に下げられた小鳥は、飛び上がれずにたたらを踏む。

			　そして達人は、小鳥が飛ぶ準備を終える前に、右手を同じ高さに戻す。

			　これを繰り返す事によって、ついぞ、小鳥を飛ばさせなかったとの事だ。

			（飛び立たせてくれ！）

			　俺は切に願う。

			　飛びたいのに飛ばして貰えない。

			　瞬間的にこの感度に入った事は何度もある。だが、こんなに長時間続いた事は人生の内で一度としてない。

			　拷問に近い生殺し状態だ。

			（ああ！）

			　とうの立ったお姉さんは、合気道の達人ほどの完成度はなかったらしい。今、ミスをした。

			　熱烈に救いを求める俺はそれを見逃さず、喜びを解き放とうと圧力を高める。

			（！）

			　だが駄目だった。

			　とうの立ったお姉さんは、そのミスを完璧にフォローする。左手がホースを握り潰し、物理的に行く手を阻む。もはや一滴だって漏らせなかった。

			（なぜわかった？）

			　気づかなければ、俺はすり抜け放出出来たはずだ。

			　俺の脳裏に疑問が走った瞬間、至近距離にある、とうの立ったお姉さんの顔がニヤリと笑う。

			（心を読まれている）

			　その瞬間理解が走る。文字通り、俺の心は目を通して見透かされていたのだ。

			　俺の状態はリアルタイムで彼女に把握されている。隙を見て爆発させるなど不可能な事だったのだ。

			（相手の目を見るという事は、これほどまでに重要なのか）

			　思い知る。

			　そして、さっきの六拾九の、なんと愚かな事よ。あれでは相手の状態など、何一つわかるまい。

			　俺は敗北を認め、彼女のされるがままとなった。

			　そして一際巨大な山を迎える。

			（また、阻止されるんだろうな）

			　そんな諦めにも似た気持ちで頂上へ向かう。

			　だがピークの直前、突如としてとうの立ったお姉さんは、左手の呪縛を解き放った。

			（！）

			　留められる事のなかった猛烈な内圧が、外へと向かって突き進んでいく。

			（な、な、な、な、なあ!?）

			　飛べないと思いつつ思い切り踏み切った俺は、まったく予想しない状態で高く飛び上がった。

			（何が起きてるんだ）

			　俺は、目の前で起きた事象が信じられないでいる。

			　解放された俺の情熱は、高々と部屋の天井まで届いたのだ。

			（ありえない！　こんなのありえない！　高校生の時だって、こんなに飛びはしなかった）

			　驚愕する。だが驚きは、それだけではすまなかった。

			（う、が、あああ!?）

			　しかも止まらない。こんなにあるはずがないのに。信じられないほどの量だ。

			（生命が！　生命が流れ出して行く！）

			　その感覚は、恐怖を覚えるほど。

			　何度も何度も脈打ちながら、すべてを吐き出し切ってしまった。

			（……こんなの、初めて……）

			　くったりとなり、心中にそう独り言ちる。

			


			　その後、人が変わったように優しく接してくれたとうの立ったお姉さん。

			　あの凄い技は『毒抜き』という、彼女の必殺技なのだそうだ。

			　ギリギリまで制限し、タイミングを見計らって放出させるため、反動でさっきのようになるらしい。

			（まさに必殺）

			　その名に相応しい。俺は深々と溜息をついた。

			（しかし必殺技か。しかも名前つき）

			　俺の心の中に、熱い欲望が滾たぎって来る。

			（欲しい！　俺も欲しい。必殺技欲しい。名前つきの技が欲しい）

			　自分専用の必殺技。それが心に火をつけた。

			（技名を叫びながら、技を繰り出したい）

			　シオーネで悪役怪人を自称した俺。二つ名や必殺技が欲しくない訳がない。

			（ん？）

			　そんな事を考えていると、とうの立ったお姉さんが俺の背を静かに押した。

			（時間終了、帰りなさいという事かな）

			　察した俺は、多めのチップを渡して、マッサージの店を後にする。

			　虚脱した体をゆるゆると歩かせ家に向かう。

			　三階までの階段がやけに辛く、体が重く感じた。

			（いや、それにしても、今日はハズレも引いたが、勉強にもなる一日だった）

			　部屋でポーションを作製しつつ、そう考える。

			　ある程度作り終えたところで、今度は自分自身に怪我治療Ｆ、病気治療Ｆ、状態異常回復Ｆを施す。

			（大丈夫みたいだな）

			　Ｆランク魔法を発動させたのは、その時の感触で怪我や病気、そして状態異常の有無を確認しようと考えたのだ。

			　病気治療、状態異常回復は、手応えなし。

			　怪我治療に完治の手応えがあったが、これはさっき、向こう脛ずねを打ちつけて出血した分と思われる。

			（今日の残り使用可能数は、どのくらいだったかな）

			　上位に絞って計算すると、Ｓが一回、Ａが三回、Ｂが六回、Ｃが十回になる。

			　間もなく日付が変わる。余らせているのがもったいなく思えた。

			（たまには使わないと、本当に使えるのか心配になって来るよな）

			　そう考え、一人頷く。

			　ただ使い道もないので、Ｓ・Ａ・Ｂ計十本のポーションを作り、薬草に掛けてみる事にした。

			　俺自身に掛けても無駄になるが、薬草なら栄養にしてくれるだろう。

			　ガラスのジョウロを袋に包み、ポーションの光が漏れるのを防ぎながら、薄めて薬草に掛けていく。

			　面白半分に、怪我治療Ｓだけは、ポーション瓶から直接、中央の薬草株に掛けてやった。

			（さて、寝るか）

			　日付が変わる頃、急激に睡魔が襲って来る。

			　そそくさとベッドに潜り込み、俺はすぐに眠りへと落ちて行った。

			


			　翌朝、目を覚ました俺は、カーテンを大きく開ける。

			（おお）

			　いい風景だ。

			　窓の外では木の枝々が、豊かに茂らせた葉を風にそよがせ、エメラルド色の木漏れ日が寝室内に──

			（……木？）

			　俺は窓を撥ね開け、身を乗り出して窓外を見る。二階屋上部分、全面に設けられた庭園。

			　赤茶け痩せた土で造られた長方形の敷地の中央に、九株の小さな薬草の苗が植えられていただけの殺風景な庭。

			　そのはずである。

			（？）

			　それが今、隅々まで草に覆われ、土は一片も見えなくなっている。

			　しかも中央には高さ二メートルほどの木が、枝々に豊かに葉を茂らせ、風にそよがせていた。

			　葉はエメラルドグリーンに美しく輝き、風が新緑の香りを寝室まで運んで来る。

			「えっ？」

			　状況がまったく理解出来ない。

			（何だこれ？　どういう事）

			　俺の起き抜けの脳細胞が、ゆっくりと回転を始める。

			　呆然として眺めやるうちに、脳は状況から推論を繰り返し、もっとも妥当と思われる推測を無意識に導き出した。

			　たどり着いた一つの解、それは。

			「昨夜、調子に乗って高ランク・ポーションを庭に撒いたら、薬草が猛烈に育って、庭を覆い尽くした」

			　自分に言い聞かせるように、あえて声に出す。

			「そしてＳランク・ポーションを直じかに浴びた一株は、草の領域を突破して、樹木になった」

			　しばし、自分の言葉を吟味する。

			（おそらく、これで正解だろう）

			　恐るべしファンタジー世界。思わず小さく唸る。

			　一晩で、荒れた庭が一本の木と草生い茂る草原になったのだ。それも無理からぬ事だろう。

			　そこで心配な事が、心に浮かび上がる。

			（目立つか？）

			　庭の端から、下の通りや周囲の建物に目を走らす。

			　さすがに朝早いせいか、注目している人はいなかった。

			　俺は大きく息を吐く。

			（まあ、今更どうしようもないしな）

			　そしてまじまじと木を眺め、切る、という選択肢も考慮する。

			　そこで首を大きく左右に振った。

			（せっかく生えて来たのに、かわいそうだ）

			　落ち着いて眺めれば、これはこれで周囲の風景に馴染んでもいる。もともと屋上に設けられた畑、緑地帯なのだ。

			　一晩で出現した事が問題だが、木はともかく草は問題ないだろう。

			　それに木だって、植木屋で購入し移植したと考えれば、そこまで不自然でもない。

			（いい風景だよな）

			　それに俺自身、こういう緑に溢れた庭を望んでいたのだ。

			　今ではなかったとしても、いずれ木を植えていただろう。

			　それに何より、庭の真ん中に生える一本だけの木。それが何とも綺麗で、一目で気に入ってしまった。

			（あの宝石のように輝く葉っぱ。あんなのは見た事ない。さすが異世界だ）

			　うんうんと頷く。

			　俺はとりあえず、このまま様子を見る事にした。

			　朝食後は、早速庭を探険する。

			　庭全体を埋め尽くして生えてる草は、見た感じすべて薬草である。草丈は三十センチメートル前後、元気いっぱいである。

			（もの凄い成長振りだ）

			　昨晩までは五センチメートルほどしかなかった苗が、ここまで育つ。自分の目で見てもなかなか信じられない。

			（そして、この木）

			　庭の中央に位置する木。

			　俺の背よりやや高く、幹の太さは胸の高さで十センチメートル。高さの割にはしっかりした姿だ。

			（なんて綺麗な葉っぱなんだ）

			　特筆すべきは、その葉である。

			　薬草から変化したはずだが、形が全然違う。一枚一枚が半透明で、宝石のように美しい。

			　それが髪の毛の多い人の頭のように、フサフサと生い茂っていた。

			　一目見た時より、なお好ましくなる。

			（これからは、この木を中心に庭を整備して行こう）

			　俺はそう考え、Ｆランク・ポーション数本を薄めた水を、ジョウロで撒き始める。

			（昨日の朝は、Ｆランク・ポーションの水で元気になる程度だった。これぐらいなら爆発的に成長する事もあるまい）

			　そして俺は午前中いっぱい、水やりや草木を眺めるなどして、庭で時を過ごした。

			


			　庭の手入れを終えた俺は、食事をすべく家を出る。

			　向かった先は、キャサベルという娼館のロビーに併設されたレストラン。王都に来た初日にロブスターを食べ感激した店だ。

			（やはり、うまい）

			　すでに俺の前には、あの時と同じロブスター料理が供されている。

			　どうしてもまた食べたくなってしまったのだ。

			　濃いガーリックソースとバジルの香りが食欲をそそる。

			　女の子には申し訳ないが、勘弁して貰う。それほどこれは、俺に合う。

			　食欲を満たしつつ、雛壇を眺める。食欲の次は別の欲が待っているのだ。

			（おっ）

			　誰にしようか迷い箸のように視線をさまよわせていると、そこにある女性の姿が目に入る。

			　ここで以前に指名した、地味な子だ。

			　あの時と同じく、指名率は芳しくない。周囲がポツポツと指名されていく中で、大人しく座り続けている。

			　席を立つ同僚に、頑張ってね、とでも言うように向ける笑顔が庇護欲をそそる。

			（地味子ちゃんにしようか）

			　自分の成長度合いを確認するには、同じ女性相手の方がいいだろう。

			　あの時の自分と、今の自分。その違いを感じ取れるかも知れない。

			（それに、学んだマッサージの技も試してみたいしな）

			　俺は決め、食事の最中ではあるが、コンシェルジュを手招きする。

			「すみません、あの子の予約、お願いします」

			　そう告げた。

			　わざわざ予約したのは、俺の人間性によるところが大きい。

			　指名すると心に決めた瞬間、誰かに先に指名されるんじゃないか、そういう不安が湧き上がって来たのだ。

			（やれやれ、相変わらず小心な男だぜ）

			　俺は軽く自分を笑った。

			


			　食事を終え、予約していた地味子ちゃんの胸に腕を押し当てつつ階段を上る。

			　そして部屋に入ると、彼女をまじまじと観察した。

			　化粧はナチュラル系で、スタイルもそれなり、地味で、大人しそうで優しそう。

			　近所に住むかわいい女の子の雰囲気が、非常にする。

			「今回も指名ありがとう」

			　地味子ちゃんはそう言って、嬉しそうに小さく微笑んだ。

			　俺の事を覚えていてくれたらしい。その様子に心臓が大きく一跳ねする。

			　俺は早速、鼻息も荒く地味子ちゃんににじり寄った。

			（ちょっと気になる事があるんだよな）

			　地味子ちゃんの香りを胸一杯に吸い込みつつ、考える。

			　実は俺に、大きな変化が起きているようなのだ。

			　今朝からだと思う。朝は庭の件に気持ちを取られ、わからなかった。しかし先ほど、食事が出て来るのを待っている間に気がついた。

			　以前に感じた、あの感覚。

			　アウォークの宿で目覚めた時に感じた、バラバラの知識が統合され、今までより高い視点から物事を見られるような、レベルアップした感覚だ。

			　理由なく自分が強くなった事を確信する、という奴である。

			　ロビーから雛壇を眺めている時、雛壇の女性の体を光の筋が何本も走り、その光がゆっくりと循環しているのを何となく感じ取ることができたのだ。

			　目の前の地味子ちゃんは距離が近いためだろうか、光の循環がもう少し強く見て取れる。

			「ちょっと、触らせてねー」

			　地味子ちゃんは、俺が前回いたずらばっかりしてたのを覚えているのだろう。恥ずかしそうにしつつも、コクンと頷く。

			　俺は彼女の一番外周を流れる、細い光の筋に沿って両手を滑らす。

			（これは！）

			　変化は劇的だった。

			　彼女は、声を出した訳ではない。それにビクンとした訳でもない。

			　しかし俺の目には、彼女の中を流れる光が暗い赤色から明るい赤色に変化し、循環する速度も速まったのが、はっきりと見えていた。

			（それに体に触れていると、光の循環が明瞭にわかる）

			　俺は光に誘われるよう、流れの筋に沿ってゆっくりと撫でる。

			（おっ）

			　地味子ちゃんの俺へもたれかかる重さが増して行く。うっとりとして力が抜けて来ているのだろうか。

			　しばらく撫で続けると、光の色が暗いオレンジへ、そしてところどころ明るいオレンジに変化した。

			（両脇の下三センチメートル、そこが明るいオレンジになっている。これはもしかして）

			　俺は両人差し指で、明るいオレンジ色の部分を、優しくゆっくり押す。

			「～～～！」

			　一気に仰け反る地味子ちゃん。

			　光の色が一気に変化、かつ強くなり、一部は明るいオレンジ色から暗い黄色へと変わっている。

			（やはり！）

			　俺は、自分の新たに手に入れた能力に、興奮を抑えきれない。

			（これは、相手のいいところがリアルタイムでわかる能力だ）

			　マッサージを施す者誰もが、喉から手が出るほど欲しい能力だろう。

			　嬉しくなった俺は、地味子ちゃんのオレンジや黄色に光る部分を、優しく丁寧にマッサージし続けた。

			　すぐに地味子ちゃんの目の焦点が合わなくなり、臍下丹田全体が明るい黄色に輝き出す。

			（うむ。もう充分だ。これ以上待たせてはかえって気の毒に違いない）

			　最後の仕上げを行う事を決意する。

			　まずは一旦、地味子ちゃんから離れベッドを降りる。

			　すべての服飾を解除し、丁寧に畳んで脇に置く。

			　地味子ちゃんに、深く一礼。

			　そしてゆっくり深く息を吸い、止め、地味子ちゃんに向かって駆け出す。

			　そして、大きくジャンプ。

			「地～味～子～ちゅわあん！」

			　俺は絶叫しながら、地味子ちゃんへとプールに飛び込むようにダイブを行ったのだった。

			


			　広場近くのカフェ。

			　キャサベルで地味子ちゃんをたっぷり賞味した後、俺はそこでコーヒーの香りを楽しんでいた。

			（おいしかった）

			　料理に例えるなら、地味子ちゃんは家庭料理。

			　レストランで出て来る料理に及ばないところはあるかも知れないが、家庭料理にしか出せない安心感と、温かさがある。

			　まさにアツアツのホクホク。

			　すべてが終わった後、顔を真っ赤にして、俺と目を合わせられない地味子ちゃん。とてもかわいらしかった。

			（しかし、びっくりしたな）

			　地味子ちゃん、実は全然地味じゃない部分も持っていた。途中から凄い凄い。ぐるんぐるんである。

			（女性というものは見掛けだけでは推し量れない。奥の深いものなのだな）

			　また一つ勉強になってしまった。

			　コーヒーのカップが空になり、俺の疲れも大分抜けた感じがする。

			　席を立ち上がり店を出ると、俺は上機嫌でジェイアンヌへと徒歩で向かう。

			　クリーニングに出していた上着を取りに行くのだ。勿論、ついでに遊んで来ようとも考えている。

			　無意識に背筋が伸び、胸を張って歩く。

			　王都へ来たばかりの頃に比べて大きく成長し、もはや違う次元の強さを手に入れたその自信。

			　それが自然と、姿勢を正していたのだろう。

			（体が、軽い）

			　歩きながら、シャドーボクシングの真似事をする。

			（思った通りのラインを、体がトレースして行く）

			　続くシャドーボクシングに、周囲を歩く人が気味悪がり、距離を取って避けて行く。

			　だが、ご機嫌の俺は、そんな事に気がつかない。

			「……何をやっているのかしら、あなた」

			　突然、声を掛けられる。

			　振り向くと、そこには呆れ顔の爆発着底お姉様が立っていた。

			（私服！）

			　濃いダーク系のワンピースに、クリーム色の短いカーディガン、手には亜麻色のトートバッグを持っている。

			　通勤途中のＯＬさんのようだ。いつものタイムパトロール中のチアガールのようなコスチュームとは、また違った趣があって非常によろしい。

			「……お店に、上着を取りに行こうと思いまして」

			　パッと、シャドーボクシングをやめる。

			　同時に、自分が路上でシャドーボクシングをしていた事に気がつき、慌てて周囲を見回す。

			　周囲の通行人は、俺を避け、距離を取って通り過ぎて行く。時折、チラリとこちらに送られる視線は、明らかに変人を見るそれであった。

			「昨日、吐瀉物で汚れてしまった上着を、お店でクリーニングに出してまして」

			　俺は赤面しつつ説明する。

			　爆発着底お姉様は、あらそう、と言った後、言葉を続けた。

			「昨日は、悪人を捕まえたりして、ずいぶんご活躍だったみたいね」

			「いやあれは、症状が似てるから原因も同じかなって、お店の人に伝えただけですよ」

			　実際そうだ。

			　俺はそれ以外、遠巻きに見ていたに過ぎない。

			　ふうん、と爆発着底お姉様は言うが、納得はしてなそうである。

			「ところで、今日はお休みですか」

			　爆発着底お姉様の私服姿を鑑賞しながら、話を変えた。

			「違うわ。これから出勤よ」

			　その言葉を聞きながら、ふと気になる。

			　トートバッグに、立派な装丁の本が何冊か入っているのが見えたからだ。

			　サイドライン席に座りながら、本でも読むのだろうか。

			　俺の視線に気がついた爆発着底お姉様は、ああこれね、と言って、説明をする。

			「私、学校帰りなのよ。学校から直接、お店に行く途中なの」

			（……学生!?　いや、確かに年齢的には女子大生くらいだろうが……。それ以前に、そんな事ぶっちゃけちゃっていいの!?）

			　俺の驚いた様子を勘違いしたのか、爆発着底お姉様は少し不満げだ。

			「あら、これでも私、王立魔法学院の生徒なのよ」

			（王立魔法学院？　確か魔法系の最高学府だよな）

			　俺は驚愕する。

			　この驚きは、俺が二十八歳の時、初めて東大卒の人に会った時と同種のものだ。

			　田舎者の俺はその時、テレビに出て来る芸能人を生で見たかのような、そんな興奮を覚えたものである。

			「ほら証拠」

			　爆発着底お姉様は俺の驚く顔に満足したらしく、今度は少し得意げに胸元を指し示した。

			　そこには緑の葉と白い杖をモチーフにした、エマーユのブローチがあった。

			　おそらく、王立魔法学院の学章なのだろう。

			「ここで立ち止まってたら、通行の邪魔よ。一緒に行きましょ」

			　そう言って、爆発着底お姉様は俺の腕を取る。

			　俺は手を引かれるがままに、一緒にお店へと歩き出した。

			「あの、王立魔法学院の生徒だって事、話しても大丈夫だったんですか？」

			　俺は、人事ながら心配になってたずねる。

			「大丈夫って、何の事？」

			　不思議そうに問い返す爆発着底お姉様の様子に、一片の曇りもない。本気で、俺が何を心配しているのかわからないようだ。

			　俺はそこで、やっと気がつく。ここは異世界であった事に。

			　俺は、どうしても日本にいた頃の意識が抜け切らない。そのため、さっきの爆発着底お姉様の発言は、俺の中でこう翻訳されている。

			『さっき、大学の講義終わって、これからソープでバイトなんだ』

			　俺の感覚では、これは日のあるうちに通行人の多い通りの真ん中で、女子大生が口にしていい事ではない。しかも、

			『えーっ、あたしが大学生って信じられない？　ほらこれ証拠。ふふ、驚いた？　なんと王立魔法学院の生徒なのでした』

			　という、学校自慢つきだ。

			　現役東大生の美女が、これからソープでバイトと言っているのだ。しかも人前で。

			　俺的には、ありえない。だがこの世界では、ありなのだろう。

			　思い返すと、娼館でお相手して貰った彼女達に、自分の仕事に引け目を感じているような暗さは、なかった。

			　教導軽巡先生のように、高い誇りを持って働いている人もいる。

			　この世界において娼館で働いているという事は、人前で言えない事ではないのだろう。

			　それどころか、自慢出来る事なのかも知れない。

			　若い、美人、スタイルがいい、技術があるなど、客から望まれる需要のある人しかなれない職業であるからだ。

			「ああ、すみません。何か勘違いしていました」

			　俺は、笑って誤魔化す。

			　爆発着底お姉様の頭上からは、まだ『？』マークが消えなかったが、それ以上は聞いて来なかった。

			　その後は、雑談を交わしながら歩く。

			「研究材料とか本とか、結構お金掛かるのよね」

			　爆発着底お姉様は言う。学院で学費以外に掛かる費用をまかなうためと、生活にゆとりを持たせるために、ジェイアンヌでバイトしているのだそうだ。

			　続く説明で、俺は自分の想像が、外れていない事を知る。

			　娼館での仕事は人気があり、働きたくても雇って貰えない女の子も多いのだそうだ。

			　収入もいいらしい。

			　そして、倍率の高い仕事に就いたという事で、ステータスもあるようだ。日本の女子アナのようなものだろうか。

			（なるほどねえ）

			　俺は感心する。

			　例えるなら、ジェイアンヌ等の王都の一流娼館は東京キー局。王都の二流娼館や地方の一流娼館が地方局、と言ったところだろうか。

			　またゴーゴーバーは、娼館に比べ大分落ちるらしい。

			「私は働いている時間が短いから大した事ないけど。稼いでいる子は凄いわよ」

			　確かに爆発着底お姉様は、あまりサイドライン席にいないような気がする。

			　とくに開店直後の早い時間は、見た事がない。学生と掛け持ちしているのが原因だろう。

			　そしてやはり、教導軽巡先生はトップクラスとの事。

			　ここしばらく体調不良で仕事を減らしていたが、今は以前と同じように働いているため、他の子の脅威になるほどだという。

			「ところで、話は変わるんだけど」

			　さっきの、悪人捕まえて大活躍の件だけど、と言葉を続ける。

			「あなたは自分は活躍してないって言うけれど、お店の方はそう思ってないみたいよ」

			　そうですか。まあ、あの時のコンシェルジュの様子を見れば、そうでしょう。

			「お礼を考えているみたいね」

			　そこで爆発着底お姉様は、意味ありげに微笑んだ。

			「具体的には、お店持ちで女の子と遊んで貰おうって、考えてるわ」

			　ふむ。お金には困っていないので、一プレイ無料になってもあまり有り難みはないのだが、ここは素直に受け取って置くべきだろう。

			　相手の感謝の気持ちなのだ。無下にするべきではない。

			「そこで、相手は私でどう？　あなたが良ければ、話はそれで決まるわ」

			　ダーク系のワンピースをふわりと浮かせ、爆発着底お姉様がこちらを向き、笑顔を見せる。

			　その光景に、思わず見とれてしまった。

			　こんな魅力的な女性に誘われて、少しでも躊躇ったり考えたりする様子を見せるなど、そんな失礼な事が俺に出来るはずもない。

			「是非お願いします！」

			　見とれて緩んでいた表情を引き締めつつ、即答する。

			「じゃ、決まりね。今度は、この間みたいには行かないわよ、覚悟なさい」

			　そう言って爆発着底お姉様は俺の二の腕に、豊かで柔らかく、かつ高弾性の兵器ウェポンを押し付けた。

			　やはり、この前の引き分けを大分気にしているようである。

			　そして俺は、重大な事に気がつく。

			（これ、俺の人生初の、同伴出勤ってやつじゃね？）

			　俺の人生経験値が、また一ポイント追加された瞬間だった。

			


			　俺には不相応のセクシー美女と、ピッタリと寄り添いつつ町を歩く。

			　デレデレに鼻の下を伸ばしつつ、周囲へ向けてドヤ顔を決めるのも忘れない。

			　名残惜しいながらすぐ店に着いてしまった後は、ロビーで彼女の準備が終わるのを待つ。

			「お待たせ致しました」

			　壮年のコンシェルジュからいつも通りの折り目正しい応対を受け、カウンターへと向かう。

			　そこにはセクシータイムパトロールな格好の爆発着底お姉様が、腕を組み挑戦的な顔で待ち受けていた。

			（ムチムチの太腿がたまらないな）

			　俺はそんな事を考えつつ、彼女と共に階段を上り、部屋の扉を開ける。

			


			　そして俺と爆発着底お姉様の戦いは、その幕を静かに開けた。

			　俺が爆発着底お姉様の体に静かに触れる。アメリカンチアガール張りのスタイルにもかかわらず、肌はすべすべだ。

			（やはりこの世界、あらゆる面で前世より上だ）

			　肌触りを堪能しつつ、優しく触れるか触れないかくらいで手のひらを滑らせていく。

			　爆発着底お姉様は、お手並み拝見、とばかりに余裕たっぷりの様子だ。

			（俺は、すでに前回の俺ではない）

			　俺に焦りはない。俺は、信じるに足る武器を手に入れたのだ。

			（性的感覚が、光の循環と色温度として見える）

			　魔眼、と称していいだろう。いや、俺は是非『魔眼』と呼びたい。呼ぶ事にする。憧れていたのだ、魔眼という響きに。

			　俺の手は、デリケートエリアに触れていない。

			　二の腕や肩、背中、肘、膝、そんなところを、手のひらを静かに滑らせ、指で優しくなぞる。それだけだ。

			「……っ、……っ、……？」

			　それだけであるのに、優しく穏やかな気持ち良さが彼女を包み、彼女自身、理由がわからず、戸惑っている。

			　俺は、彼女の光の循環を見ながら、静かに優しく触れ続ける。彼女が次第に、うっとりとして来るのを感じながら。

			　ところで、『グルーミング』というのをご存じだろうか。

			　動物が、互いに毛づくろいなどをしているあれだ。

			　グルーミングでは、自分では手の届かないところのケアを互いに行う事で、体を衛生的に保つ事が出来る。

			　互いにグルーミングをし合えた個体は、単独で生きた個体より、遥かに長く生きられたという。

			　つまり、グルーミングは、生物にとって必要なものなのだ。

			　そのため生物は、グルーミングを受け入れるように出来ている。

			　皆さんに、経験はないだろうか。

			　髪の毛をいじられたり、毛づくろいされている時、なんとなく心地よく、もっと続けて欲しいと思った経験が。

			　俺はある。子供の頃にだが。

			　そしてこの心地よさこそが、グルーミングを受け入れるよう生物に埋め込まれた、仕組みなのではないかと思っている。

			　子猫が首をつかまれると大人しくなるように、心地よいから抵抗しない。そう体が作られているのではないか。

			　そして今、俺が彼女に施しているのも同種のものだ。

			　デリケートな部分ではないにもかかわらず、優しくケアされる事で心地よくなる。もっと続けて欲しいと思ってしまうから、抵抗もしなくなる。

			　勿論これは、魔眼があってこそ可能な芸当だ。

			（ふむ……、なるほど）

			　俺は魔眼の映像を見ながら、彼女が戦艦である理由の一つを理解する。

			　グルーミングにより、彼女の感度は全体的に上がっている。

			　上がっているのだが、地味子ちゃんのようなムラがないのだ。一部分だけ極端に上昇したりはしていない。

			　その代わり隅々まで、明るい赤から暗いオレンジ色に光っている。

			　つまり、ダメージを全身に分散する事で、全体の防御力を上げているのだ。

			　言い換えれば、攻めどころがないとも言える。

			（このまま続ければ、いずれ明るいオレンジ、そして暗い黄色になるだろう。だが、それには時間が掛かる。彼女がそれまで、反撃に出ないはずがない）

			　その予想通り、彼女は一息つくと俺に預けていた体重を戻す。そして俺をやや感心した目で見た後、言葉を発した。

			「やるじゃない。正直驚いたわ」

			「ええ、厳しい教官の指導を受けましたからね」

			　俺の言葉に、彼女も教導軽巡先生を想像したのだろう。理解の表情が浮かぶ。

			「前回のあなたと違うのは、間違いなさそうね」

			　そして、彼女の反撃が始まった。

			　彼女は王立魔法学院の生徒。つまり魔法使いである。

			　だが彼女は、戦士としても一流だった。

			　パワー、スピード、テクニック。すべてが一級品。

			　パワーはアウォークで俺を蹂躙したパワーファイターを上回り、スピードは同じく俺を翻弄したスピードファイターに勝り、そして技術は、その両名を遥かに凌駕した。

			　一分の隙もない戦士の前に、俺はひたすらに防御を迫られる。

			（このままでは、じり貧だ）

			　焦りはある。だが、望みもないではない。実績があるのだ。

			（この戦士相手に、前回はなぜ引き分けに持ち込めたんだ？）

			　必死に頭を回転させると同時に、何ものも見落とすまいと、魔眼を凝らし観察する。

			　すると時折、戦士の鎧の隙間から、青白い光が見える事がわかった。

			（これか！　これが原因で、彼女は爆発したのか）

			　俺は理解する。

			　シューティングゲームに例えて説明すると、彼女は中ボスだ。

			　この中ボスは、頑丈な装甲に囲われ、いくら撃ってもダメージを与える事が出来ない。

			　だが、中ボスが大技を発動した直後のわずかな間、装甲の隙間が開き、奥の核コアが露わになる。

			　プレイヤーはそこに攻撃を叩き込む事でダメージを蓄積させ、倒す事が可能になるのだ。

			　そのような存在である。

			　しかしこれはゲームではない、現実だ。

			　わざわざゲームバランスを取るために、装甲に隙を持たせる事などしない。

			　これを見つける事が出来たのは、魔眼あっての事だ。

			（それにしても、まだ疑問は残る）

			　今回は、魔眼で見つける事が出来た。だが前回は、ただの偶然である。

			　ラッキーヒット的に、たまたま開いた隙間から攻撃を当てる事が出来たのだろう。

			　ただ、所詮はラッキーヒット。一発当てるのがせいぜいだ。

			　その一発で、相手を倒せるほどのダメージを与えたとは、とても思えない。

			（わからない。だが今はやるしかない）

			　俺の攻撃力は魔眼によって上昇したものの、防御力は以前のままだ。

			　このままでは、あと幾許も持たないだろう。

			　攻撃をグルーミングからデリケートゾーンに変えているが、彼女の持つ『ダメージ平均化』能力によって分散させられ、すぐの効果は見込めない。

			（時を待て。タイミングを計るんだ）

			　一瞬のチャンスを求めて、彼女の猛攻に耐え続ける。

			　しばらく続いた重く激しい連打が、一瞬途絶えた。

			　俺の魔眼に、装甲の隙間から青白い光が漏れているのが映る。

			（今だ！）

			　その隙間をこじ開けつつ、渾身の一撃を叩き込む。

			　俺の全てを乗せた全力の攻撃は、隙間の奥の奥、核コアに吸い込まれる。

			　瞬間、世界が大きく震えた。

			（何ぃ！）

			　俺は、その光景に震撼する。

			　それはまさに、パチンコ台のすべてのチューリップが開き、ジャンジャンバリバリ大開放になった姿であった。

			　彼女を覆っていた頑丈な装甲はすべて落下し、青白く光る核コアが、無防備に剥き出しになっている。

			　俺は、前回なぜラッキーヒット一発で引き分けに持ち込めたのか、その理由を悟った。

			（隙間から一撃でも与えれば、出玉大開放状態になるのか）

			　これは、ゲームバランスとしてはありえない。製品版であるなら、早急にパッチを与えるべきバグである。

			　だがこれはゲームではない。厳然たる現実だ。

			　彼女は、極めて堅い装甲を持ちながら、一撃死する中ボスだったのだ。

			（いくぞ）

			　容赦はしない。

			（おらおらおらおらおら！）

			　可能な限りの腰数で、攻撃を放つ。

			　立場が逆であったら、彼女も容赦はしなかったろう。

			　彼女は雌雄を決する事を望み、戦いに挑んだ。今回は、そういう戦いなのだ。

			　ここで手を抜く事は、戦士たる彼女の尊厳を傷つける事になる。

			（おらおらおらおらおらおらおらおらおら！）

			　俺はひたすら全力で攻撃を続ける。

			　青白く光る核コアは一撃ごとに抉られ、目が眩むほどの明滅を繰り返す。

			　そして全身を激しく振動させ、艦内に大量の水が溢れ出す。

			（くううっ）

			　その時、俺もまた限界を迎えていた。

			　さっきから、限界ギリギリのところで耐え続けていたのだ。

			　さらにこの振動である。

			　はっきり言って無理。そしてもはや耐える必要もない。彼女はすでに沈み始めている。勝敗は決したのだ。

			　俺は、今の俺のすべてを解放し、すべてを沈み行く戦艦の艦内に流し込んだ。

			「!?～～～～～～！」

			　その時彼女の口から、彼女のイメージからはまったく想像が出来ない、少女のようにかわいらしい叫びが高く長く発せられた。

			　聞くだけで血糖値が上がりそうな、もの凄く甘い声音である。

			　それは前回以上の甘美な断末魔であった。

			


			　ジェイアンヌの店に所属する女性の体調不良を癒やし、忌まわしい薬物事件解決の発端となった一人の男。

			　店は最大限の好意の表れとして、サイドライン勢の頂点に輝く、文字通り店を代表する女性に相手を務めさせた。

			　二人のプレイが終わり、男は意気揚々と店を去る。

			　そして今、店内一階奥にある女性達の控え室には、コンシェルジュと主だった女性達が集まっていた。

			　部屋の中央にある三人掛けのソファーには、爆発着底お姉様が寝かせられている。

			　その様子を見て、ツインテが溜息をつく。

			「うちのトップが、こうまでやられるとはねえ」

			　その声音には、信じられない、という気持ちが多分に含まれている。

			　周囲の女性達のほとんども、思いは同じようだ。

			　実際、ツインテの言う通り、爆発着底お姉様は店内最強を誇る。

			　極稀に敗北する事はあるにしても、次の戦いでは、必ず相手を完膚なきまでに叩きのめして来たのだ。

			　それが今、この有様である。

			「あんたも、こてんぱんにやられた口でしょ。そこまで驚く？」

			　一人の女性が、ツインテに言う。

			「あれは、コイツが傍で指示していたからよ。タウロさん一人だったら、あそこまではやられはしないわ」

			　ツインテは教導軽巡先生を指差し、口を尖らせ反論する。

			「恩人に対して、なんて口の利き方してるの。言葉を慎みなさい」

			　教導軽巡先生がたしなめ、自分なりの感想を口にした。

			「今までタウロ様は、彼女との再戦を避けていたわ。でも今日は違った。臆する事なく彼女との勝負を受けた」

			　そして、少し考えるように小首を傾げる。

			「おそらく何かをつかんだのでしょうね。彼女との戦いも、勝機があると考えたから受けたのよ」

			「だけど、昨日の今日じゃない」

			　ツインテは言う。

			　そんなにすぐに、人って変わるの？　という意味が言外に含まれている。

			「昨日のタウロ様だったら、私と組んでも彼女に勝てたとは思えないわ。だけど今日は勝った。しかもお一人で」

			　皆は黙って続きを促す。

			「私の今までの指導経験から言って、何かのきっかけで、突然爆発的に成長する人はいる。勘だけど、今日のタウロ様はおそらくそれね」

			　女性達がざわめいた。

			　口々に、信じられない、でもそうかも、などと意見を交わし合っている。

			　その中で一人、壮年のコンシェルジュは腕を組み、皆の言葉に耳を傾け続けていた。

			　やがて彼女達は、三つのグループへと自然に分かれて行く。

			　一つ、タウロの実力を体験したい。

			　二つ、試してみたい気もするが、正直怖い。

			　三つ、無理無理無理無理、絶対、無理。

			　一つ目のグループには、自分に自信のある者達と教導軽巡先生がいる。

			　二つ目のグループが、半数以上。

			　三つ目のグループは、自信のない者達。ツインテもここだ。

			　ちなみに、人狼ワァーウルフのお姉さんは、この場にいない。

			　三つ目のグループに入ったツインテを見て、コンシェルジュが呆れた表情で声を発した。

			「本来あなたは、その身をもってお礼をしなくてはならない立場なんですよ。おわかりですか？」

			「でも、あたしの代わりに受けたトップが、この有様なのよ。もし、あたしが受けていたら」

			　ツインテはそこで言葉を切り、自らの身をもって先日のお礼をする自分を、想像する。

			「……極楽浄土」

			　突然、呟いたツインテは、急速にその目の焦点を失う。

			「゛あ゛あ゛あ゛あ」

			　突如痙攣を始め、両手で股間を押さえ床に座り込む。

			


			

			


			　教導軽巡先生が駆け寄り、真剣な表情でツインテの状態を確認する。そして、困惑した顔をコンシェルジュへと向けた。

			「…………どうしたんですか？」

			　コンシェルジュは教導軽巡先生のそばに寄り、たずねる。

			　教導軽巡先生は少し迷った後、小さな声で答えた。

			「思い出して、達してしまったようです」

			　えっ？　という顔を、コンシェルジュと他の者がする。

			　そしてコンシェルジュは肩をすくめつつ、溜息まじりに口にした。

			「タウロ様には申し訳ありませんが、御指名になった相手によっては、相談させていただく事になるかも知れませんね」

			　控え室の彼女達は、互いに顔を見合わせ、大きく頷いたのだった。

			


			　ここで一つ、若き冒険者の話を聞いていただきたい。

			　それは世の大きな流れとは、おそらく関係しない。しかし彼の人生にとっては、大きな意味をもつ物語──

			　僕の名はビンス。

			　魔術師で、Ｅランク冒険者だ。

			　Ｅランクは、冒険者の中では中位に当たる。

			　その中でも僕はチームに恵まれ、いい収入を得ている方だ。

			　そんな僕が最近入れ揚げている女の子がいる。

			　王都のジェイアンヌという娼館にいる、ツインテールの素敵な女の子。

			　細身なのに胸は大きく、真面目そうで、かつ若干気の強そうな顔立ち。学校の委員長のような雰囲気がある。

			　名前は教えて貰ったけど、とりあえずここでは、『ツインテさん』と呼ぶ事にする。

			　なぜ僕が、ツインテさんに入れ揚げているのか。

			　それは僕が、彼女によって女性の素晴らしさを知り、男としての自信を与えて貰ったから。

			　僕は別に、童貞だった訳じゃない。

			　冒険者の常として、仕事を成功させて報酬を貰った後は、娼館に行く事も多い。

			　だけど僕の場合、娼館に行っても、それほど楽しいとは思えなかった。

			　そしてそれは、どうも僕に原因があるらしい。

			　僕はその、あまり長くも太くもない方で、そして人より繊細みたいなんだ。

			　それで、チームの仲間と一緒に娼館へ行っても、僕だけ時間を余らせる事がほとんど。

			　仲間が自慢げに話す、ノックダウンさせたとか、凄く気持ちが良かったとか、僕には遠い話だった。

			　そんな、娼館にあまり魅力を感じなかった僕が彼女と出会えたのは、ほんとに偶然。

			　その日は、報酬の高い仕事を成功させて、懐が温かかった。

			　せっかくだから、いつもより高い店へ行こうという事で、皆でジェイアンヌへ向かう。

			　滅多に入った事のない高級店。

			　到着した後、興奮した仲間達はロビーではしゃいでいたけど、僕はいつものように冷めていた。

			　一応雛壇を眺めるけれど、正直、誰でも良かった。

			　どうせすぐ終わっちゃうんだろうし、僕も相手も、虚ろな、ちょっと白けた時間を過ごす事になるんだろう。

			（付き合いで来てるけど、もう娼館はいいかな。お金ももったいないし、処理だけなら、自分でも出来る）

			　最近、そんな考えが頭に浮かぶようになっていた。

			　そして僕は、学生時代にちょっと気になっていた委員長に似ている、ただそれだけの理由で、ツインテさんを指名した。

			　僕達は、他の娼館と同じように、連れ立って部屋へと向かう。

			　そしていつものように、二人の時間が始まる。

			　でも部屋でのツインテさんは、最初から今までの女の子とは違っていた。

			　ノースリーブのドレスから出た二の腕に、そっと触れる。その最初のワンタッチで、いきなりの大きな身じろぎ。

			（えっ？）

			　驚きつつも、僕は彼女の腕の内側を撫でる。すると、かすかに甘い声が漏れ聞こえた。

			　嬉しくなった僕は、たまらず手を、そのまま胸元へと差し入れる。

			　先端に触れた瞬間、ツインテさんは僕の腕を強く握り、声を上げつつ仰け反った。こんな女の子の姿は、今まで一度だって見た事がない。

			（硬い）

			　指先に触れる感触も、滅多にないもの。

			　僕は夢中になってこね回し、その手応えを楽しんだ。

			　僕の腕の中で、ツインテさんは激しく身悶えする。

			（凄い）

			　女の子が、僕の手でこんな事になっている。その事実が信じられず、それを確かめるために、また強くつまむ。

			（夢じゃない）

			　捻ったのは僕の頬じゃなくツインテさんの先端だけど、彼女の熱くなった体温と心地よい香りが、これが現実である事を確信させてくれた。

			　興奮の収まらない僕は、ツインテさんの華奢な抵抗を無視して、いたずらし続ける。

			　自分のその行動に、僕自身が驚いた。

			　こんなに女性に強気になった事はない。少しでも抵抗されれば、それ以上強引な事をした事はなかった。

			　だけど今の僕は、ツインテさんの抵抗を力で押さえつけて触り続けている。

			（あっ）

			　耐えられなくなったのだろうか、ツインテさんは一際強い力で両手を動かし、一瞬僕を振り払う。

			　僕の揉みしだく手と挟み続ける指から逃れようと、四つんばいでよたよたと移動を始めた。

			　だけど僕は後ろから抱き着き、くっついて行く。

			　振り払おうと、今度はいやいやとお尻を振るが、僕の執念はそんなものじゃ振り落とせない。鬼の形相でしがみつき、触り続ける。

			　やがて、べちゃっという形でツインテさんが潰れた。

			　そして、愁いを帯びた眉と潤んだ瞳の切ない表情から、聞こえるか聞こえないかの、小さな言葉が発せられた。

			　……お願いされました。

			　初めてのお願いに、僕は俄然競きおい立つ。

			　今まで女性に対して、こんなに興奮した事はないかも知れない。

			　だけど同時に、凄く大きな不安も、頭をもたげて来た。

			（期待に応えられるかな）

			　僕は自分の武器に自信がない。

			　高まった気持ちを急速に萎ませつつ、武器を彼女の目前に晒す。

			（失望しないだろうか）

			　急にがっかりした表情になったりしたら、どうしよう。そんな想像に怯えながら、チラリと彼女の様子を見る。

			　ツインテさんに、失望や軽蔑の表情は浮かんでいなかった。ただ期待に満ちた熱い視線を、僕の武器に注いでいる。

			（大丈夫だ）

			　僕は何が大丈夫なのかわからないものの、そう確信した。

			（行くぞ！）

			　そして冒険者である僕は、ダンジョン名『ツインテさんの洞窟』をソロで攻略すべく、潜って行く。

			


			　その洞窟は、地下深くにある鍾乳洞だ。

			　地の奥底に存在するため暑く、湿度が高い。洞内そのものも狭いので、進むのが大変だ。

			　徘徊するモンスターは、すべてスライム。

			　僕は、スライムを倒すべくワンドを振るう。

			　ソロの僕にとって、スライムは強敵だ。

			　何度も絡め捕られ、優しく締め上げられ、溶かされそうになる。

			　そのたびに僕は、何とか踏み止まってワンドを振るい、歯を食いしばって倒す。

			　ところがスライムを倒すと、さらに多くのスライムが洞窟の壁からにじみ出る。

			（くそっ）

			　一匹一匹倒していても、らちが明かない。

			　ダンジョンの主を何とかしなければ、にじみ溢れ出るスライムは止められないだろう。

			　僕は必死の思いで、奥へと進む。ダンジョンの主は、洞窟の最奥部にいるはずだからだ。

			（……いた）

			　自分の限界と熾烈な戦いを演じつつ、洞窟の一番奥、ダンジョン主の前へとたどり着く。

			　湯気をもうもうと立てる、熱くて大きなスライムだ。

			　皮肉な事に僕が到達出来たのは、襲い来るスライムのきつい締め付けが、諦めるのを許さなかったから。

			（ここまで来たんだ）

			　もう二度と、こんな深くまで潜れないかも知れない。

			（必ず倒す）

			　後悔だけはしないよう心を決め、僕はダンジョンの主である大きなスライムへ、奇声を上げつつ飛び掛る。

			　もの凄い強敵だ。

			　大きなスライムは、僕を圧迫する。

			　僕はそのあまりの質量と弾力に、何もかも投げ出したくなった。

			　僕を挟み上げ、絞り、包み込み、溶かそうとする。

			　正直、もう溶けそうだ。溶けたらどんなに気持ちいいだろう。そんな思いが心の隙間から浸入して来る。

			（だけど、あと少し。あと少しで倒せる）

			　理由はわからない。だけどなぜか、そんな予感がした。

			（やってやる！　悔いだけは残さない）

			　後はもう、無我夢中。

			　僕は意味のない呪文を喚きながら、夢中でワンドを振り続ける。

			　振って振って振りまくる。後で腰や背中がどうなろうと構いやしない。

			　すべてを忘れて律動を続けていると、やがて時が来た。前兆が、僕の周囲を握るように圧迫する。

			（これで最後）

			　限界寸前どころかやや超えつつある僕は、最後の力を振り絞り、折れよとばかりにワンドをスライムへ叩き込む。

			（発動！）

			　そして持てる力のすべてを、ワンドを経由してスライムの内部に盛大に放出した。

			　僕の放出したすべてによって、白い光に満たされる洞窟内。

			　その攻撃を受けた大きなスライムは、一瞬で大きく膨らみ、大爆発を起こした。

			（うあああああ！）

			　もの凄い締め付け、それに耳元での激しい絶叫。

			　ちぎられそうで、鼓膜も破れそうだ。

			　そして洞窟から噴き出す、スライム由来の大量の液体。

			（……倒した）

			　僕は激しく痙攣するツインテさんの細い体を抱き締めながら、理解した。

			　ダンジョンの主を倒した事を。

			　そしてダンジョンを僕が、自分だけの力で制した事を。

			（ああ）

			　今まで、これほどの達成感を感じた事はない。

			　こんなに自分に自信が持てた記憶もない。

			　そして、こんなに気持ちが良かった事もなかった。

			（素晴らしい！）

			　女性がこんなにも素敵な存在とは。今の今まで知らずにいた、自分自身が許せない。

			　こんなに凄いのなら、仲間が夢中になるのも当たり前。いや、夢中にならない方がどうかしている。そう、以前の僕のように。

			


			　そして僕は、すっかり夢中になってしまった。

			　あのダンジョンに、あの冒険に。

			　僕はツインテさんの下に通うため、頑張って仕事をこなしている。

			　そして達成するたびに、自分へのご褒美としてジェイアンヌへ足を運ぶようになったんだ。

			　──こうして若き冒険者は、自分の物語を語り終えた。

			　

			　たった今、語り部たる若き冒険者が、ホームとなったダンジョンをまたもや攻略し、店を出て行く。

			　ジェイアンヌ一階奥の控え室では、ツインテと壮年のコンシェルジュが言葉を交わしていた。

			「贔ひい屓きのお客様が増えつつあるようで、何よりです」

			　壮年のコンシェルジュが、笑顔を向ける。

			　対してツインテは、やや複雑な表情を崩さない。それを眺めやりつつ、壮年のコンシェルジュが言葉を続ける。

			「『極楽浄土』に至って以来、あなたの感度は上がったまま。今までのご常連様方では刺激が強過ぎお相手が務まらず、どうなる事かと心配しておりました」

			　体調は回復したものの、敏感過ぎて客が取れない。

			　何とかしなければと、壮年のコンシェルジュは心を砕いていたのだ。

			「やめて！　その言葉を言わないで！」

			　ツインテが耳を塞ぎ、首を左右に振る。

			　タウロから治療を受けた時に、『極楽浄土』の境地に達した後、ツインテは敏感さを維持し続け、すぐにノックダウンしてしまうようになっていた。

			　それを喜ぶ客は多かったのだが、ツインテの方が持たない。せっかく体調が戻ったにもかかわらず、心の方が壊れてしまいかねなかった。

			（こんな方法があったとは、彼女に感謝ですね）

			　壮年のコンシェルジュは心に思う。

			　教導軽巡先生の提案により、ツインテには繊細な客層を担当して貰う事にしたのだ。

			　客個々人の見分けは、コンシェルジュが行う。

			　王都屈指の一流店であるジェイアンヌ。その店の中堅以上のコンシェルジュであれば、その程度の芸当は訳なくこなせる。

			（しかし、これほどの人気を集めるとは）

			　その客層は壮年のコンシェルジュが予想していたものより、遥かに分厚いものであった。

			　ツインテはその客層に存在が知られるやいなや、引きも切らず客が訪れる超売れっ子になってしまう。

			「私とした事が、まさかこんなに需要があったとは、露ほども気がつきませんでした」

			　壮年のコンシェルジュはそう口にし、反省の色を深く表情に刻む。

			「今まで彼かの方々には、充分には楽しんでいただけていなかったという事です」

			　ツインテのもてなしを受けた彼らは、充実感と幸福感で輝いていた。

			　彼らの何割かは、以前にも来店した事がある。

			　しかし壮年のコンシェルジュは、こんなにも満足げな表情をしているところなど、見た事がなかったのだ。

			（女性達の力をもって、世に幸せをもたらす一助になる。そう考えて仕事をして来たつもりですが、まだまだ未熟だったという事ですね）

			　コンシェルジュは、この件を肥やしに、もっと成長して行こうと決意したのだった。

			


			　物語の語り手は、ここで再びタウロへと戻る。

			　爆発着底お姉様と楽しく遊んで大満足の俺は、意気揚々と店を出た。

			　外はまだ夕刻、夕焼けが眩しい。

			（今日はもう、帰ろうか）

			　常ならば休憩や食事の後、もう一、二軒梯子して女性を楽しむのだが、今は満足し過ぎてその気になれない。

			（途中で夕飯を買い、後は家でのんびりしよう）

			　たまには、そういう過ごし方もいいだろう。

			　俺は帰りの道中でピザとサラダを屋台で購入し、家路に就く。

			　家に帰った後は、のんびりどころか食事の後すぐに寝てしまった。想像以上に疲労していたらしい。

			


			　深い眠りから目覚めた翌日の朝。

			　雨である。

			　割と強く降っている。

			（なんで夕焼けのあった翌日が、朝から雨なんだよ）

			　納得出来ない。しかしここは異世界、元の世界の常識は通用しないのだろう。

			　徒歩を移動手段とし、雨具の類を持っていない俺は困ってしまった。

			（外に出れない）

			　濡れるのを厭いとわなければ出られるのだが、そこまでして出たいとも思わなかった。

			　買って来た本を読んだり、掃除や洗濯をして過ごす。

			　幸い雨足は次第に弱まり、昼前には、雨具なしでも歩けそうな状況になった。

			　俺は早速外へ出て、広場東の商店街へ向かい、雑貨や消耗品、それに今後に備えて雨具等を購入する。

			


			　そして今、広場に面したレストランで昼食を取りながら、広場を行き交う人々を眺めていた。主に若い女性をである。

			（なるほどねえ）

			　魔眼を用いて、歩く女性の光の循環を見る。

			　彼女達の今の状態と、いいところが、映像として目に映る。

			　至近距離の相手しか判別出来ないので、対象は、目の前を通り過ぎる人だけ。

			　それでも俺は今、この新しい能力を試す事に夢中だった。

			（おいおいおい！　ちょっと待って！　お嬢さん。一体何を仕込んでるんだ？）

			　身形のいい清楚系お嬢様が、臍下丹田を明るいオレンジに輝かせながら通り過ぎる。

			　俺は、人は見掛けによらないものだと、改めて実感した。

			　そんな風に人間鑑賞を楽しんでいると、不意にずっしりとした、精神的疲労がのし掛かる。

			　今まで見えていた魔眼による映像も、急に焦点を合わせられなくなり、消失した。

			（何だ？）

			　原因がわからず、少々焦る。そこに自分なりの予測が浮かび上がった。

			（もしかして魔眼って、使用するのにマジックポイント的な何かを消費するのか？）

			　俺はステータスを見られないので、自分のレベルやヒットポイント、マジックポイントの総量や残量等を知らない。

			　知らないのであるが、直感的に、マジックポイントを使い過ぎた状態が今の俺ではないかと感じていた。

			　勿論、そういった数値が、この世界に存在すればの話であるが。

			（ちょっと調子に乗って、魔眼を使い過ぎたかな）

			　俺は反省し、買い物で増えた荷物を持って家へと向かう。

			　やや朦朧としつつも何とか家にたどり着き、ベッドに身を投げ出し昼寝を始めた。

			（……うう。大分寝てしまった）

			　井戸の底にいるかのような意識を、無理やり地上へと引っ張り上げる。

			　そして窓の外を見ると、すでに夕の刻限だった。

			（ちょっと、もったいなかったかな）

			　しかし、前世での自分を考えると、休みは大抵、寝て過ごしていたような気がする。

			　そう考えれば、たまにはこういう日もありだろう。

			　それに気分もすっきりし、先ほどまでのような精神的疲労感は、残っていない。

			（魔眼の使用時間については、納得いかないものがあるな）

			　そうなのだ。

			　昨日は、地味子ちゃんに爆発着底お姉様と、計四時間は使っている。

			　だが今日は、せいぜい二十分だ。

			（昨夜一晩では、マジックポイントが回復しなかった？）

			　根拠はないが、違うような気がする。自分の感覚的に。

			（見る対象を、次から次に変えたから？）

			　昨日は、地味子ちゃんと爆発着底お姉様の二人だけだった。ありえない話ではない。

			（……それとも、対象までの距離か？）

			　自分では、これが一番の理由のような気がする。

			　今日は、やや離れた相手を見るだけで、目を合わせる事もなかった。

			　昨日は、文字通り触れ合う距離で、常ではないが目を合わせている時間も多かった。

			　そして自分の実感として、相手と目を見ている、体に触れている等の状態にあると、楽に大量で正確な情報が、流れ込んで来ていたような気がするのだ。

			（要検証ではあるが、魔眼の使用は、ここぞという時に限定した方がいいな）

			　俺はそう考え、ここぞという時を迎えるべく家を出る。行く先は勿論、歓楽街。

			　自宅のある三階から階段を下りる。起き抜けで少しぼんやりしているので、慎重にだ。

			　少し北に進めば、そこはもう歓楽街。自宅の立地に満足しながら大通りを歩く。

			　通りは明るく、賑やかで活気がある。

			　いい雰囲気だ。

			「はい、お兄さん。良かったら寄って行ってね」

			　おっさんがビラを配っている。

			　貰ったビラを見ると、それは新たに開店した娼館の宣伝。本日開店らしい。

			　開店から三日間は抽選で素敵なプレゼントが当たる、とデカデカと書かれている。

			（開店直後は、混んでいるだろう）

			　宣伝ビラを眺めつつ思う。

			（焦る事はない。後日、客足が落ち着いたら行ってみよう）

			　俺はビラを折り畳み、ポケットに突っ込む。そして歩くのを再開した。

			　大通りから時折、横丁に入り、今日行く店の物色を始める。

			（どこにしようか）

			　食事をする店を探すような感覚でうろついていると、一軒の、いや二軒というべきだろうか、店が目に留まった。

			　綺麗な外見の建物に、入口が二つ。それぞれの入口は完全に隔離されている。

			　向かって左側に入口のある店の名は『ケーニ』、右側に入口のある店の名は『フロイ』。

			（凄え看板）

			　目に留まった理由は、この看板である。

			　ケーニ、フロイ双方が、入口の上にやたらでかい看板を掲げているのだ。

			　ケーニの看板に描かれているのは、イケメンの若い男性エルフがウインクして、目からビームを放っている絵。

			　対してフロイは、お姫様のような格好をした同じく若くて美人の女性エルフが、腕を高々と上げ脇の下からビームを放つ絵である。

			　どちらの絵のタッチもそっくりで、同じ人物が描いたに違いない。

			（同じオーナーだな）

			　双方の入口の造りもよく似ており、売りはどちらもエルフ。

			　同じ人物が建物の内部を分け、二つの店を経営しているのだろう。

			（ケーニが女性向け、そしてフロイが男性向けか）

			　客の動きを観察する。ケーニに出入りするのは、俺のように鼻の下をだらしなく伸ばした女達。

			　一方のフロイも、俺と同じくニヤニヤと下品な笑いを浮かべた男達だ。

			（ふむ。娼館は男性用だけではなく、ちゃんと女性用もあるのだな）

			　感心する。やはり世の中、男女は平等でなければならない。雇用機会均等法である。

			　娼館での仕事は、金回りが良く、上級店ではステータスにもなるらしい。

			　そのようないい職場は、女性だけではなく男性にも解放されていてしかるべきだ。

			　うんうんと頷く。

			（それにしてもエルフ。やはり存在していたか）

			　人狼ワァーウルフに続いて人族以外の登場だ。異世界の風情に胸が熱くなる。

			（ファンタジー世界に来て、エルフと遊ばない手はない）

			　これは絶対に間違いない。断言出来る。

			　そして俺はフロイの扉を、期待を込めて恐る恐る押し開けた。

			「おお……」

			　その光景に圧倒される。

			　薄絹をまとった見目麗しいエルフ達。ある者は雛壇に横座りし、ある者はロビー内を優雅に舞う。

			　そして何とウェイトレスまでエルフだった。

			（エルフメイド！）

			　飲み物の給仕をする、ミニスカウェイトレスの姿に心が震える。

			（何という恐ろしい店だ）

			　俺は出てもいない額の汗を手で拭いつつ、周囲を見回す。

			　長い耳に切れ長の瞳、それに細面で整った顔立ち。体つきは細く華奢で、手足はスラリと長い。

			　俺が思い描いていた定番エルフが、そこにいた。

			（素晴らしい）

			　ゆっくりとその姿を鑑賞したい。

			　そう考え、アイスコーヒーを注文しつつソファーに腰を下ろす。

			　エルフの踊り子を眺めやるうちに、エルフのウェイトレスが側に来る。

			（おお）

			　床に片膝をつき、盆に載ったアイスコーヒーを俺に捧げ出す。

			　胸元から、薄い胸が覗き見えた。

			　ウェイトレスは俺の視線に気がつきながらも、俺の目をしっかり見てニッコリと微笑む。さすがエルフ。かなりの美人さんである。

			　美人と目が合いそうになると逸らしてしまう、という悲しい習性を持つ俺は、かなりドギマギした。

			（俺は客だ、客なんだ。お店で女の子と目が合ったからといって、気後れする必要なんかどこにもない）

			　異世界に来てからというもの折に触れ、この習性を矯正しようと努めて来た。しかし未だ道は遠く険しい。

			（それにしてもこの瞳、吸い込まれそうだ）

			　目の前のウェイトレスの瞳は、若い外見に似合わず深い色合いを湛たたえている。

			（見掛け通りの年齢ではないかもな）

			　エルフと言えば、長命の種族の代名詞。

			（さすがは、『深き者共』、『長き者共』と呼称される種族だ）

			　俺は最近読んだ本の、エルフに関する記述を思い出す。エルフという呼び名以外に、深き者共、長き者共とも呼び習わされているらしい。

			　この眼差しの深さ、そして種族としての長命さも思えば、的を射た表現だと得心した。

			（エルフは人族を低く見るとも書いてあったが、どうかな？）

			　ウェイトレスや他のエルフをチラリと見るが、今のところ、それを露骨に感じはしない。

			（まあ、長命の種族だしな。短命の人族に対して優越した気持ちを持っていても、不思議はないだろう）

			　俺は一人納得しつつ、この場で数少ない男性エルフ、いわゆるコンシェルジュにたずねた。

			　雛壇以外にも、ロビー内で踊っている女性もいる。もしかしたら指名可能なサイドラインかも知れない。

			（ほほう）

			　説明によると、雛壇は当然、舞う女性、それにウェイトレスも指名出来るとの事だ。

			　ただウェイトレスは、あまり指名されると代替を準備するのが大変なので、ちょっと割高なのだと言う。

			（せっかくだし、ウェイトレスにしよう）

			　俺はアイスコーヒーを運んでくれた、あのウェイトレスを指名する事にした。

			　ウェイトレスが業務の引継ぎを終えるまで、カウンターの脇で待つ。

			　その間、先ほど気がついた残念な事実を思い返す。

			（気後れするのは、美女相手だけではなかったか）

			　若いイケメンのコンシェルジュに質問した時、その輝くような笑顔にひるみを感じてしまった。

			　自分のルックスに誇りをもつ者だけが所持している、自信溢れる圧倒的オーラ。その眩しさに、心の中で二歩ほど後ろに下がってしまったのだ。

			（まだまだだな）

			　回復系において比類なきチートを手に入れた俺。この世界においては、潜在的とはいえかなり上位の存在になり得るはず。

			　だがそれでも、長年染み付いた劣等感はなかなか拭い去れないようだ。

			　そんな事を考えているうちに、指名したウェイトレスが目の前に登場。

			　引継ぎを終えても、服装はウェイトレスのまま。雛壇に座るエルフのような薄絹ワンピースには着替えていない。

			（わかってるじゃないか）

			　俺は嬉しくなる。これで着替えられたとしたら、興の半分は削がれてしまった事だろう。エルフのメイドであるからこそ、彼女を指名したのだ。

			　彼女の脇の下に手を回し、薄い胸の感触を右手で楽しみつつ、部屋へと向かう。

			　到着した後は、飲み物を注文しそれが届くという、いつものルーチンだ。

			　ちなみにその間も、俺の右手はひたすら薄い胸を揉み続けている。彼女は俺に身を任せたまま。飲み物を運んで来た別のウェイトレスは、チラリと俺を見たが別に何も言わなかった。

			　そして二人だけの時間が始まる。

			　俺はウェイトレスの正面に立ち、両手をウェイトレスの両腕に添える。

			　そして瞳を真っ直ぐ覗き込みながら、光の循環を見た。

			（エルフと言っても、人と変わりはないようだな）

			　暗く赤い光が、ゆっくりと循環している。通常状態の人間と同じだ。

			　俺はそのままウェイトレスの体を撫で回しつつ、服を一つずつ脱がせていく。

			（雛壇や踊り子の薄絹も悪くはないが、やはりウェイトレスの服だ）

			　制服っぽいところに、そそる部分がある。俺は頷きながら脱がし続け、触り続けた。

			　ウェイトレスの光が、暗い赤から明るい赤、そして暗いオレンジへと変化し、同時に循環も徐々に速くなって行く。

			　ウェイトレスの瞳には、軽い驚きと感嘆。それに多分にうっとりとした色が浮かび始めた。

			　だが、さすがプロ、心構えが違う。

			　素人ならここで、自分だけが気持ち良くなって終わりだ。だがそれでは、仕事をしたとは言えない。

			　彼女は俺を気持ち良くすべく、行動を起こした。

			　ベッドに俺を優しく押し倒すと、エルフ秘伝の技かそれとも長い経験によるものか、なかなかに巧みな技を仕掛けて来る。

			（ようし、こっちもだ）

			　負けてはいられぬとばかりに、こちらもグルーミングのギアを一段上げた。

			　そこから始まったのは、ベッドの上でのくんずほぐれつ。互いの技の激しい応酬。

			　まるで、フリースタイル・レスリングの試合のよう。

			　試合が進むにつれ、ウェイトレスの色温度が高まり、循環速度も大幅に上がる。もはや彼女の準備は完全に整った。

			（だがそれは、こちらも同じ）

			　自分自身の色温度や循環は、薄うっすらとしか感じ取れない。しかし老練とも表現出来る技の数々で、俺も準備を整えられてしまっている。

			（次が重要だ）

			　現在状況は五分と五分。しかもどちらも限界に近づいている。

			　ここで大きく傾けば、それが勝敗を分ける分水嶺になりかねない。

			（来た！）

			　やがて一時的な優勢にたった俺は、ついに決定打と思える一撃を加える。

			　それまでのサブミッション主体の技ではなく、俺の重心から放たれる打撃技だ。

			　体重の完全に乗った、渾身の一撃。

			（決まった）

			　確信する。

			　だが数瞬後、その確信は覆されてしまう。

			　ウェイトレスは、汗をかき顔を上気させながらも、なお健在であったのだ。

			（何ぃ！）

			　俺は動揺しつつ、慌てて彼女の色温度を確認する。

			（これは！）

			　ウェイトレスに余裕が残っている、その原因が判明した。

			　彼女の臍下丹田の輝き。その位置が、俺が今まで見て来たどの女性より遥か上方にあったのだ。

			（何という深さ）

			　驚愕の雷撃が俺を打つ。

			　渾身だったはずの一撃は、無念ながらも目的地へ達していない。

			　ウェイトレスの顔に、突如として傲慢にも見える笑みが浮かび上がる。

			（あなたは、決して私に届かない）

			　そんな声が聞こえたような気がした。

			　そして俺の動揺が生み出した隙を突き、ウェイトレスは一気に形勢を逆転する。

			（ちいっ）

			　俺は自分の不甲斐なさに舌打ちしつつ、何とか一撃を届かせようと創意工夫のすべてを凝らす。

			　ある時はウェイトレスの片足を肩に乗せ、またある時は後背を取り頭をベッドに押し付け尻を高く掲げさせる。

			　その様相はフリースタイル・レスリングと言うより、すでにヨガだ。少しでも臍下丹田との距離を縮めようとする、俺の努力のすべて。

			　しかし熟練者たるウェイトレスが、そう易々と不利な体勢を許すはずがない。

			　無理をせざるを得ない俺は大きな隙を作り、そのたびに逆転された。

			　そして最後はマウントポジションを取られ、屈辱的な状態でたっぷりと搾り取られてしまう。完敗であった。

			


			　プレイ時間が終わり、肩を落とした俺は部屋を出る。

			　よたよたと階段を降り、出口へ向けてロビーを横切って行く。

			　その目に映る光景は、来店した直後のような輝きに満ちたものではない。強者の集う修練場にすら見えていた。

			　外に出て、フロイの看板を見上げる。脇の下からビームを放つ女性エルフが描かれたものだ。

			（世の中は、広い）

			　俺は自分の自うぬ惚ぼれを、反省する。

			　間違いなく、魔眼を手に入れて調子に乗っていた。

			　魔眼に頼るだけで勝ち続けられるほど、世の中甘くはない。その事に思い至らなかった。

			（それにしても、あのウェイトレス。想像を絶する深さだった）

			　まさに深淵である。到底、人がたどり着ける領域ではない。

			　自分の言葉に、俺はゾクリとした。

			（まさか、深き者共というのはこの事なのか？　ウェイトレスだけではなく、種族的特徴なのか？）

			　ありえない話ではない。

			　そして、またもや気がつき、ケーニの看板を見る。

			（ならば、長き者共というのは）

			　エルフの女性が『深き者共』であるならば、生物学的にエルフの男性は『長き者共』でなければならないだろう。でなければ子孫を残す事は難しい。

			　俺は、自分の考えに戦慄した。

			（恐るべし、エルフ）

			　震え始め、そして止まらない。

			　俺は、ファンタジー世界でもっとも有名とも言える種族の名を口にする。そして、彼等がなぜそれほどの大きな存在感を示すのか、その理由の一端を知った気がした。

			


			　深く長いエルフ達の店から離れ、歓楽街の大通りへと戻る。

			　そこの屋台で、俺は遅めの夕食を取っていた。口にしているのは、ベーコンと野菜の炒め物。燻製肉の塩味が野菜に染み、食が進む。

			（失った栄養素、補給しておかないとな）

			　俺は意識して、一生懸命食べる。

			　大きく咀嚼しながらエルフとの一戦を思い返し、敗因の分析を始めた。

			（火力が足りない）

			　結果はすぐに出る。

			　俺には、魔眼がある。魔眼は相手の状態を知る事が出来る、強力な武器だ。

			　用いれば、相手の弱点を容易く看破出来る。

			　だが今回は、知り得た弱点を攻撃しても倒す事がかなわなかった。

			　ひとえに、火力が足りていなかったせいと思われる。

			（今の武器では駄目だ）

			　俺は右手をポケットに突っ込み、武器のポジションを修正しつつ確認する。

			（鍛えるしかない。鍛えて、一撃の質を上げるんだ）

			　そこまで考え、噛み終えた山ほどのキャベツを、ベーコンと共に飲み下す。

			（しかし、どうやって）

			　結論を出したものの、鍛え方がわからない。

			　教えてくれそうな人物に心当たりもない。

			　こればっかりは、さすがの教導軽巡先生でも無理だろう。

			　彼女は優れた指導者だ。魔眼の習得は、彼女の指導があったからこそ。

			（しかし）

			　俺は、ポケット越しに再度武器へ触れつつ考える。

			　これは彼女が持っていないアイテムだ。扱い方は知っていても、鍛え方まではわかるまい。

			　頷き、結論を下す。

			（自分で何とかするしかないな）

			　師を得られないならば、試行錯誤を繰り返してでも、自ら切り開く。

			　鍛え方がわからなければ、自ら工夫して練習方法を編み出して行く。

			　言ってみれば、指導者のまだいない新設校の部活だ。すべてを生徒達自身で積み上げなければならない。

			（よし！）

			　方針は定まった。

			　俺は屋台の席を立ち、娼館へと向かう。

			　どの店でも良かった。これから行う修行相手の条件は、一つしかない。そしてその条件は、どの店でも満たせるだろうと思われたのだ。

			　そのため俺は、もっとも近くにある娼館へと入る。格的には中級娼館になるだろう。

			（いるな）

			　雛壇を一目見、満足げに頷く。

			「彼女をお願いします」

			　傍らに立つ中年コンシェルジュを呼び、巨乳ちゃんの胸のプレートに記された番号を伝える。

			　雛壇から巨乳ちゃんが現れると、俺は彼女の手を引き、足早に階段を上る。

			　今は一刻でも早く修行を始めたかった。

			　そして部屋に入り、プレイタイムが始まる。

			　俺はまず、グルーミングで巨乳ちゃんの準備を整え始めた。

			（よし、いいぞ。悪くない感度だ）

			　すぐに準備が整った巨乳ちゃん。彼女には立ったままの体勢で、ソファーの背もたれに手をつかせる。

			（そのまま、そのまま）

			　俺は巨乳ちゃんの背後に回り込む。剥き出しの尻が、視界を支配した。

			（いい尻だ）

			　俺はその尻を軽く一撫でし、彼女の腰の両側に手を添える。

			　そして、深く一呼吸。

			　軽く目を閉じ、やや上に顔を向ける。

			（すべてに、感謝を）

			　チートを与え転移させてくれた石像、素晴らしきこの世界、目の前の尻の所有者たる彼女。そのすべてに心からの感謝を捧げる。

			（……よし、いくぞ）

			　心が落ち着いたのを確認し、目を静かに開く。

			　そして真っ直ぐに正面を見つめ、武器をあてがい、突いた。

			　何の変哲もない、ただのストレート。そのストレートに、俺の想いのすべてを込める。

			　丁寧に、優しく突く。

			　色温度と光の循環を詳細に観察し、最高の場所を突く。突き続ける。

			　前の方で、豊かなものが揺れる。

			　さすがに豊かなだけあって、その揺れは大きな反動を伴った。

			　前方へ大きく振り出された豊かさは、振り子のように戻り、その反動で巨乳ちゃんの体を俺へと押し付ける。

			　俺はそれにタイミングを合わせ、突く。

			　逃れるかのように、再度前に振り出される豊かさ。だがそれは必ず振り子のように戻り、俺の方へ全身を引き戻す。

			　俺はタイミングを完璧に合わせ、再度突く。

			　パアン！　という大きな音が響き渡る。

			　繰り返す。

			　パアン！　パアン！　パアン！　パアン！　パアン！　パアン！

			　音は一定のリズムで生まれ続け、巨乳ちゃんが何度達しようとも、俺が満足するまで止む事はなかった。

			


			　プレイタイム終了間近。

			　巨乳ちゃんの体は、立ったままソファーの背にもたれかかっている。

			　その様子はまるで、ベランダに干された布団のようだ。

			　俺はそんな彼女に、感謝の気持ちと共に多めのチップを渡す。

			（振り子打法、悪くないな）

			　それは、俺が考え出した鍛錬法の名。

			　修練の手法を考えていた時、ロビーでよく見掛ける巨乳が頭をよぎり、発作的に思いついたのだ。

			（あの見事な巨乳を、鍛錬に役立てられないものだろうか）

			　そんな純粋な思いが、振り子打法を編み出させたと言っていいだろう。

			　俺はそこで、頭を左右に小さく振る。

			（だが、まだ足りないな。もっと鍛錬がしたい）

			　巨乳ちゃんをソファーに残し、俺は部屋を出て階段を降り、ロビーへと向かう。

			　次なる巨乳ちゃんを、指名するためだ。

			　そして俺は、目を丸くする中年コンシェルジュに構わず、またもや雛壇有数の巨乳ちゃんを指名したのだった。

			


			　日が替わる寸前、俺は家へと戻った。

			　この時間になったのは、閉店ギリギリまで粘ったからである。

			　居間に座り、毎日のお勤めであるポーション作製や自身への魔法使用などを行いつつ、今日の修行について思い返す。

			（何か、つかめて来た気がするぞ）

			　はっきりとはわからないが、実感は湧きつつある。

			　満足げに呟くと、俺は体をベッドに潜り込ませた。

			　やはり疲労していたのだろう。あっという間に眠りの海へ沈んで行った。

			


			　翌朝。

			　爽やかな朝だ。

			　薬草樹の葉が風で擦れ合い、心地よい音を奏でる。

			　ベッドから起きて、買い置きのパンと沸かしたコーヒーで朝食にする。

			（ううっ）

			　軽く伸びをし、コーヒーの湯気が立つマグカップを片手にしながら庭へ出た。そして薬草樹の葉を、しげしげと眺める。

			　ちなみに、薬草にＳランク・ポーションを掛けたら木になったので、薬草樹と名づけた。

			（綺麗だよなあ）

			　エメラルド色の半透明な葉は、飴細工で作られた葉のようで、美しい。

			　左手で一枚、むしってみる。

			　葉よう柄へいをつまんで眺めていると、葉が縁の部分から空気に溶けるように消えて行く。

			　そして最後には、つまんでいた葉柄も消えて行った。

			（まるで気化したかのようだ）

			　少しばかり驚いた。

			　だが最近、慣れても来ている。なにせ朝起きたら草が木になっているような世界だ。この程度は騒ぐほどの事でもない。

			　逆に、落葉の始末が不要で楽になったくらいである。

			


			　朝食を終えると、家を発つ。

			　午前中に、商人ギルドへ顔を出しておきたかったからだ。

			（会費を納めなければ）

			　Ｆランク商人は、その地位を維持するために毎月会費を支払わなければならない。

			（それにせっかくだ。ついでにＥランクとＦランクのポーションも納入しておこう）

			　俺はポーション鞄を肩に掛け、いつも通り広場を横切って行った。

			　商人ギルド内は、何かいつもより慌ただしい。

			　会費納入やポーション納品など必要な事を済ませた後、俺は強面のおっさんにたずねた。

			「何かあったのですか？」

			　強面のおっさんは受け取ったポーションを棚に収めると、俺に向き直って説明を始める。

			「実はですね、最近ある娼館で、媚薬を使用していた男が捕まりまして」

			「ほう」

			「その媚薬は、媚薬として若干の効果はあるものの、ほとんど毒のような劣悪なものだったようです」

			　心当たりがある。ジェイアンヌのツインテの件だろう。

			「その薬を鑑定したテルマノ様が、『こんなものを人に対して使うとは、何たる事か！』と大層ご立腹になりまして」

			　テルマノと言う名に聞き覚えはあるが、すぐには思い出せない。

			　とりあえず相槌を打って先を促す。

			「テルマノ様のご要望で、商人ギルドも全面協力する事になりまして。今、製造元を見つけるべく動いているところなのです」

			「なるほど」

			　そこまで聞いて、テルマノという人物を思い出す。

			　口の大きく傾いた、高位の薬師。

			　Ｃランクポーションすら作製可能な実力に、あの時のギルド職員の対応。かなりの重要人物なのだろう。商人ギルドに対しても当然、大きな影響力を持っているようだ。

			「勿論、衛兵も動いています。直につかまるでしょうな」

			「それにしても、ひどい奴もいたものですね」

			　俺の頷きに、強面のおっさんの眉の角度が険しくなり、テンションが上がって行く。

			「まったくです。媚薬の薬効を持った毒など、ただの毒よりタチが悪い。徹底的にやって根を絶つべきです」

			　かなり憤慨しているようだ。

			（よし、そろそろ出るか）

			　慌ただしい理由もわかった。

			　忙しそうに人が行き交う商人ギルド内に、これ以上留まる理由もない。

			　俺はおっさんに礼を言い、建物の外へと出る。

			　出た後は広場に沿って北上し、王宮の手前で東へ曲がる。そしてそこにあるのは、王立魔法学院。

			　ここに俺が来た理由は、単なる観光だ。

			（立派なものだ）

			　きつい屋根勾配の白亜の建物に、円筒形の塔が何本か組み合わせられている。塔の屋根の傾斜も、空を突き刺すかのように鋭い。

			　門塀の外から見ただけだが、最高学府だけあって、静かで知的なたたずまいが感じられた。

			　敷地内に緑も多いのだろう。ところどころに木々の姿が見え、小鳥のさえずりが聞こえて来る。

			　その静せい謐ひつで神秘的な雰囲気が、神社の聖域を見ているような感覚をもたらした。

			（それにしても、爆発着底お姉様はここの学生なんだよな）

			　女性としての圧倒的魅力に加え、最高学府に通える学力。こっちの方がよっぽどチートだと思う。

			　ちなみに観光場所としてここを選んだ理由は、爆発着底お姉様が学ぶ場に興味があったからだ。

			　勿論、中には入らないし、入れても貰えまい。

			（ん？　これは……御影石か）

			　俺は、黒く艶のある石材で作られた門柱を眺める。

			（ちょっと熱に弱いのが難点だが、こういったものには映えるな）

			　そこで、御影石の暖炉にこだわった客と揉めた事を思い出す。

			　御影石、いわゆる花崗岩は熱に弱い。

			　それで暖炉を作れなどという注文に、当時の俺は呆れ果てたものだ。

			（『金は払うんだから、とにかく作れ』って言われても、絶対、後でトラブルになるよな）

			　火に弱い石で暖炉を作って、どうなると言うのだろう。

			　しかも理由を何度説明しても、わかって貰えなかった。

			　なぜこの程度の理屈を理解して貰えないのか、今もって疑問である。

			（何でだったんだろうな）

			　そう考えたところで、ふと思い直す。

			　ここ最近、急速に積み上げた人生経験が、俺に何か引っ掛かりを与えて来たのだ。

			（物事は、多面的に見なければいけない。そうだったな）

			　そして、もう一度考えを巡らせる。

			（ん？　もしかして）

			　すると驚くべき事に、今まで思いもしなかった理由が浮かび上がって来た。

			（確かにあの暖炉の設計は、煙突までつながれた本格的なものだ。その気になれば当然暖炉として使用出来る）

			　しかし、と思う。

			（火を入れる気は始めからなかった？　部屋の装飾として、好みの石で作った暖炉は欲しい。しかし形ばかりの偽物は嫌だ。そんな考えだったのか？）

			　もしそうであるならば、説得に応じなかったのも理解出来る。

			　使う気はないが、使えない設備では駄目。ちょっとややこしいが、高級住宅のような場合、理解し難いこだわりを持つ施主もいなくはない。

			　内部で燃やさないのなら、御影石が火に弱かろうが関係ない。極論すればヒノキで作ってもいいのだ。

			　ではなぜ、その事を俺に伝えなかったのか。さらなる疑問にさらなる回答を見つけ、溜息をつく。

			（俺に対して、頭に来ていたのかな）

			　あの頃の自分を振り返る。

			『いいですか？　ご存じないと思いますが、御影石は熱に弱いんです。熱に弱い御影石で暖炉を作るなんて、馬鹿げていますよ』

			　こんな事を言っていた。

			　御影石が熱に弱いなどという事は、ちょっと調べればすぐにわかる基本的な事だ。だが当時の俺は、さも専門家しか知らない重大な知識のように取り扱い、上から目線で客に説明していた。

			（説明と言うか、相手をねじ伏せようとしていたな）

			　納得しない相手に対し、馬鹿にした表情がにじみ出ていたかも知れない。

			　明らかに、お客様に見せていい姿ではなかった。

			　結局俺は担当を降ろされ、その後、物件がどうなったかは知らない。

			（失敗したな。今なら、もっとうまくやれるだろうに）

			　思い返せば、あまりに愚かで子供っぽい行いだ。

			　そんな感傷に浸りつつ、門柱に掲げられた学章エンブレムを見る。

			（あれ？）

			　それは、緑の葉の前に、白い杖が交差しているもので、爆発着底お姉様が胸元につけていたブローチと同じ意匠だ。

			（なんかこの緑の葉、薬草樹の葉に似ている。……っていうか、そっくりだ）

			　俺は腕を組み、この事が何を意味するのか考える。

			　薬草、Ｓランク・ポーション、薬草樹、王立魔法学院の紋章……。

			（うむ、わからん）

			　何も思い浮かばなかった。

			　俺は、爆発着底お姉様が勉強している景色を想像する。そして共に学ぶ学友達に深く同情した。

			（あんなセクシー・ダイナマイツが近くにいたら、勉強なんて手につかないだろうに）

			　爆発着底お姉様の最後の痴態を思い出し、俺はちょっと、もぞもぞした気持ちになる。

			（よし、そろそろ昼にするか）

			　見てみたかった王立魔法学院も目にした。

			　後は食事をして、その後はまた修練を積んで自分を磨こう。

			　そう考え、商店街通りへと南下して行くのだった。

			


			（ほほうこれは、肉屋の店か）

			　商店街の中ほどにある一軒の建物。

			　半分が肉屋で、もう半分が食事をするところになっている。俺はこういう専門の雰囲気がする店が大好きだ。

			　早速中に入り、ここで昼食を取る事にする。

			　入口でメニューを渡され、その中で焼肉を選ぶ。焼肉というものは、この世界に来てからまだ食した事がない。

			（お一人様用の焼肉席）

			　通された席を見て思う。卓の中央に焼き網があり、前横の三方は油が飛び散らないように壁になっていた。

			（もう来たのか）

			　肉や野菜を満載した皿が、すぐに運ばれる。

			　俺は自身を焼き物奉行に任命し、バンバン焼く。焦げないよう配慮しながら、ゴマ入りの甘辛いタレにつけ、極端な長粒米と一緒に口に放り込む。

			　勿論野菜も忘れない。

			（くそっ、どんどん焼き上がりやがる）

			　次から次へと焼き網に載せて行くのは俺、だからすべて自分のせいだ。しかし俺はそんな悪態をつきつつ、額に汗を浮かばせ、ひたすらがっつくように平らげる。

			（もう、さすがに腹一杯だ）

			　一時も休まず食い続けたため、満腹感が後から来た。

			　腹八分目と思いながら食後のコーヒーを飲み始めた時、腹が割れるような感覚が湧き起こり、行動不能に陥る。

			（ちょっと、ちょっとだけ休憩しよう）

			　俺はその店でたっぷりと昼のピークが終わるまで滞在し、席が空き始める頃やっと外へ出たのであった。

			（うむ。少しばかり調子に乗り過ぎた）

			　味が良かったせいもあるが、考えなしに食い過ぎたのが主因である。

			　それにしても今日は、反省する事ばかりだ。

			


			　がっつり肉を食い元気満タンの俺は、修行場へと向かう。

			　勿論、自らを鍛えるためだ。

			　今日もまた、初めての店へ。

			　たまたま目に付いた娼館。店構えからして中級店だろう。

			　中へ入ると、ロビーに雛壇のオーソドックスなレイアウト。ジェイアンヌやシオーネに比べると全体的に狭く、内装も安っぽい。

			　女性の技量は不明だが、高級店で受けるような威圧感はあまり感じられなかった。

			（高級店と中級店。やはり違うものだな）

			　そんな感想を抱きつつ、雛壇に座る人妻風巨乳を指名する。

			　彼女と太めの二の腕を絡めて廊下を進みつつ、会話を楽しむ。

			　かなりさばけた様子だ。部屋に入ってもすぐにはプレイに取り掛からずに、ドリンクを飲みながら少しばかり世間話を楽しむ。

			（何とまあ、人妻風ではなく本物の人妻なのか。しかも現役の）

			　出産経験もあると言う。

			　育児休暇が終わり、最近復職したとの事。

			（頑張っているなあ）

			　感心する。

			　やはり社会活性化のためには女性の力が必要だ。これからも是非、頑張って貰いたい。

			（よし、俺も頑張るぞ）

			　巨乳人妻から活力を貰い、奮い立ってプレイを始める。

			　巨乳人妻を立たせ、ソファーの背を両手でつかませる。そして俺の方には見事な巨尻を向けさせた。

			　後は、昨日とまったく同じ。

			　ひたすらに、ストレートを放つ。

			　巨乳の反動を利用して、突く。

			　一突き一突き、真心と感謝をしっかりと込める。

			　誠心誠意、丁寧に突き続ける。

			　そして、心の中で叫ぶ。

			（けしからん！　何だこれは、実にけしからん！）

			　さすが人妻、実にけしからんボディであった。

			　例えるならば、豊穣の女神。

			　豊かな秋の実りがもたらす律動に、半ば溶かされそうになりながらも、俺は鍛錬を続けた。

			　世のすべてに感謝を捧げつつ、誠意を込めて丁寧に突いていると、心が安らいでいくのがわかる。

			　そしてある瞬間、今までとは違う感覚、視界が広がるような感覚が背筋を走り抜けた。

			（……む？　……これは）

			　そして、これまで薄らとしか感じ取れなかった自分自身の色温度と光の循環。それらを鮮明に感じ取る。

			（もしかして、これが気の流れという奴か？）

			　相手の循環は、触れる事でしか影響を与える事が出来なかった。しかし自分自身については違う感じがする。

			　意識や呼吸、体の動きなどで、ある程度影響を及ぼせるようなのだ。

			（よし、まずは、気の制御が出来るようになる事を、目標にしよう）

			　俺は自分の気の流れが歪いびつにならぬよう、速度にムラが出ないよう注意して、突き続けた。

			　それなりに長い時間突き続けているが、所詮は単なるストレート。それに相手は人妻だけあって耐久力が凄い。未だ元気いっぱいである。

			　タフな相手に恵まれ、俺は集中して修行を続ける。

			　そして次第に、自分の気を制御出来るようになっていった。

			（魔眼のおかげだ）

			　魔眼によって自分の気の流れが判別出来る。そのため俺は、効率的なトライ・アンド・エラーを行えた。

			　幾度となく繰り返されるトライ・アンド・エラー。

			　その結果は俺を少しずつ、だが確実に正解へと導いて行く。

			　始まってから小一時間が経過しただろうか、俺はすでに、自分の気を操れると言って良いレベルに達していた。

			　体内を巡る気の流れは等速に近く、流れのルートもほぼブレがない。

			　自分の上達に満足し軽く息を吐いたその瞬間、その変化は起きた。

			（！）

			　気の流れが、ピントを合わせたように変化した。

			　流れの輪郭がキッチリと収束し、目を凝らさないと、気が流れずに止まっているかと錯覚するほどである。

			（何と！）

			　気の流れや速さが大きく変わったのではない。質が劇的に向上していた。

			　気が流れる道筋は変わらない。しかし、誤差のようなブレがなくなっている。

			　平均速度も変わらない。しかし、速度の微妙な変化がなくなり、完璧な一定速度に変化した。

			　今をピントの合った状態に例えるなら、さっきまでの気の流れは、焦点の合わないぼんやりブレブレの状態だろう。

			　そして、俺の内部に急速に広がって行く確信にも似たこの感覚。

			（手に入れたか）

			　俺は自分が気の制御を、完全に自分のものとした事を悟る。

			（ならば早速、試してみなければなるまい）

			　ちょうど目の前に、いい獲物がある。

			　満足度六十パーセント前後を維持し続けている巨乳人妻。俺は彼女を試し斬りする事にした。

			　俺のアクションに対し、相手のリアクションがある。

			　俺の与えた刺激に対し、相手の反応がある。

			　そして俺が、一切の誤差がない刺激を与える事が出来れば、相手の反応も、最低限のブレで収める事が出来るはず。

			　俺は、同じタイミングでのストレート一本やりをやめた。

			　カーブ、シュート、チェンジアップ、様々な球種を織り交ぜる。

			　突然の変化に追随できない巨乳人妻は、制御を失い一気に上限を超えようとする。

			（だが、そうはさせない）

			　巨乳人妻が自身の制御を失おうとも、俺が巨乳人妻の水位変動を制御する。

			　俺は、巨乳人妻の水位を九十八パーセントで維持し続けた。

			　さっきまでの俺には、とても不可能な事だ。

			　精度の悪さが巨乳人妻の水位を変動させ、おそらく八十パーセントを目標にしても、不意の大波で越流してしまったに違いない。

			　そして時間当たり九十八パーセントの満足度と八十パーセントの満足度では、グラフに表れる面積が大きく違ってしまう。

			　つまり、トータルで相手の受け取る満足感に、大きな差が出てしまうのだ。

			　俺は九十八パーセントでぎっちりと抑える。

			　そして巨乳人妻が、俺がいかに九十八パーセントで抑えようとも、生物学的に下限が九十八パーセントを超え、越流を開始しようとするその瞬間──

			（うおりゃああああ！）

			　俺はすべてを、巨乳人妻を九十八パーセントで縛っていた枷を、巨乳人妻を九十八パーセントに押さえようと自らに課していた枷を、その他諸々獣的な何かも、すべてを解放した。

			（！）

			　視界が真っ白に染まる。おそらく巨乳人妻もそうだろう。

			　この限界まで押さえ込んでから一気に解放する技は、健康マッサージの店の、とうの立ったお姉さんが使っていた『毒抜き』という技を模倣したものだ。

			（うまくいった）

			　成功だ。

			　俺は新たに武器を手に入れた事に満足し、全身を満たす甘い痺れに身を任せ、ゆっくりとベッドに倒れ込んだ。

			


			　王都中央にある大きな広場。

			　その広場に面する小奇麗なカフェに、俺はいる。

			　果物を搾ったジュースや天然フルーツ系の飲み物が豊富で、最近のお気に入りなのだ。

			　入口近くの広場に面した席で、レモン・ソーダを飲む。冷えた炭酸飲料とレモンのさわやかな酸味が、疲労した体に染み込んで行く。

			（いやいや、いろんな意味で疲れた）

			　俺は心中にこぼす。

			　実は巨乳人妻を倒したあの後、娼館では大変だったのだ。

			　最後の瞬間、『毒抜き』の模倣技を受けた巨乳人妻は、もの凄い大声で絶叫したらしい。

			　あまりの声量に、その声は遥か一階のロビーにまで鳴り響いたという。

			　人事のような表現なのは、俺自身が真っ白になって、何も音が聞こえていなかったからである。

			　その結果、何かが起きたと判断した店の人達が、大挙して部屋に駆けつける事態になってしまった。

			　マスターキーで扉を開け室内に飛び込んだ彼らが見たものは、大きな水溜まりの中央で意識を失っている巨乳人妻と、ベッドの上でにやけながら呆然としている俺の姿。

			　意識を取り戻した巨乳人妻を含め行われた事情徴取で、何が起きたかを知った店の人達。誤解と判明した事で、逆にお詫びまでされてしまった。

			　俺は巨乳人妻にプレイ料金に匹敵するチップを渡し、店を出た。

			　ロビーを通り抜ける途中、俺を見る客、雛壇の女性、ウェイトレスらの目は、剣豪を見る目に近いものがあったように思う。

			　俺は肩で風を切って歩くと、扉を押して外へ。

			（やれやれ、名が売れちまったぜ）

			　そんな事を心の内に呟きながら、肩で風を切るのをやめ、普通に通りを歩き、このカフェへ来たのだ。

			　店内ならいざ知らず、通りを肩で風を切って歩くなど、冒険者が溢れるこの世界では、トラブルの元である。

			（よおおし。行くぞ）

			　充分に休憩を取った後、俺はまた先ほどの中級娼館へ戻るべく椅子から立ち上がる。

			　なぜまた行くのか、しかも同じ店に。

			　それは先ほど見た雛壇に、人妻系が多かったからだ。きっとあの店の売りは、人妻なのだろう。

			（俺の求める相手が、きっと見つかるに違いない）

			　確信めいた予感がある。

			　俺は足音高く石畳を進み、音がするほどの勢いで店の扉を開けた。

			　何事かとこちらに向く、顔、顔、顔。

			　俺の姿を視認し、ロビーの客が、ウェイトレスが、そして雛壇がざわめいた。

			　ただ、年嵩のコンシェルジュだけが冷静である。

			「いらっしゃいませ。ごひいきいただきありがとうございます。お遊びになられますか？」

			　俺は偉そうに頷き、雛壇を鷹の目で見つめる。

			　雛壇の女性達は、前に出る者、踏み止まる者、腰が引ける者、様々だ。

			　そんな中、今回俺が探し求めるのは、でかい尻。

			　究極の巨尻を求め、雛壇をチェックして行く。

			（あれだな）

			　見つけた。

			　その女性は、若くはない。

			　だが人妻風で、鷹揚な雰囲気を持っている。俺と目が合っても、優しげに微笑むだけだ。

			　そして、それなりに豊かな胸と、雛壇一のでかい尻を所有している。

			（頼むぜママさん）

			　俺は彼女を、ママさんと勝手に名づけ、コンシェルジュに意思を示す。

			　礼儀正しく一礼したコンシェルジュは、ママさんを呼び出すべくカウンターへと向かった。

			


			　そしてまたもや始まる、鍛錬の時。

			　すでに俺もママさんも、二人だけで部屋にいる。ソファー前のガラステーブルにはソフトドリンクが二つ仲良く並び、すべての準備が完了している事を表していた。

			（さあママさん。その巨大な尻で、俺にエルフを打ち破る道を示してくれ）

			　俺がママさんを指名したのは、エルフへの対抗策を見据えてである。

			　今のところ、俺の考える作戦はこうだ。

			　まず重砲グルーミングにより、相手陣地への制圧射撃を行う。

			　次に戦車部隊を投入し、相手戦力を粉砕、攻撃も防御も出来ない状態に陥らせる。

			　最後に歩兵どくぬきを前進させ、相手陣地を占領する。

			（グルーミングは、相手をある程度の状態にまで持って行けるが、そこまでだ）

			　あくまで、事前の支援に留まる。

			（そして『毒抜き』は、その効果は強大で意識を奪うほどだが、相手をギリギリの状態に留めて追い詰めるという性質上、時間が掛かる）

			　その間に反撃や抵抗をされると、解除されてしまう。

			『毒抜き』を施す時までには、相手の主戦力を叩いておかなければならない。

			（そのためには、相手を圧倒する打撃力が必要だ）

			　俺はエルフ戦を思い出す。

			　相手の縦じゅう深しん陣のあまりの深さに、俺の打撃部隊は到達出来なかった。

			（強力な火力を得るために、今から鍛錬を行う）

			　俺はママさんの、でかい尻を見ながら考える。

			　決して不可能ではない。何となくだがイメージはある。

			　それを、ママさん相手に試すのだ。

			　俺はママさんに、振り子打法の鍛錬と同じ姿勢をとって貰う。つまり、ソファーの背もたれに両手つきだ。

			　ママさんは人族だが、そのでかい尻が物理的障壁となって、俺との距離を広げてしまう。

			　結果的にママさんのポイントは俺から遠ざかり、擬似的に、エルフと同じ状況が作り出される。

			　つまりは、そういう事だ。

			「いくぞ、仮想エルフママさん」

			　そう言って、俺はいつもの感謝のストレートを開始する。

			　一定の間隔で、感謝心が詰まった打撃が行われて行く。

			（やはりな）

			　ママさんの分厚い防御壁によって、俺のストレートは奥まで届かない。

			　だが続ける、ひたすらに、そして丁寧に。

			　自らの気の流れに気を配り、練り込むように循環させる。

			　そして奥の奥へ届く事をイメージしながら、ストレートを放つ。

			　繰り返すうちに、物理的に届いていないにもかかわらず、最奥のポイントに律動的な光の変化が現れ始めた。

			　明るい赤、暗いオレンジ、明るいオレンジと変化して行く。

			　その変化は、ストレートのタイミングと完全に一致していた。

			（……よし、これだ）

			　俺の心に希望が差し込む。

			　やがて光の変化は、強く明確になる。

			　長い距離を疾駆したストレートが、最奥の壁に拳を叩きつけ、抉り上げたかのような反応だ。

			　そのたびに明るい黄色が、最奥部で強く輝く。

			　そしてその都度、ママさんが大きく跳ねるようになる。

			（間違いない。充分に気を練り込んだ突きは、たとえ物理的に届いていなくても、相手に打撃を与えうる）

			　修道僧モンクの拳は、触れていなくても中距離にいる敵を打ち倒す事が出来るという。

			　物理的な打撃を与えていないのに、どうやって距離のある敵を打ち倒すのか。

			　それは己の拳を気でまとい、擬似的な拳の延長として、距離のある敵を叩いているのではないだろうか。

			　そう考えた俺は気を丹念に練り込み、突きのたびに試し続ける。

			　これは巨乳人妻相手に鍛錬をしていた時、光の変化に気づいた事が発端だ。

			　一突き一突きを無駄にせず丁寧に打ち込み、残心をもって観察していたからこそ、見つけられた変化と言える。

			（俺は、修道僧モンクのように、数メートル離れた相手に届かせる必要なはい）

			　丁寧に突く。

			　大きく跳ねる。

			（距離にして、数十センチメートルを得られればいい）

			　残心を持って観察する。いかなる時でも油断はしない。

			（打ち倒すような強さもいらない）

			　観察を元の位置を調整し、丁寧に突く。

			　先ほどよりも大きく跳ねる。

			（自らの武器が与えられる程度の、強度があればいい）

			　再び残心。

			　そしてスイッチを切り替える。

			　今までの突きは、グルーミングの延長のようなものだ。

			　ここからは相手の陣地を火力によって粉砕する、本気の打撃を始めるのだ。

			　俺は予備動作のため、一度大きく下がる。

			　そしてママが、いつもの反動で戻って来たその頂点に合わせ、思いっきり前に出る。

			（そらっ！）

			　ガツン！

			　強烈な感触。

			　俺は驚く。

			　どうやら充分に練られた気は、俺自身の延長となるらしい。感覚を完全にフィードバックして来た。

			　だが俺は、そこで自らの失敗に気づいた。

			（しまった！）

			　俺は動きを止める。

			　ママさんは、今の一撃でノックダウンしてしまったのだ。

			　これ以上続けて、さっきの巨乳人妻と同じ騒ぎを起こすのはいかにもまずい。

			　俺は自分の失敗を認め、ここでやめる事にした。

			（ママさんはその見事な尻のため、自身の最奥部に打撃を受ける事に慣れていなかったのだろう）

			　気のストレートが届き始めたあたりの敏感な反応を見れば、もっと早くに気づいてしかるべきだろう。

			（慣れていれば、今の一撃に耐えられたはず。しかしほとんど未経験の状態では、さすがに刺激が強過ぎたか）

			　本気の打撃とはいえ、相手が耐えられるのを見越して放ったつもりだ。

			　これは、完全に自分の計算ミスである。

			（だが、これでエルフ攻略の目処は立った）

			　俺はそう思い、一人シャワーを浴びるのだった。

			


			　再起動したママさんにチップを渡し、店を出る。

			　夕食は、通りに出ているスタンドで済ます。サンドイッチとサラダという控え目なものだ。

			　体調を充分に整えた後、ついに『エルフの店、フロイ。素敵なエルフがあなたをお出迎え』へと向かう。

			（いよいよだ）

			　そして今俺は、歓楽街の裏通りに立ち、フロイの看板を見上げている。

			　『エルフの店、フロイ。素敵なエルフがあなたをお出迎え』の脇の下ビームのまん前だ。

			（人の力、思い知らせてやる）

			　看板にデカデカと描かれているエルフを睨みつけ、戦意を高めて行く。

			　そして扉を押し開き、店へと足を踏み入れた。

			「いらっしゃいませ」

			　ウェイトレス達が声を揃える。

			　その中には先日のウェイトレスもいて、何か言いたそうな顔をしていた。

			『あたしが目当て』、『懲りないわねえ』とか、多分そんなところだろう。

			　だが俺は、ウェイトレスを指名する気は無い。個人的リベンジが目的ではないのだ。

			　俺の目的は、エルフという種族に勝つ事。

			　だから、雛壇から指名する。

			　エルフが種として深き者共なのか、ウェイトレス個人が深き者であったのか、それを知るためにも別なエルフが必要なのだ。

			


			「よろしくね」

			　ベッドの上で、ロングのソバージュに眉の太い美人が、挨拶して来る。

			　すでに飲み物は運び込まれ、二人の時間が始まろうとしていた。

			　俺は相手の容姿を褒め、相手も、ありがとうと、ビジネススマイルを返す。ここまではいつもと同じ定石セオリー通りの展開。

			　そして静かに、種族の尊厳を賭けた戦いが始まる。

			（よし）

			　まずはグルーミングによる重砲支援。

			　ソバージュは、『へえ、やるじゃない』という顔をしている。

			　俺は焦らず、しっかりとソバージュの光の循環と色温度を観察する。

			（やっぱりだ。ソバージュも深き者共の一員だ）

			　色温度と循環から、ソバージュの奥底の位置を把握する。

			　しかも、さすが雛壇。ウェイトレスよりもさらなる深淵に潜む者であった。

			　エルフの種としての恐ろしさに、背筋が寒くなる。

			（こんなに美人で、細くて華奢なのに、この深さは反則だろう）

			　遊びに来た誰しもが、彼女らがこんなにも深き井戸を所持しているとは思うまい。

			　気がつかぬ彼らは、彼女らの演技に酔い、騙される。そして『俺のアレでメロメロ』などと信じて、足繁く通い貢ぐのだ。

			　そのまま気がつかぬ者は、幸いなり。

			　彼女らの秘密を知った者は、もはや正気ではいられまい。恥ずかしさと悔しさで、思い出すたびに頭を抱えて転げ回る事になるはずだ。

			　そしてその中には、エルフに対して良からぬ感情を持つ者も出るだろう。

			　それはやがて、人間とエルフの間に深刻な対立を呼び、世界の居住可能な土地の八割をも焦土に変える、三百年戦争に発展するかも知れないのだ。

			（ふう。まさか、転移した先の世界で、こんな重要な役回りが回って来るとはな）

			　俺は額の汗を拭う。

			　自らの責任の重さに、押し潰されそうだ。

			　……なぜ俺が、こんな妄想を真剣に考えているかと言うと、それには重大な理由がある。

			　それは──

			（このエルフ、魅力的過ぎるんだよ！）

			　そういう事である。

			　直感で指名したソバージュだったが、間近で見ると、とても綺麗でかつかわいい。

			　さらに太い眉が新鮮で、戦う前に俺の心がフニャフニャになる危険性すら内包していた。

			　自らに世界を破滅の危機から防ぐ役割をロールプレイさせていなければ、自分の心が守り得たか怪しいほどである。

			　それほどの存在だった。

			　それはそれとして、確かにソバージュはかわいいが、その心の底には、人族の男に対する蔑視が感じられる。

			　これは仕方がないとも言える。

			　教育や啓蒙では、どうにもならない。

			　自らの体で悟った、人族の男に対する低い評価なのだ。

			　この評価は、誤解ではない、思い込みでもない。

			　女として、自分を満足させられない男に、本能は決して高い評価を与えない。

			　理性がいくら高評価を与えても、本能の決定は覆せない。

			　どうしても矯正しようとした場合、彼女らに出来るのは、自らを欺き、その事に気づかない振りをする事だけなのだ。

			（だから、俺はやらねばならない）

			『あら、人族の男にも、結構やる奴いるんじゃない』そう思わせるだけでいい。

			　それだけで、種族への評価に一石を投じる事が出来る。

			（この俺の、人並みの武器で倒す事に意味がある）

			　エルフ達は、人族の武器を嘲笑している。

			　自分達にその武器は決して届かぬと、高みから笑っている。

			　だからわからせてやる。

			　この武器は、お前達に届くと。

			　お前達を殴打し、這い蹲つくばらせる事が出来うる武器なのだと。

			　そして人族の武器に脅威を感じて初めて、エルフは人族を尊重する事が出来るようになるはずだ。

			（行くぞ！）

			　俺は気を引き締め、グルーミングで充分に温まったソバージュに、覆いかぶさる。

			　まずは、スローペースで通常攻撃を繰り出す。

			　俺に揺すられながらも、ソバージュは余裕の表情だ。

			　当然だ。彼女にとって俺の通常攻撃など、入口も入口、先っちょだけの世界である。

			（ふん、その余裕、いつまで続くかな）

			　この通常攻撃は、すぐに始まる大攻勢への準備。

			　一突きごとに、俺の気は練られて行く。

			（よし、いつでも行ける）

			　そして、準備は整った。

			　ソバージュは、表面上は反応しているように見せているが、目の光は冷ややかなまま。

			　目だけを見つめれば、欠伸あくびでもしそうな雰囲気を感じさせる。

			　魔眼持ちの俺には、客向けの演技に過ぎない事を容易に見抜く事が出来る。しかし、それにしてもお粗末だ。

			　魔眼などなくとも、作業に夢中になってない奴ならわかってしまうだろう。

			　俺はその手を抜いた姿勢に、劣情を滾らせる。

			　やってやる、大攻勢だ。

			「パンツァー・フォー！」

			　大号令を発する。

			　号令に合わせ、俺の高速打撃集団は、電撃的にソバージュ渓谷の狭きゅう隘あい路を通り抜け、ハートランドに殺到した。

			　次から次に放たれる砲弾は、陣地の防壁を粉砕し、色温度をオレンジ、黄色へと急激に変化させて行く。

			　ソバージュは驚愕する。

			　それはそうだろう。

			　ジャップの戦車おもちゃの砲撃なんて、ドアノッカーさ。

			　そんな風にうそぶいていたら、口径８８ミリメートルアハト・アハトを積んだ大量のドイツ重戦車群が現れたようなものだ。

			　ソバージュは立て直そうと、俺から逃れるべく、足を使って脱出を図る。だが許しはしない。

			　お前は俺を、人族の男を侮った。

			　俺はエルフを恐れ、万全の準備をして挑んだ。

			　いくら戦闘巧者であろうと、備えある相手を崩せはしない。

			「アイン！　ツヴァイ！　ドライ！」

			「アイン！　ツヴァイ！　ドライ！」

			　俺は攻撃を続ける。

			　なぜドイツ語なのか。

			　それは、先手を取られてもさすがはエルフ、熟練の技で俺の気を逸らそうとするからだ。

			　俺はドイツ語、素数、フランス語、その他あらゆる知識を動員して、対抗せねばならなかった。

			　その甲斐あって、今やソバージュは落城寸前。

			　ここまで勝敗の天秤が傾いた以上、挽回は不可能に違いない。

			　彼女は、相手を舐め過ぎたのだ。

			　重い砲撃は、的確にダメージを送り込み続けている。

			　ソバージュの再奥部は、今や白く光っていた。

			「開く！　まずい！　やめて！」

			　突如、ソバージュが、狂ったように抵抗を始める。

			　だが技も何もない、ただの力任せだ。

			　いかに火事場の馬鹿力といっても、基本筋力が低い上に、今は寝技で完全に極きめられている。

			　どうにもならなかった。

			　力の狂騒が過ぎ去り、ソバージュの抵抗は急速に萎んでいく。

			　目は焦点を失い、口の端からは涎が流れている。

			「開く……開いちゃう」

			　最初、何を言っているのかわからなかった。しかし魔眼で彼女の色温度分布を見た瞬間、理解する。

			　最奥部の白い光が、まるで門が開くように左右にわかれ移動して行き、その奥から、青白く輝く光が現れたのだ。

			（あれが、核コアか！）

			　俺は悟る。

			　そして核コアが存在するのなら、それを打ち砕いてこそ真の勝利を得た事になるだろう。

			　俺は渾身の力で気を練り始めた。

			「……天国の門ヘヴンズゲートが、……開いていく……」

			　ソバージュの表情が引きつっている。言葉はすでに、途切れ途切れだ。

			　だが俺の次なる行動を、本能的に察知したのだろう。

			　文字通り最後の力を振り絞って、防御行動を発動する。

			　それは、俺の渾身の気を込めた一撃が放たれたのと同時であった。

			「ぬうっ！」

			　俺は唸る。

			「これは、真剣白羽取り！」

			　叩き込まれた一撃を、内部で強く挟み込む事によって止めたのだ。

			　一瞬ソバージュの顔に、不敵な表情が浮かぶ。

			「ふん」

			　だが俺も、ニヤリと笑い返す。

			（すでに、その身をもって知っているはずだ。俺の攻撃は、もはや物理のみに頼るものではないという事を）

			　そもそもエルフ相手には、最終的に物理は効かない。

			　物理だけでは、エルフをこの状態まで持って行く事など出来はしなかった。

			　俺は止められた位置から、気の塊と化した修道僧モンクの拳を、核コアへと叩き込み、こじり上げる。

			　激しい断末魔が部屋に響き渡る。

			　とても、若く美しい女性から発せられるような音ではない。

			　そして次の瞬間、部屋中が振動を始めた。

			（なっ？）

			　比喩ではない。本当に部屋が振動している。俺はエルフを引き摺り、とっさにテーブルの下へ潜る。

			　振動が収まると、バタバタと人の来る音がした。地震だったのだろうか。

			「これは……」

			　コンシェルジュが、テーブルの下で意識を失っているソバージュを見る。

			　俺は裸のままテーブルの下から立ち上がり、とりあえずバスタオルを腰に巻く。

			「……ついに現れたか」

			「……今の振動、間違いないわ。私の精霊が言ってるもの」

			　何かざわざわしている。

			　俺は、とりあえず質問を口にする。

			「今の揺れは、地震ですか？」

			　皆が一斉に俺を見る。

			「あれなの？」

			「あれのようね」

			「信じられない」

			「でも精霊は、あれだって言っている」

			　質問への返事はない。

			　コンシェルジュが咳払いを一つして、場を収める。

			「大変失礼致しました。お客様がこの者の天国の門ヘヴンズゲートを、お開きになったのですね？」

			　二つにわかれた白い光の事だろう。俺は頷く。

			　また少し、場がざわめく。

			「では、別室へ来ていただけませんでしょうか？　そちらでご説明致します」

			　それに、とコンシェルジュはソバージュを見る。

			「この者も、このままにはして置けませんので」

			　確かにそうだ。伸びた蛙のような格好で倒れたままにしておくのは、あまりに気の毒である。

			　俺は、コンシェルジュの提案を受け入れる事にした。

			　数十分後、身嗜みを整えた俺は、店の応接室に腰を下ろしている。

			　高級なソファーなのだろうが、柔らか過ぎて座りにくい。

			　正面にはコンシェルジュが座り、周囲には女性エルフが数人、椅子を持ち込んで腰掛けている。

			「では、ご説明致します」

			　フルーティーな香りのする紅茶が行き渡ったところで、コンシェルジュが説明を始めた。

			「天国の門ヘヴンズゲートとは、エルフの女だけが持つもので、真に満足した時のみ開きます」

			　そしてその時、さっきのような地震、精霊震というらしい、が局所的に発生するそうだ。

			　俺は黙って、続きを促す。

			「ですがこれが開く事を、女達は屈辱と感じます。負けを認める事になるからです」

			　俺は頷く。プライドの高いエルフならば、そうだろう。

			「異種族相手ならなおさら、人族の男に対しては特にそうでしょう」

			　なぜなら、とコンシェルジュは続ける。

			「私の知る限り、人族の男に対して天国の門ヘヴンズゲートを開いた者はいないからです」

			　なるほど、だから最後になって狂ったように抵抗したのか。

			　不名誉な第一号として、歴史に名が残りそうだからな。

			「ですが結果は結果です。私達は、お客様を祝福致します」

			　コンシェルジュはパチパチと拍手をする。

			　それに遅れて、まばらな拍手が起きる。

			　絶対祝福されてないよな、これ。

			「お客様は称号を手になされたと思いますので、確認させていただきます」

			　コンシェルジュが目を閉じ何か呟くと、俺の目の前に、淡い光で描かれた文字が浮かび上がる。

			　それは、『門の開き手』と書かれていた。

			　また、エルフがざわめく。

			　おお、やはり、間違いない、などの声が聞こえる。

			「間違いありませんね。やはりお客様は、人族の男性として初めて、エルフの女を満足させた方です」

			　この称号は、一種族に一つだけしか授けられないそうだ。

			　俺はちょっと聞いてみる。

			「この称号を持った事で、俺はどのような影響を受けるのでしょうか」

			「そうですね、まずはお客様がエルフの領内に入られた際、領民と同等の身分が保証されます」

			「ほう」

			「次に、称号持ちである事を知ったエルフから、一目置かれます」

			「ふむ」

			「以上でしょうか」

			　そう言ってコンシェルジュは、やれやれと溜息をつく。

			　その様子はまるで、『人族に同等の身分とか、優遇し過ぎじゃないの？』と言っているようだ。

			「…………」

			　俺は言葉が出ない。

			　チート能力追加とか、能力値補正とか、レア物のマジックアイテムが貰えるとかないのだろうか。

			　一瞬、それだけ？　と言いそうになってしまう。

			　しかし、コンシェルジュの姿を見るに、エルフからすれば人の身に過ぎたる褒賞と考えているようだ。

			　俺からすればいらない褒賞だが、その事を正直に言えば、激怒するだろう。

			　相手を低く見はするが、自分達が低く見られるのは我慢出来ない。そういった手合いのようだ、ここにいるエルフ達は。

			「……精霊獣が与えられますよ」

			　コンシェルジュの隣に座っていた女性エルフが、嫌そうに口にする。

			　やりたくない、なんでこんな奴に。そういった気持ちがにじみ出ている。

			（ちょっとあんた、大人なんだから、その辺、もうちょっと隠そうよ）

			　俺は呆れる。

			　エルフは長命で、人生経験が豊富なんじゃなかったのか。

			「ああ、そうでした。失礼しました。お客様には、エルフの森から召喚された精霊獣が与えられます」

			　こちらも、女性エルフ以上に嫌そうな表情である。

			　忘れた事にすればやらなくて済む、とでも考えていたのだろうか。

			　いや、女性エルフが口にした事から、どうやら忘れたで済むようなものではないのだろう。

			　それにしても、精霊獣。

			　ううむ、何かファンタジー成分が来た。

			「精霊獣ですか」

			「はい。我々の森に住む、姿形を持った精霊です。これが異種族の個人に与えられるのは、極めて稀で大変に栄誉な事です」

			　わかりますね？　とコンシェルジュの目が言う。

			　わかってますとも、あなた方のプライドの高さと、基本的に多種族を下に見る、その感覚を。

			　ここは変な事は口にせず、貰える物だけ貰って、さっさと離れるのが無難だろう。

			「お客様が彼女の天国の門ヘヴンズゲートが開いたと同時に、彼女の魔力を用いて精霊召喚が始まっています。精霊震がその証拠です」

			　コンシェルジュは、ちらっとソバージュが休んでいる部屋の方を見る。

			「間もなく、お客様の前に、その姿を現すはずです」

			　その言葉が終わらないうちに、目の前のテーブルに魔法陣が浮かび上がる。

			　魔法陣は数秒間発光しながら回転し、消え去った。

			　その後に、一匹の芋虫を残して。

			「これは……」

			　俺は呻く。

			　どうみても、アゲハ蝶の五齢幼虫にしか見えない。大きさもその程度だ。

			　いきなり目の前に現れると、結構ショッキングなルックスである。

			


			

			


			「おお、これは森の賢人ですね」

			　コンシェルジュは、ニコニコと頷く。

			　周囲のエルフも一気に活気づく。

			（いくら称号持ちでも、所詮は人族。召喚される精霊獣も、こんなもんよね）

			　こんな事を小声で言っているのが、聞こえた。

			（いや、あなた達、もうちょっと聞こえないように言おうよ。それとも何？　わざと聞こえるように言ってるの？）

			　わざとのような気がする。

			　ところでどうやら、森の賢人とやらは精霊獣の中ではかなり格下のようだ。

			　なんかそんな扱いを受けているのを感じた俺は、急にこの芋虫がかわいそうになる。

			「では、どうぞお連れ下さい」

			　コンシェルジュが勧める。

			　俺は、そっと手のひらに載せつつ質問する。

			「食べ物とかの世話は、どうすればいいのでしょうか」

			「それは、森の賢人と相談して決めて下さい」

			　コンシェルジュの返事は、そっけない。

			「相談ですか？」

			「はい、どうやらお客様と森の賢人の間には、まだ精神的パスが繋がってないようですね」

			「精神的パス？」

			「もうすぐ繋がると思います。そうなりましたら、最低限の意思の疎通は出来るようになるでしょう」

			　さあさあ、と退室を促される。

			　俺の精霊獣が森の賢人だった事で、コンシェルジュの中での俺のポジションは、一気に下がったらしい。

			　さっきまでの丁寧さは、すでにない。目に見えて、ぞんざいな扱いに変わっている。

			　おそらくこれが貴重で強力な精霊獣だったなら、扱いも違ったのだろう。

			　もはや、気を使う価値はないという事か。

			（なんか、大した事ない精霊獣で良かった良かった、みたいな雰囲気だな）

			　結局俺はエルフに対する不快感を払拭できないまま、森の賢人と共に追い出されるように店を出た。

			　家路の途中、俺は森の賢人と精神的パスが繋がったのを感じた。

			『はっぱがたべたい』

			　唐突に、そんな気持ちを受け取ったからである。

			　精霊獣とはいえ、さすがに芋虫がベースなだけあって、会話は無理だった。

			　何となく相手の言いたい事がわかる、その程度でしかない。

			　夜空の下をしばし歩き、家に到着する。

			　早速、森の賢人を庭に連れ出した。

			　薬草に近づけ、問い掛ける。

			「この葉っぱは、食えるのか？」

			　すると、森の賢人は少し仰け反って、前の方の短いイボ足を、ワキワキと動かす。

			　どうやら大丈夫らしい。

			　薬草の葉に載せようとすると、今度は薬草樹の方に向かって、ワキワキする。

			　どうも、あっちの方がお好みらしい。

			　薬草樹の枝に載せると、しっかりと葉をつかみ、モリモリ食べ始めた。気に入ったようである。

			「遠慮なく食っていいぞ。うちの薬草樹はフサフサだからな」

			　いざとなったら、他の薬草にＳランク・ポーションを掛ける事だって出来る。

			　俺は庭に森の賢人を残し、屋内に戻った。

			（今日もいろいろあったな）

			　前世に比べれば、毎日が息もつかせぬ大冒険の毎日だ。

			　しかも嫌ではなく、充実している。

			（感謝してますよ）

			　俺は名も知れぬ石像に軽く祈り、着替えてベッドへと潜り込んだ。

		

	
		
			エピローグ

			


			　朝、今日も爽やかな目覚めである。

			　毎日いい運動をしているせいか、転移してからぐっすり眠ってパッと起きられるようになった。

			（そう言えば、昨夜から精霊獣が来たんだったな）

			　森の賢人が気になったので、庭へと出る。

			（いたいた）

			　森の賢人は薬草樹の枝につかまって、スローペースでモシャモシャ食事をしていた。

			　それほど食い荒らしているようでもない。

			　薬草樹は、相変わらずフサフサだ。

			「この葉っぱがあれば大丈夫か？」

			　俺は聞く。

			　森の賢人の姿は、初見こそ少々気味悪い印象だったが、慣れて来ると、とても愛らしく感じられるようになった。

			　……大丈夫らしい。

			「他に何か必要か？」

			　……今のところ、とくに必要ないらしい。

			　ふと思い立ち、森の賢人に名前をつける事にした。

			（何にしようか）

			　俺は、半透明に透ける葉を食べる、森の賢人を眺めつつ、しばし考える。

			　そして、決めた。

			　透け透けの葉を食べる芋虫、ゆえに──

			「お前の名前はイモスケだ。いいな？」

			　……わかったらしい。

			　周囲を見回す。

			　今日もいい天気だ。

			　朝を告げる小鳥のさえずりが聞こえる。

			「ん？」

			　俺は気になる事があって、イモスケに話し掛けた。

			「イモスケ。お前は鳥とか蜂とか、大丈夫なのか？　食われたりしないのか？」

			　仮にも精霊獣、大丈夫とは思うが念のためだ。

			　イモスケは食べるのを止め、少し考えるように間をおく。

			　そして俺の方を向いて、ワキワキした。

			　……大丈夫、と言う事だろう。

			　俺は自分の朝飯を買うべく、一階へ降り、道向かいのブレークファースト・スタンドへと向かった。

			　目玉焼き、厚切りハムを焼いたもの、でかいトマトの輪切りに申し訳程度のレタス、パンケーキの載ったプレートを購入すると、部屋に戻る。

			　コーヒーもあるが購入しない。自分で淹れる。

			　別にこだわりがある訳ではない。

			　この間、三階まで階段を上る途中で、こぼしてしまったからである。

			　あれは熱い。思わず怪我治療Ｆを使うほどだった。

			　朝食後、自らの精霊獣と戯れる。

			　戯れるといっても、相手は全長五センチメートルくらいしかないので、指でつつく程度。

			　嫌がりもせず、大人しくしている。葉っぱも食べていない。

			「元気がないな、大丈夫か？」

			　ちょっと心配になり、問い掛ける。

			『おなかいっぱい』

			　うむ、大丈夫のようだ。

			　今日の午前中は図書館に行って、森の賢人や精霊獣の事について調べてみよう。

			　あの不親切なエルフ連中は、教えてくれないだろうし、聞きたくもない。

			「俺は出掛けるが、お前は留守番でいいか？」

			　連れて行くよりは、薬草樹のところにいた方がいいだろう。そう思い、聞く。

			　……留守番でいいらしい。

			「夜まで帰らないけど、大丈夫か？」

			　……大丈夫らしい。

			「じゃあ庭の事、頼んだぞ」

			　別に何も頼むような事はないが、とりあえずそう言う。

			　……わかったらしい。

			　出掛ける準備を整え、玄関に施錠し、階段を下りる。

			　通りを広場へ向けて歩いて行く。向かう先は図書館だ。

			　図書館は王宮の東、文教地区にある。王立魔法学院のすぐ近くだ。

			　ただ王都の場合、どこへ行くにも一旦広場へ出るのがわかり易い。

			　広場を経由し、王立図書館に到着する。

			　俺は入口でギルドカードを提示し、金を払って入場した。身分証明書代わりにもなるので、大変便利である。

			　入口の案内板を見上げると、立ち入る蔵書エリアごとに金額が定められているのがわかる。

			　俺が行くエリアは一般エリアなので一番安い。石貨五枚である。

			（まずは、エルフの森とは何か、森の賢人とは何か、召喚魔法とは何か、その辺りを知りたいな）

			　壁に掲示されている蔵書マップを見ながら移動する。

			　そして、地理や博物関係の本が並ぶ書棚を見つけた。

			（まずは、エルフの森……、この精霊の森という奴かな）

			　それらしき記述を見つけたので、読む。

			


			　精霊の森

			　オスト大陸北部に広がる森林地帯。

			　王国暦三一三年に批准された『精霊の森条約』によって、各国は、精霊の森における領土主権または請求権を放棄した。

			　しかしながらエルフ勢力はこれを認めず、先占を主張し、今なお法的根拠なき実効支配を続けている。

			


			（うわあ）

			　何か最初から、不穏な記述を読んでしまった。

			　この件に関して俺には何の見識もないので、スルーだ。

			　次に、森の賢人についての記述を見つけたので、こちらも読んでみる。

			


			　森の賢人

			　精霊獣の一つ。

			　精霊の森に生息する。

			　円筒形の体にイボ足を持ち、イモムシに似た外見をしている。

			　魔力を帯びた葉を食する。

			　そのため近年では、世界樹保護を目的に世界樹周囲から排斥されている。

			　性質は温厚。

			　時折、頭を持ち上げ、短時間動かなくなる習性がある。

			　その姿が思索しているようにも見えるため、「森の賢人」と呼ばれるようになった。

			


			（……名前の由来がひどい。全然、賢さが関係していない。しかも少々、害虫扱いされているし）

			　俺は、精霊獣の項目を読む。

			　そこには外見別に、猫、犬、狼、フクロウ、ユニコーン、ペガサスなどの名が並んでいる。ちなみにイモムシは、「……これら以外にも、多くの種類がいる」扱いだ。

			　能力も、高い攻撃力がある、高い防御力がある、騎乗可能、騎乗して飛翔可能、相談相手になる、子守が出来る、偵察が出来るなど様々。

			　あちこち本やページをあさったが、森の賢人が何か特殊な能力を持っているような記述は、どこにも見つけられなかった。

			（これは、あのエルフ共が喜ぶ訳だ）

			　俺の精霊獣が森の賢人であるとわかった時の、コンシェルジュの笑顔を思い出す。

			　召喚についても調べてみる。

			　召喚は様々な種類があるようなので、精霊獣召喚に絞って調べた。

			　それによると──

			


			　大憲章マギ・カルタに定められた功績が成し遂げられた際、精霊獣が召喚され、対象者に与えられる。

			　召喚は、大憲章マギ・カルタにより自動で行われる。

			　精霊獣は、精霊の森から召喚される。

			　対象者と召喚された精霊獣との間には、召喚魔法によって主従関係が成立する。

			　召喚される精霊獣の法則性は、まだよくわかっていない。

			


			　との事であった。

			　文中に出て来る大憲章マギ・カルタとは、古いにしえにエルフが組んだ大魔法で、エルフ世界の秩序を最低限守る、自動で発動する魔法的システムなのだそうだ。

			（何だか難しくて、よくわからん）

			　俺は、調べたいものも調べ終えたので、図書館を後にする事にした。

			　建物の外へ出ると、そこは文教地区。

			　俺の住むダウンタウンや馴染みの歓楽街とは雰囲気がまったく違う。

			　ちょっと気取り、十年ほど若返った気持ちで学生街を歩き、サンドイッチを中心にした昼食を取ってみた。

			（学生気分も、たまには新鮮でいいものだ）

			　そこで、ちょっとイモスケが心配になったので、一度家に帰る事にした。

			　気になりだすと落ち着かない。俺はやや早足で家へ向かい、着くと同時に真っ直ぐ庭へ走る。

			「イモスケ、大丈夫か？　鳥に食われたりしてないか？」

			　俺は言いながら、庭の様子を窺う。

			　大丈夫だった。今朝と同じように、薬草樹の枝上で昼食を取っている。

			　しばし眺めていると、クイッと頭を上げ、動きを止めた。

			　そのまま見ていると、体勢を戻して、また食べ始める。

			「なるほど、これが思索してるように見える、という奴か」

			　いつもなら心の中で思うだけだが、今はせっかくイモスケという家族が出来たのだ。あえて言葉に出す事にした。

			　少しすると、またさっきと同じ、思索のポーズを取る。

			（？）

			　その時俺は、イモスケから真下に落ちる、小さな何かを見た気がした。

			　今度は、もう少し注意して見る。

			　何が起きてもいいように、左手をイモスケの下方に構えた。

			　しばしの後、イモスケが思索のポーズを取る。

			　その時、やはり何かが下へと落ちて行った。

			　俺は、左手で素早くキャッチする。

			　手のひらの上には、黒いゴマ粒のようなものがあった。

			「イモスケ、これは何だ？」

			　俺は聞いてみる。

			　イモスケは、俺の手のひらを覗き込むような仕草をした後、答えた。

			『うんち』

			　……なるほど、納得だ。そうだろう、そうだろうとも。

			　急に笑いの衝動がこみ上げ、声を出してしばらく笑った。

			　理由はわからない。何がツボにはまったのかも、覚えがなかった。

			「いやまあ、思索のポーズって、糞をする時の仕草だったんだな」

			　それを知らずに、その動きに知的な印象を勝手に持った。そしてそれが、『森の賢人』なんて名前の由来になっている。

			　それが可笑しかったのかも知れない。

			　俺は手のひらの上の糞を庭に落とし、笑いながらイモスケに詫び、手を洗って家を出た。

		

	
		
			あとがき

			


			　はじめまして、ムンムンと申します。

			　この度は本を手に取っていただき、ありがとうございます。

			　本作品はＷＥＢで公開しているものを、加筆、訂正したものになります。

			　投稿は『小説家になろう』で始めたのですが、諸般の事情により、途中で『ノクターンノベルズ』に引越ししました。

			　ですのでＷＥＢ版をご覧になる場合は、『ノクターンノベルズ』の方をお探し下さい。

			　本作品の題名、『せっかくチートを貰って異世界に転移したんだから、好きなように生きてみたい』。

			　自分で言うのもなんですが、長いと思います。

			　しかしこれには、書くにあたって私なりの思いがありました。

			　それは、『せっかく投稿するんだから、好きなように書いてみたい』というもの。

			　主人公に限らず、登場人物が好き勝手に生きているのは、間違いなくこれが原因です。

			（とは言うものの、やり過ぎたかな）

			　そう思った事は、実は何度もありました。

			　感想欄やブックマークの減りを見て、腕を組み頭をぐるりと回したものです。

			　しかし思うだけで反省しなかったため、このようになってしまったのですが。

			（喜んでくれる人もいるみたいだし、きっと大丈夫）

			　そんな感じで日を過ごすうち、メッセージボックスに通知の知らせ。

			（さすがに、これ以上の引越しはないだろう）

			　それでも、ビクビクしながら箱を開けました。

			『書籍化打診のご連絡』

			　するとそこには、このような文字列。

			（これが噂の）

			　驚きと共に、まじまじと眺めたものです。

			　嬉しくはありました。しかし同時に、危惧したのも事実。

			「文章表現を手直しして下さい」

			　そう求められると思ったからです。

			（引越しの原因でもあるし、それだったら無理かな）

			　直せと言われても、直しようのない部分。頭の中でそれを検索し、あまりの多さに首を振りました。

			（たぶん、書籍化はならないだろう）

			　肩をすくめ、半ば諦めたものです。

			　しかしそれは、杞憂に終わりました。

			　驚いた事に、『もっと自由に書いてもいいですよ』という言葉をいただいたのです。

			　結果、『せっかくチートを貰って異世界に転移したんだから、好きなように生きてみたい』は、世に出る事を許されました。

			　ここで力をくれた方々に、謝辞を贈らせていただきたいと思います。

			　投稿初期からアドバイスを下さり、引越しの相談にも乗っていただいたＨ海様。

			　たくさんの感想やブックマークで、背中を押して下さった読者の皆様。

			　書籍化の声を掛けて下さった編集のⅠ氏。わざわざ地方まで出向いていただき、ありがとうございました。

			　駅一階にある喫茶店の一角で、満員の中、書籍化の打ち合わせをしたのはよい思い出です。

			　素晴らしい絵で、この世界を彩って下さった水龍敬先生。今後ともよろしくお願い致します。

			　そして、この本を購入していただいた皆様。楽しんでいただけたのなら、本当に嬉しく思います。
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